
村の人

10 月 1 日現在

世帯数 2259戸
人口総数 9678 人
男、 4839 人

女 4839 人
(9 月中の動き）

出生15 人 死亡 5 人
転入23 人 転出 9 人

口 '78 
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切
り
絵
、
詩
と
も

石
川
照
子
さ
ん
（
矢
島

の
作
品
で
す

目
は
昔
昔
の
大
苔

地
球
力
ら
と
び
出
し
だ

赤
ん
ほ
う
だ
っ
て
こ
と

知
っ
て
る
力
い

月
の
と
び
土
し
だ
跡
t
f

太
平
洋
さ
．

つ
ま
り
地
球
の
湖
さ

店
る
ほ
と
ね
太
平
洋
の

あ
の
広
さ
は

月
の
跡
力
も
し
れ
な
い
ね

大
苦
月
は
も
っ
と

近
く
に
あ
っ
だ
と
云
う

閂
万
地
球
力
ら

だ
ん
だ
ん
遠
く
な
る

こ
れ
は
ホ
ン
L
に

ホ
ン
ト
の
話

お月さん

ー：
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第
五
回
定
例
村
議
会
か
九
月
二
十

日
に
招
集
さ
れ
、
二
十
二
日
ま
で
会

期
三
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

議
会
は
決
算
議
会
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
一
般
会
計
及
び
各
種
特
別
会
計

の
認
定
な
ど
が
中
心
に
行
わ
れ
ま
し

こ
。f
 ま

た
、
最
終
日
の
二
十
二
日
に
は

一
般
質
問
五
件
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
村
長
や
各
担
当
課
長
が

答
弁
い
た
し
ま
し
た
。

〔
主
な
議
案
内
容
〕

◎
農
地
の
固
定
資
産
税
に

関
す
る
請
願
の
件

昭
和
五
十
四
年
度
は
、
固
定
資
産

税
の
土
地
お
よ
び
家
屋
評
価
の
基
準

年
度
に
あ
た
る
が
、
農
地
の
固
定
資

産
税
は
現
行
額
で
据
え
置
く
こ
と
、

さ
ら
に
市
街
化
区
域
の
農
地
に
つ
い

て
、
農
業
の
用
に
供
す
る
意
志
が
確

認
さ
れ
る
場
合
は
農
地
課
税
と
し
て
、

宅
地
並
み
課
税
は
行
わ
な
い
と
い
う

要
旨
の
請
願
を
採
択
し
ま
し
た
。
採

択
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大

臣
な
ど
に
明
和
村
議
会
と
し
て
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
委
員
に
新
し
く
斗

合
田
の
多
田
栄
作
さ
ん
が
十
月
一
日

付
で
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
前

任
者
の
藤
野
馨
さ
ん
が
任
期
満
了

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

◎
昭
和
五
十
二
年
度

各
種
決
算
の
認
定

昭
和
五
十
二
年
度
の
各
種
会
計

の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
詳
し
く
は
二
面
1

四
面
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。一

般
質
問

▼
勤
労
者
会
館
の
設
立
を

村
税
の
多
く
は
勤
労
者
が
納
税

し
て
い
ま
す
か
、
5
2
年
度
の
決
算

書
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
勤
労

幸艮 め し＼ わ 第205号

5
2年
度

計
な
ど

認
定
す
る

(2) 

者
に
対
す
る
施
策
が
少
な
い
。
そ
こ

で
、
勤
労
者
の
社
交
的
な
場
で
あ
る
‘

勤
労
者
会
館
の
よ
う
な
も
の
を
設
立

で
き
な
い
か
。

〔
答
〕
勤
労
者
会
館
を
設
立
す
る
と

い
う
事
は
、
財
政
面
に
お
い
て
非
常

に
困
難
な
の
で
公
民
館
が
完
成
し
ま

す
と
、
そ
こ
に
は
和
室
、
研
修
室
な

ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
勤
労
者
の
方

な
ど
自
由
に
多
い
に
使
っ
て
も
ら
い

た
い
。こ

れ
か
ら
台
風
時
期
を
迎
え
、
な

お
一
層
古
タ
イ
ヤ
が
転
落
し
、
み
じ

め
さ
を
さ
ら
け
出
す
事
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
行
政
指
導
は
い
か
に
。
ま

た
当
時
者
が
処
理
し
な
い
場
合
は
い

っ
た
い
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。

〔
答
〕
村
で
も
事
故
の
未
然
防
止
と

環
境
衛
生
の
点
か
ら
当
事
者
に
四
回

防
止
対
策
と
衛
生
対
策
を
実
施
す
る

よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

当
事
者
が
処
理
し
な
い
場
合
代
執
行

と
い
う
形
で
処
理
で
き
る
が
、
土
地

の
名
儀
な
ど
が
ち
が
う
の
で
処
理
し

た
場
合
そ
の
代
金
を
ど
こ
か
ら
回
収

す
る
の
か
問
題
が
あ
る
の
で
具
体
的

方
法
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
当
事
者
と

話
し
合
っ
て
決
め
た
い
。

村
長
の
理
念
で
あ
る
”
よ
き
村
づ

く
り
は
ま
ず
村
民
の
体
力
づ
く
り
か

ら
＂
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
社
会
体
育

が
盛
ん
に
な
り
、
昼
夜
に
わ
た
っ
て

三
校
の
校
庭
を
開
放
し
て
も
な
お
練

習
で
き
な
い
チ
ー
ム
も
あ
る
の
で
、

▼
利
根
川
河
川
敷
に
体
育
広
場
を

▼
古
タ
イ
ヤ
集
積
の
転
落
防
止
は

利
根
川
河
川
敷
の
旧
青
少
年
広
場
を

体
育
広
場
と
し
て
見
直
し
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

〔
答
〕
旧
青
少
年
広
場
は
現
在
牧
草

組
合
が
昭
和
5
5
年3
月
3
1
日
ま
で
建

設
省
か
ら
借
り
て
い
る
の
で
、
そ
れ

以
前
は
村
と
し
て
は
借
り
る
事
は
で

き
な
い
の
で
、
昭
和
5
5
年
ま
で
の
間

に
野
球
場
を
一
面
ぐ
ら
い
で
き
る
よ

う
検
討
を
進
め
た
い
。

入
札
は
成
立
し
た
予
算
を
執
行
す

る
村
長
の
権
限
で
入
札
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
議
会
代
表
者
が
立
合
っ

の
は
矛
盾
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
答
〕
現
在
入
札
に
際
し
て
、
代
表

者
に
立
合
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
村
長
が
良
心
的
に
、
公
正
に
、

そ
し
て
厳
正
に
執
行
し
て
い
る
の
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
古
い
慣
習
に
基
づ
い
て
い
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
十
二
分
に
研
究
し

た
い
。江

黒
排
水
路
の
末
尾
の
土
地
が
国

か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
な
い
た
め
に
、

整
備
が
で
き
ず
付
近
の
田
に
は
水
が

一
年
中
あ
る
状
態
な
の
で
、
農
家
は

大
変
困
っ
て
い
る
。
早
く
払
い
下
げ

て
も
ら
い
江
黒
排
水
路
の
改
修
を
早

急
に
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

〔
答
〕
昭
和
5
4
年
度
中
に
村
に
払
い

下
げ
ら
れ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
の
時

点
で
、
江
黒
排
水
路
を
ど
う
改
修
す

る
か
、
ま
た
払
い
下
げ
ら
れ
た
土
地

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
考
え
た
い
。

▼
江
黒
排
水
の
整
備
に
つ
い
て

▼
入
札
執
行
人
に
つ
い
て

40年度
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年度別決算の推移
! 昭和52年度決算は約 11 i意 I 5 0 5 万円

l 98,077千円 入りましたが、ただ l 1 1意 1 千万といっ

172,747千円 l （一般会計の歳入額） ても、どのくらいの札嵩かピンとこない

l 138,014千円 と思います。これを 1 万円札新券で重ね

203,201 千円 I 
てみると、 I O 0 万円で 1 センチメート

ルですから、 I I メートル 15センチにな
231,868千円 I る勘定です。
274,655千円 | ....... 下--平--.9, -.  - -• - - --.----..  

325,550千円 I 
366,902千円 I 
512,964千円 l 
745,475千円 I 
837,797千円 I 

1,007,051 千円 I 
1,115,049I 千円 I ' l l 

I 
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3 億一

2 憶ー

＿
億
八
三
六
八
万
円
（
三
四
•
四
％
）

1 億一

三
億
四
九
二
万
円
（
二
七
・
―
―
-
%
)

剛司履皇網置聾算
（一般会計）

歳入 1 1 億 1505 万円

歳出 1 0 億 3652 万円
残額7,853 万円

歳人 [/:IIIIIl
··:·:：ざ忍奇奇奇奇ぼ奇奇奇奇！条多冬条姿忍苓！姿条条言i斎条斎姿斎斎斎吝里奇奇奇！斎斎斎斎斎斎斎斎虔芸言室条吝斎斎姿斎§i:::[.:ii

（
―
-
八
％
）

一
億
四
二
三
0
万
円

（
六
·
O
％
)

六
千
七
二
0
万
円

（
五
・
ニ
％
）

五
千
七
＿
―
-
九
万
円

（
四
・
七
％
）

五
千
ニ
―
六
万
円

昭
和
五
十
二
年
度
の
村
の
家
計
簿
と
い

え
る
べ
き
決
算
ガ
九
月
の
定
例
会
て
認
定

さ
ね
ま
し
だ
の
て
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に

一
般
会
[
-
O
T

及
ひ
各
種
特
別
会
計
に
つ
い
て
、

ど
こ
に
と
の
よ
う
に
使
わ
れ
だ
の
力
、
あ

ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
、
皆
様
の
こ
理
解

を
得
だ
い
と
思
い
ま
可
。

（
二
•
四
％
）

二
千
七
三
三
万
円

（
七
・
ニ
％
）

八
千
七
万
円

（
国
力
ら
の
交
付
金
）

地
方
交
付
税

ハ
み
な
さ
ん
力
ら
の
税
金
）

村
税

村

（
村
の
恒
金
）

債

（
瞬
力
ら
の
補
助
金
な
ど

瞑
支
出
金

（
国
力
ら
の
補
助
金
な
ど
）

国
庫
支
出
金

繰
越
金

地
方
譲
与
税

そ
の
他

議会費

• 33,S 16祖

3.2% 
3,476円

•* 

総務費

◎ 148,452ヂ

• 14.3% 
* 15,398円

民生 費

◎ 135,227干円

• 13.0% 
* 14,026 円

衛生費

• 54,105干円

5.2% 
5,612円

•* 

農林水産業費

• 136, 1 1 1 干円
• 13.1 % 
* 14, 1 1 7 円

住民の意志や意見を行 行政を運営していくために、

政に反映していただく、 かかる諸経背てす。各種の証といわれる生まれた，Ji、ちゃん村づくりのために使われするための費用です。 52

住民の代弁者の村議会議明害をいたたきに住民課の窓から死亡するまて釦祉に関する費用です。 52年度は前年度は、和吊作防除や農業

員の運営費、活動費、報口に多数の方か来ますが、大ること全てを行います。 52年年同様妊婦の栄養強化の生産団地の育成、農業用

酬などです。 変狭いため、 52年度に窓口を度は独居老人に『愛のペル』 ため、六ヵ月以上の妊婦排水路の整備などを行い、

定例会、臨時会など38 増築しました。また、参議院を設置したり、乞人か健康でに無料で牛乳を支給した排水路は 33路線、延長で

回開催されました。 議員選挙、続計調査の背用な 豊かに暮らせるように前年同 1) 、住民健康診断や各家 9, 573m を改修したばか、

様名人医療に援助したり、各庭から出されるゴミや危農道の整備なども行~いま

種障害者などにも援助しまし険物の処理などの費用にした。

1吏わオしました。

｀ゆりかごから幕場まで、、 健康で明る< 1主みよい

どの一般事務に使われました。

た。

農業経営をより豊かに

一般会計各項目決算額 ◎総額 ▲割合 ＊村民一人当たり

商 工費

••* 
9,378千円

0.9% 
972円

土木費

◎273,886干円

• 26.4% 
* 28,408円

消防費

• 46,085千円

4.4% 
4,780円

•* 

I 
教育費

◎ 164,085干円

• 15.8% 
* 17,019円

公債費

◎ 25,212祖

2.4% 
2,61 S円

•* 

本村の商業、工業の振 生活と産業の基礎であ みなさんの家屋を火災 心と体のバランスのと 村が事業をするために

興のために商工会への助る道路の改良などをして、や災害から守り安心してれた人間形成をめざし ‘‘(16事業）、国などから 1昔

成 (250万円）や各種の融村の発展の基礫をつくる暮らせるために使われる明日の明和、、をになう少りた資金を返済するため

資に使われました。 I ための費用です。 52年度費用です。 52年度はド方火年を育成するため、教育に使われました。
は前年に引続き砕石を入用貯水槽二基、消火栓ーの充実と校舎の内外部の

れたり、狭い道路の拡幅基設置しました。 改修などを行う費用です。

や舗装をしたりしました。 52年度は、住民の交流の＇

また、住宅に困っている 場である公民館建設のた

人のために村営住宅四戸 ・ めの調査や野外照明など

を建設しました。 の増設を行いました。
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“ 92,998m' 

村
l 

建物

17 I 798 m' 

両

有
＿
車

財 産

こぶ: ＝二て二ご二二、
15 台

己
2,669千円

ヮふ
現金335,482千円

土地 2 I 200 m' 

負担 した額 と サ ビ ス された額

>< 

-----
一世帯当
たりが負
担した額

135,821 円 461, 702円
31,625円

村
税
の
約
―l
-
•四
倍

昭
和
五
十
二
年
度
の
村
税
は
一
般

会
計
歳
入
の
二
七
・
三
％
を
占
め
ま

し
た
。こ

の
結
果
、
村
か
直
接
皆
さ
ん
か

ら
お
預
り
し
た
村
税
は
上
の
図
の
と

お
リ
一
人
当
た
り
約
三
万
円
で
、
村

民
の
た
め
に
使
わ
れ
た
お
金
、
い
わ

ゆ
る
村
費
は
三
•
四
倍
の
約
十
万
七

千
円
で
し
た
。

一
世
帯
当
た
り
で
は
、
お
預
り
し

た
村
税
か
約
十
三
万
五
千
円
で
、
村

費
と
し
て
使
わ
れ
た
の
が
約
四
十
六

万
円
で
し
た
。

村
民
＿
人
当
た
り
の
村
費
は

~ 
107,512円

総 額 村負民担一し人た額が 一負担世し帯た額が

村民税 114, 732, 390fll 11, 900円 51, 105円
村 固定資産税 121, 187, 620 12,570 53,981 
税
軽自動車税 6,307,600 654 2,809 

の
村たばこ消費税 25,324,540 2,626 11, 280 

内
訳 電気税 15,835,569 1,642 7,053 

特別土地保有税 21, 537, 420 2,233 9,593 

支
出
は
ほ
と
ん
ど
が人

件
費

昭
和
五
十
二
年
度
の
国
民
健
康
保

険
会
計
の
決
算
は
、
総
収
入
二
億
四

一
五
五
万
円
、
総
支
出
二
億
三
二
七

七
万
円
で
差
引
き
八
七
七
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
り
健
全
運
営
で
し
た
。

収
入
の
主
な
も
の
は
‘
み
な
さ
ん

か
ら
の
保
険
税
の
九

0
五
七
万
円
と

国
庫
支
出
金
の
一
億
三
三

0
九
万
円

で
、
収
入
全
体
の
九
ニ
・
六
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

支
出
に
つ
い
て
み
る
と
保
険
事
業

の
対
象
者
は
四
五
四
三
人
、
世
帯
で

は
一
三
五
五
戸
と
な
っ
て
お
り
‘
み

な
さ
ん
か
病
気
な
ど
で
医
者
に
か
か

っ
た
各
医
院
か
ら
の
請
求
額
は
二
億

一
四
九0
万
円
で
、
一
人
当
た
り
の
医

療
費
（
村
か
ら
の
補
助
）
は
四
万
四
一

『
―
一
円
、
一
世
帯
当
た
り
で
は
十
四

万
七
八
九
七
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
高
額
療
養
費
の
補
助
は
二

四
六
件
―
二
三
五
万
円
の
支
払
い
‘

助
産
費
の
補
助
三
七
件
ニ
―
八
万
円
、

葬
祭
費
の
補
助
五
一
件
五
一
万
円
の

支
払
い
と
な
り
ま
し
た
。

▼
有
線
放
送
会
計

昭
和
五
十
二
年
度
の
有
線
放
送
会

計
の
総
収
入
は
二
三
八
四
万
円
、
総

支
出
ニ
―
二
五
万
円
で
差
引
き
二
五

八
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た

が
、
一
般
会
計
の
繰
入
金
三

0
0
万

＿
人
当
た
り
の
医
療
費

四
万
四
―
―
一
円

▼
国
民
健
康
保
険
会
計

特
別
会
計
決
算

昭
和
J
L
ト
ニ
年
度
の
農
比
共
済
会

計
を
各
作
目
別
に
見
て
み
る
と
…
…

■
農
作
物
共
済
の
加
入
戸
数
は
―
二

八
四
戸
で
掛
金
総
額
は
―
二
九
二
万

円
で
三
割
以
上
の
被
害
農
家
に
九
一

四
五
万
円
支
払
い
、
さ
ら
に
無
事
戻

し
金
五
五
万
円
支
払
い
ま
し
た
。

共
済
金
の
支
払
い
か
多
か
っ
た
の

は
、
二
年
連
続
の
冷
夏
と
、
ヒ
メ
ト

ビ
ウ
ン
カ
の
大
量
発
生
に
よ
る
シ
マ

葉
枯
病
菌
の
媒
介
に
よ
り
ユ
ウ
レ
イ

病
か
全
域
に
わ
た
り
発
生
し
、
不
作

の
年
で
あ
っ
た
の
か
原
因
で
す
。

■
家
畜
共
済
の
加
入
戸
数
は
三
八
戸

で
引
受
頭
数
は
一
三
七
頭
で
掛
金
総

額
は
一
四
四
万
円
で
し
た
。

損
害
に
対
す
る
支
払
い
は
、
一
四

0
万
円
で
死
亡
の
十
頭
、
病
気
の
七

一
頭
に
対
す
る
支
払
い
で
し
た
。

▼
農
業
共
済
会
計

掛
金
の
七
・
ニ
倍
か

支
払
わ
れ
ま
し
た

円
あ
り
ま
し
た
の
で
、
実
際
は
赤
字

運
営
と
な
り
ま
し
た
。

収
入
の
主
な
も
の
は
加
入
者
の
月

月
六
百
円
の
使
用
料
収
入
で
、
こ
れ

か
―
二
五
六
万
円
と
全
体
の
五
ニ
・

七
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前
年
と

比
べ
て
使
用
料
収
入
か
減
っ
た
の
は

新
加
入
者
か
一
軒
、
脱
退
者
か
十
一

軒
と
な
っ
た
こ
と
か
原
因
で
、
さ
ら

に
公
社
接
続
回
数
が
減
少
し
た
た
め
‘

特
別
使
用
料
も
三
五
万
円
と
前
年
よ

リ
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

支
出
は
大
き
な
工
事
も
な
か
っ
た

の
で
‘
支
出
の
ほ
と
ん
ど
が
人
件
費

一
六
四
五
万
円
で
全
体
の
八
三
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
と
し
て
基
金

積
立
金
七
七
万
円
、
公
債
費
二
七
万

円
な
ど
が
支
出
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本年度決算額 前年度決算額

哭 241,553 千円 212,788ffll 
国民健康保険

姦 232,776 195,148 

閃 23,842 23,009 
有線放送

姦 21,252 19,661 

閃 55,143 51,444 
水 収益的

姦 37,750 35,880 
靡 閃 35,500 

゜業 資本的
姦 64,553 6,358 I 

閃 102,977 48,109 
農業共済

姦 102,972 48,109 

▼
水
道
事
業
会
計

第
一
水
源
池
の
浄
水
施
設
が

支
出
の
九
二
％

■
果
樹
共
済
の
加
入
戸
数
は
四
一
戸

で
掛
金
総
額
は
三
一
万
円
で
三
割
以

上
の
損
害
に
一
五
八
万
円
支
払
い
ま

し
た
。

■
園
芸
共
済
の
加
入
戸
数
は
二
五
戸

で
掛
金
総
額
は
三
九
万
円
で
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
損
害
か
六
件
あ
り

ま
し
た
の
で
一
七
万
円
支
払
い
ま
し

こ
。f
 昭

和
五
十
二
年
度
の
水
道
会
計
の

決
算
は
収
益
的
収
支
に
お
い
て
は
、

五
五
一
四
万
円
の
収
入
。
三
七
七
五

万
円
の
支
出
で
差
引
き
純
利
益
か
一

七
三
九
万
円
あ
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
に
お
い
て
は
三
五
五

0
万
円
の
収
入
。
六
四
五
五
万
円
の

ー
人
出
で
二
九
0
五
万
円
不
足
し
ま
し

た
か
、
各
種
積
立
金
な
ど
で
補
て
ん

し
ま
し
た
。

主
な
事
業
は
水
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
第
一
水
源
池
の
浄
水
施
設
の
設

置
の
五
九
五

0
万
円
な
ど
で
す
。
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追
路
交
適
法
ガ
、
七
年

ぶ
り
に
大
幅
に
改
正
さ
れ
、

十
二
月
一
日
ガ
ら
施
行
さ

れ
ま
可
。

今
回
の
改
正
は
二

·
-
l
­

人
に
＿
人
ガ
運
転
免
許
を

持
つ
「
国
民
皆
免
許
時
代
L

を
迎
え
て
、
ワ
ル
マ
社
会

の
新
し
い
秩
序
づ
く
り
を

め
ざ
可
も
の
で
可
。

主
な
改
正
内
容
は
次
の

と
お
り
で
可
。

幸反

< 

め し＼ わ

12月 1 日から

道躇交通法が
変わります

自
動
二
輪
車
、
原
動
機
付
き
自
転

車
の
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
か

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

自
動
二
輪
車
に
乗
る
時
は
、
運
転

す
る
者
も
‘
荷
台
に
同
乗
す
る
者
も
、

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
い
ま
ま
で
は
、
最

高
速
度
四
十
キ
ロ
未
満
の
道
銘
な
ら

ヘ
ル
ブ
ッ
ト
は
不
用
で
し
た
か
、
こ

れ
か
ら
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
し
で
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
だ

自
転
車
横
断
帯
が
新
設
さ
れ
ま
す

自
転
車
で
横
断
中
の
交
通
事
故
を

減
ら
す
た
め
、
新
し
く
自
転
車
専
用

の
横
断
帯
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
幅
一
・

五
メ
ー
ト
ル
の
横
断
帯
に
は
、
自
転

車
の
図
柄
入
り
の
標
識
や
標
示
が
つ

き
ま
す
か
、
横

断
歩
道
に
併
設

さ
れ
る
場
所
で

は
‘
歩
行
者
用

の
信
号
と
共
通

に
な
り
ま
す
。

車
は
横
断
帯

の
手
前
で
は
ス

ピ
ー
ド
を
落
と

交
通
の
は
げ
し
い
交
差
点
な
ど
で

は
、
自
転
車
で
横
断
す
る
の
は
と
て

も
危
険
で
す
。
と
く
に
、
大
型
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
か

し
、
自
転
車
横
断
中
は
必
す
一
時
停

止
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
横
断
帯
の
手
前
三
十
メ
ー
ト
ル

以
内
で
の
追
い
越
し
‘
追
い
抜
き
は

禁
止
と
な
り
ま
す
。

年
々
ふ
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
‘

交
通
量
か
多
V

、
自
転
車
の
横
断
か

危
険
な
交
差
点
に
は
、
新
た
に
「
自

転
車
進
入
禁
止
」
の
道
路

標
示
か
つ
け
ら
れ
ま
す
。

「
自
転
車
進
入
禁
止
」

の
標
示
の
あ
る
交
差
点
で

は
、
自
転
車
を
い
っ
た
ん

歩
道
の
上
に
あ
げ
、
自
転

車
横
断
帯
を
利
用
し
て
交

差
点
を
渡
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

自
転
車
の
交
差
点
へ
の
進
入
＿
部
禁
止

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
に
恩

典

一ン、t：．a...

免許取り消し••••••• ······················• ・ー ・....一-·•······..... ·..ー·.....

自
動
二
輪
車
に
乗
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
や
自
動

車
専
用
道
路
で
は
、
二
人

乗
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

原
動
機
付
き
自
転
車
に

乗
る
と
き
も
‘
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

原
動
機
付
き
自
転
車
に

乗
っ
て
買
い
物
に
出
か
け

る
お
母
さ
ん
た
ち
も
必
ず

免
許
取
り
消
し

麻
薬
や
覚
せ
い
剤
を
飲
ん
で
の
運

転
と
、
酒
酔
い
運
転
は
一
度
の
違
反

で
免
許
は
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

”
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
運
転
”
は
、

こ
れ
ま
で
過
労
運
転
並
み
の
比
較
的

軽
い
処
分
（
違
反
点
六
点
）
で
し
た
。
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酒
酔
い
運
転
は
従
来
十
二
点
で
し
た

が
、
こ
の
改
正
で
十
五
点
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

運
転
と
並
ん
で
の
”
最
高
点
”
で
直

ち
に
免
許
取
り
消
し
と
な
り
ま
す
。

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
‘
恩
典
か

あ
り
ま
す
。

厳
し
い
取
り
締
ま
り
ば
か
り
か
、

決
し
て
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く

優
秀
な
運
転
者
に
ご
ほ
う
び
を
あ
げ

一
層
、
安
全
運
転
に
心
が
け
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
ね
ら
い
で
す
。

二
年
間
、
無
事
故
・
無
違
反
の
運

転
者
か
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
や
信
号
無

酒
酔
い
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
運
転
し
ま

し
ょ
う
。

視
な
ど
違
反
点
二
点
ま
で
の
軽
い
違

反
を
犯
し
、
そ
の
後
三
ヵ
月
間
無
事

故
・
無
違
反
だ
っ
た
場
合
は
、
こ
の

点
数
は
違
反
点
数
か
ら
は
ず
さ
れ
ま

す
。
い
ま
ま
で
は
、
こ
の
点
数
の
消

却
期
間
か
一
年
で
し
た
か
ら
四
分
の

一
に
大
幅
短
縮
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

一
無
車
検
・
無
保
険
も
違
反
点
一

い
ま
ま
で
は
道
路
交
通
法
違
反
に

問
わ
れ
る
の
み
で
、
行
政
処
分
を
受

け
な
か
っ
た
次
の
よ
う
な
違
反
も
‘

今
後
は
処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

無
車
検
、
無
保
険
（
強
制
保
険
）

は
い
ず
れ
も
違
反
点
六
点
、
車
庫
代

わ
り
に
道
路
を
使
用
し
た
I
f
青
空
駐

車
”
は
二
点
。
夜
間
の
八
時
以
上
の

路
上
駐
車
か
一
点
と
な
り
ま
す
。

-
I
B軽免
許
保
有
者
の
方
ヘ
一

旧
規
格
の
軽
自
動
車
（
三
百
六
十

C
C
)
に
限
定
さ
れ
た
普
通
免
許
を

持
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

昭
和
五
十
一
年
に
軽
自
動
車
の
規

格
か
総
排
気
量
三
百
六
十
C
C

か
ら

五
百
五
十
C
C

に
改
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
現
在
一
部
の
貨
物
自
動
車
を
除

い
て
生
産
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
旧
軽
免
許
の
保
有
者

は
、
運
転
免
許
は
持
っ
て
い
て
も
‘

現
実
に
運
転
で
き
る
自
動
車
か
無
く

な
り
つ
つ
あ
る
の
が
実
情
で
す
。

こ
の
よ
う
な
限
定
免
許
を
受
け
て

い
る
方
に
対
す
る
＂
限
定
“
解
除
の

た
め
の
技
能
審
査
か
、
こ
の
九
月
二

十
一
日
か
ら
便
宜
か
図
ら
れ
、
審
査

に
合
格
す
る
と
、
三
百
六
十
C
C

を

越
え
る
普
通
自
動
車
を
運
転
す
る
こ

と
か
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
警
察
署
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
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コ
ミ
の
処
理
に
は
燃
や
し
だ
り
、

工
中
に
埋
め
だ
り
、
収
菓
車
に
出
弓

芯
と
い
ろ
／
＼
あ
り
ま
可
万
、
家
庭

方
ら
出
る
コ
三
や
産
業
に
よ
っ
て
生

し
る
屏
棄
吻
を
誤
っ
だ
方
法
で
処
理

し
て
い
る
入
万
見
受
け
ら
ね
ま
弓
。

特
に
本
村
は
、
前
に
利
根
川
、
後

に
ハ
〈
二
田
川
、
中
を
邑
楽
用
水
路
万
送

っ
て
い
ま
可
。
そ
の
美
く
し
く
あ
る

べ
き
汀
川
や
、
汀
原
に
コ
ミ
を
捨
て

だ
り
「
エ
手
に
持
っ
て
行
け
ば
大
き

店
コ
ミ
も
処
理
て
き
る
L
こ
こ
っ

そ
り
捨
て
る
人
万
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

汀
川
の
汚
ね
は
、
そ
こ
□
住
む
人

の
心
の
汚
ね
、
み
ん
店
の
恥
て
弓
。

そ
こ
で
今
言
回
は
多
く
の
人
の
証
言

を
交
し
え
店
万
ら
、
コ
ミ
肉
題
を
み

几
店
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

＿
河
川
に
ゴ
ミ
が
…
一

川
と
人
間
の
暮
ら
し
は
、
古
代
文

明
の
発
達
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
深

い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。
大
小
さ

ま
さ
ま
な
河
川
を
水
源
と
す
る
豊
富

な
か
ん
が
い
用
水
は
、
わ
が
国
の
水

稲
を
中
心
と
す
る
農
耕
文
化
を
支
え

て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
文
明
が
進
み
、
モ
ノ

を
大
切
に
す
る
心
が
失
わ
れ
、
使
い

捨
て
の
時
代
を
反
映
し
て
か
、
川
に

な
ん
で
も
捨
て
れ
ば
い
い
と
い
う
風

私
は
水
資
源
公
団
か
ら
邑
楽
用
水

の
ゴ
ミ
の
除
去
を
委
託
さ
れ
、
一
日

に
三
回
、
邑
楽
用
水
の
ゴ
ミ
を
す
く

っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
行
っ
て
も
ゴ

国ゴ
ミ
を
除
去
す
る
入
の

身
に
な
っ
て

ん
‘‘,/ 
さ吉

口
重
江

藤
（

須

潮
が
あ
る
よ
う
で
す
。
村
内
を
流
れ

て
い
る
川
も
例
外
な
く
、
捨
て
ら
れ

か
っ

て
あ
り
ま
す
。
特
に
冬
の
渇
水
期
と

も
な
る
と
、
勤
物
の
死
骸
や
空
カ
ン
、

空
ビ
ン
、
古
タ
イ
ヤ
な
ど
が
顔
を
の

そ
か
せ
ま
す
。
夜
の
暗
に
ま
ぎ
れ
て

川
に
＊
ゴ
ミ
を
捨
て
る
．
そ
ん
な
人

が
い
る
と
考
え
る
だ
け
で
も
い
や
で

す
ね
。
よ
く
邑
楽
用
水
で
汗
水
た
ら

し
な
が
ら
ゴ
ミ
を
あ
げ
て
い
る
人
を

見
か
け
ま
す
が
、
よ
く
も
あ
ん
な
に

捨
て
る
人
が
い
る
も
の
か
と
、
お
ど

か
さ
れ
ま
す
ね
。

ー
こ
ん
な
障
害
が
—

①
水
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
ず
、
道
路

側
溝
な
ど
か
ら
あ
か
れ
て
浸
水
す
る

こ
と
も
あ
る
。

②
田
畑
が
冠
水
し
た
時
に
排
水
す
る

排
水
機
場
の
モ
ー
タ
ー
の
運
転
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

®
魚
な
ど
住
め
な
く
な
り
、
い
わ
ゆ

る
死
の
川
と
な
っ
て
悪
臭
を
発

生
す
る
。

④
水
田
に
流
入
す
る
と
、
植
え
た
ば

か
り
の
稲
な
と
に
障
害
が
起
こ
る
。

ミ
が
た
ま
っ
て
い
る
の
に
は
あ
き
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
村
内
に
十
ヵ
所
も

す
く
う
所
が
あ
る
の
に
、
と
「
）
も
ゴ

ミ
で
い
っ
ば
い
。
き
っ
と
村
内
の
人

が
捨
て
る
の
で
す
ね
。
た
ま
／
＼
私

は
邑
楽
用
水
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
の
を

目
撃
し
た
が
、
近
所
の
人
な
の
で
注

意
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ゴ
ミ
を

捨
て
る
人
は
私
の
よ
う
に
ゴ
ミ
を
除

去
し
て
い
る
身
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
よ
。

国昭
和
橋
の
上
か
ら
ポ
イ

^

]

T

[

[

 

係
で
夜
中
に
車
を
運
転
し
て
い
ま
す

が
、
雨
の
降
っ
て
い
る
日
な
と
よ
く

昭
和
橋
の
な
か
ほ
と
か
ら
魚
の
ア
ラ

み
た
い
の
を
捨
て
る
の
を
目
撃
し
ま

す
。
群
馬
の
人
か
埼
玉
の
人
か
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
度
「
）
そ
は
注

意
し
よ
う
と
思
っ
て
も
真
夜
中
で
し

か
も
雨
が
降
っ
て
い
る
の
で
、
つ
い

言
い
そ
び
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
当

は
勇
気
を
持
っ
て
忠
告
す
べ
き
な
ん

で
し
ょ
う
ね
。

＿
農
地
が
コ
ミ
捨
て
場
に
一

よ
く
“
「
)
「
)
は
農
地
で
す
、
ゴ
ミ

を
捨
て
な
い
で
な
ど
と
書
か
れ
た

立
札
が
あ
る
の
を
見
か
け
ま
す
が
、

立
札
が
あ
る
と
こ
ろ
は
必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
と
ゴ
ミ
の
山
。
田
や
畑
が

ゴ
ミ
捨
て
場
と
な
る
よ
う
な
始
末
。

よ
く
役
場
に
こ
ん
な
苦
情
を
訴
え

て
く
る
人
が
お
り
ま
す
。
「
一
年
間

田
を
休
耕
に
し
て
い
た
ら
、
一
部
の

心
な
い
人
に
最
初
に
ゴ
ミ
を
捨
て
ら

れ
た
た
め
に
、
い
つ
の
ま
に
か
ゴ
ミ

捨
て
場
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
」
と
な

げ
い
て
い
る
人
が
お
り
ま
す
。
＇

他
人
の
土
地
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
な

ん
て
、
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
ね
…
。

国私
の
田
は
ゴ
ミ
の
山

9

[

]

 
げ
ん
た
ん

私
は
政
府
の
減
反
政
策
に
基
づ
い

て
、
田
を
休
耕
し
た
と
こ
ろ
、
い
つ

の
間
に
か
、
缶
、
ビ
ニ
ー
ル
容
器
、

工
業
用
の
廃
物
で
田
の
半
分
く
ら
い

ゴ
ミ
で
埋
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

五
心
の
土
地
に
ゴ
ミ
が
捨
て
て
あ

る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
あ
わ
て
て
行

っ
て
み
た
と
こ
ろ
ま
っ
た
＜
ひ
ど
い

も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
一

カ
月
位
の
間
で
、
と
う
し
よ
う
も
な

い
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
も
ち
ろ
ん
、
役
場
と
『
こ
こ

は
農
地
で
す
。
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
ク
』

と
い
う
立
札
を
た
て
た
と
こ
ろ
捨
て

る
人
が
少
な
く
な
っ
た
の
は
あ
り
が

た
い
で
す
。
私
も
ゴ
ミ
を
捨
て
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
き
ち
ん
と
管
理

し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
反
省
し

し
て
い
ま
す
が
。
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田

私
は
村
の
衛
生
部
長
を
し
て
い
ま

す
の
で
村
の
危
険
物
収
集
に
出
ま
す

が
、
空
カ
ン
、
空
ビ
ン
が
あ
ま
り
に
も

多
い
の
に
は
お
ど
ろ
か
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
年
に
一
回
か
二
回
の
収
集
し

か
や
ら
な
い
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

色
々
の
事
情
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
も
う
少
し
回
数
を
増
や
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

ま
た
、
収
集
す
る
月
は
何
月
と
何

月
と
決
め
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
い

つ
収
集
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態

で
は
、
つ
い
家
庭
で
保
管
し
き
れ
な

館
林
市
で
は
家
庭
ゴ
ミ
（
燃
え
る

ゴ
ミ
）
を
火
・
金
曜
日
に
収
集
し
、

危
険
物
は
日
を
あ
ら
た
め
て
回
収
し

て
い
ま
す
の
で
、
家
庭
ゴ
ミ
と
一
緒

に
あ
る
危
険
物
は
置
い
て
い
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
危
険
物
が
放

置
さ
れ
て
あ
る
と
、
非
衛
生
的
で
あ

り
又
近
く
の
子
供
達
が
さ
わ
っ
た
り

す
る
と
危
い
の
で
、
私
が
副
区
長
を

し
て
い
る
関
係
で
こ
れ
を
か
た
づ
け

て
み
る
と
、
明
ら
か
に
明
和
村
の
人

が
捨
て
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
全
部
明
和
村
の
人
が
捨
て
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
わ
ざ
わ

ざ
堀
工
ま
で
持
っ
て
来
て
『
自
分
の

す
る
の

＿
危
険
物
が
…
…
一

村
で
は
現
在
危
険
物
収
集
を
年
に

一
回
な
い
し
二
回
し
か
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
こ
の
収
集
回
数
が
少
な
い

原
因
は
明
和
村
は
危
険
物
の
処
理
場

（
施
設
）
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、

館
林
市
の
好
意
に
よ
り
本
村
の
危
険

物
を
処
理
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
館
林
市
で
も
フ
ル
操
業
し

て
や
っ
と
処
理
し
て
い
る
の
で
、
本

村
の
収
集
回
数
を
増
や
す
わ
け
に
は
、

い
か
な
い
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な

事
情
に
よ
り
、
役
場
か
ら
収
集
日
を

お
知
ら
せ
す
る
ま
で
家
庭
で
危
険
物

を
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
（
次

回
収
集
は
来
年
一
月
下
旬
で
す
）

く
、
つ
い
川
や
堀
へ
捨
て
る
人
が
で

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

村
で
は
ゴ
ミ
収
集
車
を
月
曜
日
と

金
曜
日
に
走
ら
せ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
収
集
車
を
利
用
し
た
り
、
ま
た
、

自
分
の
敷
地
内
で
燃
や
す
か
、
穴
を

堀
っ
て
処
理
す
れ
ば
家
庭
ゴ
ミ
は
大

体
処
理
で
き
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

事
を
せ
ず
、
夜
こ
っ
そ
り
他
市
町
村

へ
行
っ
て
捨
て
る
越
境
ゴ
ミ
棄
て
は

特
に
悪
質
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

な
事
は
絶
体
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

園明和
村
の
ゴ
ミ
が
堀
工
ま
で

んさ
）
市

一庄
林

永
渾

須

村
じ
ゃ
な
い
か
ら
い
い
や
』
の
心
で

捨
て
る
超
境
ゴ
ミ
で
は
、
あ
ま
り
に

も
汚
な
す
ぎ
ま
せ
ん
か
ね
。

利
根
川
の
土
手
な
ど
に
散
歩
に
行

く
と
、
よ
く
ビ
ン
の
か
け
ら
、
農
業

用
廃
ビ
ニ
ー
ル
、
工
事
用
の
フ
ロ
ッ

ク
、
セ
メ
ン
ト
の
か
た
ま
り
な
と
が

山
と
積
ま
れ
て
捨
て
て
あ
る
の
を
見

か
け
ま
す
ね
。
緑
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
が

一
面
に
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
な
る
五
月
頃
は
と
て
も
美
し
く
、

つ
い
は
だ
し
と
な
っ
て
駄
け
足
を
し

た
く
な
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
美
し
い

中
に
キ
ラ
／
＼
光
る
も
の
が
あ
る
と

思
う
と
ソ
ウ
ッ
と
し
ま
す
ね
。

ま
た
、
な
か
に
は
河
原
に
わ
ざ
わ

ざ
穴
を
堀
っ
て
捨
て
る
入
も
あ
る
と

か
：
·
·
:
0

国ゴ
ミ
で
仕
事
が
ス
ト
ッ
プ

渋
木
義
篤
さ
ん
（
館
林
市
）

私
は
建
設
省
か
ら
委
託
を
受
け
て

利
根
川
堤
防
の
草
刈
り
を
請
負
っ
て

い
る
責
任
者
で
す
が
、
堤
防
に
ジ
ュ

ー
ス
頭
の
空
カ
ン
や
農
業
用
の
ビ
ニ

ー
ル
が
捨
て
て
あ
り
、
よ
く
槻
械
に

当
た
り
ま
す
。
空
カ
ン
な
ど
は
刃
が

強
い
の
で
つ
ぶ
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
、
回
転
し

て
い
る
刃
に
ま
き
つ
い
て
し
ま
い
、

こ
れ
を
取
り
除
く
の
に
、
ま
っ
た
＜

苦
労
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

堤
防
は
洪
水
か
ら
皆
さ
ん
を
守
る

た
め
に
あ
る
の
に
、
ゴ
ミ
捨
て
場
で

は
困
り
ま
す
。

き
れ
い
な
村
づ
く
り
を

こ
こ
に
六
人
の
方
々
に

ご
協
力
を
得
て
具
体
例
を

書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
か
、

こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
。

魚
と
り
や
水
泳
に
行
っ

て
足
に
ケ
ガ
を
し
た
話
も

耳
に
し
ま
す
。

ま
た
越
境
ゴ
ミ
の
問
題

に
し
て
も
本
村
か
ら
他
の

市
町
村
へ
捨
て
る
人
が
い

れ
ば
、
他
の
市
町
村
か
ら

本
村
へ
持
ち
込
ま
れ
た
例

も
何
度
か
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
を
も
う
一
度

じ
っ
く
り
と
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

▼
あ
な
た
は
、
自
分
の
囲

リ
だ
け
が
き
れ
い
に
な
れ

ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
せ

ん
か
。

▼
自
分
か
捨
て
た
ゴ
ミ
か

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
、
他
人
に
害
を
及
ぼ

し
て
い
な
い
か
考
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▼
き
れ
い
な
河
川
が
少
し

ず
つ
汚
れ
て
い
く
の
を
寂

し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

私
達
の
心
か
け
―
つ
で

ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
か
で

き
る
の
で
す
。
河
川
に
魚

が
住
め
な
く
な
り
、
道
ば

た
や
堤
防
が
ゴ
ミ
の
山
に

な
ら
な
い
う
ち
に
、
み
ん

な
で
こ
の
美
し
い
自
然
を
、

な
お
美
し
く
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、

土
の
中
に
埋
め
ら
れ
る
も
の

は
埋
め
、
焼
却
で
き
る
も
の

は
焼
却
し
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

新
聞
紙
な
ど
、
廃
品
回
収
業

者
に
出
せ
る
も
の
は
出
し
て

ゴ
ミ
の
減
量
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ど
う
し
て
も
自
宅
内
で

処
理
で
き
な
い
も
の
は
、
収

集
車
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ

゜

、
つ〇

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
中
に
は

廃
品
回
収
業
者
が
引
き
取
る

も
の
と
、
引
き
取
ら
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ビ
ン
の
か

け
ら
や
茶
器
、
空
カ
ン
な
ど

は
回
収
し
て
い
ま
せ
ん
か
、

そ
の
他
の
も
の
は
回
収
し
ま

す
の
で
、
業
者
に
渡
す
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

ビ
ン
の
か
け
ら
‘
セ
ト
モ

ノ
な
ど
は
、
村
の
危
険
物
集

集
の
と
き
に
回
収
し
ま
す
の

で
、
そ
れ
ま
で
捨
て
る
の
を

や
め
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。な

お
、
ジ
ュ
ー
ス
の
ビ
ン
‘

ビ
ー
ル
ビ
ン
な
ど
は
近
く
の

酒
屋
さ
ん
に
持
っ
て
行
け
ば
‘

引
き
取
っ
て
も
ら
え
る
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

参
考
に
ビ
ー
ル
の
空
ビ
ン

は
大
ビ
ン
五
円
・
中
ビ
ン
四

円
・
小
ビ
ン
三
円
・
プ
ラ
ス

l
t
l
勝
手
か
ら
出
る
ゴ
ミ
な
ど

を
収
集
車
で
運
び
処
理
す
る

場
合
、
石
油
を
か
け
て
燃
や

す
な
ど
し
て
、
大
変
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
浪
費
を
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の

生
ゴ
ミ
は
、
庭
に
穴
を
掘
っ

て
捨
て
、
土
砂
を
か
け
て
お

く
と
、
土
壌
バ
ク
テ
リ
ア
に

よ
っ
て
分
解
さ
れ
て
、
堆
肥

に
な
る
の
で
、
植
木
や
家
庭

菜
園
の
た
め
に
非
常
に
役
立

つ
か
ら
で
す
。

〇
収
集
車
（
袋
）
を
利
用
す

る
場
合
は
…
…
…
。

①
毎
日
出
る
ゴ
ミ
を
袋
に
た

め
て
お
き
、
収
集
日
の
朝
、

指
定
さ
れ
た
場
所
へ
八
時
半

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
袋
の
口
は
ヒ
モ
で
し
っ
か

り
し
ば
り
犬
や
猫
に
荒
ら
さ

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

ヽ
~
。

し③
勝
手
ゴ
ミ
は
水
を
十
分
き

っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

袋
か
破
れ
た
り
水
か
た
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
袋
の
中
に
空
ビ
ン
、
空
力

ン
な
ど
燃
え
な
い
も
の
を
混

入
す
る
の
は
や
め
て
く
だ
さ

い
。
焼
却
炉
に
た
ま
っ
て
故

障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

チ
ッ
ク
箱
は
二
百
円
で
引
き

取
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
コ
ミ
の

出
し
方
マ
ナ
ー
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九
月
二
十

五
日
、
第
六

回
老
人
福
祉

大
会
か
村
と

村
社
会
福
祉

協
議
会
の
主

催
に
よ
り
‘

分
福
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

村
内
に
住
む
六
十
五
才
以
上
の
老
人

（
千
九
十
七
人
）
を
招
待
（
出
席
者

七
百
五
十
二
人
）
し
て
、
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
に
つ
く
し
た
老
人
を
敬
愛

し
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
長
寿
を

お
祝
い
し
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

は
じ
め
に
奈
良
村
長
か
「
新
し
い

時
代
に
適
応
す
る
知
識
を
身
に
つ
け

社
会
と
の
交
流
を
深
め
、
地
域
の
人

人
か
ら
愛
さ
れ
る
老
人
と
な
り
今
後

第 6 回老人福祉大会

老いも忘れるほどに

(8) 

一
民
謡
会
な
]
]
-
―
い
人
達

の
生
活
を
安
ら
か
に
楽
し
く
過
ご
す

よ
う
心
か
け
、
平
和
で
豊
か
な
家
庭

づ
く
り
の
た
め
‘
一
層
努
力
な
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

次
に
結
婚
な
さ
っ
て
五
十
年
‘
夫

婦
そ
ろ
っ
て
い
る
金
婚
者
八
組
に
金

盃
を
贈
り
夫
婦
の
長
寿
を
祝
い
、
さ

ら
に
老
人
ク
ラ
ブ
に
功
労
の
あ
っ
た

三
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
宣
言
を
可
決
し
て
、

第
一
部
を
終
了
し
、
第
二
部
か
ら
の

余
興
に
入
り
、
セ
ン
タ
ー
提
供
の
演

芸
や
民
謡
会
の
お
ど
り
を
見
な
か
ら

痔
し
を
食
べ
た
り
、
ジ
ュ
ー
ス
や
お

酒
を
飲
ん
だ
り
し
て
、
終
始
笑
い
に

包
ま
れ
た
福
祉
大
会
で
し
た
。

◎
金
婚
者
表
彰
（
敬
称
略
）

▽
斗
合
田
橋
本
長
次
郎
・
つ
ま

▽
下
江
黒
中
村
厳
太
郎
・
と
し

＂
小
林
愛
之
輔
・
は
つ

▽
江
口
関
口
角
次
・
モ
ト

＂
今
成
由
重
・
し
め

▽
南
大
島
島
田
勝
雄
・
イ
サ

▽
梅
原
本
沢
喜
次
・
ユ
ワ

▽
須
賀
田
口
俊
夫
・
松
江

◎
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
者
表
彰

新
井
義
造
（
江
口
）
・
北
島
鰈
蔵
（
田

県
で
は
、
県
内
中
小
企
業
者
を
対

象
と
す
る
融
資
制
度
の
一
っ
と
し
て

毎
年
季
節
資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い

ま
す
か
、
こ
と
し
も
こ
れ
か
ら
年
末

に
か
け
て
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
で
一
時
的

に
運
転
資
金
が
必
要
と
な
る
時
期
を

と
ら
え
て
「
群
馬
県
中
小
企
業
季
節

（
年
末
）
資
金
融
資
制
度
」
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
特
に
全
体
の
融
資
わ
く

を
昨
年
よ
り
九
億
円
増
や
し
て
、
百

十
四
億
円
を
用
意
し
、
利
用
者
の
需

要
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
こ
の

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

融
資
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
対
象
者
県
内
に
事
業
所
を
有
す

る
中
小
企
業
者

▼
資
金
使
途
運
転
資
金

▼
融
資
限
度
額
一
企
業
五
百
万
円

以
内

五
ヵ
月
以
内

年
六
・
五
％
以
内

銀
行
、
相
互
銀
行
、

▼
融
資
期
間

▼
融
資
利
率

▼
申
込
窓
口

文
化
財
保
護
調
査
員

三
名
決
ま
る

◎
老
人
福
祉
大
会
宣
言

▼
私
達
は
積
極
的
に
社
会
活
動
に

参
加
し
て
生
き
か
い
を
高
め
る
こ

と
に
努
め
る

▼
私
達
の
仲
間
で
あ
る
一
人
暮
ら

し
老
人
及
び
ね
た
き
り
老
人
に
つ

い
て
は
友
愛
訪
問
を
積
極
的
に
し

て
心
の
福
祉
を
高
め
る
こ
と
に
努

め
る
。

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
商
工

中
金

な
お
、
申
込
期
間
は
十
月
中
旬
か

ら
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
県
庁
商
政
課
金

融
係

(
6
=―
―
七
―
―
上
一
三

I

―
―
―
-
)

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

明
和
村
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
を

後
世
に
残
す
た
め
に
調
査
・
研
究
を

し
て
い
た
だ
く
調
査
員
三
名
を
十
月

七
日
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

委
嘱
さ
れ
た
調
査
員
は
奈
良
種
介

さ
ん
（
田
島
）
、
森
尻
重
作
さ
ん
（
南

大
島
）
、
金
子
利
一
さ
ん
（
入
ヶ
谷
）

で
す
。

今
後
、
調
査
員
が
み
な
さ
ん
の
ご

家
庭
を
、
う
か
が
っ
た
と
き
は
、
調

査
に
み
な
さ
ま
の
こ
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

中
小
企
業
向
け

季
節
資
金
融
資
の
利
用
を

島
）
•
島
田
勇
市
（
南
大
島
）

（
敬
称
略
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私
は
家
庭
奉
仕
員
と
し
て
、
昭

和
四
十
四
年
ガ
ら
昭
和
五
十
三
年

四
月
ま
で
約
十
年
間
務
め
ま
し
だ

ガ
、
四
十
四
年
当
時
は

I
I

福
祉
I
I

ガ
大
い
に
叫
ば
れ
て
い
ま
し
だ
の

仇
m

働
ん二

]
心

ロ
(

I
]原

で
、
私
と
し
て
は
と
て
も
や
り
ガ

い
ガ
あ
り
ま
し
だ
。

私
ガ
初
め
て
訪
同
し
だ
あ
る
老

人
宅
で
は
、
老
人
の
布
団
の
ま
わ

り
は
ゴ
ミ
の
山
。
片
付
け
し
な
け

飾るより
心を飾る成人式

部
屋
は
以
前
と
ち
ガ
つ
て
明
る
く
な

り
、
私
ガ
訪
問
可
る
日
を
待
ち
ど
あ

し
ガ
つ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な

時
は
、
と
っ
て
忠
つ
れ
し
い
ガ
、
そ

の
反
面
独
居
老
人
達
は
l田
巳
／
＼
さ

れ
ば
、
坐
る
こ
と
も
介
護
可
る
こ
と

毛
で
き
な
い
ほ
ど
、
狂
居
老
人
は
つ

い
無
気
刀
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
可

ガ
ね
。
そ
れ
か
ら
、
私
ガ
そ
の
老
人

を
訪
問
可
る
よ
う
に
な
っ
て
ガ
ら
、

二
十
三
日
に
第
二
十
四
回
の
成
人
式

が
行
わ
れ
百
三
十
四
人
（
出
席
者
百

四
人
）
か
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り

を
し
ま
し
た
。

式
は
奈
良
村
長
が
「
皆
さ
ん
は
今

や
法
律
的
に
日
本
国
の
一
員
と
し
て

貴
重
な
権
利
と
義
務
を
与
え
ら
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
同
時
に
ま
た
、
独

立
し
た
個
人
と
し
て
責
任
あ
る
行
動

を
期
待
し
ま
す
。
そ
し
て
、
時
代
の

推
移
と
社
会
情
勢
に
目
を
注
ぎ
、
よ

り
一
層
教
養
と
英
知
を
身
に
付
け
国

家
社
会
の
発
展
に
貢
献
出
来
る
よ
う

強
く
念
願
い
た
し
ま
す
。
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
成
人
者
男
子
代
表

の
船
田
恭
三
君
と
女
子
代
表
の
金
子

富
美
栄
さ
ん
の
答
辞
か
述
べ
ら
れ
、

式
を
終
え
ま
し
た
。

な
お
‘
両
人
の
答
辞
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
。

び
し
い
生
汚
を
送
っ
て
い
る
ん
で

可
ね
。
私
の
受
け
持
ち
家
庭
を
訪

聰
し
、
身
の
ま
わ
り
の
世
話
し
な

ガ
ら
話
し
な
ど
を
う
ガ
ガ
う
と
、

老
後
の
こ
と
、
病
気
の
こ
と
、
家

（
題
字
は
原
口
さ
ん
）

)
こ
と
、
食
事
の
f
(

居
老
人
問
題
は
山
積
み
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
あ
ら
だ
め

て
家
庭
奉
仕
異
の
仕
事
の
深
さ
を

知
っ
だ
も
の
で
し
だ
。

｀
庭
摩
炉
9

麟
も
乏1行
第31 回

緊
急
調
査
に
ご
協
力
を
”
~

今
ま
で
私
た
ち
は
、
社
会
に
対
す

る
認
識
の
薄
さ
や
、
親
に
対
す
る
甘

え
な
ど
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
の
祝
い
を
し
て
い
た
だ
い

た
今
日
、
こ
の
日
を
自
分
の
行
動
に

責
任
を
持
つ
と
い
う
基
点
と
し
て
の

第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
小
さ

な
第
一
歩
を
盛
大
に
お
祝
い
く
だ
さ

い
ま
し
て
、
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。近

世
社
寺
建
築
の

県
教
育
委
員
会
で
は
、
五
十
三
年

度
事
業
の
一
っ
と
し
て
、
文
化
庁
や

関
係
学
界
の
協
力
も
得
て
、
「
近
世

社
寺
建
築
緊
急
調
査
」
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

名
エ
、
左
甚
五
郎
の
伝
説
で
も
わ

か
り
ま
す
よ
う
に
、
日
本
人
の
木
材

加
工
お
よ
び
木
造
建
築
物
製
作
の
技

能
は
世
界
に
誇
リ
得
る
も
の
で
し
た
。

先
祖
の
知
恵
と
技
能
の
結
晶
と
考
え

ら
れ
る
寺
院
、
神
社
の
調
査
に
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年
に
有
線
放
送
業
務

か
開
始
さ
れ
て
十
九
年
。
み
な
さ
ま

に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た

有
線
放
送
は
最
近
の
公
社
電
話
の
急

激
な
普
及
に
よ
り
利
用
す
る
家
庭
か

減
少
し
、
こ
こ
数
年
窮
地
に
立
た
さ

れ
懸
命
の
努
力
の
結
果
、
現
在
ま
で

業
務
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
し
た
か

今
後
ど
う
し
て
も
継
続
か
困
難
と
な

り
、
有
線
放
送
の
許
可
期
限
で
あ
る

来
年
一
月
二
十
二
日
限
り
で
有
線
放

送
か
ら
屋
外
放
送
に
切
り
替
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
以
後
な
に
か
と
‘

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
色
々

の
事
情
を
ご
理
解
の
う
え
、
よ
ろ
し

く
お
顆
い
し
ま
す
。
な
お
、
み
な
さ

ん
へ
の
お
知
ら
せ
は
現
在
あ
る
屋
外

放
送
施
設
（
愛
の
鐘
）
七
基
を
さ
ら

に
六
百
三
十
万
円
か
け
て
十
二
基
増

設
し
、
十
九
基
と
す
る
ほ
か
、
広
報

車
や
広
報
紙
を
充
実
さ
せ
て
み
な
さ

ん
の
要
望
に
応
え
る
予
定
で
す
。

な
お
、
公
社
電
話
と
有
線
放
送
と

◎
金
子
富
美
栄
さ
ん
の答辞

要
旨

派
手
な
服
装
で
身
を
飾
る
よ
り
、

簡
素
な
服
装
で
心
を
飾
ろ
う
と
昭
和

三
十
三
年
か
ら
生
活
改
善
に
よ
る
成

人
式
に
改
め
ら
れ
、
こ
と
し
も
九
月

今
p
‘
村
長
さ
ん
を
始
め
来
褒
の

）
々
か
ら
川
き
ま
し
た
意
義
深
い
数

か
ず
の
教
訓
を
し
っ
か
り
と
胸
に
お
さ

め
、
今
後
，
目
か
ら
の
人
間
の
完
成
に

努
め
‘
家
庭
‘
社
会
、
国
家
そ
し
て

川
界
平
和
の
た
め
に
協
力
し
た
い
と

息
い
ま
す
。
―

◎
船
田
恭
三
く
ん
の答

辞
要
旨

百観殷医万
屋外放送（こt7Jり琶え

公社電話接続は
今月末日で廃止

19 
1憂勝 下江黒チーム

須田 M フ上下田江矢新千イ橋二: ；ェ江 津 1 本日召
T グ友

島 了黒黒島 里井ル産の
賀 A C ズ A A B ・ロ島 A A ス業会

八 M 千千下下千役梅新下大大上
軒；エ 幸幸
リ 田津江江津 ；ェ
ツ N 同 大化化
カ 井黒黒井 里成成黒

l 好
ズ S 会 B C B C 場原 B 輪 B A K 

第
一
回

村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

の
接
続
取
り
扱
い
も
利
用
者
か
激
減

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
月
末
日
で

廃
止
と
な
り
ま
す
。

今
ま
で
利
用
し
て
い
た
家
庭
で
は

大
変
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
か
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
爆
発
的
ブ
ー
ム

に
よ
り
第
一
回
目
の
村
民
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
か
九
月
六
日
か
ら
一
日
四

試
合
ナ
イ
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。
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栽
培
農
家
百
九
戸
、
面
積
に
し
て
四
十
h
a
栽
培
さ
れ
て

い
る
本
村
特
産
の
、
明
和
梨
．
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
、
は

た
し
て
と
こ
だ
ろ
う
：
。
そ
こ
で
田
島
に
代
々
『
梨

屋
』
と
暉
ば
れ
る
家
が
あ
り
、
そ
の
ご
主
人
青
木

繭
作
さ
ん
に
、
＿
つ
か
が
え
は
何
か
わ
か
る
だ
ろ

う
と
、
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
「
私
の
祖
父
定
次

郎
が
荷
車
で
明
治
の
初
め
栃
木
県
の
羽
田

か
ら
持
っ
て
来
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後

こ
の
土
地
は
梨
栽
培
に
適
す
る
の
で

各
地
に
広
ま
っ
た
の
で
す
。
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
邑
楽

郡
誌
（
大
正
六
年
発
行
）
に
よ
る

と
南
大
島
方
面
に
は
梨
子
を
産

し
、
館
林
市
場
に
於
い
て
有
名
な

り
。
．
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
時
代

も
少
し
後
の
事
か
ら
南
大
島
の
人

々
が
田
島
の
人
々
よ
り
も
積
極
的

に
梨
を
導
入
し
た
理
由
だ
ろ
う
。

と
も
か
く
明
和
梨
．
の
ル
ー

ツ
は
栃
木
県
の
羽
田
地
区
あ
た
り

ら
し
い
で
す
ネ
。

◄

人
工
受
粉

[
'
-
9
.

』

.
/
l
つ
だ
ガ
、
ボ
ワ
ガ
秋

，
j
二
直
:
[
.
{
`
ぶ

:
8
に
よ
く
で
き
る
力
、

で
き
な
い
力
は
、
こ

一
の
せ
ん
定
に
左
右
さ

れ
る
の
だ
よ
。
だ
カ

ら
、
ご
主
人
様
は
北

風
の
ピ
コ
ー
／
~

-'—

h 

吹
く
中
、
「
寒
い
／
＼
」

な
ん
て
―
―
―
-
0つ
て
は
い

ら
れ
な
い
よ
と
ば
カ

り
に
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
ノ
コ
ギ
リ
や
ハ

サ
ミ
を
持
つ
て
枝
を

落
と
し
て
い
る
ん
だ

ょ
。
以
前
は
こ
の
枝

は
大
切
な
だ
き
木
と

な
っ
だ
ガ
、
合
は
プ

□
パ
ン
ガ
ス
ガ
普
及

し
て
不
用
と
な
っ
て

し
ま
っ
だ
ん
だ
よ
。

枝
の
せ
ん
定
な
ん
て
、
枝
ガ
の
び
だ
所
を
適

当
に
切
れ
ば
い
い
と
思
つ
て
い
る
人
ガ
多
い
よ

ボ
ワ
の
花
は
あ
ん
ま
り
ミ
ツ
ガ
で
な
い
だ

め
、
虫
は
多
く
集
ま
ら
な
い
。
そ
の
だ
め
、

ミ
ツ
バ
チ
に
よ
る
自
然
交
配
は
効
果
ガ
悪

い
の
で
、
以
前
力
ら
人
工
交
配
ガ
行
わ
れ

て
い
る
の
だ
。
こ
の
人
工
交
配
は
、
開
花

し
て
二
日
間
く
ら
い
で
風
の
な
い
巳
に
行

わ
な
い
と
、
ボ
ワ
達
は
結

婚
で
き
な
く
、
ご
王
人
様

屯
実
ガ
で
き
な
く
、
ま
っ

青
に
な
る
の
さ
。
人
工
交

配
は
ボ
ワ
の
つ
ほ
み
を
摘

ん
で
、
そ
れ
を
乾
燥
さ
せ

て
花
粉
を
取
り
満
開
に
な

っ
だ
花
に
綿
の
付
い
だ
棒

で
―
つ
ひ
と
つ
付
け
る
の

さ
。
最
近
は
純
の
勺
い
だ

棒
の
力
わ
り
に
ピ
ス
ト
ル

の
よ
う
な
も
の
も
出
現
し

て
い
る
ガ
、
や
つ
ば
り
棒

の
方
ガ
い
い
ん
だ
な
ー
。

f

J

 

►

枝
の
せ
ん
定

◄

梨
の
大
敵
・
赤
星
病
の
予
防

ボ
つ
の
最
も
カ
カ
り
や
す
い
病
気
に
赤
星
病

と
い
う
の
ガ
あ
り
、
こ
の
病
気
に
カ
カ
る
と
葉

や
実
ガ
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ボ
ワ
は
売
り

も
の
に
な
ら
す
、
畑
に
捨
て
ら
れ
る
運
命
さ
。

病
気
の
原
因
は
、
近
く
に
ビ
ャ
ワ
シ
ン
類
（
カ

ィ
ッ
カ
イ
プ
キ
、
タ
マ
イ
プ
キ
、
ハ
イ
ビ
ャ
ワ

シ
ン
）
の
桓
木
ガ
あ
る
力
ら
で
、
ご
王
人
さ
ま

は
、
ニ
k
m以
内
に
あ
る
ビ
ャ
ワ
シ
ン
類
を
消
専

／
し
て
回
り
、
金
魚
や
鯉
を
饒
っ
て
い
る
家
に
来

る
と
、
池
に
ビ
ニ
ー
ル
を
力
ぶ
せ
て
消
専
す
る

の
を
貝
て
い
る
と
、
力
わ
い
そ
う
に
な
っ
て
し

ま
う
よ
。

だ
力
ら
、
ボ
ワ
と
し
て
は
ビ
ャ
ワ
シ
ン
類
は

抜
き
取
っ
て
ほ
し
い
ん
だ
が
な
ー
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
も
の
は
桓
え
な
い
で
よ
。
い
つ
ま

一
で
も
ボ
ワ
ガ
郷
土
の
名
産
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
。

◄

白
い
花
が
満
開

、

、
·

;.‘ 

鳥

明
和
の
里
ガ
春
だ
け

な
わ
と
な
る
頃
、
ボ
ワ

は
香
水
を
浸
み
込
ま
せ

だ
純
白
な
衣
装
に
衣
替

ぇ
す
る
。
ボ
ワ
の
手
足

も
い
つ
の
間
に
ガ
緑
の

若
葉
。

明
け
方
、
太
陽
の
光

と
協
力
し
て
ボ
ワ
の
衣

装
は
薇
妙
な
色
を
発
し
、

道
行
く
人
も
振
り
返
つ

て
く
れ
、
ボ
ワ
の
最
も

美
し
く
な
る
時
さ
。

友
達
の
ミ
ツ
バ
チ
ガ

時
々
ボ
ワ
を
だ
だ
き
、

昼
寝
の
邪
魔
を
す
る
以

外
は
全
く
静
力
で
、
白

い
花
に
囲
ま
れ
て
幸
せ

を
感
じ
る
時
さ
。
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◄

収
穫
の
秋
で
す

夏
バ
テ
カ
ら
解
放

さ
れ
、
一
段
と
食
ガ

進
む
九
月
。
ボ
ワ
の

兄
弟
は
梨
棚
ガ
合
に

も
落
ち
そ
う
に
な
る

く
ら
い
大
き
く
成
長

す
る
ん
だ
。
ご
主
人

さ
ま
は
、
今
ま
で
色

々
と
面
倒
を
み
て
く

れ
だ
ガ
、
今
日
は
ボ

ワ
を
一
人
前
と
し
て

扱
い
、
手
足
を
離
さ

れ
同
じ
く
ら
い
の
仲

間
と
一
緒
に
七
•
五

キ
ロ
グ
ラ
ム
に
箱
づ

め
さ
れ
て
、
太
田
市

や
足
利
市
の
市
場
カ

ら
車
や
汽
車
に
揺
ら

れ
て
全
国
の
あ
ち
こ

ち
へ
旅
行
に
出
力
け

る
の
さ
。
そ
し
て
ボ

ワ
は
店
頭
に
並
べ
ら

れ
、
秋
の
昧
覚
と
し

て
人
間
の
胃
袋
へ
真

つ
逆
さ
ま
。
そ
れ
で

ボ
ワ
の
一
年
は
終
わ

り
な
ん
だ
。
最
後
に

ボ
ワ
の
兄
弟
ガ
ど
の

く
ら
い
あ
る
力
知
っ

て
る
力
い
。
明
和
村

で
作
ら
れ
て
い
る
だ

け
で
も
こ
ん
な
に
あ

る
ん
だ
よ
。
ー
長
十

郎
・
廿
世
紀
・
豊
水
・

幸
水
・
新
世
紀
・
新
興
・

真
鍮
・
八
雲
・
菊
水
・

新
高
・
祇
園
・
石
井
・

新
水
・
吉
野
・
早
生
赤
。

ボ
ワ
を
食
べ
る
あ
な

だ
、
ど
れ
だ
け
知
つ

て
い
だ
ガ
い
。

し＼ わ 昭和53年10 月 10 日

◄

梨
の
袋
か
け

r
門

＂
傘
・

◄

街
頭
看
板
合
戦

田
島
梨
組
合
長

奈
良
晴
雄
さ
ん

今
年
の
猛
暑
に
収
量
ダ
ウ
ン

ボ
ワ
ガ
匿
径
二

c
m

ほ
ど
の
力
わ
い
い
赤

ち
ゃ
ん
の
時
に
、
ご

王
人
様
と
そ
の
家
族

は
、
ボ
ワ
に
茶
色
の

帽
子
を
力
ぶ
せ
る
ん

だ
。
こ
れ
は
、
ボ
ワ

を
虫
や
病
気
力
ら
守

る
だ
め
で
、
も
し
、

こ
の
作
業
ガ
少
し
で

も
遅
れ
て
し
ま
う
と

ボ
ワ
は
病
気
に
や
ら

れ
て
し
ま
う
の
で
早

く
し
て
く
れ
な
い
力

な
ー
と
い
つ
も
思
っ

て
い
る
の
さ
。
ち
ょ

う
ど
、
こ
の
時
期
は

五
月
の
連
休
の
時

に
カ
カ
る
の
で
、

多
勢
の
人
は
レ
ジ

ヤ
ー
を
楽
し
ん
で

い
る
の
を
想
像
し

な
ガ
ら
、
中
腰
に

な
っ
て
、
一
っ
ひ

と
つ
大
切
に
ガ
ぶ

せ
て
く
れ
る
の
さ
。

だ
ガ
ら
、
ボ
ワ
の

ご
主
人
様
一
行
は

五
月
は
レ
ジ
ャ
ー

ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

だ
力
ら
若
旦
那
は

梨
づ
く
り
を
い
や

ガ
る
の
力
な
あ
—
°

今
年
の
夏
ほ
ど
暑
く
て
雨
の
降

ら
な
い
年
も
め
ず
ら
し
く
、
記
録

的
だ
そ
う
で
、
梨
栽
培
農
家
も
水

を
く
れ
る
な
ど
大
変
苦
労
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

私
も
今
ま
で
四
回
水
を
く
れ
る

な
ど
梨
を
保
護
し
て
き
ま
し
た
か
、

今
収
穫
し
て
い
る
長
十
郎
梨
な
ど

実
か
大
き
く
な
ら
な
い
し
、
固
く

て
い
わ
ゆ
る
ガ
リ
人
＼
梨
と
言
わ

\ 

~i 

▲
鳥
害
被
害
にお
手
あ
げ

ボ
ワ
の
ご
主
人
様
腐
れ
、
売
り
物
に
な
ら

は
、
収
穫
の
時
期
に
す
、
あ
え
な
く
ダ
ウ
ン

な
る
と
決
ま
っ
て
ノ
さ
。
ご
主
人
さ
ま
は
、

イ
ロ
—
ゼ
に
な
る
の
そ
れ
ら
の
対
策
と
し
て

だ
。
そ
れ
は
、
収
穫
爆
音
極
や
防
鳥
網
で
ボ

目
前
の
ボ
ワ
を
ム
ワ
ワ
を
守
っ
て
く
れ
て
い

ド
リ
や
カ
ラ
ス
ガ
大
る
ガ
、
効
果
ガ
な
く
、

群
で
押
し
力
け
て
く
最
後
の
手
段
と
し
て
ハ

い
荒
ら
す
事
な
の
だ
。
ン
タ
—
を
依
頼
し
て
撃

ボ
ワ
は
あ
の
す
る
ど
ち
落
と
し
て
い
る
ガ
、

く
と
ガ
つ
だ
口
ば
し
サ
ッ
パ
リ
効
果
ガ
な
い

で
や
ら
れ
る
と
痛
く
ら
し
い
ネ
。

て
、
声
も
で
や
し
な

い
。
そ
ん
な
ボ
ワ
は

れ
る
状
態
で
す
か
、
し
か
し
甘
み

は
大
変
あ
り
ま
す
よ
。

長
十
郎
梨
は
水
を
数
多
く
‘
く

れ
た
人
と
、
全
く
‘
く
れ
な
か
っ

た
人
の
梨
と
の
出
来
ば
え
は
、
ほ

ほ
同
じ
よ
う
な
の
で
、
大
き
く
な

ら
な
い
原
因
は
、
猛
暑
の
た
め
よ

り
、
木
全
体
か
衰
弱
し
き
っ
て
し

ま
い
、
水
を
も
吸
収
す
る
力
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

小
粒
な
梨
は
市
場
か
ら
入
荷
を

断
わ
ら
れ
る
状
態
で
、
泣
<
/
\
,

梨
畑
に
穴
を
掘
っ
て
捨
て
る
始
末

で
す
。

お
そ
ら
く
こ
の
分
だ
と
、
収
穫

で
は
咋
年
の
七
割
、
収
入
に
お
い

て
は
五
i
六
割
ぐ
ら
い
で
、
梨
農

家
は
今
年
の
猛
暑
と
干
ば
つ
に
、

全
く
お
手
あ
げ
と
い
っ
た
状
態
で

す
。
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恵
三
郎
、
美
代
子
さ
ん
の
長
男
。

ボ
ワ
は
と
っ
て
も
強
い
ん
だ
。
ベ

ッ
ト
ガ
ら
落
ち
コ
ブ
が
出
来
て
も
、

へ
い
ち
ゃ
ら
さ
。
あ
じ
ち
ゃ
ん
ガ
、

章
は
丸
ち
ゃ
ん
う
ど
ん
に
似
て
い
る

と
ガ
ら
ガ
う
の
。
ボ
ワ
本
当
に
似
て

い
る
の
ガ
な
ー
。

貞
一
、
光
子
さ
ん
の

2

女
。

私
は
ピ
ン
ワ
レ
テ
ィ
ー
ガ
大
好
き

な
の
。
テ
レ
ピ
に
合
わ
せ
て
歌
や
お

ど
り
を
や
る
万
な
力
／
＼
う
ま
く
い

力
な
い
の
。
あ
兄
ち
ゃ
ん
や
お
父
さ

ん
ガ
「
あ
前
は
下
手
だ

I
r
」
と
い

つ
毛
―
―
―
-
=
l
つ
の
。
ま
っ
だ
＜
ゃ
ん
な
っ

ち
ゃ
う
よ
。

係
で
は
、
こ
こ
に
登
場
す
る
赤
ち

ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
写
真
に

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
、
特
徴
、
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
あ
て
先
は
総
務
課
広
報
係
で
す
。

▼サトイモに花が

う
す
い
黄

色
。
近
所
の

人
も
め
ず
ら
し

い
と
あ
っ
て
、
カ

メ
ラ
を
持
ち
出
し
て

パ
チ
リ
と
や
る
ほ
ど
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

／
ー
＼
．
，

ヽ

一ぃ，

梅
原
の
恩
田
悦
明
さ
ん
毛
の
サ

ト
イ
モ
畑
に
珍
ら
し
い
サ
ト
イ
モ

の
花
か
四
つ
も
咲
き
ま
し
た
。

ヽ
、

古
老
の
話
で
は
‘
こ
の
花
か
咲

く
と
イ
モ
か
よ
く
取
れ
る
と
あ
っ

て
か
、
イ
モ
の
勢
い
は
す
ご
く
‘

大
人
の
背
丈
も
あ
る
は
ど
。
花
は

水
ば
し
ょ
う
の
よ
う
な
形
で
色
は

老
人
ク
ラ
ブ
で
ク
ズ
カ
ゴ
を
設
置

を
守邑
る楽

工た用

i:\、I'、'):::.
゜顧くたエか、｀ 取金逍堀
いだめン‘け 、・ はつ網さ川
しさにス今ら li· ー んたーれの
るもを年れ年る ｀代で稲のて際
よ絶痛はまは農し わんを上あに
対め‘し見家て利リ枠東にる人
やなフた受かい用にのせ刈フ身

ヽ

士

ニュ—ス

村
で
は
九
月
十
四
日
、
村
長
、

助
役
ら
か
二
班
に
分
か
れ
て
、

八
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
六
十

五
人
を
慰
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
日
、
県
の
厚
生
援
護
課
長
の

根
岸
さ
ん
も
野
本
ひ
し
や
さ
ん

（
白
歳
）
と
村
田
か
ん
さ
ん
（
九

十
九
歳
）
を
慰
問
し
ま
し
た
。

野
本
さ
ん
宅
で
は
‘
根
岸
課

長
か
協
田
総
理
大
臣
の
慶
祝
状

と
銀
杯
な
ど
を
贈
リ
長
弄
を
祝

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

野
本
さ
ん
は
「
わ
ざ
わ
ざ
ど
う

も
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

と
お
礼
申
し
あ
げ
る
ほ
ど
の
健

-

.

.

 

さ
‘
°

•
石
、
→
リ

ち
な
み
に
、
県
下
で
は
百
歳

以
上
の
人
か
十
一
人
い
て
‘
邑

►
最
長
寿
者
の

野
本
さ
ん
を
祝
ぅ
楽
・
館
林
地
区
で
は
野
本
さ
ん

か
一
番
の
長
痔
者
で
す
。

下
江
黒

名
人
ク
ラ
ブ

で
は
‘
部
落
内

の
主
な
道
路
上
三

ヵ
所
に
空
カ
ン
な
ど
を
入
れ
る

”
ク
ズ
入
れ
＂
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
‘
あ
る
老
人
か
夜

自
転
車
に
乗
っ
て
通
行
中
‘
道

路
上
に
あ
っ
た
空
カ
ン
に
乗
リ

上
げ
‘
倒
れ
ケ
ガ
を
し
て
し
ま

っ
た
の
で
‘
こ
の
よ
う
な
空
力

ン
を
ど
う
に
か
出
来
な
い
も
の

だ
ろ
う
か
と
考
え
、
空
カ
ン
を
q

捨
て
る
人
も
悪
い
か
、
そ
の
空
一

カ
ン
を
入
れ
る
物
も
な
い
の
も
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
‘
ク
ラ
ブ
員
た
ち
か
浄
財
を

出
し
合
っ
て
、
一
個
一
万
円
も
す

る
ク
ズ
入
れ
を
三
個
購
入
し
て
、

八
月
十
一
日
道
路
に
ち
ら
か
っ
て

い
る
空
カ
ン
な
ど
を
拾
い
な
か
ら

ク
ズ
入
れ
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

▼
太
田
市
▲

太
田
市
史
（
全
十
巻
）
の
内
、

史
料
編
‘
近
世
1

か
完
成
し
‘
頒

布
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
頒
布
価
格
は
三
千
五

百
円
で
す
。

▼
館
林
市
▲

館
林
市
で
は
現
在
市
役
所
敷
地

か
大
変
手
狭
に
な
っ
た
の
で
文
化

会
館
の
東
に
あ
る
神
戸
生
糸
卸
の

工
場
跡
地
を
購
入
し
て
、
移
転
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

▼
板
倉
町
▲

米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
の
文
化
交
流

高
校
レ
ス
リ
ン
グ
チ
ー
ム
か
板
倉

町
を
訪
れ
青
年
団
の
八
木
節
や
雷

電
神
社
で
の
レ
セ
。
フ
シ
ョ
ン
を
楽

し
み
ま
し
た
。
夜
は
十
一
軒
に
分

宿
し
‘
板
倉
町
の
夜
を
満
喫
し
た

そ
う
で
す
。

▼
大
間
々
町
▲

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
と
、
ウ
ジ

な
ど
か
大
変
発
生
し
や
す
い
か
、

こ
の
ウ
ジ
を
は
と
ん
ど
捕
食
す
る

チ
ャ
ポ
鶏
の
導
入
を
決
め
、
畜
産

農
家
に
一
セ
ノ
ト
（
六
羽
）
七
百

二
十
円
で
購
入
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

カメラ

▼フェンスを

はんでん棒代わりに

しないで

各地の

広報紙から
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）大を
東
部
児
童
館

11 月 5 日
谷田J I

参
加
申
込
み
は

十
月
末
日
ま
で

教
育
委

0
-

も
っ
と
ボ
ク
を

利
用
し
て
よ

よ
い
子
の

み
ん
な
”
~

雨
天
の
場
合

[
]
い
い

2
9日

マ
マ
さ
ん
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会

[
:
』
い
『

1
0剛

心
均
叫

一
般
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会

1
1月

1
9日
中
学
校

参
加
チ
ー
ム
は
1
1月
1
0日
ま
で
に

教
育
委
員
会
へ

只厚生年金に加入していない会社員

（国民年金に加入する人）

望職場の年金に加入している人の奥さん
（任意加入）

母子家庭に
なったとき

' （母子年金）
老齢年金を受ける資
格があった夫が死亡
したとき

（寡婦年金）
3 年以上かけ金を納
めた人が年金を受け

ずに亡くなったとき

（死亡一時金）

：］｝害者
（障害（通算）年金）
父か母が亡くなりみ

ロ：
念ジ

農業・漁業をして
いる人

商業・サーピス業
自由業の人

（遺児（通算）年金）

年をとったとき

誓
｛（老齢（通算）年金）

祖母、姉が息子や夫と泣妹と
（準母子年金）

こ
ん
な
と
き
に
こ
ん
な
年
金

日
本
人
の
平
均
寿
命
が
延
び
て
、

世
界
で
も
一
、
二
位
の
長
寿
国
と
な

り
ま
し
た
。

長
生
き
す
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
か
、
反
面
‘
長
い
老
後

を
ど
う
送
る
か
か
問
題
に
な
っ
て
き

ま
す
。
健
康
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、

経
済
的
な
こ
と
な
ど
老
後
の
生
活
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
な
か
で
も
深
刻
な
の
か
経

済
的
な
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

年
を
と
る
と
体
も
無
理
か
き
か
ず

収
入
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

物
価
の
上
昇
に
よ
っ
て
老
後
の
蓄
え

も
目
減
り
す
る
一
方
で
す
。

で
も
、
国
民
年
金
か
あ
れ
ば
安
心

で
す
。
国
民
年
金
は
、
こ
の
よ
う
に

年
を
と
っ
た
リ
、
母
子
世
帯
に
な
っ

なあ 民国
た年̂  歪
言は
る
カ‘‘
| 
に
マ
ン

た
時
に
年
金
を
支
給
し
て
生
活
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。国

民
年
金
に
加
入
で
き
る
人
は
、

二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
で

農
林
漁
業
に
従
事
す
る
人
や
商
店
な

ど
を
営
ん
で
い
る
人
で
す
。
な
お
‘

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
人
は
除
か
れ
ま
す
か
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
希
望
で
加

入
で
き
ま
す
。

支
給
さ
れ
る
年
金
は
、
老
齢
年
金
、

通
算
老
齢
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺

児
年
金
、
寡
婦
年
金
の
七
種
類
で
す
。

年
金
額
は
二
十
五
年
間
保
険
料
を

納
め
た
人
の
老
齢

年
金
は
月
額
三
万

七
千
九
百
二
十
五

円
に
な
り
ま
す
。

こ
の
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、

保
険
料
を
納
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ

ん
か
、
現
在
保
険

料
は
月
額
二
千
七

百
三
十
円
で
す
。

そ
の
は
か
に
付
加

保
険
料
（
月
額
四

百
円
）
を
納
め
る

と
‘
よ
り
高
い
年

金
を
受
け
る
こ
と

か
で
き
ま
す
。
さ

あ
、
ま
だ
加
入
し

て
い
な
い
人
は
‘

す
ぐ
国
民
年
金
の

仲
間
入
り
を
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
‘

加
入
や
く
わ
し
く

知
リ
た
い
方
は
役

場
住
民
課
に
お
こ

し
く
だ
さ
い
。

（
友
の
亡
き
母
に
）

か

菊
の
花
し
お
れ
し
後
も
香
ぐ
わ
し
き

文

芸

ー
ー
出
生
敬
称
略

氏
名
保
護
者
続
柄
部
落
誕
生
日

井
上
久
美
子
幸
―
二
女
中
谷

8

月

2
4日

堀
口
雅
之
優
長
男
新
里

8

月

2
4日

木
村
絵
美
包
長
女
田
島

8

月

2
4日

秋
山
好
美
茂
好
長
女
江
口

9

月
2

日

奈
艮
真
希
子
修
一
長
女
田
島

9

月
2

日

新
井
隆
弘
栄
―
二
男
斗
合
田

9

月
2

日

野
木
村
真
紀
薫
二
女
上
江
黒

9

月
5

日

新
井
規
久
一
男
長
男
江
口

9

月
6

日

小
菅
陽
平
健
次
長
男
南
大
島

9

月
7
日

始
澤
勲
晴
夫
二
男
梅
原

9

月
8

日

大
塚
美
佳
正
雄
長
女
斗
合
田
9

月

1
2日

大
野
直
子
正
行
長
女
矢
島

9

月

1
2日

松
本
沙
緒
里
照
己
二
女
千
津
井

9

月

1
4日

木
村
裕
子
三
郎
長
女
田
島

9

月

1
5
日

坂
上
正
和
正
博
長
男
中
谷

9

月

1
9日

ー
死
亡
|
|

氏
名
年
令

橋
本
嘉
平
8
7

内
田
勲

3
4

金
f
か
づ

6
3

清
水
い
し

7
4

森
尻
の
ぶ

7
0

数
坪
の
菜
園
家
族
で
秋
を
吸
う

坂
村
芳
昭

b
 

川
中
の
温
泉
や
月
澄
め
り
修
善
寺

岡
安
福
一

.... 

(`‘,` 

今
め
t
ォ欄

文
乍
各

荷
和

1
1
1

世
帯
主
部
落

亀
三
郎
斗
合
田

す
い
須
賀

多
勝
入
ヶ
谷

喜
一
郎
矢
島

英
一
南
大
烏

死
亡
月
日

9

月
4

日

9

月

1
4日

9

月

1
7日

9

月

1
8日

9

月

2
6日

` 太
ど
、
れ
升

全国防犯運動

10 月 11 日から 10 月 20 日まで

重点項目｛・空き巣、自転車盗の防止
·暴力：：：犯罪の追放と青少年非行化防止

・（空き巣）

｀ン｛．言車：、お三量
鍵かける、手間を措しむな 1 、 2秒

安
見
あ
っ
子

一
枚
の
白
雲
秋
陽
を
隠
し
け
り

青
木
光
子

（
老
人
福
祉
大
会
で
表
彰
さ
れ
て
）

人
の
肩
借
り
て
月
見
る
果
報
者

北
島
若
水

（
来
月
は
短
歌
で
す
）

▼
西
小
学
校
P
T
A

で
は
学
校
に
視

覚
教
育
の
一
助
に
と
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

（
十
五
万
三
千
円
）
を
一
台
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

交
送
事
故
警
戒
村
に
据
定

館
林
警
察
署
で
は
、
本
村
に
お
け

る
交
通
事
故
か
大
変
増
加
し
て
い
る

の
で
、
交
通
事
故
警
戒
村
と
指
定
さ

れ
、
十
月
七
日
か
ら
十
一
月
六
日
ま

で
の
一
ヵ
月
間
街
頭
指
導
か
強
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
汚

名
を
な
く
す
よ
う
村
民
一
人
ひ
と
り

が
交
通
安
全
を
実
践
し
、
わ
か
家
か

ら
、
わ
か
村
か
ら
交
通
事
故
を
発
生

さ
せ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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救急車出動回数
●交通事故 4 件

●急病 4 件

●その他 2 件

ご嘉 館林邑楽地区 館林地区 明和

産婦人科 耳鼻科 内 科外科
千代田地区

日 10 月 15 日
落合医院大神医院 阿久津医院云 02767(2)3315 永寿堂医院 館林地区が
:tr 02767(2)0160 ft 0276(62)2200 田内医院ff 02767(2)3855 ff 02767(2)4464 担当します

曜 恨岸医院川田医院 須田医院ff 02767(2)0862 津久井医院 竹越医院
10 月 22 日

r:t 02767(2)3262 ff 02767(2)0754 多々良診療所ff 02767(2)3060 ff 02767(2)3316 ff 027684ｷ-3137 
当

ID 月 29 日
古屋（恒）医院後藤康生医院 大塚医院ff 02767(2)0176 館林医院 江上医院

番 ff 0276(63)6161 ff 02767(2)3975 ゆたか医院ft 02767(3)7308 ft 02767(4)2112 ff 027686-2028 

医 II 月 5 日
佐々木医院小倉医院 後藤（愛）医院ff 02767(2)0134 荘司医院 江口医院

ff 0272(62)2623 ff 02767(2)0606 上野医院合 02767(2)3330 ff 02767(2)3121 ff 027686-3201 

11 月 12 日
真中医院大神医院 後藤康生医院合 02767(2)3975 寺内医院 小西医院 時でま 事前に
ft 02767(2)1630 ft 0272(62)2200 清河堂医院ff 02767(2)3070 ff 02767(2)3031 云 027686-2261 

労
慟
保
険
（
労

災
保
険
と
雇
用
保

険
）
の
保
険
料
は
‘

事
業
主
か
年
度
初

め
に
概
算
保
険
料

と
し
て
申
告
‘
納

付
し
、
次
の
年
度

初
め
に
確
定
保
険

料
を
計
算
し
て
精

算
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
概

算
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
要

件
の
も
と
に
、
事

業
主
の
申
請
に
基

づ
い
て
、
通
常
年
三
回
に
分
割
納
付

す
る
こ
と
か
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
三
期
分
（
十
一
月
三
十
一
日
ま

労働保険料は

11 月30日までに

断
続
実
在
職
年
三
年
以
上
の
旧
軍

人
に
対
す
る
一
時
金
か
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
旧
軍

人
と
し
て
引
き
続

き
三
年
以
上
勤
務

し
、
普
通
恩
給
の

資
格
年
限
に
達
し

な
い
で
退
職
し
た

人
に
は
一
時
恩
給

か
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
か
、
こ
と
し

の
恩
給
法
の
改
正

に
よ
り
、
そ
の
勤

務
年
数
（
実
在
職

年
数
）
か
引
き
続

い
て
い
な
く
て
も

二
つ
以
上
の
勤
務

年
数
を
合
わ
せ
る

断続して 3年以上の
1日軍人に一時金

ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
、
第
一
期

の
二
回
目
か
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

▼
該
当
者
昭
和

5
0年
9
月
1

日
ー

昭
和
5
1
年8
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

▼
日
時
1
0
月
2
4
日
午
後
一
時

三
十
分
ー
ニ
時
ま
で

▼
場
所
明
和
村
武
道
館

ジ
フ
テ
リ
ア

予
防
接
種
の
実
施

c
 

と
三
年
以
上
に
な
る
人
に
一
万
五
千

円
の
一
時
金
か
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
一
時
金
は
、
本
人
か
死
亡
し

て
い
る
場
合
に
は
遺
族
に
支
給
さ
れ

ま
す
か
、
普
通
恩
給
や
扶
助
料
、
旧

軍
人
の
一
時
恩
給
や
一
時
扶
助
料
ま

た
は
旧
軍
人
と
し
て
勤
務
年
数
を
加
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9
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＿
職
業
馴
練
生
を
募
集
一

館
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
来

年
度
の
訓
練
生
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す

▼
訓
練
種
目
機
械
製
図
科
・
機
械

科
・
板
金
科
・
自
動
車
整
備
科

▼
募
集
人
員
各
科
と
も
三
十
人

▼
修
業
年
限
各
科
と
も
一
年
間

▼
応
募
資
格
機
械
整
図
科
は
高
校

＿
南
大
橋
通
行
止
の
延
期
＿

谷
田
川
に
か
か
っ
て
い
る
南
大
橋

の
通
行
止
は
九
月
二
十
日
ま
で
と
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
か
‘
工
事
の
遅
れ

に
よ
り
十
月
末
日
ま
で
通
行
止
め
か

延
期
に
な
り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
二
輪
車
は
従
来
ど
お
り
通

行
で
き
ま
す
。

一
児
童
巡
回
相
談
一

お
子
さ
ん
の
心
の
発
達
や
、
か
ら
だ

の
発
育
‘
基
本
的
な
し
つ
け
な
ど
に
つ

い
て
悩
ん
で
い
る
母
親
な
ど
を
対
象
に

児
童
巡
回
相
談
か
行
わ
れ
ま
す
。
当
日

は
専
門
の
先
生
か
相
談
に
あ
た
ら
れ
ま

す
の
で
‘
納
得
の
い
く
解
答
か
得
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ん
で
い
な

い
で
、
会
場
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
1
0
月
2
7
日
午
前
1
0
時
か

ら
午
後
3

時
ま
で

明
和
村
役
場

▼
場
所

え
た
期
間
に
よ
る
共
済
年
金
を
支
給

さ
れ
て
い
る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。な

お
、
こ
の
一
時
金
の
支
給
は
本

年
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
人
は
十
月
一
日
以
後
、
役

場
住
民
課
で
請
求
手
続
き
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。

卒
業
以
上
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
男

女
。
そ
の
他
の
三
科
は
中
学
卒
業
以

上
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
男
女

▼
願
書
受
付
機
械
整
図
科
は
九
月

二
十
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

他
の
三
科
は
十
二
月
一
日
か
ら
来
年

一
月
十
六
日
ま
で

な
お
、
く
わ
し
く
は
館
林
職
業
訓

練
校

(
6館
林
□
0
ニ
ニ
九
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
法
律
相
談
の
実
施
，
＿

▼
日
時
十
月
十
六
日
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
明
和
農
協
第
一
事
業
所

相
談
は
群
馬
弁
護
士
会
所
属
の
弁

護
士
か
担
当
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。

t
t
;
§
名
＄

9
-あ
し
ら
せ
一
§
§
$
§
を
；
§
-
あ
し
ら
せ
一
t
§
§
ゞ
§
ゞ
§
も

で
）
の
納
入
額
に
つ
い
て
は
‘
+
l

月
上
旬
ご
ろ
、
各
事
業
主
に
「
納
付

書
」
に
よ
っ
て
通
知
さ
れ
ま
す
。
事

業
主
の
方
は
、
早
目
に
郵
便
局
、
銀

行
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

乳
幼
児
検
診

1
2日
（
第
二
木
暉
日
）

妊
婦
検
診
1
9
日
（
第
三
木
曜
日
）

乳
幼
児
検
診

1
1月
9

日

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め
は
村
県
民
税
第

三
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
三

期
、
利
根
加
用
水
組
合
費
、
有

線
放
送
使
用
料
及
び
水
道
使
用

料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
五
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
六
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

二
十
七
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

今
月
の
納
め

• • 

喜 日

時交

; 時1 1月。 通事
; 19 故

悶 3 日相
時ま 午前 ニ助火火

で 10

後: • • ▼月
3 10 10 10 例

] 月月月
18 17 16 行

では日日日砧［

［儡 畠: 明 人^~
10 [ 権時-.,.
カ~相

辛—談
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こ
の
児
ら
の
ほ
ほ
え
み
ガ

明
る
い
岨
和
を
つ
く
り

校
庭
に
あ
る
可
可
ガ
け
の
よ
う
に

大
地
に
し
つ
力
り
と
根
を
彊
る

体
力
づ
く
り
に
と

作
ら
れ
だ
こ
の
遊
貝

夏
の
暑
い
日
に

汗
を
拭
き
／
＼
作
っ
て
く
れ
だ

廃
物
利
用
の
こ
の
遊
貝

お
田
さ
ん
お
父
さ
ん

本
当
に
あ
り
ガ
と
う

な
れ
な
い
手
つ
き
で

ス
コ
ッ
フ
を
持
ち

一
輔
車
で
土
を
運
び

私
だ
ち
の
だ
め
に
作
っ
て
く
れ
だ

手
に
マ
メ
ガ
で
き
だ
と

な
げ
く
お
田
さ
ん
も
い
だ
け
れ
ど

だ
け
ど
／
＼

こ
の
児
ら
の
だ
め
に
は

蠅 露 に

プレ琶ント

菊
は
日
本
古
来
の
も
の
で
、
い

ま
は
花
ざ
か
り
で
す
。
各
地
で
菊

見
の
催
し
が
盛
ん
で
、
菊
人
形
な

ど
名
物
化
し
て
い
る
地
方
も
あ
り

ま
す
。
た
て
に
長
い
日
本
列
島
の

全
域
に
わ
た
っ
て
咲
き
乱
れ
ま
す
。

青
森
県
三
戸
郡
南
部
町
で
は
、
い

ま
の
李
節
は
食
用
菊
の
花
つ
み
に

忙
し
い
と
き
で
す
。

「
阿
房
宮
」
と
い
う
名
の
こ
こ

の
菊
は
、
香
り
が
高
い
の
と
、
苦

味
が
少
な
く
ほ
ん
の
り
甘
い
の
と

で
知
ら
れ
、
最
近
は
東
京
市
場
（
生

産
量
の
七
割
）
や
北
海
道
そ
の
他

に
送
り
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

夕
方
つ
ん
で
、
夜
の
う
ち
に
花

び
ら
を
ほ
ぐ
し
て
は
、
早
朝
か
ら

小
さ
な
ス
ノ
コ
に
拡
げ
て
蒸
し
、

日
陰
干
し
を
半
月
か
ら
一
ヵ
月
、

黄
色
い
浅
草
の
り
の
よ
う
に
仕
上

げ
ま
す
。

や
が
て
雪
か
つ
も
れ
ば
、
翌
年

の
四
、
五
月
ご
ろ
ま
で
、
生
野
菜

の
な
か
っ
た
昔
の
保
存
食
で
”
必

需
品
“
の
―
つ
だ
っ
た
の
で
す
。

ぬ
る
ま
湯
で
サ
ッ
と
も
ど
し
、
み

そ
汁
の
実
、
キ
ノ
コ
の
塩
づ
け
と

と
も
に
大
根
お
ろ
し
に
ま
ぜ
て
三

杯
酢
、
ク
ル
ミ
あ
え
な
ど
オ
ツ
な

も
の
で
す
。

黄
色
い
花
び
ら
は
、
単
調
な
冬

の
食
品
に
色
を
そ
え
た
も
の
で
す
。

い
ま
で
は
、
花
を
食
べ
る
と
い
う

し
ゃ
れ
た
“
遊
び
”
が
都
会
で
は

珍
重
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

食
用
菊
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村
で
は
総
合
計
画
書
を

作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、

基
瑛
資
料
を
得
る
た
め
、

み
な
さ
ん
が
日
頃
ど
の
よ

う
な
考
え
や
意
見
を
持
っ

て
い
る
の
か
知
る
た
め
、

行
政
に
対
す
る
要
望
な
ど

二
十
二
の
項
目
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

調
査
対
象
は
村
内
に
住

む
二
十
歳
以
上
の
男
女
で

選
挙
人
名
簿
フ
ァ
イ
ル
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
ニ

百
人
で
、
そ
の
う
ち
解
答

が
あ
っ
た
者
は
百
四
十
四

人
。主

な
項
目
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。な

お
、
”
村
の
行
政
に

つ
い
て
要
望
・
意
見
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
自
由
に
記

入
し
て
下
さ
い
I
I
と
い
う

項
目
に
つ
い
て
は
次
号
以

降
で
回
答
を
加
え
て
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

ー 翡ょょ 普 こ翡こ塁
にいい 通

1. 自動車の騒音、振動、排気ガスについては…••閾 I 員ビミミ、＼、 50.7% ［［喜喜喜喜晨五五詈喜喜喜言豆| |贄
川や水路のよごれについては・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・·•四 42 4 ［虞喜喜言喜晨喜員とこ］言言喜喜喜喜喜員冒重三冒 12.0

悪臭については………••:…………………………偉、＼＼、塁[l、、` 51 4 晨喜喜蔚：~：；：：言晨員言 4.1 

下水、雨水の排水については•…………………1.4~麟三、＼彎、 30.6 f喜喜喜喜虞責喜喜［三言］喜員言喜喜璽冒丘こ置冒 ,2.8
5. ハエや蚊の発生については…………………… •0.7| 『口1. 36. I I馨喜喜喜喜喜喜喜i，：｀｀□言員言喜喜翡奎華]竺奎目 ,2.0
し尿処理につ V ヽては・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1.4| 貫□置l 53.5 r虞喜喜豆］詈喜喜喜羞目三□＇ 4 ． 9 | 

ごみの回収については…………………………... |2.8卜ぶ｀ミミ、＼｀｀ 46.5 f虞喜喜璽［言喜喜璽口］ 4 ． 8 | 
93 量\\\\、、、、己、 、、＼、、 312 fi馨罰言喜嚢―ー」 2.0

11.~ 量＼｀＼、、口｀事、、、、＼、、、、 38，臼□7
6.3 贔＼｀、、三、＼｀＼｀冑 46.5 信尉三言員ロト I

:: :::::」之::7三ルな‘：；：こな／］］、こて］：ゞては 1 52 ヽ＼、、、、、畜、、、‘\、、、、、、、、、、 295 507 | • tすー：讐〖ここ冒 :: 
13. 防犯環境（街灯、風紀など）については………•1.41 置ミミ〗 53 5 f［喜喜言言且夏冒言喜喜喜員口［］

14. 火災、震災、水害の安全については……………麟｀ご］、＼＼＼彎 58.3 i喜喜員］汀喜菫ここ」
15. 通勤、通学の便利さについては……•…………•• |5.6 贔＼、、ミミ：ミミ、、＼、＼i 4|.0 f喜喜喜喜ii三□言喜喜喜璽□〖|
ふだんの買物の便利さについては…………… •2.1 I| • 、 己、＼＼ヽ雙 34.7 信喜喜喜喜喜喜覇三置喜喜喜喜喜喜員三〗 21.7

18 :：ロニ：については l] 、、、：言i 32 6 340 i卜 •• 4;::3、 •＂『ー・璽
19. 保育所については………………•………………•• | 10.4 贔‘`ヽミ、‘`‘```` 46.5 量：員言_ |4.9 

20. 現在住んでいる住宅については………………・ 2.81 嚢‘‘‘`、さ:i、‘‘`\\\蔚 52.l 冒□喜履〖6 |2.8 
21.学校教育のありかたについては……………… •2.1 I 贔冒、：＼＼、、＼＼雙 69 4 じ孤：4 5.5| 

22. 老人や児童などの福祉については……………•• |4.2 贔＼、‘□言‘``\\i 53.5 冒屈言讐〗五l
23. 近所づきあいについては………………………••• |42 贔｀＼｀｀ごミ‘````、 55.6 f互i〗;6|I.4

日頃の買物につしヽては・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 日 55.6 冒員量員員忍｀ ・冒虞口『］

収入につしヽてiよ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ l.41 口 l 53. 5 員讐冒員麗三置讐量鷺冒［コ 4.2| 

自分の生活や生活環境については…………… •2.1 I 鼠了璽 76.4 員置喜．こ」 2.8

生活に対する満足度について

2
 
3
 
4
 

6
 
7
 
8
 , 
10. 工場の騒音、振動、悪臭、煤煙、汚水については…

16 

17 

24 

25 

26 

一

水道につしヽてiよ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お宅の周辺の緑につしヽては・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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住みよい

村づくりのための

l 

．どちらかとしヽえば開発優先・・・・・・・・・・・・ 20.1 11 (29 人）

．どちらかといえば自然保護優先…… 29.2% (42 11) 
・ 自然保護優先・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •18.7 11 ( 27 11 ) 

. どちらともしヽえなしヽ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •14.611 ( 2111) 

・ 回答なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1.411 ( 211 ) 

V1II 工場誘致について

. 賛成である・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 37.5% ( 54 人）

．どちらかとしヽえば賛成である・・・・・・・・・ 23.6 II (34 II) 

II 反対である・・・・・・・・• 9.011 ( 1311) 

・反対である................................. 8.311 (1211) 

. どちらともしヽえなしヽ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19.5 II ( 28 II ) 

・ 回答なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2.111 ( 311 ) 

IX 住宅開発について

. 賛成である・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29.2% ( 42 人）

．どちらかとしヽえば賛成である・・・・・・・・・ 22.2 II (32 II) 

II 反対である・・・・・・・・・ 10.411 ( 1511) 

・ 反対である・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15.3 II ( 22 II ) 

. どちらともしヽえなしヽ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20.1 II ( 29 II) 

・ 回答なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2.811 ( 411 ) 

X 余暇関連施設についてどのようなものを

要望しますか

・ 体育館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 6.9% ( 10 人）

゜・ フー）レ・・・・・•................................. 0.711 ( 111) 

・ 運動広場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16.0 II ( 23 II ) 

・サイ クリング道路・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3.511 ( 511) 

・ 図書館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 5.511 ( 811 ) 

・ 公園 ・ 遊園地・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· • 30. 6 II ( 44 II ) 

・憩いの家（自由に遊んだり雑談で

きる施設）
・・・・· • 33. 3 II ( 48 II ) 

• その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 0.711 ( 1 11 ) 

・ 回答なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.... 2.811 ( 411 ) 

XI 河川、水路の整備について

・ー級河川（利根川・谷田川など）… 6.2% ( 9 人）

・ 農業用水路・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18.1 II ( 26 II ) 

・ 農業用排水路・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23.6 II ( 34 II ) 

• 生活排水路・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· • 49. 3 II ( 71 II ) 

・回答なし・・・................................. 2.811 ( 411) 

XII 保健医療対策について

・医療や診療所の数をふやし内容を

充実する
ｷｷｷ45.8% (66 人）

・医師や看護婦の不足をなくす……… 4.211 ( 611) 

・救急医療体制の整備をはかる……… 16.7 11 (24 11) 

・成人病予防対策に力をいれる……… 9.011 (1311) 

・健康増進対策に力をいれる………… 21.5 II (31 II) 

• その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...... 1.411 ( 211 ) 

・ 回答なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1.411 ( 211 ) 

II 住んでいる地域に愛着を感じますか

. 感じる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •41. 7% ( 60 人）

. どちらかとしヽえば感じる・・・・・・・・・・・・・・・ 29.9 II ( 43 II) 

II 感じなしヽ・・・・・・・・・・・・ 5.611 ( 811 ) 

. 感じなしヽ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • 3.511 ( 511 ) 

. どちらともしヽえなしヽ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18.011 ( 2611) 

・ 回答なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・·· l.311 ( 211 ) 

III 明和村に何か誇りを感じますか

．感じる・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 32.0% ( 46 人）

．どちらかとしヽえば感じる・・．．．．．．．．．．．．．．．． 27.8 II ( 40 II) 

II 感じなしヽ・・・・・・・・・・・・・・ 7.611 ( 1111 ) 

. 感じなしヽ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 8. 3 II ( 12 II ) 

. どちらともしヽえなしヽ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23.6 II ( 34 II) 

・ 回答なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 0.711 ( lfl ) 

w 明和村は住みよい村だと感じますか
・非常に住みよしヽ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13.2% ( 19 人）

• まあまあ・住みよしヽ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 1. 311 ( 4511 ) 

・普 通・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •45.1 II ( 65 II ) 

・やや住みにく しヽ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・··· 9. 7 II ( 1411) 

・非常に住みにくし ‘........................0.711 ( lfl) 

V 地域生活について

•この土地のしきたりに従って人

人の和を大切にしたい
・・・・・・ 16.7% ( 24人）

•この土地に生活している以上、

生活上の不満や要求を役所等に

反映していくのは、地域住民の
・・・・・・ l l. 8 11 ( 17" ) 

権利である

・地域社会は自分の生活上のひと

つのよりどころであるから、住

民がお互い進んで協力し、住み
・・・・• •70.8 11 ( 10211 ) 

よくするよう心がける

・回答なし・・・ •................................0.711 ( 111) 

VI 地域開発について村はなにに重点を

・農業・商業・工業等の産業を振

興し所得の向上をはかる
・・・・・ •36.8% ( 53 人）

・道路や鉄道等交通通信施設の整
• • • • • • 4. 2 II 

備をはかる

・住宅・排水路・下水道・公園等
・・・・・・ 39.6 II 

生活環境の整備をはかる

・自然環境の保全や災害の予防に

力を入れる
・・・・・・ 15.9 II 

‘
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• その他・・・・・・・•............................... 1.411 ( 211) 

・ 回答なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2.111 ( 311 ) 

VII 開発と自然保護のどちらを優先すべきだ

と思いますか

・ 開発優先・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16.0% ( 23 人）
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任
期
満
了
に
伴
う
村
長
選
挙
に

お
い
て
無
競
争
当
選
さ
れ
ま
し
た

奈
良
村
長
に
[
-
あ
い
さ
つ
を
兼
ね

て
、
二
期
目
の
村
政
に
つ
い
て
の

所
信
の
一
端
を
述
べ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

た
農
業
か
ら
野
菜
、
飼
料
作
物
等

へ
の
転
換
と
こ
れ
に
基
づ
く
昨
年

よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
地
域
農

政
特
別
対
策
事
業
、
今
年
よ
り
計

画
推
進
事
業
に
は
い
り
ま
し
た
新

農
業
構
造
改
善
事
業
の
事
業
計
画

の
策
定
促
進
、
商
工
業
の
振
興
に

秋
冷
の
候
と
な
り
ま
し
た
が
村
お
き
ま
し
て
は
、
優
良
企
業
誘
致

民
の
皆
様
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
に
よ
る
村
民
の
雇
用
の
安
定
と
村

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
？
民
所
得
の
向
上
、
更
に
村
財
政
力

さ
て
、
今
度
の
任
期
満
了
に
伴
の
強
化
、
教
育
文
化
の
振
興
に
つ

う
明
和
村
長
選
挙
に
あ
た
り
ま
し
い
て
は
生
徒
増
加
に
よ
る
西
小
の

て
は
、
は
か
ら
ず
も
村
民
多
数
の
増
築
、
中
央
公
民
館
完
成
後
の
社

力
強
い
ご
推
薦
に
よ
り
ま
し
て
、
会
教
育
の
振
興
と
文
化
の
向
上
、

村
行
政
の
責
任
村
民
の
健
康
増

者
た
る
村
長
の
曲
辰
・
エ
・
布
回
の
調
和
の
と
れ
た
進
の
為
の
村
民

地
位
に
再
度
当
総
ス
ポ
ー
ツ
参

甕
せ
て
頂
き
‘
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
畠
加
、
社
会
体
育

し
か
も
前
回
に
館
の
建
設
等
更

良
丑
松

続
い
て
の
無
競
に
は
現
在
の
明

争
当
選
と
い
う
身
に
余
る
光
栄
に
和
村
総
合
開
発
計
画
の
見
直
し
を

浴
し
、
た
だ
／
＼
感
激
と
責
任
の
行
い
村
の
存
在
目
的
で
あ
る
快
適

重
大
さ
を
今
更
な
が
ら
痛
感
し
て
•
利
便
・
健
康
・
安
全
を
基
本
と

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
し
て
の
明
和
村
新
総
合
開
発
計
画

光
陰
人
を
待
た
ず
と
い
う
諺
が
の
策
定
等
大
き
な
課
題
を
か
か
え

あ
り
ま
す
が
、
昭
和
四
十
九
年
十
て
お
り
ま
す
。

月
二
十
三
日
に
村
長
に
就
任
し
ま
私
は
こ
れ
ら
の
重
要
課
題
と
前

し
て
か
ら
今
日
ま
で
早
や
四
ヵ
年
向
き
に
取
り
組
ん
で
常
に
住
民
の

を
経
過
致
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
方
々
の
福
祉
の
向
上
を
念
頭
に
農

私
は
前
小
松
原
村
長
が
昭
和
四
十
・
エ
・
商
と
調
和
の
と
れ
た
振
興
開

発
を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
機
能
と
英

知
を
結
集
し
、
郷
土
愛
に
燃
ゆ
る

強
固
な
信
念
と
誠
実
清
潔
を
モ
ッ

ト
ー
に
勇
気
と
決
断
を
も
っ
て
邁

進
し
て
行
く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
今
後
共
、
旧
に
倍
し
て
温

か
い
ご
理
解
と
限
り
な
い
ご
支
援

を
お
願
い
致
し
ま
し
て
再
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
や
社
会
は
正
に
流
動
、
変

化
の
時
代
で
あ
り
ま
す
。
脱
皮
と
改

革
が
常
に
要
求
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

真
に
明
る
＜
豊
か
な
住
み
よ
い
郷
土

の
建
設
は
こ
れ
か
ら
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
生
活
環
境
整
備

関
係
に
お
き
ま
し
て
は
、
基
幹
村
道
、

生
活
道
路
、
防
災
道
路
等
の
改
良
整

備
等
に
つ
き
ま
し
て
は
一
応
の
眼
鼻

は
つ
き
ま
し
た
が
混
住
社
会
の
進
展

に
よ
る
生
活
汚
水
の
処
理
、
安
全
な

村
づ
く
り
の
為
の
交
通
安
全
施
設
の

整
備
、
更
に
昨
年
八
月
三
十
一
日
告

示
決
定
に
よ
る
市
街
化
区
域
の
整
備

促
進
、
広
域
下
水
道
事
業
の
促
進
等
。

ま
た
、
産
業
振
興
の
面
に
お
き
ま
し

て
は
従
来
か
ら
の
稲
作
を
主
体
と
し

村
長

奈

六
年
三
月
策
定
致
し
ま
し
た
十
ヵ
年

の
総
合
開
発
計
画
に
基
づ
き
ま
し
て
、

調
和
あ
る
産
業
の
発
展
、
社
会
生
活

環
境
の
整
備
、
教
育
文
化
の
向
上
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、
広
域
行
政
の

推
進
な
ど
村
の
発
展
と
村
民
福
祉
の

向
上
の
為
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
傾
注

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
陰
を
も
ち

ま
し
て
村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
並
び
に
村
議
会
議
長
さ
ん
を
始
め

議
会
議
員
各
位
の
力
強
い
ご
指
導
ご

支
援
に
よ
り
ま
し
て
大
過
な
く
大
任

を
全
う
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

衷
心
よ
り
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を

事
前
研
修
に
お
い
て
県
内
各
地
の
私
は
今
回
の
洋
上
大
学
で
は
、
県

さ
ま
ざ
ま
な
青
年
達
と
接
し
、
若
さ
内
の
青
年
は
も
ち
ろ
ん
外
国
の
異
な

の
す
ば
ら
し
さ
。
人
に
接
す
る
大
切
っ
た
環
境
に
育
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
考

さ
。
団
体
行
動
の
連
帯
性
の
重
要
性
え
方
を
持
っ
た
同
世
代
の
仲
間
を
少

を
特
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
し
で
も
良
く
知
り
、
心
の
視
野
を
広

船
内
で
の
青
年
達
の
交
流
で
、
自
分
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
不
足
し
て
い
る
な
に
か
を
、
目
で
、
そ
し
て
こ
の
体
験
を
こ
れ
か
ら
の

耳
で
、
体
で
、
思
い
切
り
吸
収
し
て
社
会
発
展
の
た
め
に
少
し
で
も
貢
献

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
小
P
T
A

が
て
の
遊
具
を
作
っ
た
り
し
た
、
ユ
ニ

文
部
省
よ
り
表
彰
ー
ク
な
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

西
小
学
校
P
T
A

（
会
長
渡
辺
茂
す
。

統
計
協
力
で
感
謝
状

さ
ん
）
は
十
一
月
六
日
、
東
京
の
椿
！

山
荘
で
文
部
省
か
ら
”
文
部
大
臣
賞
“

と
い
う
す
ば
ら
し
い
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。こ

れ
は
「
広
報
ぽ
ぷ
ら
」
の
発
行

や
、
「
親
子
二
十
分
読
書
」
さ
ら
に
、

父
親
や
母
親
が
子
供
と
一
緒
に
な
っ 新井綾子さん

(~エロ）

「
統
計
の
日
」
の
十
月
十
八
日
、

永
年
に
わ
た
り
家
計
簿
を
つ
け
、
そ

れ
が
農
家
の
収
支
を
み
る
貴
重
な
資

料
と
な
り
統
計
情
報
業
務
に
協
力
し

た
と
い
う
こ
と
で
今
回
八
十
七
人
に 柿沼君枝さん

（大輪）

群
馬
青
年
洋
上
大
学
（
青
年
海
外

派
遣
）
に
本
村
か
ら
柿
沼
君
枝
さ
ん

（
大
輪
）
と
新
井
綾
子
さ
ん
（
江
口
）

が
参
加
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
洋
上
大
学
は
今
年
で
第
六
回
、

県
内
各
地
か
ら
選
ば
れ
た
百
八
十
名

の
青
年
と
船
内
研
修
を
通
じ
て
、
心

身
を
鍛
練
し
た
り
、
連
帯
感
な
ど
を

勉
強
す
る
と
と
も
に
、
寄
港
地
の
フ

イ
リ
ッ
ピ
ン
の
現
地
青
年
と
の
交
歓
、

視
察
、
見
学
、
日
本
文
化
の
紹
介
な

ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
人
は
ほ
ぼ
事
前
研
修
を
終
え
、

十
二
月
七
日
の
出
発
を
待
っ
ば
か
り

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
出
発
に
あ
た
っ
て
二
人
の

団
員
に
感
想
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

青
年
洋
上
大
学
に

新
井
・
柿
沼
さ
ん
派
遣
さ
れ
る

農
林
水
産
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
伝
達

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
本
村
か
ら
は

南
大
島
の
小
松
原
一
好
さ
ん
と
久
保

口
明
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

選
挙
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

県
選
挙
管
理
委
員
会
、
県
教
委
な

ど
の
主
催
で
行
わ
れ
た
選
挙
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
明
和
村
か
ら
五
名

入
選
し
ま
し
た
。

▼
佳
作
奈
良
弘
美
さ
ん
（
明
中
一
年
）

▼
入
選
須
加
裕
子
さ
ん
（
西
小
一
年
）

▼

1
1

山
田
知
世
さ
ん
（
東
小
一
年
）

▼
"
横
塚
智
美
さ
ん
（
東
小
四
年
）

▼
"
市
村
雅
史
く
ん
（
明
中
一
＿
一
年
）

※
応
募
点
数
一

0
、
七
一
三
点

※
入
賞
点
数
一
〇
一
点

1
1月

3
0日
ま
で
に

麦
の
共
済
申
告
を

昭
和
五
十
四
年
産
麦
の
種
ま
き
時

期
に
入
り
ま
し
た
が
、
有
利
な
転
作

品
目
と
し
て
本
年
は
相
当
量
の
作
付

け
か
行
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

麦
は
十
ア
ー
ル
以
上
の
作
付
け
が

あ
り
ま
す
と
、
当
然
共
済
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
か
、
年
々
被
害
検
見
に
な

り
ま
す
と
、
申
告
さ
れ
て
い
な
い
も

の
か
出
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
告
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
昭
和
五
十
四
年
産
の
キ
ロ

当
た
り
の
共
済
価
格
は
百
六
十
二
円

と
な
り
ま
す
。
共
済
の
申
告
を
し
ま

せ
ん
と
水
田
裏
作
麦
作
付
け
奨
励
金

及
び
転
作
の
対
象
に
原
則
と
し
て
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
は
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
用
紙
は
農

事
組
合
長
さ
ん
か
配
付
い
た
し
ま
す
。
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ぷ
ク
、
そ
了
よ
ね
ろ
初
竹
，
[

従
業
員
の
退
職
金
は
今
や
常
識
で
す
か
、
事
業

主
で
も
退
職
す
る
と
き
か
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

第
一
線
を
引
退
し
老
後
を
楽
し
み
た
い
。
自
分
に

万
一
の
こ
と
か
あ
っ
た
と
き
、
経
営
の
都
合
に
よ

る
工
場
や
商
店
の
閉
鎖
な
ど
…
…
い
ろ
い
ろ
な
場

合
か
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
か
起
こ
っ
た

と
き
に
備
え
て
事
業
主
の
生
活
安
定
を
は
か
る
退

職
金
制
度
。
そ
れ
か
、
国
で
つ
く
ら
れ
た

1
1

小
規

模
企
業
共
済
I
i
制
度
で
す
。

◎
制
度
の
特
色

▼
掛
金
は
全
額
が
所
得
控
除

掛
金
は
全
額
が
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除

と
し
て
、
そ
っ
く
り
課
税
対
象
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
一
年
以
内
の
前
納
掛
金
も
同
様
に
控

除
さ
れ
ま
す
。

▼
共
済
金
は
退
職
所
得
扱
い

共
済
金
・
準
共
済
金
・
解
約
手
当
金
等
か
退
職

所
得
と
し
て
取
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
控
除
額
か
非

常
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
安
全
・
確
実

共
済
金
額
は
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
‘

そ
の
支
払
い
も
政
府
か
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て

雨
、
風
を
し
の
ぐ
家
か
あ
り
‘

三
度
の
食
事
を
欠
か
す
事
な
く
出

来
、
日
常
の
生
活
か
と
ど
こ
お
り

無
く
営
ま
れ
て
居
る
。
あ
た
り
前

に
思
い
か
ち
で
す
か
、
人
間
と
し

て
こ
の
上
無
い
幸
福
で
あ
り
、
あ

り
か
た
い
事
で
、
何
か
に
感
謝
し

な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
不
幸
に
し
て
恵
ま
れ

な
い
生
活
を
し
て
い
る
人
も
、
た

な
る
と
思
い
ま
す
。

私
達
「
千
津
井
友
の
会
」
は
、
そ

の
様
な
意
味
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
福
祉
活
動
）
を
目
標
と
し
て
結
成

し
た
婦
人
部
で
す
。

事業主にも退職金”

冒言よ言□昇贋謬冒

く
さ
ん
お
り
ま
す
。
や
や
も
す
る
と

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
し
ま
い
か
ち

で
す
か
‘
皆
で
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
‘

わ
ず
か
で
も
小
さ
な
力
で
協
力
し
合

え
ば
、
価
値
あ
る
大
き
な
愛
の
手
に

お
リ
ま
す
の
で
安
全
・
確
実
で
す
。

▼
貸
付
制
度

一
定
の
資
格
者
に
は
、
そ
の
掛
金

の
範
囲
内
て
即
日
貸
付
け
か
受
け
ら

れ
る
簡
便
な
貸
付
制
度
か
あ
り
ま
す
。

◎
共
済
制
度
の
内
容

▼
加
入
資
格

常
時
使
用
す
る
従
業
員
か
二
十
人

（
商
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
五
人
）

以
下
の
個
人
事
業
主
お
よ
び
会
社
や

企
業
組
合
・
協
業
組
合
の
役
員
の
方

方
で
す
。
ひ
と
り
で
、
あ
る
い
は
家

族
だ
け
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
、

ま
た
、
自
由
業
の
方
も
加
入
で
き
ま

す
。

▼
掛
金

毎
月
の
掛
金
は
最
高
三
万
円
ま
で

の
範
囲
内
で
自
由
（
最
低
千
円
で
五

百
円
き
ざ
み
）
に
き
め
て
加
入
で
き

ま
す
。
加
入
後
、
増
・
減
額
か
で
き
、

ま
た
、
前
払
い
も
で
き
ま
す
。

▼
共
済
金
の
支
払
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
と

い
っ
て
も
‘
皆
家
庭
の
主
婦
で
あ

り
、
ま
た
職
業
も
あ
り
忙
し
い
毎

日
で
す
。
婦
人
に
出
来
る
小
さ
な

福
祉
で
す
か
‘
い
つ
か
ど
こ
か
で

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
千
津
井
の
奈
良
原
宣
子
さ
ん
で
す
）

喜
ん
で
く
れ
る
人
か
い
る
事
を
信

じ
て
、
会
員
一
同
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
小
さ
な
輪
か
‘
い
つ

か
大
き
な
輪
に
広
か
っ
て
い
く
事

を
願
っ
て
い
ま
す
。

十
月
一
日
明
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

第
四
回
テ
ニ
ス
大
会
か
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
絶
好
の
運
動
日
和
に
恵

ま
れ
百
八
人
も
の
テ
ニ
ス
愛
好
者
か

参
加
し
、
盛
ん
に
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
っ

て
い
ま
し
た
。

◎
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
中
学
生
男
子
の
部

優
勝
松
本
茂
・
北
島
浩
組

準
優
勝
黒
沢
政
彦
・
篠
木
隆
二
組

三
位
青
木
英
明
・
和
田
喜
好
組

＂
門
間
孝
吉
•
田
口
学
組

▼
中
学
女
子
の
部

優
勝
小
菅
美
奈
•
町
田
房
子
組

準
優
勝
金
子
二
三
代
・
奥
沢
真
由
美
組

1
0
8
人
が
熱
戦
展
開

「
共
済
金
A

」

0

個
人
事
業
を
や
め
た
と
き
（
死
亡

を
含
む
）
。

0

会
社
や
企
業
組
合
・
協
業
組
合
の

役
員
か
そ
の
法
人
の
解
散
に
よ
リ
や

め
た
と
き
。

「
共
済
金
B
」

〇
役
員
か
疾
病
・
負
傷
に
よ
り
役
員

を
や
め
た
と
き
（
死
亡
を
含
む
）
。

0

六
十
五
歳
以
上
で
十
五
年
以
上
掛

金
を
払
っ
て
い
る
と
き
（
老
齢
給
付
）
。

「
準
共
済
金
」

0

個
人
事
業
を
会
社
組
織
に
か
え
て
、

そ
の
役
員
に
な
ら
な
い
と
き
。

0

個
人
事
業
を
配
偶
者
や
子
に
譲
っ

た
と
き
。

〇
役
員
か
疾
病
・
負
傷
・
死
亡
あ
る

い
は
解
散
以
外
の
理
由
で
退
職
し
た

と
き
（
例
え
ば
‘
役
員
の
改
選
や
任

期
満
了
な
ど
）

※
申
し
込
み
や
‘
問
い
合
わ
せ
先
は

明
和
村
商
工
会
へ

第
四
回
テ
ニ
ス
大
会

I 0 

（
千
代
田
村

ポ
ロ
リ
ー
ズ （

板
倉
町
）

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
フ

飯
野

（
大
泉
町
）

ソ
フ
ト
ク
ラ
プ

北
部

（
大
泉
町
）

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン

カ
ン
ト
リ
ー

（
板
倉
町
）

オ
ー
ル
板
倉（

邑
楽
町
）

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

大
黒

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ

千
津
井

（
邑
楽
町
）

ソ
フ
ト
ク
ラ
フ

坪
谷

三
位
柏
原
純
子
・
早
川
悦
子
組

＂
今
成
富
恵
•
関
口
恵
美
子
組

▼
一
般
男
子
の
部

優
勝
奈
良
伊
佐
項
•
関
口
章
夫
組

準
優
勝
新
井
政
彦
・
新
井
明
雄
組

三
位
島
田
修
•
島
田
健
二
組

▼
一
般
女
子
の
部

優
勝
野
本
泰
代
·
金
子
正
美
組

準
優
勝
森
尻
宏
子
・
富
塚
恵
子
組

三
位
野
中
朱
美
・
丸
山
和
美
組（

敬
称
略
）

明
和
の
ニ
チ
ー
ム
大
健
闘

十
月
二
日
か
ら
大
泉
町
で
邑
楽
郡

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
か
行
わ
れ
ま
し

こ
。f
 こ

の
大
会
は
各
町
村
の
代
表
チ
ー

ム
が
参
加
し
‘
県
民
体
育
大
会
出
場

チ
ー
ム
の
選
考
も
兼
ね
て
い
る
の
で

終
始
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
白
球
を
追

っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
本
村
は
、
こ
の
大
会
に
は
初

出
場
な
か
ら
二
位
と
三
位
と
い
う
輝

か
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

下
江
黒
昭
和
会

邑
楽
郡
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
館
林
市
▲

郷
土
資
料
館
（
文
化
会
館
南
）

か
十
一
月
一
日
に
オ
ー
。
フ
ン
す
る

そ
う
で
す
。
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し

て
日
本
画
の
小
室
翠
雲
、
彫
刻
の

藤
野
天
光
、
版
画
の
藤
牧
義
夫
の

特
別
展
示
を
開
き
ま
す
。

▼
太
田
市
▲

恒
例
と
な
っ
た
金
山
市
民
清
掃

は
今
年
で
七
回
目
を
か
ぞ
え
、
家

族
連
れ
な
ど
約
二
千
五
百
人
が
カ

マ
や
ゴ
ミ
入
れ
袋
を
持
っ
て
清
掃

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
わ
た
し
た

ち
も
金
山
に
行
っ
た
時
は
ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ

゜

｀
つ▼

大
間
々
町
▲

荻
原
好
之
助
さ
ん
と
い
う
方
は

「
学
校
建
設
に
役
立
て
て
は
し
い
」

と
一
億
円
を
ポ
ン
と
寄
付
し
た
そ

う
で
す
。
世
の
中
に
は
ず
い
ぶ
ん

徳
の
あ
る
人
も
い
る
も
の
で
す
ね
。

▼
邑
楽
町
▲

体
を
動
か
し
大
い
に
若
返
っ
て
．

も
ら
お
う
と
”
老
人
社
交
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
“
か
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
は
ず
か

し
か
ら
ず
大
い
に
楽
し
ん
だ
そ
う

で
す
。

各地の
広報紙から
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山
肌
は
‘
す
で
に
う
っ
す
ら
と
‘

純
白
の
雪
を
ま
と
い
、
黄
色
に
化

粧
し
た
木
々
が
、
野
生
の

I
I

り
す
“

ゃ
”
鹿
“
た
ち
か
、
ゆ
っ
た
り
と

色
み
こ
む
。
雄
大
で
豊
か
な
自
然

を
誇
示
す
る
＂
カ
ナ
ダ
“
は
、
成

田
を
発
っ
て
八
時
間
後
に
我
々
を

迎
え
て
く
れ
た
。
予
想
し
て
い
た

と
お
り
、
そ
の
豊
か
で
、
美
し
い

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
か
ら

ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
て

西
小
学
校
教
頭
吉
永
正
一

自
然
は
、
そ
こ
に
生
き
る
人
た
ち
の

暮
ら
し
は
も
と
よ
り
そ
の
心
を
も
清

ら
か
に
染
め
抜
い
た
か
の
よ
う
に
‘

街
頭
で
も
‘
汽
車
の
中
で
も
、
さ
り

げ
な
く
‘
気
取
ら
す
そ
の
心
を
開
き
‘

我
々
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
、
ビ
ク
ト
リ
ヤ

市
、
と
も
に
古
い
伝
統
を
近
代
文
明

で
包
み
、
美
し
い
自
然
と
見
事
に
調

和
さ
せ
、
特
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
効
外

の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
は
、
ま
さ
に
緑

の
な
か
の
キ
ャ
ン
バ
ス
で
、
そ
こ
で

学
問
を
究
め
る
学
生
に
と
っ
て
は
‘

至
れ
り
‘
つ
く
せ
リ
の
施
設
、
設
備

と
と
も
に
、
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な

い
学
究
の
場
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し

た
。
そ
れ
に
、
人
工
的
造
形
美
を
広

大
に
、
年
間
を
通
し
て
美
し
さ
を
保

っ
て
い
る
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
公

園
や
ビ
ク
ト
リ
ヤ
市
の
ブ
ッ
チ
ー
ド

ガ
ー
デ
ン
。

ま
た
、
そ
れ
と
対
照
的
な
自
然
を

そ
の
ま
ま
完
全
に
保
持
し
、
野
生
の

動
物
ま
で
生
息
し
て
い
る
ス
タ
ン

レ
ー
パ
ー
ク
な
ど
。

い
ず
れ
も
、
美
し
さ
を
求
め
‘

,
4
.
 

保
ち
、
そ
の
美
し
さ
を
誇
り
自
然

そ
の
も
の
と
と
も
に
生
き
る
カ
ナ

ダ
の
人
た
ち
の
心
に
ど
っ
ぷ
り
と
・

ひ
た
る
こ
と
か
で
き
た
。

外
国
へ
住
む
な
ら
カ
ナ
ダ
か
い

ぃ
ー
我
々
か
期
せ
ず
し
て
一
致

し
た
心
境
で
あ
っ
た
。

ー
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
—

星
礎
を
く
り
万
え
し

み
っ
ち
り
と

カ
ナ
タ
で
の
教
育
に
接
す
る
機

会
は
、
前
後
三
回
与
え
ら
れ
た
。

バ
ン
フ
市
の
小
学
校
視
察
（
バ

ン
フ
エ
レ
メ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
）

三
十
四
歳
と
い
う
若
い
校
長
先

生
が
、
若
く
て
美
し
い
秘
書
を
伴

っ
て
出
迎
え
、
ま
ず
我
々
を
驚
か

せ
た
。一

学
級
の
人
教
は
二
十
ー
三
十

名
、
低
学
年
学
級
に
は
‘
授
業
者

の
他
に
助
手
も
つ
く
と
い
う
徹
底

‘
、
。

‘
、
)
)

マ
ー

ー
し
か
し
、
学
習
内
容
は
日
本

の
同
年
令
の
子
ど
も
の
そ
れ
と
比

べ
る
と
‘
は
る
か
に
低
く
基
礎
的

な
こ
と
を
く
り
か
え
し
（
ド
リ
ル
）

学
習
し
、
身
に
つ
け
る
こ
と
を
中

心
に
し
、
さ
ら
に
、
音
楽
、
美
術

体
育
な
ど
を
ゆ
っ
く
り
‘
ゆ
と
り

を
も
っ
て
恵
ま
れ
た
施
設
（
暖
房

付
体
育
館
等
）
で
教
育
し
て
い
る

よ
う
す
は
、
ま
さ
に
い
ま
日
本
で

志
向
し
て
い
る
ゆ
と
り
と
充
実
し

た
教
育
を
既
に
実
施
し
て
い
る
と

も
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
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米
の
需
給
を
均
衡
さ
せ
る
た

め
、
水
田
利
用
再
編
対
策
（
生

産
調
整
）
と
並
行
し
て
米
の
消

費
拡
大
運
動
が
強
力
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
米
は
完
全
自
給

し
て
い
る
大
切
な
カ
ロ
り
ー
源

で
あ
る
と
と
も
に
、
す
ぐ
れ
た

タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
、
長
い
歴

史
の
中
で
日
本
人
の
食
文
化
を

つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

し
か
し
、
食
生
活
の
多
様
化

な
ど
に
よ
り
米
の
消
費
量
が
減

っ
て
い
る
な
か
で
、
偏
食
や
健

康
上
の
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
米

の
栄
養
、
米
と
健
康
な
ど
に
つ

い
て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

▼
私
た
ち
日
本
人
と
お
米
と
の
出
合

い
は
、
い
ま
か
ら
ざ
っ
と
二
千
年
以

上
も
前
の
こ
と
で
し
た
。
弥
生
時
代

の
土
器
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
る
モ
ミ

や
玄
米
が
、
そ
の
事
実
を
は
っ
き
り

証
明
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
祖
先
は
‘
こ
う
し
た
米

な
ど
の
穀
類
の
ほ
か
、
魚
や
野
菜
と

い
っ
た
食
生
活
で
二
千
余
年
と
い
う

長
い
時
間
を
生
き
て
き
た
の
で
す
。

▼
そ
の
も
う
ひ
と
つ
の
証
掲
を
お
目

に
か
け
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
欧
米
人

に
比
べ
日
本
人
の
腸
は
約
ニ
・
五
メ

ー
ト
ル
も
長
く
胃
の
容
積
も
欧
米
人

一
リ
ッ
ト
ル
に
対
し
一
・
五
リ
ッ
ト

ル
と
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

あ
こ
げ
の
で
き
る
ご
は
ん
が
最
高

ー
自
動
炊
飯
器
に
よ
る
お
い
し
い
炊
き
方
ー

「
豆
を
煮
る
」
「
魚
を
煮
る
」
と

は
い
っ
て
も
、
「
ご
は
ん
を
煮
る
」
と

は
い
い
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
ご
は
ん

は
「
炊
く
」
の
で
す
。

こ
の
「
煮
る
」
と
「
炊
く
」
の
ち

か
い
こ
そ
、
わ
か
家
で
い
つ
も
お
い

し
い
ご
は
ん
か
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う

か
の
分
か
れ
目
な
の
で
す
。

で
は
「
炊
く
」
と
「
煮
る
」
と
で

は
ど
う
ち
が
う
の
で
し
ょ
う
か
。

' 

「
炊
く
」
と
い
う
こ
と
は
煎
り
加
滅

に
す
る
こ
と
な
の
に
対
し
「
煮
る
」

と
は
、
底
に
水
分
を
残
す
こ
と
を
い

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ご
は
ん
を
「

炊
く
」
と
は
煎
り
加
減
に
す
る
こ
と
‘

れ
は
何
百
世
代
と
続
い
た
日
本
的
食

生
活
の
中
で
生
理
適
応
が
行
わ
れ
た

結
果
と
い
え
ま
す
し
、
一
種
の
＂
日
本

人
的
進
化
“
と
い
う
こ
と
も
い
え
ま
t

▼
な
ぜ
、
私
た
ち
の
祖
先
は
お
米
に

固
執
し
た
の
か
—
|
_
そ
の
答
え
は
、

お
い
し
い
こ
と
と
カ
ロ
リ
ー
で
す
。

お
茶
わ
ん
一
杯
の
ご
飯
（
約
百
グ
ラ

ム
）
を
主
婦
の
家
事
労
働
に
換
算
し

ま
す
と
、
朝
起
き
て
雨
戸
を
十
枚
開

け
‘
は
き
掃
除
を
十
分
、
さ
ら
に
洗

た
く
を
二
十
分
、
大
根
の
千
切
り
を

二
十
分
続
け
、
し
か
も
そ
の
あ
と
で

三
十
分
間
、
ゆ
っ
く
り
と
テ
レ
ビ
を

楽
し
め
る
だ
け
の
カ
ロ
リ
ー
を
秘
め

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
底
に
水
分
を
残
さ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
と
い
う
こ

と
は
、
当
然
こ
げ
ま
す
。
こ
げ
る
と

い
っ
て
も
真
っ
黒
に
こ
が
す
の
で
は

な
く
‘
ち
ょ
っ
と
キ
ツ
ネ
色
を
つ
け

る
程
度
ー
こ
の
状
態
か
い
ち
ば
ん
お

い
し
い
の
で
す
。
こ
れ
は
科
学
的
に

も
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
せ
ん
べ

い
も
、
ほ
ど
よ
く
キ
ツ
ネ
色
に
焼
い

た
方
が
お
い
し
い
の
と
同
じ
で
す
。

昔
か
ら
、
ご
は
ん
を
「
煮
る
」
と

は
い
わ
な
い
で
「
炊
く
」
と
い
っ
て

き
た
理
由
は
、
こ
の
点
に
あ
る
の
で

す
。と

い
っ
て
も
、
最
近
の
自
動
炊
飯

私
だ
ち
祖
先
か
ら
の

貴
重
な
お
米

「
お
米
の
多
産
地
方
に
脳
卒
中
が
多

い
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に

秋
田
県
や
山
形
県
な
ど
の
米
ど
こ
ろ

で
は
、
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
率
か
平

均
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
「
お
米
を
食
べ
る
と
脳

卒
中
に
な
る
」
と
伝
え
ら
れ
る
の
は

ま
さ
に
＂
大
い
な
る
誤
報
”
と
い
う

ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
農
学
博
士
は
「
お
米
は
無
実

の
罪
を
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
い

う
の
で
す
。
「
稲
作
と
い
う
作
業
は

苗
代
の
と
き
か
ら
田
植
え
、
草
と
り
、

刈
り
入
れ
と
そ
の
労
働
姿
勢
は
常
に

頭
を
下
げ
続
け
。
だ
か
ら
頭
に
血
が

集
ま
り
‘
脳
内
の
血
圧
が
上
が
る
。

同
じ
村
で
同
じ
米
を
食
べ
な
が
ら

い
つ
も
上
を
向
い
て
仕
事
を
し
て
い

る
果
樹
園
の
人
に
脳
卒
中
は
き
わ
め

て
少
な
い
。
」
と
い
う
結
果
か
出
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
「
降
雪
地
帯
だ
か
ら

冬
場
は
新
鮮
な
野
菜
が
少
な
く
、
貯

蔵
漬
け
物
の
塩
分
の
取
り
過
ぎ
」
と

「
秋
田
、
山
形
を
流
れ
る
河
川
の
酸

性
の
水
」
を
あ
げ
て
、
お
米
の
＂
ぇ

ん
罪
“
を
晴
ら
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
お
米
に
欠
点
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
同
博
士
は
「
そ
れ
は
あ

ま
り
に
も
う
ま
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
」

つ
ま
り
、
ご
飯
か
お
い
し
す
ぎ
て
簡

単
な
お
か
ず
で
も
モ
リ
／
＼
食
べ
ら

れ
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
か
ら
「
お
米

を
食
べ
る
と
ふ
と
る
」
と
い
う
も
う

市
米
の

お
米
を
I
t
飲
む
”
と
い
う
と
、
ま

ず
清
酒
を
思
い
浮
か
べ
る
方
か
多
い

で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
、
最
近
、
玄

米
の
栄
養
に
着
目
し
た
I
t
玄
米
飲
料
”

が
相
次
い
で
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
た
感
じ
は
、
つ
ぶ
の
大
き
い
イ

ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
の
よ
う
で
、

薄
茶
色
を
し
て
い
ま
す
。

お
湯
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
牛
乳

で
も
そ
の
ま
ま
溶
か
し
て
飲
め
ま
す
。

一
見
コ
ー
ヒ
ー
風
で
す
が
、
カ
フ
ェ

イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
入
っ
て
な
く
、
味

は
コ
コ
ア
に
似
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
子
供
に
も
安
心
し
て
与
え
ら
れ
る

飲
み
物
と
い
え
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
製
法
で
す
か
、
こ
れ

ま
で
米
の
粉
と
い
う
の
は
湯
水
を
加

え
る
と
‘
ノ
リ
あ
る
い
は
ダ
ン
ゴ
状

に
な
る
以
外
の
I
t
変
化
I
t
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
玄
米
コ
ー
ヒ
ー
は
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
玄
米
の
I
t
液
体
I
t
な

の
で
す
。
そ
の
う
え
、
玄
米
の
持
つ

豊
富
な
栄
養
価
は
、
ほ
と
ん
ど
失
わ

栄
養
た
っ
ぷ
り

玄
米
コ
ー
ヒ
ー

ひ
と
つ
の
”
伝
説
”
へ
と
展
開
し
て

い
く
わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
誤
報
や

伝
説
か
い
ま
私
た
ち
日
本
人
の
食
習

慣
を
ゆ
が
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

”
無
実
”
の
罪

器
で
は
、
キ
ツ
ネ
色
に
は
炊
き
上
か

り
ま
せ
ん
。
ひ
と
工
夫
か
必
要
で
す
。

釜
の
ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
た
ら
、
五
分

ぐ
ら
い
お
い
て
か
ら
も
う
一
度
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
ま
す
。
ニ
ー
三
分
し
ま

す
と
‘
釜
の
中
の
余
分
の
水
分
か
な

く
な
っ
て
、
底
の
と
こ
ろ
か
キ
ツ
ネ

色
に
こ
げ
る
お
い
し
い
ご
は
ん
か
で

き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

一
度
、
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
＂
お
米
の

科
学
”
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
新
し

い
領
域
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
肝

心
の
作
り
方
で
す
か
、
今
の
と
こ
ろ

“
秘
中
の
秘
”
だ
そ
う
で
す
。

現
在
は
、
テ
ス
ト
販
売
の
段
階
で

す
か
、
広
く
ご
家
庭
の
食
卓
に
上
る

の
も
そ
う
遠
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。

米
一
俵
価
格
推
移

天
明
元
年
金
十
七
銭
今
か
ら
一
九
七
年
前

寛
政
元
年
十
五
銭
一
八
九
＂

享
和
元
年
十
七
銭
一
七
七
＂

文
化
元
年
十
二
銭
一
七
四
＂

文
政
元
年
十
六
銭
一
六

0
"

天
保
元
年
三
十
銭
一
四
八
＂

弘
化
元
年
三
九
銭
一
三
四
＂

嘉
永
元
年
三
五
銭
一
三

0
"

安
政
元
年
四
十
銭
―
二
四
＂

万
延
元
年
七
九
銭
―
―
八
＂

文
久
元
年
六
五
銭
―
―
七
＂

元
治
元
年
七
八
銭
―
―
四
＂

慶
応
元
年
一
円
四
二
銭
―
一
三
＂

明
治
元
年
一
円
六
九
銭
―

1
0
"

"
1
0年
一
円
九
二
銭
一

0
0
"

"
2
0年
一
円
四
八
銭
九

0
"

1
1
3
0
年
四
円
一
六
銭
八

0
"

I
I
4
0
年
四
円
七
二
銭
七

0
"

大
正
元
年
八
円
三
二
銭
六
六
＂

"
1
0年
十
四
円
六
十
銭
五
五
＂

昭
和
元
年
十
二
円
七
十
銭
五
二
＂

"
1
0年
十
円
九
十
銭
四
三
＂

"
2
0年
六
十
円
三
三
＂

1
1
3
0
年
三
九

0
二
円
二
三
＂

1
1
4
0
年
六
ニ
ニ
八
円
十
三
＂

1
1
4
5
年
八
一
六
十
円
八

I
I
.

"
5
0年
一
万
五
五
七
五
円
三
＂

1
1
5
1年一
万
六
五
七
四
円
二
＂

1
1
5
2
年
一
万
七
二
三
二
円
一
＂

1
1
5
3年一
万
七
二
五
一
円
現
在
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館
林
農
業
改
良
普
及
所
で
は
、
第
一
回
目
の

家
庭
菜
園
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
最
近
農
家
で
あ
り
な
が

ら
家
庭
で
食
べ
る
野
菜
を
作
ら
な
い
で

お
店
で
購
入
し
て
い
る
農
家
が
増
え

ァ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
な
ん
と
か

打
開
し
よ
う
と
‘
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
き
家
庭
で
食
べ
る
野
菜

は
自
家
で
作
っ
て
新
鮮
な

野
菜
を
収
穫
し
て
も

ら
お
う
と
行
わ

れ
た
も

西
小
学
校
で
は
‘
我

が
ふ
る
里
を
見
直
そ
う

と
い
う
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
か
、
十
月
一
日
に
行
わ
れ

た
運
動
会
で
、
ふ
る
里
シ
リ
ー
ズ
第

三
弾
と
し
て
三
年
生
以
上
の
生
徒
全
員

か
＂
明
和
の
里
＂
と
題
し
た
踊
り
を
校

庭
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
こ

の
で
、
十
月
十
七
日
普
及
所
長

さ
ん
ら
か
審
査
員
と
な
っ

て
コ
ン
ク
ー
ル
に
参

加
し
た
十
二
戸
の

家
庭
菜
園
を

見
て
歩
き

ま
し
た
。

の

に明
よ和

あつの

さりて里こニ―---­
れま‘表は
‘ざ秋現明

らみまのす和
盛ての収るの

あんい様穫も様
びにる子なの子
して拍父でどでを
たい手兄踊が田踊
゜まをから ‘植り

十
一
月
二
十
一
日

午
前
十
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で

館
林
酒
販
会
館
（
文

化
会
館
南
）

第
二
期
納
税
月

個
人
の
事
業
税
は
、
個
人
で

事
業
を
営
ん
で
い
る
方
に
納
め

て
い
た
だ
く
県
税
で
す
。

個
人
の
事
業
税
の
第
二
期
分

の
納
期
は
、
十
一
月
十
六
日
か

1
1月
は
固
人
事
業
税
の

▼
場
所

▼
日
時

▼
場
所

▼
日
時

十
二
月
四
日
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

明
和
村
商
工
会
館

無
料
納
税
相
談
の
開
催

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日

ま
で
税
を
知
る
週
間
と
し
て
各

地
で
税
に
関
す
る
多
く
の
行
事

か
催
さ
れ
ま
す
か
十
一
月
十
三

日
税
理
士
会
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
＂
無
料
納
税
相
談
“
か
次

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
時
間
午
前
九
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で

足
利
銀
行
•
第
一
勧

業
銀
行
・
群
馬
銀
行
・

大
生
相
互
銀
行
・
太

陽
神
戸
銀
行
・
館
林

信
用
金
唐
・
キ
ン
カ

堂

▼
会
場

ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
お
手
も
と

に
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

納
期
内
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

納
税
の
窓
口
は
、
県
内
の
ほ
と
ん

ど
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
役
場
、

財
務
事
務
所
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。

＿
南
大
橋
通
行
止
の
再
延
期
一

谷
田
川
に
か
か
っ
て
い
る
南
大
橋

の
通
行
止
は
前
月
号
の
広
報
紙
で
、

十
月
末
日
ま
で
通
行
止
と
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
か
、
今
度
は
取
付
道
路
を

舗
装
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

来
年
三
月
二
十
日
ま
で
通
行
止
と
な

リ
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
か
よ
ろ
し
く
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。会

合
の
時
間
を
守
つ
て

み
な
さ
ん
は
い
ろ
！
＼
な
会
合
に

出
席
し
た
と
き
、
案
内
さ
れ
た
時
間

通
り
に
会
場
に
行
っ
て
も
、
多
勢
の

人
が
時
間
に
遅
れ
て
来
る
た
め
長
時

間
待
た
さ
れ
た
事
が
一
度
は
お
あ
り

で
し
ょ
う
。

ど
う
し
て
案
内
さ
れ
た
時
間
ど
お

り
に
開
会
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

き
っ
と
「
ど
う
せ
今
日
も
三
十
分
位

遅
れ
だ
か
ら
…
…
。
」
と
か
、
「
自
分
一

人
ぐ
ら
い
遅
れ
て
も
…
…
。
」
な
ど
と

各
人
が
思
っ
て
い
る
と
時
間
ど
お
り

に
始
ま
る
訳
か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な

た
が
遅
れ
る
と
多
勢
の
人
に
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
今
後
は
、
会

合
の
始
ま
る
五
分
前
ま
で
に
は
遅
く

と
も
会
場
に
着
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

I

遅
く
と
も
5

分
前
に
1

電
話
用
配
管
が
必
要

電
話
機
を
取
付
け
る
と
き
、
電
話

の
配
管
か
な
い
と
壁
に
穴
を
あ
け
た

り
、
窓
や
戸
口
か
ら
電
話
線
を
引
き

込
ん
だ
り
し
て
美
観
を
そ
こ
ね
ま
す
。

◇
ど
う
い
う
電
話
を
つ
け
る
か

◇
電
話
を
い
く
つ
つ
け
る
か

◇
ど
こ
に
つ
け
る
か

を
よ
く
考
え
‘
配
管
を
お
忘
れ
な

く
設
計
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
電
話
機
を
自
由
に
持
ち
運
べ

る
コ
ン
セ
ン
ト
配
線
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

、
。
し

電
話
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
館
林

電
報
電
話
局

(
0
2
7
6
7
|
4

ー

2
9
9
1
)
へ
。

電
話
機
を
取
り
付
け
る
に
は

う
。
時
間
ど
お
り
に
始
ま
り
、
会
合

か
気
持
よ
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

C

一
東
京
電
力
よ
り
お
知
ら
せ
一

各
地
で
ビ
ニ
ー
ル
に
ア
ル
ミ
加
工

し
た
、
防
雀
ア
ー
。
フ
が
使
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
強
風
時
に
こ
の
テ
ー

プ
が
舞
い
あ
か
っ
て
電
線
に
か
ら
み

つ
き
、
昨
年
も
県
下
各
地
域
で
停
電

す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
年
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
故

の
発
生
か
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
防

雀
テ
ー
プ
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
で

は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
電
線
に
ひ
っ
か
か
っ
た
テ
ー
。
フ
に

は
絶
対
触
れ
な
い
こ
と
。

▼
電
線
に
ひ
っ
か
か
っ
た
テ
ー
。
フ
を

見
つ
け
た
と
き
は
‘
至
急
東
京
電
力

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
稲
収
穫
後
は
‘
残
さ
ず
取
り
か
た

ず
け
て
く
だ
さ
い
。



(9) 第206号 広 幸艮

明
和
診
療
所
の

診
療
時
間

・
診
察
科
目
内
科
・
小
児
科

・
診
療
時
間
午
前
九
時
か
ら
午
前

十
一
時
四
十
五
分
ま

で
。

た
だ
し
火
・
金
曜
日
は
午
前
十
一

時
か
ら
正
午
ま
で
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
村
民

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
六
十
六
万

二
千
四
十
四
円
集
ま
り
ま
し
た
。
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
あ
リ
か
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

人
権
問
題
で
お
困
り

の
方
は
相
談
員
へ

皆
さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
か
各
市
町
村
に
お
か
れ
、
人
権

問
題
に
つ
い
て
い
つ
で
も
相
談
に
応

じ
、
人
権
侵
害
か
あ
れ
ば
そ
の
救
済

に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
人

権
擁
護
委
員
（
千
津
井
の
野
本
竹
蔵

さ
ん
・
中
谷
の
坂
上
干
枝
子
さ
ん
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全
国
火
災
予
防
運
動

1
1月

2
6日
か
ら
ー
、

疇
づ

ょ
注
か
せ
｀

火
の
用
心

め し＼ わ 昭和53年11 月 10 日

豊方芯水］づくり（こ
お手伝し＼していま弓

一郵便局の簡易保険一

郵
便
局
の
簡
易
保
険
の
加
入
者
の

皆
様
か
ら
お
預
り
し
て
い
る
保
険
料

は
、
簡
易
保
険
資
金
と
し
て
積
み
立

て
ら
れ
、
保
険
金
な
ど
と
し
て
お
支

払
い
す
る
ま
で
の
間
、
市
町
村
等
に

融
資
さ
れ
、
学
校
、
住
宅
、
道
路
、

幼
稚
園
等
、
皆
様
の
身
近
な
施
設
の

建
設
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。こ

の
制
度
は
古
く
、
大
正
八
年
に

は
じ
ま
り
、
戦
争
中
か
ら
昭
和
二
十

八
年
ま
で
一
時
的
に
郵
政
省
の
扱
い

か
ら
は
な
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十

八
年
に
再
び
郵
政
省
の
扱
い
と
し
て

融
資
を
は
じ
め
て
、
今
年
で
ち
ょ
う

ど
二
十
五
年
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
愛
顧
に
よ
り
、
こ
の
二

十
五
年
間
に
資
金
の
額
も
一
千
億
円

余
か
ら
、
十
兆
円
を
超
え
る
金
額
と

な
り
明
和
村
に
も
、
西
小
学
校
、
体

育
館
、
役
場
庁
舎
、
水
道
事
業
、
村

営
住
宅
、
有
線
放
送
事
業
な
ど
に
約

九
千
万
円
の
お
金
が
役
立
て
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、
こ
の
二
十
五
周
年

を
機
に
一
層
皆
様
の
く
ら
し
に
お
役

に
立
つ
簡
易
保
険
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
簡
易
保
険
に
つ

い
て
お
気
軽
に
郵
便
局
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

年
賀
状
は
お
早
く

年
賀
状
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
受

付
け
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
差
し
出

し
が
遅
く
な
り
ま
す
と
元
旦
配
達
に

間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
遅
く
と
も
十
二
月
二
十
日
頃
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
わ
t
ォ

衣
く
れ
升

な
お
、
郵
便
番
号
は
も
ち
ろ
ん
、

子
供
さ
ん
に
出
す
場
合
は
0
0
方
と

世
帯
主
の
氏
名
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

軽
油
引
取
税
の
お
知
ら
せ

道
路
を
走
る
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
及

び
ダ
ン
。
フ
カ
ー
等
に
使
う
軽
油
に
は

一
リ
ッ
ト
ル
の
価
格
に
つ
い
て
十
九

円
五
十
銭
の
軽
油
引
取
税
が
含
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
税
金
は
、
県
内
の
道
路
や
橋

な
ど
を
良
く
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま

す
C

み
な
さ
ん
が
、
県
内
の
販
売
店

か
ら
良
質
な
軽
油
を
購
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
県
内
の
道
路

や
橋
を
良
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

軽
油
引
取
税
は
販
売
店
が
特
別
徴

収
義
務
者
と
な
っ
て
お
り
、
毎
月
財

務
事
務
所
へ
申
告
納
入
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

県
で
は
、
不
良
軽
油
を
追
放
す
る

た
め
‘
良
質
な
軽
油
の
使
用
に
つ
い

て
、
み
な
さ
ん
の
協
力
を
求
め
る
と

と
も
に
、
調
査
、
検
査
を
行
っ
て
公

平
な
納
税
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

な
お
‘
良
質
な
軽
油
の
使
用
と
公

平
な
納
税
を
図
る
た
め
、
軽
油
の
品

質
を
見
分
け
る
分
析
装
置
が
財
務
事

務
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

利
用
さ
れ
る
方
は
、
館
林
財
務
事
務

所
(
6
0
2
7
6
|
2
|
4
4
6
1
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ー
出
生

1

敬
称
略

氏
名
保
護
者
続
柄
部
落
誕
生
日

中
野
雅
俊
哲
夫
長
男
中
谷

9

月

2
0日

中
村
恭
也
昇
二
男
下
江
黒

9

月

2
1日

小
池
隆
博
保
雄
長
男
新
里

9

月

2
4日

木
村
浩
志
繁
長
男
江
口

9

月

2
9日

o
o田
裕
正
幸
二
男
大
佐
貫

1
0月1
日

篠
木
一
訓
嘉
一
長
男
大
佐
貫

1
0月3
日

野
中
喜
芳
喜
久
夫
長
男
南
大
島

1
0月
1
4日

石
塚
幸
子
功
長
女
田
島

1
0月
1
9日

ー
死
亡
ー
敬
称
略

氏
名
年
令
世
帯
主
部
落
死
亡
月
日

堀
ロ
ア
サ

6
2
信
治
新
里

1
0月
5

日

江
森
一
郎

6
3
同
上
梅
原

1
0月
8

日

漆
原
ソ
メ

8
3
利
武
川
俣

1
0月
1
3日

小
池
保
雄

3
2
同
上
新
里

1
0月
1
4日

矢
島
み
せ

8
6
源
一
郎
田
島

1
0月
1
4日

秋
草
ミ
ッ

8
0
利
夫
新
里

1
0月
2
0日

新
井
房
子

5
6
長
太
郎
江
口

1
0月
1
9日

田
中
タ
キ

7
9
勇
次
矢
島

1
0月
2
3日

新
井
み
や

8
5
一
男
江
口

1
0月
2
3日

坂
上
定
七
7
4

藤
次
郎
中
谷

1
0月
四
日

柿
沼
允
三

8
5
同
上
江
口

1
0月
3
0日

＿
文
芸
欄
一

雲
か
か
る
妖
し
き
ま
で
の
赤
銅
に
中

秋
の
月
樹
々
の
浮
き
立
つ中

島
あ
い
子

穂
の
重
き
え
の
こ
ろ
草
追
ふ
視
野
の

果
て
は
か
ら
ひ
も
な
き
雲
二
つ
浮
く

坂
上
千
枝
子

田
子
の
浦
フ
ェ
リ
ー
天
城
に
う
っ
す

ら
と
頭
の
浮
き
で
し
富
士
眺
め
い
つ

細
田
武
子

水
子
霊
優
し
き
御
手
に
抱
か
れ
つ
金

色
菩
薩
の
目
差
し
う
る
む

山
形
ト
メ

拝
殿
を
待
て
る
人
ら
と
共
に
ゐ
て
こ

も
ご
も
語
る
戦
の
日
日

富
塚
富
江

戦
乱
の
関
八
州
の
お
も
か
げ
を
山
城

古
跡
め
ぐ
る
パ
ノ
ラ
マ

岡
安
ふ
み

帰
り
咲
く
花
は
あ
れ
ど
も
人
わ
れ
ら

老
い
来
し
身
に
は
若
さ
戻
ら
ず

青
木
光
子



昭和53年11 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第206号 (10) 

10月の

皇
救急車出動回数
●交通事故 7 件

●急病 3 件

●その他 4 件

認
館林邑楽地区 館林地区 明和

産婦人科 耳鼻科 内 科外科 干代田地区

日
II 月 19 日

横田医院原医院 安楽岡医院ft 02767(2)0572 礫川堂医院 館林地区が
ff 02767(2)0255 ff 02767(2) 1936 大島診療所ff 02767 (7 )1503 ff 02767(4)0184 担当します

療時i間午後_は で、 い合わせ!I を
曜

浜野医院川田医院 川生医院ff 02767(2)3030 永寿堂医院 江上医院

当
11 月 26 日

ft 02768(8)5678 ft 02767(2)0754 大石医院ff 02767(4)2362 ff 02767(2)4464 ft 027686-2028 

番 12 月 3 日
白沢医院後藤康生医院 堀越医院ff 02767(3)4151 海宝医院 竹越医院
ft 02767(2) 1600 ft 02767(2)3975 岡田医院ft 02767(2)3163 ft 02767(2)3155 ff 027684-3137 

医 12 月 10 日
落合医院小倉医院 増田医院ff 02767(2)1387 津久井医院 江口医院
ff 02767(2)0160 ff 02767(2)0606 阿久津医院ff 02767(2)3315 ff 02767(2)3316 ft 027686-3201 

根岸医院大神医院 田内医院ff 02767(2)3855 館林医院 館林地区が ? で：に12 月 17 日
ff 02767(2)3262 ff 0276(62)2200 須田医院ft 02767(2)0862 ft 02767(4)2112 担当します

▼
場
所

▼
該
当
者

県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
新
た
に

有
権
者
と
な
っ
た
青
年
男
女
の
感
想

文
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

▼
応
募
規
定
は
次

の
と
お
り
で
す

0

内
容
と
標
題

最
近
の
選
挙
に

お
い
て
、
あ
る
い

は
成
人
の
日
を
迎

え
、
新
有
権
者
と

し
て
地
方
自
治
や

国
政
へ
の
参
加
に

つ
い
て
自
分
自
身

で
経
験
し
、
も
し

く
は
感
じ
た
り
し

た
こ
と
。
標
題
は

そ
の
内
容
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
。

0

字
数
二
千
字

ポリオ（小児マヒ）
§
§
§
§
§
§
§
―
忠
岱
ら
富
せ
丁
t
t
t
t
t
"
下
丁
し
ら

Dせ
丁
§
“
§
“
t

ポ
リ
オ
（
小
児
ら
昭
和

5
3年
7

月

3
1日
七
ー
一
群
馬
県
立
准
看
護
婦
養
成
所

マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

(
6
0
2
7
6
I
3
8
_
0
7
7
1
)

ン
の
投
与
が
次
の
※
未
実
施
者
は
満

4

歳
未
満
に
限
り
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

与
と
お
り
実
施
さ
れ
受
け
ら
れ
ま
す
。

投
ま
い1
0者
に
は
通
＿
肌
喜
准
薗
鶯
揺
し
＿

ン
知
を
差
し
上
げ
ま
J
饂
蓋
息
厖
募
澳
巾
，

す
か
、
も
し
届
か
こ
の
養
成
所
は
、
太
田
市
に
あ
る

ヲ
象
っ
た
り
、
す
県
立
か
ん
セ
ン
タ
ー
東
毛
病
院
構
内

で
に
他
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
県
内
唯
一
の
県

／
／
で
実
施
さ
れ
た
方
立
准
看
護
婦
養
成
所
で
あ
り
ま
す
。

一
／
は
役
場
保
健
課
ま
▼
入
学
資
格
中
学
校
を
卒
業
し
た

で
ご
連
絡
く
だ
さ
者
（
卒
業
見
込
含
む
）

生
い
。
▼
募
集
人
貝
二
十
名

▼
日
時

1
1月
▼
修
業
年
限
ニ
ヵ
年

3
0日
午
後

1

時
▼
願
書
受
付
来
年

1

月

1
0日
か
ら

3
0分
か
ら
2

時
ま
で

2

月

1
5日
ま
で

明
和
村
武
道
館
▼
試
験
期
日

2

月

2
7日

昭
和
5
2年
8

月
1

日
か
詳
し
い
こ
と
は
太
田
市
高
林
六
一

新
感
有
想
権
文
者
募
の
集

以
内
。

〇
応
募
資
格
昭
和

3
3年
1

月
1

日

か
ら
昭
和
3
4年
1
2月
3
1日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
方
。

〇
受
付
期
間
昭
和

5
3年
1
2月
1

日

` ̀  

猟
銃
の

保
持
・
保
管
は

厳
重
に

鈴

狩
猟
シ
ー
ズ

か
ら
昭
和

5
4年
1

月

3
1日
ま
で

〇
提
出
先
前
橋
市
大
手
町
一
ー
、
，
一

ー
一
群
馬
県
選
挙
管
理
委
員
会

詳
し
く
は
、
県
選
挙
管
理
委
員
会

(
6
0
2
7
2
_
2
3
_
1
1
1
1内線

2
6
0
)
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
県
立
翡
比
頂
＿

▼
応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

0

高
校
を
卒
業
し
た
者
。
ま
た
は
来

年
卒
業
見
込
み
の
者

0

通
常
の
課
程
に
よ
る

1
2年
の
学
校

教
育
を
修
了
し
た
者

0

満
1
8歳
以
上
の
者
で
児
童
福
祉
施

設
に
お
い
て
満
2

年
以
上
児
童
の

保
護
に
従
事
し
た
者

▼
修
業
年
限

2

年

役場人事異動
11 月 1 日付

( ）内は前職

総務課 総務課付 原口角次郎（経済課）
// 庶務財政係長村田正已（税務課）

経済課課 長落合明祐 (II)

税務課 // 柿沼清吉（保健課）
// 第 1 係長 島田 守（総務課）

保健課課 長奈良英世（！！）

▼
場
所

十
一
月
十
五
日

午
前
十
時
よ
り

役
場
第
二
会
議
室

百
名

来
年
1

月

1
0日
か
ら

1

月

3
1日
ま
で

卒
業
者
は
短
期
大
学
卒
業
者
と
同

等
の
学
歴
に
よ
り
待
遇
さ
れ
、
全
国

共
通
の
保
母
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

出
願
書
類
な
ど
詳
し
く
は
前
橋
市

光
が
丘
町
三
一
の
一(
6
0
2
7
2
1
5
1

_
3
0
7
8
)
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
年
末
調
整
説
咀
会
一

昭
和
5
3年
分
、
年
末
調
整
事
務
説

明
会
が
次
の
日
時
で
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
各
徴
収
義
務
者
は
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

▼
募
集
人
員

▼
受
付
期
間

a 卓II : i " [ ! 
t 

i 
今納のめ月

▼
日
時

月
例
行
政
（
人
権
）
相
談

1
1月

1
5日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

役
場
第
一
会
議
室

交
通
事
故
相
談

▼
日
時

1
1月

1
6日
午
前

1
0

時
1

午
後
3

時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相

談
員
が
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に

適
切
な
助
―
―
-
E指
導
を
行
い
ま
す
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

妊
婦
検
診

1
6日
（
第
三
木
曜
日
）

乳
幼
児
検
診

1
2月
1
4日

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
で
す
。

▼
場
所
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固
い
石
の
ご
と
く

ぐ
っ
可
り
寝
て
い
だ
ら

突
然
け
だ
だ
ま
し
く

I
I

火
事
I
Iと
い
う
声
で

だ
だ
き
起
こ
さ
れ
だ

赤
い
消
防
車
ガ

疾
風
の
ご
と
く

闇
の
中
を
走
り
ぬ
け
だ

炎
ガ
生
き
物
の
ご
と
く

バ
リ
／
＼
と
食
い
つ
く
し

あ
だ
り
を
赤
く
塗
り
染
め
る

我
刃
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
も
総
出
澳

恥
ほ
ひ
ど
く
高
ま
り
波
打
つ

し
つ
ガ
り
と
ホ
ー
ス
を
に
ぎ
り

放
水
、
放
水
…
…
…
…

し
ガ
し

北
屋
ガ
我
々
の
活
動
を
邪
魔
し

可
べ
て
を
平
ら
に
し
て
し
ま
っ
だ

悲
し
み
の
炎
は
な
く
な
っ
だ
ガ

悲
し
み
の
水
だ
ま
り
だ
け
ガ

あ
ち
こ
ち
残
っ
て
い
だ

〔保育園児の消防署見学〕

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

一
木
の
葉
か
地
面
に
一

ー
ひ
き
よ
せ
ら
れ
る
一

ー
頃
、
火
事
も
多
く
一

ー
な
り
ま
す
。
一

ー
火
の
元
に
は
十
分
一

一
ご
注
意
を
”
~

—— 
I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

物

「
十
二
月
の
こ
と
を
な
ぜ
師
走
と
い

う
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
質
問

に
は
と
ん
ど
の
人
か
「
先
生
ま
で

走
り
出
す
ほ
ど
忙
し
い
月
だ
か
ら
」

と
答
え
ま
す
。

し
か
し
‘
ど
う
も
こ
の
説
、
あ
ま

り
あ
て
に
な
ら
な
い
ら
し
い
。
昔
の

俳
諧
の
本
あ
た
り
に
は
、
た
し
か
に

は

「
師
家
の
馳
せ
回
る
月
」
と
書
い
た

も
の
も
あ
り
ま
す
か
、
そ
れ
よ
り
‘

「
年
果
つ
」
と
か
「
し
果
つ
」
す
な

わ
ち
、
こ
と
か
終
わ
る
と
い
う
意
味

と
す
る
説
の
方
か
強
い
よ
う
で
す
。

も
っ
と
も
師
走
は
、
先
生
か
走
り

回
ら
な
く
て
も
「
ピ
ポ
ー
、
ピ
ポ
ー
」

と
走
り
回
る
あ
の
救
急
車
や
パ
ト
カ

ー
の
音
は
、
ふ
だ
ん
よ
り
あ
わ
た
だ

し
げ
で
す
。
師
走
は
交
通
事
故
‘
酔

っ
払
い
な
ど
か
増
え
る
の
で
―

-
0

番
は
大
忙
し
。
そ
の
上
、
正
月
か
近
つ

く
と
、
医
師
は
走
り
回
る
ど
こ
ろ
か

休
業
か
増
え
る
の
で
、
な
お
さ
ら
救

急
車
か
走
ら
せ
ら
れ
る
ハ
メ
に
な
る

よ
う
で
す
。

師
走
と
い
う
言
葉
は
、
昔
は
落
ち

ぶ
れ
果
て
る
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ

て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
か
、
今
回
私

た
ち
か
師
走
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想

す
る
の
は
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
に
ぎ

や
か
な
響
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

な
ど
で
飾
り
立
て
ら
れ
た
商
店
街
の

歳
末
風
景
。
そ
れ
と
‘
昔
は
師
走
と

い
え
ば
借
金
取
り
の
話
が
つ
き
も
の

で
し
た
か
、
今
年
の
師
走
は
、
サ
ラ

金
に
泣
く
人
か
で
な
け
れ
ば
い
い
が

と
気
か
か
り
な
年
の
暮
れ
で
す
。

師

走
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お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
い

つ
も
心
配
し
て
い
る
の
は
我
が

子
の
交
通
事
故
。
毎
日
の
登
下

校
に
は
さ
ぞ
か
し
心
配
し
て
い

る
事
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
反
対
に
指
定
さ
れ
た

『
通
学
路
』
を
通
っ
て
い
る
か

ら
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
る
人

も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
通
学
路
に
も
意
外

と
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
要
素

が
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
通
学
路
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

各
学
校
で
は
通
学
道
路
を
通
っ
て

登
下
校
し
て
も
ら
え
ば
‘
一
般
道
路

よ
り
も
安
全
で
あ
る
と
し
て
、
通
学

道
路
を
指
定
し
て
児
童
や
生
徒
を
恐
、

ろ
し
い
交
通
事
故
か
ら
守
る
対
策
を

た
て
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
村
内
の

通
学
路
を
み
た
場
合
、
児
童
や
生
徒

の
通
行
か
優
先
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
あ
た
か
も
な
に
か
を
け
散
ら
す

よ
う
に
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
抜
け
る

自
動
車
を
見
る
と
、
腹
立
た
し
く
な

る
。通

学
道
路
を
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
の
み
な
さ
ん
。
児
童
や
生
徒
達
は

通
学
道
路
と
い
う
事
で
安
心
し
て
登

校
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
ざ
け
あ

っ
て
列
を
乱
し
、
中
央
付
近
に
急
に

飛
び
出
す
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
通

行
す
る
場
合
は
十
分
注
意
し
、
い
つ

車に占領される通学道路

次
へ
と
進
入
し
て
来
ま
す
。
先
月
二

十
二
日
こ
の
時
間
に
何
台
通
過
す
る

の
だ
ろ
う
と
調
べ
た
と
こ
ろ
三
十
一

台
も
あ
り
ま
し
た
。
車
は
す
れ
ち
か

い
か
出
来
な
い
と
い
う
の
に
、
邑
楽

用
水
の
管
理
道
を
バ
イ
パ
ス
代
わ
り

に
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ

れ
ら
は
地
元
車
で
あ
っ
た
。

車
一
台
か
や
っ
と
通
れ
る
幅
の
道

路
を
児
童
か
や
っ
と
よ
け
て
い
る
の

を
見
る
と
、
背
筋
か
寒
く
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
ん
な
通
学
道
路
だ
か
。

〔
危
険
性
I
I
〕

上
級
生
か
先
頭
に
立
っ
て
右
側
一

列
に
な
っ
て
歩
い
て
い
ま
す
。
自
動

車
や
オ
ー
ト
バ
イ
が
近
づ
く
と
音
で

危
険
を
察
知
し
て
上
級
生
が
下
級
生

を
誘
導
し
、
じ
っ
と
通
り
す
ぎ
る
の

ド
ラ
イ
バ
ー
か
わ
き
見
、
い
ね
む

り
な
ど
を
し
て
、
登
校
の
列
に
突
入

し
大
惨
事
に
な
っ
た
、
な
ど
と
た
び

た
び
報
道
さ
れ
ま
す
か
、
最
近
本
村

で
も
大
事
故
に
は
な
ら
な
か
っ
た
か

こ
の
よ
う
な
事
故
か
起
こ
っ
て
い
ま

す
。通

学
道
路
で
の
事
故
と
い
う
と
、

一
列
に
大
勢
の
人
か
歩
い
て
い
る
だ

け
に
大
き
な
事
故
に
な
る
危
険
性
か

あ
る
よ
う
で
す
。

『
＾
ー
ー
i

x
l

i
i
i
i
i
ー

A
]

一
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
一

＝
年
末
の
ご
み
の
収
集
は
十
二
月
の
二
十
一

一
九
日
ま
で
行
い
ま
す
。
一

—— 
一
な
お
、
年
始
の
収
集
は
一
月
五
日
か
ら
一

『
行
い
ま
す
。
一

一
元
旦
の
収
集
は
勝
手
な
が
ら
休
ま
せ
て
一

一
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
一

~
n

』

ー
自
動
車
が
多
す
ぎ
て
危
険
I

で
も
止
ま
れ
る
状
態
で
通
行
を
お
顆

い
し
ま
す
。

〔
危
険
性
I

〕

梅
原
の
東
武
鉄
道
ガ
ー
ド
か
ら
西

小
学
校
へ
向
か
う
通
学
路
（
邑
楽
用

水
路
北
二
百
m
の
東
西
道
路
）
を
例

に
と
る
と
‘
こ
こ
は
幅
三
m
‘

距
離

-
k
mで
”
こ
こ
は
通
学
道
路
の
た
め

午
前
七
時
か
ら
八
時
三
十
分
ま
で
自

動
車
の
通
行
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
”

と
村
長
名
で
看
板
か
た
て
て
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
自
動
車
か
次
か
ら

を
待
っ
て
い
ま
す
か
、
こ
わ
い
の
か

自
転
車
。
前
か
ら
近
づ
い
て
く
る
の

は
わ
か
り
ま
す
か
、
後
ろ
か
ら
音
も

な
く
近
づ
い
て
く
る
の
は
全
く
の
無

警
戒
‘
ふ
ざ
け
て
急
に
列
を
み
だ
す

と
追
突
さ
れ
る
危
険
性
か
あ
り
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
な
い
小

学
生
は
な
お
さ
ら
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
、
自
転
車
の
人
も
出

来
る
だ
け
登
下
校
の
時
間
は
う
回
す

る
な
ど
の
配
慮
も
必
要
だ
。

〔
危
険
性
I
I
I〕

通
浮
道
踏
を
芍
え
る

I
Iだ
弓
け
あ
い
I
Iは

＿
人
ひ
と
り
の
心
の
集
ま
り

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
萩
本
欽
一

今
年
も
‘
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
か
始
ま
り
ま
し
た
ね
。

”
た
す
け
あ
い
”
と
い
え
ば
‘

今
年
の
八
月
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
番

組
で
「
二
十
四
時
間
テ
レ
ビ
」
（
テ

レ
・
ソ
ン
）
と
い
う
の
を
や
り
ま

し
た
。
「
愛
は
地
球
を
救
う
」
の

キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
で
全
国
の

皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
‘

お
年
寄
り
か
ら
ち
っ
ち
ゃ
な
子
供

ま
で
、
い
ろ
ん
な
方
の
“
善
意
“

が
集
ま
っ
た
。

ほ
く
は
、
あ
の
番
組
を
や
っ
て

あ
ら
た
め
て
知
っ
た
の
で
す
か
、

小
さ
い
な
か
ら
も
I
f
た
す
け
あ
い

の
輪
“
を
広
げ
よ
う
と
、
地
道
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
人
か
い
か
に
大
勢
い
る
か

と
い
う
こ
と
。

ま
す
、
参
加
す
る
こ
と
‘
こ
れ

か
一
番
だ
よ
ね
。
そ
し
て
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
通
し
て
I
f
善
意
の
輪
“ を

ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
く
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。

f
l
善
意
の
輪
”
と
い
え
ば

ぱ
く
自
身
、
ま
だ
十
八
の
と
き
‘

家
か
丸
焼
け
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

ま
だ
修
業
中
の
身
だ
し
‘
貧
乏
の

ど
ん
底
だ
っ
た
。
家
計
を
助
け
る

た
め
に
‘
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
道
を

あ
き
ら
め
て
、
ほ
か
に
仕
事
を
見

つ
け
る
決
心
し
た
の
。

そ
う
し
た
ら
、
浅
草
の
劇
場
の

先
輩
や
小
道
具
の
お
じ
さ
ん
、
掃

除
の
お
ば
さ
ん
ま
で
か
「
や
め
た

ら
ダ
メ
だ
よ
」
っ
て
、
皆
で
お
金

を
出
し
あ
っ
て
く
れ
た
の
。
そ
の

当
時
の
お
金
で
四
万
五
千
円
。

は
ん
と
に
神
様
か
救
っ
て
く
れ

た
と
思
っ
た
。
こ
の
人
た
ち
の
お

陰
で
す
よ
‘
ぱ
く
か
、
な
ん
と
か

ひ
と
り
立
ち
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
に

な
れ
た
の
は
。

そ
の
と
き
、
ほ
く
は
思
っ
た
。

＂
た
す
け
あ
い
“
と
い
う
の
は
、

一
人
ひ
と
り
の
心
の
集
ま
り
な
ん

だ
っ
て
ね
。

い
ま
の
ほ
く
は
、
仕
事
に
追
わ

れ
る
毎
日
だ
け
ど
、
た
す
け
あ
い

の
輪
の
中
に
は
、
い
つ
で
も
飛
び

込
ん
で
い
く
こ
の
気
持
ち
は
‘

浅
草
い
ら
い
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
正
月
を
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• ：土地改良記念碑の除幕式
------------------------------

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
事
業
を
後
世
に
伝

え
よ
う
と
、
役
場
敷
地
南
端
に
”
記

念
碑
“
を
建
て
十
一
月
五
日
に
関
係

土地改良記念碑を建立

＝来年 3 月組合解散＝

本
村
の

全
域
に
わ

た
り
、
土

地
改
良
事

業
を
昭
和

二
十
九
年

よ
り
実
施

し
て
き
た

”
土
地
改

良
区
”
が

来
年
三
月

で
斗
合
田

の
換
地
登

記
を
最
後

に
、
す
べ

て
の
事
業

か
終
了
す

る
の
で
土

地
改
良
区

が
解
散
す

る
こ
と
に

者
百
三
十
人
を
招
い
て
除
幕
式
を
行

い
ま
し
た
。

本
村
は
土
地
改
良
が
施
行
さ
れ
る

前
は
排
水
が
悪
く
裏
作
は
ほ
と
ん
ど

不
可
能
で
あ
り
、
ま
し
て
道
は
狭
く

田
畑
同
様
曲
か
り
く
ね
っ
て
い
る
た

め
、
生
産
性
の
低
い
土
地
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
当
時
と
し
て
、
県
下
最

大
規
模
の
土
地
改
良
を
行
う
の
に
一

人
の
反
対
者
も
な
く
施
行
さ
れ
ま
し

た゚

土
地
改
良
終
了
後
は
農
道
、
用
水

路
も
設
置
さ
れ
、
裏
作
の
麦
も
つ
く

ら
れ
、
ま
し
て
今
日
の
機
械
化
に
も

十
分
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
村
民
の
間
で
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

村
長
も
「
道
路
が
は
ぼ
ま
っ
す
ぐ

に
な
っ
た
の
で
、
拡
幅
や
舗
装
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
の
で
大
変
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
る
。
」
と
こ
の
大
事
業

を
た
た
え
ま
し
た
。

な
お
、
最
初
か
ら
た
ず
さ
わ
っ
て

い
た
若
月
技
師
は
「
二
十
五
年
間
も

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
か
、
こ
の

事
業
か
終
結
し
、
記

念
碑
ま
で
完
成
し
、

こ
れ
で
や
っ
と
肩
の

荷
か
降
り
ま
す
よ
。
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し

こ
。f
 建

て
ら
れ
た
記
念

碑
は
高
さ
ニ
・
九
メ

ー
ト
レ
、
日
田
一
・
八

J
靡

メ
ー
ト
ル
、
表
面
に

は
奈
良
村
長
の
筆
で

“
土
地
改
良
竣
工
記

念
碑
”
と
彫
ら
れ
、

そ
の
下
に
土
地
改
良

事
業
の
経
過
か
刻
み

込
ま
れ
て
あ
り
ま
す
。

品一の心て行
の位よと‘わ邑
概とごな西れ楽
要なれつ小た館
をり L て学保林
紹まと研校健学
介しい究の研校
したう発保究保
ま゜作表健作健

t :9土胄喜皇‘'手を洗いましょう、
で見→かお催
作事手中いで

学校保健会ガら表彰

西小学校の研究作品

◄

手
を
洗
う
前
の
よ
こ
れ

金賞を得た吉田さんの
衣裳デザイン画

（栃の葉音頭用）

お
め
で
と
う
士
巳
出
さ
ん

衣
裳
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
に
輝
く

病
気
欠
席
す
る
児
童
は
な
ん
ら
か

の
病
原
苗
が
口
か
ら
入
り
、
腹
痛
な

ど
を
起
こ
し
欠
席
す
る
の
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
口
か
ら
入
る
ば
い
菌
は
手

の
よ
ご
れ
か
大
き
く
原
因
す
る
の
で

は
、
と
い
う
事
で
洗
わ
な
い
手
と
、

よ
く
洗
っ
た
手
と
で
は
‘
ば
い
苗
は

ど
う
な
の
か
と
い
う
事
で
、
こ
の
研

栃
木
県
足
利
市
は
”
繊
維
の
町
”

と
し
て
そ
の
名
を
全
国
に
広
め
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
足
利
繊
維
ま
つ

り
実
行
委
員
会
で
は
、
栃
の
葉
国
体

向
け
お
ど
り
と
一
般
民
謡
お
ど
り
の

衣
裳
デ
ザ
イ
ン
画
を
募
集
し
て
い
ま

し
た
が
、
梅
原
の
吉
田
秀
野
さ
ん

（
二
0
)
の
作
品
が
国
体
向
け
の
衣

裳
部
門
で
見
事
金
賞
を
獲
得
し
、
国

体
向
け
の
衣
裳
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
採

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
五
十
五
年
栃
木
県
で

開
催
さ
れ
る
国
民
体
育
祭
の
と
き
に

究
を
進
め
た
も
の
で
す
。

目
に
見
え
な
い
ば
い
菌
か
相
手
で

あ
る
た
め
、
寒
天
培
養
を
用
い
て
わ

か
り
や
す
く
写
真
説
明
し
て
あ
り
ま

す
。こ

の
研
究
を
指
導
し
た
鈴
木
先
生

は
「
こ
の
研
究
を
し
て
、
水
で
洗
っ

た
だ
け
の
手
は
意
外
と
ば
い
苗
は
落

◄

水
で
洗
っ
た
手

◄

石
け
ん
で
洗
っ
た
手

足
利
市
は
繊
維
の
町
。
こ
ん
な
す

ば
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
や
衣
裳
を
作

る
こ
と
か
で
き
る
と
、
大
い
に

P

R

し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、

国
体
会
場
で
栃
の
葉
音
頭
を
踊
る

足
利
市
民
は
全
員
吉
田
さ
ん
の
デ

ザ
イ
ン
し
た
衣
裳
を
着
て
踊
り
か

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
吉
田
さ
ん

は
「
こ
の
よ
う
な
も
の
に
応
募
し

た
の
は
ま
っ
た
＜
初
め
て
な
の
に

両
部
門
と
も
入
賞
し
、
ま
し
て
私

の
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
か
染
め
抜

か
れ
る
な
ん
て
お
も
い
も
よ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
」
と
終
始
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
お
ど
り
衣
裳
の
部

で
も
佳
作
に
入
り
ま
し
た
。

ち
な
く
、
石
け
ん
で
洗
わ
な
い
と

だ
め
で
あ
る
こ
と
か
わ
か
り
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
”
手
洗
い

運
動
I
Iを
広
げ
、
手
の
よ
ご
れ
が

原
因
と
思
わ
れ
る
病
気
欠
席
者
を

少
し
で
も
な
く
し
た
い
で
す
。
」
と

結
論
づ
け
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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最
近
「
来

年
四
月
一
日

か
ら
、
養
護

学
校
か
義
務

制
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い

る
か
、
具
体

的
に
は
ど
う

い
う
こ
と
な

の
か
」
と
い

う
質
問
を
、

た
び
／
＼
受

け
ま
す
の
で
、

養
護
学
校
の

義
務
制
に
つ

い
て
お
知
ら

せ
す
る
と
と

も
に
ご
協
力

を
お
頓
い
し

た
い
と
思
い

ま
す
。

今
ま
で
知

恵
の
遅
れ
た

子
や
‘
手
足

の
不
自
由
な

子
、
病
気
や

身
体
か
弱
い

子
に
は
特
別

に
就
学
免
除

や
猶
予
か
な

さ
れ
て
い
ま

し
た
か
‘
こ
れ
か
廃
止
さ
れ
、
す
べ

て
の
児
童
•
生
徒
か
義
務
教
育
を
受

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

養
護
学
校
と
い
う
と
‘
す
ぐ
皆
さ

ん
は
館
林
養
護
学
校
の
こ
と
を
思
い

う
か
べ
る
と
思
い
ま
す
か
、
館
林
養

護
学
校
は
精
神
薄
弱
の
子
ど
も
の
学

校
で
す
。

そ
の
他
の
養
護
学
校
と
し
て
肢
体

不
自
由
、
病
弱
不
自
由
児
童
•
生
徒

義務制度になる養護学校
みなさまのご協力とご理解を

弄
＿
一
季
―
一
＿
＿
＿
蚕
蚕
―
三
塁
―
―
―
言
＿
―
-
奎

U
-
-
=

i=
-
-
=
-
=
W

董
璽

死
亡
率
は
平
均
の
―
―
-
•
二
倍

を
対
象
と
し
た
も
の
か
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
小
学
校
や
中
学
校

の
中
に
設
け
ら
れ
た
特
殊
学
級
と
‘

盲
学
校
‘
聾
学
校
と
か
あ
り
ま
す
。

〇
各
養
護
学
校
の
教
育
は
…
…

心
身
の
障
害
を
も
っ
た
お
子
さ
ん

に
は
、
そ
の
障
害
を
少
し
で
も
軽
く

し
、
人
間
と
し
て
持
っ
て
い
る
力
を

で
き
る
限
リ
ひ
き
だ
し
て
い
く
た
め

に
、
障
害
に
あ
っ
た
特
別
な
教
育
を

行
う
と
同
時
に
次
の
よ
う
な
工
夫
と

配
慮
か
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
施
設
設
備
の
工
夫

▼
少
人
数
の
学
級
（
一
学
級
八
人
）

▼
教
育
内
容
、
方
法
の
工
夫

▼
専
門
性
を
持
っ
た
教
職
員
の
配
置

▼
就
学
奨
励
の
し
く
み

〇
就
学
に
つ
い
て
の
相
談

養
護
学
校
の
義
務
制
移
行
か
円
滑

に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
養
護
学
校

の
対
象
と
な
る
児
童
•
生
徒
の
障
害

の
種
類
と
程
度
を
的
確
に
判
定
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
村
教
育
委
員

会
で
は
専
門
的
立
場
の
先
生
を
加
え

た
就
学
指
導
委
員
会
を
設
け
、
父
母

の
相
談
に
の
り
‘
納
得
の
で
き
る
よ

う
な
結
論
を
ひ
き
だ
し
ま
す
。

〇
養
護
学
校
の
ご
理
解
を
…
…

義
務
制
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め

対
象
児
の
保
護
者
を
は
じ
め
‘
み
な

さ
ま
の
養
護
学
校
の
義
務
制
に
つ
い

て
の
こ
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

矧
い
し
ま
す
。

”
＋
二
月
は
、
一
年
の
う
ち
で
、
最
も
交
通
事
故
の
多
い
月
で
す
。
闘

疇
特
に
年
未
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
、
気
分
的
に
何
か
と
”

口
あ
わ
だ
だ
し
く
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
交
通
渋
滞
が
、
ひ
ん
ば
ん
”

圃
に
起
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
気
ぜ
わ
し
さ
と
イ
ラ
イ
ラ
が
高
じ
、
”

圃
と
も
す
れ
ば
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
無
理
な
追
い
越
し
な
ど
呵

口
の
違
反
運
転
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
こ
の
時
一

皿
期
に
ふ
え
る
の
が
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
。
…
…
…
…
十
二
月

圃
の
改
正
に
よ
り
酒
酔
い
は
直
ち
に
免
許
取
消
し
で
す
ぞ
”
~
皿

ニ
・
一
世
帯
に
一
台
|
|
こ
れ
は
、

全
国
平
均
で
見
た
乗
用
車
の
保
有
台

数
で
す
。

一
方
、
十
六
歳
以
上
の

I
I

免
許
適

齢
人
口
I
Iに
占
め
る
運
転
免
許
保
有

者
の
割
合
は
、
男
性
か
一
・
五
人
に

一
人
、
女
性
か
四
・
五
人
に
一
人
、

全
体
で
ニ
・
ニ
人
に
一
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

二
世
帯
に
一
台
の
割
合
で
乗
用
車

を
持
ち
、
ニ
・
ニ
人
に
一
人
か
運
転

す
る
。
ク
ル
マ
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
よ
り
一
層
身
近
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。と

こ
ろ
で
、
成
人
男
子
の
八
割
は

酒
を
飲
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
皆
免
許
時
代
と
い
わ
れ
る
一

方
で
、
酒
か
日
常
広
く
親
し
ま
れ
て

い
る
の
で
、
車
を
運
転
す
る
者
は
、

飲
洒
運
転
は
絶
対
や
め
よ
う

だ
れ
も
か
、
飲
酒
運
転
や
酒
気
帯
び

運
転
の
危
険
性
を
宿
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

酒
酔
い
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
は

ス
ピ
ー
ド
違
反
、
わ
き
見
運
転
に
次

い
で
多
く
、
そ
の
死
亡
率
た
る
や
、
平

均
の
三
・
ニ
倍
と
い
う
高
率
で
す
。

年
末
年
始
は
、
特
に
飲
酒
の
機
会

か
多
く
な
1

ま
す
。
「
こ
の
程
度
な

ら
大
丈
夫
」
1

こ
れ
か
一
番
危
な
い

の
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
。

—-9E9-

—-—_1 く
る
う
ち
ょ
っ
と
の
一
杯

ア
ル
コ
ー
ル
は
自
分
は
大
丈
夫
だ

と
思
っ
て
い
て
も
理
性
を
マ
ヒ
さ
せ

判
断
力
を
鈍
ら
せ
る
と
こ
ろ
に
、
そ

の
怖
さ
か
あ
り
ま
す
。

酒
を
飲
む
と
‘
ど
の
よ
う
に
運
転

技
能
か
低
下
す
る
の
か
実
験
結
果
を

見
て
み
る
と
。

ま
す
第
一
に
、
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み

方
か
お
く
れ
、
第
二
に
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
か
目
立
ち
、
第
三
に
ア
ク

セ
ル
、
ク
ラ
ッ
チ
の
踏
み
方
か
粗
暴

に
な
る
ー
す
な
わ
ち
、
下
肢
の
運

動
機
能
か
鈍
く
な
り
ま
し
た
。

次
い
で
‘
軽
く
で
す
か
ハ
ン
ド
ル

の
ふ
ら
つ
き
か
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
交
差
点
で
は
、
方
向
シ
グ
ナ
ル

を
出
し
忘
れ
た
り
、
安
全
確
認
を
お

こ
た
っ
た
り
、
ま
た
停
止
位
置
が
不

安
定
に
な
り
、
通
行
区
分
か
守
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

飲
酒
は
、
反
応
を
鈍
ら
せ
、
注
意

力
を
散
漫
に
し
ま
す
。
「
ち
ょ
っ
と

一
杯
ぐ
ら
い
…
…
」
の
気
の
ゆ
る
み

か
、
最
も
危
な
い
の
で
す
。

「
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
」

「
運
転
す
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
」

絶
対
守
ろ
う
。

十
一
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
明
和

村
総
合
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
第
十

二
回
菊
花
大
会
が
商
工
会
館
で
行
わ

関
本
さ
ん
が
優
勝

ー
菊
花
大
会
ー

体
育
協
会
主
催
の
魚
つ
り
大
会
か

十
一
月
五
日
、
谷
田
川
の
斗
合
田
橋

か
ら
飯
野
排
水
機
場
の
間
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
絶
好
の
釣
り
日
和
に
恵

ま
れ
、
八
十
八
人
も
の
釣
り
天
狗
か

集
ま
り
、
フ
ナ
を
中
心
に
釣
り
あ
げ

て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
達
は
こ
の
場
所
は
大

変
釣
れ
る
の
で
、
ま
た
、
来
年
も
こ

の
場
所
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
と
‘

要
望
を
出
す
な
ど
、
初
め
て
実
施
し

た
こ
の
場
所
か
大
変
よ
か
っ
た
よ
う

で
す
。

魚
つ
り
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お

リ
で
し
た
。
（
敬
称
略
）

▽
優
勝
金
重
（
矢
島
）

▽
準
優
勝
正
（
川
俣
）

▽
三
位
浩
之
（
川
俣
）

▽
四
位
利
典
（
中
谷
）

▽
五
位
勇
（
田
島
）

▽
六
位
忠
明
（
矢
島
）

◎
大
物
賞
喜
一
（
田
島
）

山
岸

福
田

藤
野

栗
原

北
島

大
津

奈
良

“— 

山
岸
さ
ん
が
優
勝

ー
魚
つ
り
大
会
ー

十
一
月
十
日
県
の
統
計
大
会
の
席

上
で
江
口
の
関
口
与
志
男
さ
ん
は
、

県
統
計
協
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
だ
。

関
口
さ
ん
は
、
積
極
的
に
統
計
思

想
の
普
及
高
揚
を
図
り
住
み
よ
い
地
・

域
杜
会
づ
く
り
の
た
め
の
統
計
業
務

を
行
っ
た
事
か
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

◎
関
口
与
志
男
さ
ん

―
―
名
の
方
が

そ
れ
ぞ
れ
受
彰

れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ

会
場
に
は
八
十
七
鉢
も
所
狭
し
と

出
品
さ
れ
ま
し
た
か
、
審
査
の
結
果

南
大
島
の
関
本
宗
市
さ
ん
の
細
物
三

本
立
が
見
事
特
選
と
な
り
、
サ
ン
ケ

イ
新
聞
社
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

◎
早
川
水
門
さ
ん

大
輪
の
早
川
水
門
さ
ん
は
‘
群
馬

県
教
育
委
員
会
制
度
三
十
周
年
記
念

式
典
の
席
上
、
教
育
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た

C

早
川
さ
ん
は
、
み
な
さ
ん
も
ご
存

知
の
と
お
り
教
育
行
政
ひ
と
す
じ
に

活
躍
さ
れ
、
そ
の
間
学
校
の
統
廃
合

を
行
う
な
ど
大
変
尽
力
さ
れ
た
の
か

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

◎
田
口
貞
雄
さ
ん

大
輪
の
田
口
貞
雄
さ
ん
は
群
馬
県

保
健
衛
生
大
会
の
席
上
、
県
衛
生
連

合
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

田
口
さ
ん
は
、
永
年
地
区
衛
生
員

及
び
衛
生
協
力
会
長
と
し
て
、
村
内

の
公
衆
衛
生
の
向
上
と
美
化
運
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
事
か
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
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各
地
の
広
報
紙
か
ら

▼
大
泉
町
▲

こ
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ん
だ
か
わ
か

り
ま
す
か
？
実
は
バ
キ
ュ
ー
ム

カ
ー
で
、
外
を
囲
む
だ
け
で
イ
メ

ー
ジ
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
大
変
好

評
と
か
。

近
県
で
も
初
め
て
の
試
み
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

▼
館
林
市
▲

体
長
一
メ
ー
ト
ル
、
胴
回
り
一
・

五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
き
な
パ
ン

ダ
の
縫
ぐ
る
み
が
市
役
所
に
お
目

見
え
し
て
‘
訪
れ
る
人
を
び
っ
く

り
さ
せ
て
い
る
と
か
。

▲
太
田
市
▲

太
田
市
で
は
「
太
田
市
交
通
安

全
都
市
」
を
高
崎
、
館
林
、
沼
田

各
市
に
つ
い
で
県
下
四
番
目
に
宣

言
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
都
市
と
し
て
、
人
命

尊
重
の
精
神
に
徹
し
交
通
事
故
ば

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▼
邑
楽
町
▲

邑
楽
町
で
は
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
と
社
会
福
祉
協
議
会

か
協
力
し
て
”
福
祉
バ
ザ
ー
“
を

開
き
、
展
示
さ
れ
た
衣
類
、
雑
貨
、

日
用
品
、
野
菜
、
植
木
な
ど
が
発

売
後
一
時
間
で
売
り
切
れ
る
と
い

う
大
変
な
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

戦
没
者
追
悼
式
―

戦
没
者
追
悼
式
か
十
一
月
二
方
四
百
人
か
一
本
！
＼
菊
の
献
花
を

十
七
日
、
中
学
校
体
育
館
で
し
行
い
、
お
ご
そ
か
に
追
悼
式
を
閉
じ

め
や
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
し
た
。

今
ま
で
慰
霊
祭
は
三
月
二
十
な
お
、
本
村
に
お
い
て
も
、
住
み

一
日
の
春
分
の
日
に
各
地
区
ご
な
れ
た
故
郷
を
あ
と
に
戦
野
に
お
も

と
に
行
っ
て
き
ま
し
た
か
、
遺
む
き
、
若
き
命
を
お
と
し
た
人
は
三

族
の
方
々
な
ど
か
ら
、
合
同
で
百
二
人
も
お
り
、
さ
ぞ
か
し
遺
族
の

行
っ
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
要
方
は
一
家
の
柱
を
失
い
、
深
い
悲
し

望
か
あ
り
、
終
戦
三
十
三
年
を
み
と
困
窮
に
耐
え
な
が
ら
家
庭
を
守

・
一
契
機
に
初
め
て
合
同
で
行
っ
た
り
通
す
た
め
毎
日
ま
い
に
ち
か
苦
難

ー
も
の
で
す
。
の
連
続
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

●
-
f
式
は
戦
没
者
の
霊
に
一
分
間
我
々
は
、
こ
の
戦
争
に
よ
っ
て
、

ノ
.. 

、
の
黙
と
う
を
捧
げ
た
の
ち
、
村
引
き
起
こ
さ
れ
る
悲
し
い
犠
牲
を
な

y
f
 

＇
～
i
．
長
の
式
辞
や
県
知
事
の
追
悼
の
く
す
た
め
、
た
え
ず
監
視
す
る
役
目

，
ャ
．
＇
、
、
こ
と
ば
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
を
い
つ
ま
で
も
心
に
刻
ん
で
お
き
た

」
こ
い

r
v
.
’
．
最
後
に
遺
族
の
方
や
来
賓
の
い
も
の
で
す
。

ヽ
廿
．

1
‘
4
ミ
~
ヽ
と
ミ
~
ヽ
4
ミ
~
ヽ
と
●
9
ヽ

4
.
？
ヽ
と
ミ
・
ヽ
と
~
？
‘
』
＝
r

、
全
ヽ
ヽ
』
―
―
,
‘
』
=
-
'
‘
と
ミ
~
、
4
ミ
~
‘
』
=
-
?
"
止
ミ
~
ヽ
し
―
-
9
=
-
?
‘
』
-
-
'
‘
止
＝
―
，
‘
止
ー
ー
9
と
＝
＿
？
と
＝
―
？
こ
―
―
,
‘
止
ー
ー
？
と
＝
―
‘
、
』
-
-
?
<
冨
:
v
=
-
,
t
=
-
,
‘
』
=
-
,
‘
』
=
-
?
F
』
-
-
9
ヽ
し
＝
―
'
‘
止
＝
―
？
‘
』
=
-
?
‘
』
-
-
'
‘
』
=
-
:
‘
』
-
—
'
‘
L
=
-
?
~
d
-
_
?
‘
J
―
-
9
»
』
―
-
9
ヽ
J
―
―
?
‘
上

i
今
ま
で
村
内
で
行
わ
れ
た
ス
ポ
立
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
よ
り
高
ま
っ
や
チ
リ
拾
い
、
は
き
掃
除
を
す
る
i

~ 

ー
ツ
大
会
と
い
え
ば
‘
ほ
と
ん
ど
て
い
ま
す
。
こ
の
東
部
地
区
ソ
フ
ト
の
を
見
て
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
」
と
｛

＂
教
育
委
員
会
や
P
T
A

な
ど
か
主
振
興
会
と
い
う
の
は
斗
合
田
、
下
江
語
っ
て
い
る
ほ
ど
試
合
も
試
合
後
~

~ 
[
催
あ
る
い
は
中
心
と
な
っ
て
行
っ
黒
、
上
江
黒
、
千
津
井
、
江
口
、
田
島
も
り
っ
ぱ
な
マ
ナ
ー
。

~
て
来
ま
し
た
。
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
の
六
地
区
か
ら
構
成
さ
れ
、
企
画
・
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
種
の
ス
ポ
i

i
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
み
運
営
な
ど
も
各
地
区
順
番
で
責
任
を
ー
ツ
が
自
主
的
に
運
営
さ
れ
、
一
i

｛
て
も
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
持
つ
と
い
う
民
主
的
な
会
で
あ
り
ま
人
歩
き
だ
し
た
と
い
う
事
は
、
ソ
｛

i
完
全
に
料
理
さ
れ
フ
ト
ボ
ー
ル
か
パ

1
1

一
た
も
の
を
、
さ
ぁ
社
会
教
育
の
め
ば
え
パ
さ
ん
達
に
び
っ
i

～
食
べ
て
く
だ
さ
い
た
り
フ
ィ
ッ
ト
し
、
~

了
J
い
う
運
営
も
悪
ー
あ
る
球
技
大
会
を
振
り
返
っ
て

1

急
激
に
ソ
フ
ト
ボ
｝

~
く
は
な
い
で
し
ょ
ー
ル
人
口
が
増
え
~

i
う
か
‘
し
か
し
近
頃
若
者
の
間
で
、
す
。
て
来
た
の
と
、
村
長
の
理
念
で
あ
i

｛
自
分
達
で
手
づ
く
り
の
大
会
を
行
こ
の
会
が
初
め
て
十
一
月
十
九
日
る
”
よ
き
村
づ
く
り
は
、
ま
ず
村
｛

i
い
、
教
育
委
員
会
な
ど
に
は
後
援
に
六
地
区
十
五
チ
ー
ム
で
ソ
フ
ト
ボ
民
の
体
力
づ
く
り
か
ら
I
i
の
趣
旨
~

~ 

叩
だ
け
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
気
運
ー
ル
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
か
浸
透
し
‘
こ
の
よ
う
な
会
を
設
t

~
か
盛
り
上
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
を
観
戦
し
て
い
た
三
田
立
す
る
要
素
か
芽
生
え
た
の
で
は
＂

5
 

叶
そ
の
気
運
は
”
東
部
ソ
フ
ト
振
教
育
長
は
「
試
合
も
さ
る
事
な
が
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
～

て
皿
ハ
会
”
と
い
う
名
称
の
団
体
が
設
試
合
後
み
ん
な
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
~

>
、
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F
、
~
弓
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ヽ
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ヽ
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＿
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王っr/]'ｷF' こーロー

議
会
を
傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
ガ

▼
申
込
先

▼
資
金
使
途

▼
保
証
料

▼
担
保

▼
保
証
金
額

▼
保
証
期
間

年
末
融
資
保
証
受
付

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
の
、
年
末

の
資
金
円
滑
化
を
促
進
す
る
た
め
‘

信
用
保
証
協
会
で
は
、
本
年
も
十
月

十
六
日
か
ら
「
年
末
対
策
保
証
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
本
年
は
、
昨
年
と
比
べ
条
件

を
大
幡
に
改
正
し
、
中
小
企
業
者
の

皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
と
金
融
の
円
滑

化
に
お
力
添
え
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

改
正
点
は
、
取
扱
限
度
額
を
八
百

万
円
（
昨
年
五
百
万
円
）
と
し
た
他
、

保
証
料
を
0
・
八
％
（
一
般
料
率
よ
り

0
．
二
％
引
き
下
げ
）
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
効
果
的
に
ご
利
用
く
だ
さ

、
。

'> 

▼
申
込
期
間

1
0月
1
6日
か
ら

1
2月

3
0日
ま
で

一
企
業
八
百
万
円

来
年
3

月

3
1日
ま
で

に
期
日
の
到
来
す
る

も
の

運
転
資
金

0
•
八
％

原
則
と
し
て
い
り
ま

せ
ん
。

県
内
の
各
金
融
機
関

信
用
保
証
協
会
本
所

村
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

個
人
で
も
、
団
体
で
も
、
あ
ら
か
じ

め
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
れ
ば
議
会
の

様
子
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
2月

2
0日
頃
に
定
例
村
議
会
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
お
早
め
に
、

議
会
事
務
局
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

ママさんの部 男子の部 女子の部

大

岱心南田江川上斗下千須梅矢新中大大
島

入
ヶ

島島口俣黒田黒井賀原谷里谷下貫

江合江津 輪佐

特
殊
電
装

明
中
p

.
B

西
小
p

.
D

明
和
ク
ラ
プ
A

西
小
p

.
c

役
場
明
中

O
G

明
中
p

.
A

西
小
p

.
B

明
和
ク
ラ
プ
B

西
小

P
A

西
幼
稚
園

明
中

O
B

フ
ァ
イ
タ
—
ズ

ポ
ル
シ
ア

役
場

B

コ
ス
モ
ス

ア
タ
ッ
カ
ー
ズ

緑
親
会

役
場

A

特
殊
電
装

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果
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哺
乳
瓶
を
く
わ
え
な
か
ら
寝
る

習
慣
の
子
供
で
は
、
お
湯
や
う
す

茶
な
ど
で
し
た
ら
問
題
な
い
の
で

す
か
、
砂
糖
の
入
っ
て
い
る
ミ
ル

ク
や
乳
酸
飲
料
な
ど
で
し
た
ら
、

乳
歯
か
生
え
始
め
て
か
ら
間
も
な

く
む
し
歯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
ニ
オ
以
下
の
お
子
さ
ん
の
む
し

歯
が
急
激
に
増
え
て
来
て
大
へ
ん

困
っ
た
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

母
乳
で
育
っ
た
お
子
様
で
も
、

早
く
歯
が
生
え
て
く
る
一
方
離
乳

の
時
期
か
お
く
れ
た
り
、
人
工
栄

養
児
と
同
じ
よ
う
に
母
乳
で
も
、

い
つ
も
飲
み
な
が
ら
寝
る
と
い
う

習
慣
で
す
と
む
し
歯
に
な
り
易
く

な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
初
め
か

ら
甘
い
飲
み
物
を
飲
み
な
か
ら
寝

る
と
い
う
習
慣
を
つ
け
な
い
よ
う

に
し
て
頂
く
こ
と
が
大
変
大
事
な

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
で
な
い
と
、
小
さ
な
お
子

様
の
む
し
歯
の
処
置
を
す
る
と
い

う
事
は
実
際
に
不
可
能
な
こ
と
で

す
の
で
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

（
群
馬
県
歯
科
医
師
会
）

乳児をお持ちの

お田さま万ヘ

十
一
月
十
一
．
日
｀
東
小P
T
A

（
会
，

長
立
岡
正
夫
）
で
は
、
会
員
か
総
出

で
四
ヵ
所
の
遊
具
施
設
に
通
じ
る
所

を
舗
装
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
八
月
に

P
T
A

が
作
っ
た

遊
具
施
設
を
も
っ
と
有
効
に
利
用
し

て
も
ら
お
う
と
‘
ー

十
一
万
円
か
け
て
幅
ニ
―
十
セ
ン
チ
、
総
延

長
で
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
を
完
成
さ
せ
た

も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
十
一
万
円
と
い
う
費
用
は

P
T
A

か
不
用
品
の
バ
ザ
ー
を
開
い
て
資

金
を
捻
出
し
た

だ
け
に
喜
び
も

ひ
と
し
お
゜

こ
れ
で
雨
あ

か
り
の
校
庭
か

ぬ
か
っ
て
い
る

日
で
も
遊
べ
る

と
あ
っ
て
児
童

達
は
大
喜
び
。

ぬ
か
る
み
で
も
遊
べ
ま
す

カ
メ
ラ

貯
蓄
組
合
で
き
も
の
着
付
教
室

県
よ
り
三
年
間
貯
蓄
実
践
地
区
に

指
定
さ
れ
て
い
る
新
里
地
区
（
会
員

六
十
人
）
で
は
、
毎
月
お
金
を
貯
蓄

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
か
、
心
の

貯
蓄
‘
知
識
の
貯
蓄
も
し
よ
う
と
‘

こ
の
ほ
ど
先
生
を
招
い
て
”
着
物
着

付
教
室
“
を
三
回
に
わ
た
り
武
道
館

で
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
会
員
の
中
で
も
着
物
を
持

っ
て
い
な
か
ら
着
ら
れ
な
い
人
か
い

る
と
い
う
事
で
開
か
れ
、
習
っ
て
い

る
会
員
達
は
「
新
年
会
は
着
物
で
行

け
る
ね
」
と
か
、
「
こ
れ
で
娘
に
着

さ
せ
て
や
れ
る
よ
」
な
ど
と
な
ご
や

か
に
習
っ
て
い
ま
し
た
。

全
国
火
災
予
防
運
動
か
行
わ
れ
て

い
る
十
一
月
三
十
日
、
西
小
学
校
で

「
給
食
室
付
近
よ
り
出
火
」
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス

想
定
で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

児
童
に
は
予
告
は
し
て
あ
っ
た
か

火
事
だ
I
I
"
と
い
う
放
送
で
全
員
か
タ

オ
ル
で
口
を
お
お
い
避
難
す
る
ま
で

二
分
三
秒
。
こ
の
時
間
は
春
の
訓
練

よ
り
も
一
分
も
短
縮
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
屋
上
に
と
り
残
さ
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
数
人
を
ハ
‘
ン
ゴ
車

で
救
出
す
る
な
ど
本
番
さ
な
か
ら
。

｛
ぃ
ノ
最
後
に
私
達
の
か
げ
の
力
で
あ

ー

.. 
ー
でL

.
‘
ぷ
之
・

-
L`
る
消
防
士
に
、
児
童
代
表
二
人

·
,
;
ta
富
ェ
ヽ
が
「
消
防
士
さ
ん
達
は
昼
も
夜

a
迄
も
毎
日
／
＼
大
変
で
す
ね
。

ま
し
て
、
火
事
の
原
因
は
子

供
の
火
遊
び
、
た
き
火
が
多
い
そ
う

で
す
ね
。
ぱ
く
達
は
、
そ
の
よ
う
な

事
は
絶
対
し
な
い
と
誓
い
ま
す
。
」
と
、

お
礼
や
ら
誓
い
を
述
べ
こ
の
日
の
訓

練
を
終
え
ま
し
た
。

完成もうまじか 公民館

鴫
1

i
f
 

, .. 

中
学
校
の
裏
に
建
設
を
行
っ
て
い
る

中
央
公
民
館
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

ち
が
終
了
し
、
現
在
(
+
一
月

二
十
八
日
）
窓
枠
サ
ッ
シ
の
取

付
、
電
気
・
空
調
設
備
、
．

内
部
塗
装
な
ど
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

▼
工
事
請
負
者
の
方

も
泊
ま
り
込
み

9

で
建
設
を
急

弓

い
で
い
ま

7
"f
ど
ゾ
｛
ノ
す
の
て

み
な

,
、
さ
ま

9ダ
、
の
前
に

ク
・1

¢
す
ば
ら
し

占
·
`

J
＼
い
殿
堂
を
表
わ

の
も
‘
も
う
す
ぐ
で

す
。
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お
正
月
か
近
づ
く
に
つ
れ
て
‘
洋

ダ
コ
や
ユ
ー
コ
ン
飛
行
機
を
飛
ば
し

て
遊
ぶ
の
か
流
行
し
ま
す
が
、
こ
れ

か
電
線
に
か
ら
む
と
大
変
危
険
で
す

し
、
ま
た
、
か
ら
ん
だ
物
を
取
ろ
う

と
し
て
電
柱
に
登
る
人
か
お
り
ま
す

か
大
変
危
険
で
す
の
で
や
め
て
く
だ

さ
い
。ま

た
、
電
線
の
近
く
で
そ
の
よ
う

な
遊
び
を
し
て
い
る
子
ど
も
達
を
見

か
け
た
ら
、
そ
の
場
を
離
れ
る
よ
う

一
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。

東
京
電
力
か
ら
お
願
い

年
末
年
始
の
役
場
業
務

年
末
、
年
始
の
役
場
業
務
を
認
月

2
9日ー

1

月

4

日
ま
で
休
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ご
用
の
方
は
な
る
べ
く
お
早
め
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
‘
窓
口
業
務
で
あ
る
死
亡
届
、

婚
姻
届
、
出
生
届
の
仕
事
は
平
常
ど

お
り
行
い
ま
す
。

水
追
管
に
各
じ
だ
く
を

ロ—\ 

古
い
毛
布
な
ど
を
巻
き
つ
け
、
そ

の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
を
ま
い
て
保
温

し
て
く
だ
さ
い
。
意
外
と
ワ
ラ
な
ど

か
効
果
か
あ
り
ま
す
。

老齢年金の受給者は

現況届を提出して．”

厚
生
年
金
な
ど
の
老
齢
年
金
ま
た

は
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、
引
き
続
い
て
年
金
を
受
け
ら
れ

る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め

る
た
め
に
「
受
給
者
の
現
況
届
」
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
は
、
厚
生
年
金
保
険
、
船

員
保
険
に
つ
い
て
は
毎
年
一
月
に
、

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
毎
年
二
月
に

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ー
こ
の
現
況
届
の

ー
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）

a
n
:
ぃ
：
且
：

｀
し
ー
つ
い
て
は
、
昭
和

:
[
い
[
9

：
二
三A

：
あ
て
に
送
ら
れ
ま

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

 

と
し
て
税
金
か
か
か
り
ま
せ
ん
。

②
少
額
公
債
の
利
子
1

国
債
や
公

募
地
方
債
の
利
子
は
①
と
は
別
わ
く

で
額
面
金
額
三
百
万
円
ま
で
は
税
金

か
か
か
り
ま
せ
ん
。

③
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
の
利
子
ー

ー
給
料
か
ら
天
引
き
し
て
貯
蓄
す
る

勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
の
利
子
に
は

①
②
と
は
別
わ
く
で
元
金
五
百
万
円

ま
で
税
金
か
か
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
非
課
税
制
度
は
、
一
般

に
「
マ
ル
優
」
と
か
「
特
別
マ
ル
優
」

と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の

は
か
郵
便
貯
金
の
利
子
は
原
則
と
し

す
か
ら
、
そ
の
用
紙
に
住
所
・
氏
名

な
ど
を
記
入
し
、
印
鑑
を
押
し
て
、

村
長
の
証
明
を
受
け
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限
は
、
厚
生
年
金
保
険
と

船
員
保
険
が
、
昭
和
五
十
四
年
一
月

十
五
日
、
国
民
年
金
は
昭
和
五
十
四

年
二
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

r年
金
相
談
オ
ー
プ
ン
し

群
馬
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
十
一

月
十
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
増
加
す
る
年
金
相
談
に
こ

た
え
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で

す
。こ

の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
社
会
保
険

庁
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
直
結
す
る

ビ
デ
オ
デ
ー
タ
装
置
か
備
え
ら
れ
、

ど
ん
な
事
に
も
即
座
に
答
え
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

, . 
t
私
た
ち
は
、
住
宅
の
購
入

, , . 
~
資
金
や
思
い
か
け
な
い
出
費

·~ , 
~
な
ど
に
備
え
て
預
金
を
し
た

. . u-
— 

一
り
公
社
債
を
買
っ
た
り
し
て

. , 
~
貯
蓄
を
し
て
い
ま
す
。

, . 
~
こ
れ
ら
の
預
金
や
公
社
債

, , . 
i
の
利
子
に
は
、
利
子
所
得
と

, . 
i
し
て
所
得
税
か
か

i
か
り
ま
す
か
、
一
芦
ユ
畜
と
記
5〈
歪
の
お
は
腐
し

, , . 
i
定
の
手
続
き
を
す

. , 
i
る
こ
と
に
よ
っ
て
税
金
か
か

i
か
ら
な
い
制
度
か
あ
り
ま
す
。

, . , 
~
合
非
課
税
と
な
る
の
は
…
…

i
①
少
額
貯
蓄
の
利
子
預

, . 
~
貯
金
の
利
子
や
、
貸
付
信
託

. 
ヽ

i
な
ど
の
収
益
の
分
配
金
は
、

u
 i

一
人
元
金
三
百
万
円
を
限
度

. 
u
 

. 
看
＝
n
-

問 を面が自立 三かきで古て
いく購積一分期 年一受は一住非
合わ入か六で間 以定け所定宅課
わしす三五居満 上のら得のを税
せくる百平住了にも②の要れ税要購で
くはこ平方す後あに積積件まの件入す
だ役と方メる‘て全立立と1: 1iにす゜
さ場：メ l 住ーる部金ては ーある
い税な 1 卜宅定こをは了① 毛てた
゜務どトル＾期と住利 定 ：はめ
課でルで床間゜宅子を期 甲まの
ヘす阜敷面内③資とー的 彗る貯
ぉ゜ー地積に積金とと。に ヒと蓄
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〈
場
所
〉

前
橋
市
本
町
二
丁
目
一
三
I

七

協
栄
生
命
ビ
ル
ニ
階

〈
電
話
〉
0
二
七
ニ
ー
3
3ー
一

氏
名

江
森
重
治

石
崎
朗
子

岡
田
真
佐
子

森
尻
美
樹
子

立
木
伸
子

小
菅
洋

関
本
直
記

富
塚
香
織

折
原
礼
子

栗
原
千
佳

泉
田
剛
志

保
護
者
続
柄
地
区

清
長
男
新
里

正
則
長
女
矢
島

清
治

2

女
江
口

文
章

2

女
南
大
島

留
吉

2

女
梅
原

良
高

2

男
田
島

忠
長
男
南
大
島

哲
夫
長
女
中
谷

光
雄
長
女
大
佐
貫

克
明

2

女
新
里

恵
司
長
男
矢
島

氏
名
年
令

薗
部
清

8
3

橋
本
実

4
9

飯
塚
ト
シ

7
9

秋
野
タ
ミ

7
5

風
間
ち
よ

8
1

青
木
悦
雄

6
7

吉
永
喜
博

7
4

藤
野
徳
蔵

8
5

関
口
康
平

7
3

村
田
恒
雄

6
7

牛
久
保
清
一
7
7

奈
艮
辰
男

5
5

世
帯
主

（
）
は
新
地
区

一
千
津
井

（
喜
代
子
）
斗
合
田

武
江
口

（
光
雄
）
大
佐
貫

り
ん
梅
原

（
良
頴
）
大
輪

（
政
男
）
梅
原

清
吉
川
俣

（
登
志
雄
）
江
口

（
嘉
吉
）
大
輪

清
上
江
黒

（
昭
一
）
千
津
井

死
亡
I

ー
出
生
ー
ー
ー

敬
称
略

敬
称
略

ぉ
ゎ
し
天

誕
生
日

1
0月
2
7日

1
0月
3
0日

1
0月
3
0日

1
1月
4

日

1
1月
4

日

1
1月
4

日

1
1月
1
0日

1
1月
1
0日

1
1月
1
3日

1
1月
1
6日

1
1月
2
0日

死
亡
月
日

1
1月
3

日

1
1月
1
1日

1
1月
1
2日

1
1月
1
3日

1
1月
1
3日

1
1月
1
3日

1
1月
1
5日

1
1月
1
7日

1
1月
2
3日

1
1月
2
4日

1
1月
2
8日

1
1月
2
9日

` 
□

J

r
:
`
r
k

：
れ
升 1

0
0
 

郵
便
局
か
ら
お
願
い

▼
梅
原
の
江
森
久
雄
さ
ん
は
、
中
学

校
の
備
品
購
入
に
使
っ
て
く
だ
さ
い

と
二
十
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

年
賀
状
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
受

付
を
開
始
い
た
し
ま
す
か
、
出
す
場

合
は
次
の
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
年
賀
状
は
遅
く
と
も
十
二
月
二
十

日
頃
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
以
後
で
す
と
元
旦
配
達
に
ま
に
あ

わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
取
人
の
住
所
お
よ
び
差
出
人
の
、

住
所
に
は
郵
便
番
号
は
も
ち
ろ
ん
、

番
地
ま
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
一
般
の
官
製
ハ
ガ
キ
を
使
用
す
る

場
合
は
表
面
に
「
年
賀
」
と
朱
書
し

て
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

何
も
か
も
「
八
百
円
」
と
ま
ま
ご
と

す
庭
の
幼
に
秋
あ
か
ね
と
ぶ柿

沼
ま
つ

「
ぼ
く
た
ち
に
お
じ
ぎ
し
て
る
」
と

稲
穂
さ
す
幼
を
乗
せ
て
ペ
タ
ル
ふ
む

道
江
森
佳
世
子

盆
っ
た
の
流
る
る
野
面
の
明
る
さ
よ

病
む
母
の
も
と
に
夜
道
を
い
そ
ぐ

瀬
下
一
江

朝
霧
の
流
る
る
川
辺
露
ぬ
れ
て
ま
さ

か
る
野
菊
よ
幼
友
に
逢
ひ
た
し

奈
良
原
キ
ク
ノ

よ
み
じ

つ
つ
か
な
く
黄
泉
路
ゆ
き
ま
せ
跛
多
、

き
に
秋
を
そ
へ
た
り
そ
の
冷
え
し
手

の
江
森
政
美

（
来
月
は
俳
句
で
す
）

文

芸

欄
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1 1月の

一責ク
救急車出動回数
●交通事故 3件

●急病 6件

●その他 3件

計 12件

: 館林邑楽地区 館林地区 明和
ｩ 祝日 ((_科耳鼻J） ((_変更さ)) 

産婦人科 耳鼻科 内 科外科
千代田地区

日
12 月 17 日

根岸医院大神医院 田内医院ft 02767(2)3855 館林医院 館林地区が

曜
ff 02767(2)3262 ff 0276(62)2200 須田医院ff 02767(2)0862 ff 02767(4)2112 担当します

12 月 24 日
古屋（恒）医院原 医 院 多々良診療所ff 02767(2)3060 荘司医院 小西医院

当 ff 0276(63)6161 ff 02767(2)1936 大塚医院ff 0276'7(2)0176 ff 02767(2)3121 ff 027686-2261 

番 12 月 31 日
佐々木医院川田医院 後?( 愛）医院合 02767(2)0134 寺内医院 江上医院
ff 0272(62)2623 ff 02767(2)0754 ゆ か医院ff 02767(3)7308 ff 02767(2)3031 ff 027686-2028 

医 1 月 7 日
真中医院後藤康生医院 上野医院ff 02767(2)3330 礫川堂医院 竹越医院
ff 02767(2) 1630 ff 02767(2)3975 後藤康生医院ff 02767(2)3975 ff 02767(4)0184 合 027684-31 37 

1 月 14 日
横田医院 小倉医院 清河堂医院ff 02767(2)3070 永寿堂医院 江口医院 時でま 事前に
合 02767(2)0255 tt 02767(2)0606 安楽岡医院ff 02767(2)0572 ff 02767(2)4464 ft 027686-3201 

を
し
た
い
人

0

自
動
車
免
許
証
を
取
得
し
た
い
人

湧
入
所
資
格

三
十
名

高
等
学
校
、
中
学
校

通
商
産
業
省
で
は
、
今
年
も
十
二
ま
す
。

月
三
十
一
日
現
在
で
「
昭
和
五
十
三
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
か
国
製

年
工
業
統
計
調
査
」
を
行
い
ま
す
。
造
業
の
実
態
や
、
製
造
活
動
の
状
況

こ
の
調
査
は
、
か
明
ら
か
に
さ
れ
る
ほ
か
、
調
査
の

製
造
業
を
営
む
す
資
料
は
国
民
生
活
の
中
で
も
広
い
分

I
I．
べ
て
の
事
業
所
と
野
で
活
用
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
都

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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そ
の
本
店
・
支
店
『

こ
を
を
対
象
に
実
施
さ
i
飼
い
犬
心
得
｝
一
大
掃
除
の
実
施
を
一

言
□冒
]
:
□̀
口
冑
)
[

『
口
〔
ロ
ロ
／
＜
f
[
い
い
い
い

□
]
]
]

□
9げ

う
お
頓
い
い
た
し

□
’
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'

」
経
費
と
し
て
差
し
引
か
れ
ま
す
。
の
巡
視
が
あ
り
ま
す
。

t
~
名
；
；
名
§
一
あ
し
ら
せ
て
冬
沿
沙
沙
苓
＞
一
あ
し
ら
せ
一
§
§
§
§
§
を

群
馬
県
心
身
障
〇
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い

害
者
福
祉
セ
ン
タ
る
こ
と

ー
で
は
、
手
足
の

0

十
五
歳
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と

不
自
由
な
身
体
障

0

日
常
生
活
が
だ
い
た
い
自
立
し
て

害
者
で
、
次
の
よ
い
る
こ
と

う
な
方
の
入
所
生
衝
訓
練
期
間
一
ヵ
年

を
募
集
し
て
お
り
＊
経
費
無
料

ま
す
。

I
l
l
寮
舎
入
寮
制

〇
障
害
か
固
定
し

0
セ
ン
タ
—
所
在
地

て
い
て
リ
ハ
ビ
リ
前
橋
市
国
領
町
ニ
ー
ニ
―
—
二
二

テ
ー
シ
ョ
ン
（
身
（

~
o
二
七
二
—
三
ニ
ー
六
六
―
-
)

体
的
機
能
回
復
訓

練
）
を
必
要
と
す

る
人

〇
職
業
的
自
立
の

た
め
に
技
術
修
得

心身障害者福祉セ
ンター入所生募集

ー
ロ
闘
這
生
徒
募
集
―

館
林
准
看
護
婦
学
校
で
は
准
看
護

婦
と
准
看
護
士
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員

▼
受
験
資
格

市
開
発
、
下
水
道
整
備
計
画
な
ど
の

資
料
に
な
り
、
ま
た
、
各
種
製
品
の

生
産
、
販
売
計
画
を
み
な
さ
ん
か
立

て
る
場
合
に
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
以

外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
票
に
は
在

り
の
ま
ま
を
ご
記
入
下
さ
い
。
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卒
業
者
（
卒
業
見
込

を
含
む
）

二
年

来
年
一
月
二
十
二
日

ー
ニ
月
二
十
三
日

▼
修
業
年
限

▼
受
付
期
間

な
お
、
領
収
書
に
は
作
業
名
、
作

業
日
数
、
単
価
、
支
払
い
金
額
（
現

物
給
与
も
含
む
）
、
受
取
人
の
住
所
、

氏
名
な
ど
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
役
場
税

務
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
期
日
二
月
二
十
四
日

▼
申
し
込
み
方
法
就
職
を
希
望
す

る
病
（
医
）
院
を
通
じ
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
詳
し
く
は
、
准
看
護
婦
学
校

(
6館
林
ロ
一
八
七
一
）
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

住
宅
を
増
・
改
築
し
た
い
。
門
・

へ
い
等
を
設
置
し
た
い
。
あ
る
い
は

百
二
十
ー
百
五
十
面
の
住
宅
の
建
築

資
金
の
申
し
込
み
は
来
年
一
月
三
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
“
公
庫

業
務
取
扱
所
I
J
と
表
示
し
た
金
融
機

関
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

住
宅
金
融
公
靡
申
込
み

1

来
年
1

月

3
1日
ま
で
1

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

乳
幼
児
検
診

1
4日
（
第
二
木
耀
日
）

妊
婦
検
診

2
1日
（
第
三
木
暉
日
）

乳
幼
児
検
診

1

月

1
1日

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
村
県
民
税
第

四
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
四

期
、
有
線
放
送
使
用
料
及
び
水

道
使
用
料
で
す
。

〈
集
合
納
入
日
〉

2
0日
役
場
第
一
会
議
室

2
1日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

2
2日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

適談 • • 

切員相 悶 日
なが談 時 ’X ' ̀” 
助皆は 通
言さ無 [ 時 12 事
悶 ん料 ＼月
ので : 14 故

を悩‘ 馨 日行み専 3 相
いごと の門 時ま午前 ＝配火火
すま。に相 で 10

• ▼月

胃 日例
時 行

<時 12 政
i月

贔 15 ^ 人
一日権
会 3.__..

塁 □［相
で 10 談



'79 

第208号
発行所明和村役場
編集総務課

広報係
小林印刷所印刷所

ー

10 日発行

村
長
奈

助
役
関

収
入
役
宮

教
育
長
三

明
和
村
村
議
会

議
長
新

副
議
長
堀

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
石
崎

副
委
員
長
始
沢

委
畏
石
村

ル
尾
花

ル
新
井

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
泉
田

副
委
晨
長
早
川

委
員
栗
原

ル
新
井

経
済
常
任
委
員
会

委
晨
長
高
瀬

副
委
員
長
鯉
沼

委
員
小
松
原

ル
早
川

建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
関

副
委
員
長
荒

委
員
恩
リ
堀
ル
中

村口田木口

義一正
四

雄正雄郎郎

光 藤一ー米

重好二造

和
作
四
郎
利
夫

員
三
郎

初時嘉三司
太
郎夫男郎朗

ロ井

初
太
郎正

田沢口良

惣恒浅丑
= 
郎雄次松

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

賀

正
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定例村議会

▼
議
員
及
び
特
別
職
の

諸
給
与
条
例
の
一
部
改
正

村
の
木
…
…
ツ
ゲ

村
の
花
…
…

第
六
回
定
例
村
議
会
が
十
二
月
十
九
日
、
二
十
日
の
両
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で

は
、
①
明
和
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
②
村
長
、
助
役
、
収

入
役
等
の
諸
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
③
明
和
村
有
線
放
送
電
話
設
置
条
例
等
の

廃
止
に
つ
い
て
④
村
民
憲
章
の
制
定
に
つ
い
て
⑤
村
の
木
、
村
の
花
の
指
定
に
つ
い
て

⑥
公
共
交
通
確
保
の
た
め
の
立
法
行
財
政
措
置
促
進
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
、
な
ど
十
四

議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
一
般
質
問
十
四
件
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
村
長
や
担
当
課
長
が
答
弁
に
立
ち
ま
し
た
。

〔
主
な
議
案
内
容
〕

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

さ
る
八
月
十
一
日
人
事
院
よ
り
、

三
・
八
四
％
の
給
与
引
上
げ
の
勧
告

か
な
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
の
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
高
校
卒
業

者
の
初
任
給
は
七
万
九
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

有
線
放
送
業
務
か
一
月
二

十
二
日
で
廃
止
さ
れ
る
の
に

伴
っ
て
の
、
有
線
放
送
に
関

し
た
条
例
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

な
お
、
二
十
三
日
か
ら
屋

外
放
送
に
切
り
替
え
ら
れ
ま

す
。

議
会
議
員
、
村
長
、
助
役
‘
収
入

役
の
期
末
手
当
か
一

0
％
減
額
さ
れ

ま
す
。

私
達
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
進
ん

で
実
践
し
て
い
く
道
し
る
べ
と
な
っ

て
く
れ
る
村
民
憲
章
が
次
の
よ
う
に/ 

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

-
、
い
つ
も
健
康
で
、
仕
事
に
精
を

だ
し
、
豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
し

よ
、
つ
。

-
‘
教
育
を
重
ん
じ
‘
教
養
を
た
か

め
、
文
化
の
か
お
る
村
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う

-
、
子
ど
も
や
お
と
し
よ
り
に
希
望

を
あ
た
え
、
た
か
い
に
助
け
あ
い

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

l
‘
郷
土
を
愛
し
、
花
と
緑
を
そ
だ

て
、
美
し
い
環
境
の
村
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う

-
‘
き
ま
り
を
守
り
‘
え
か
お
で
話

し
あ
い
、
明
る
い
家
庭
と
村
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う

花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
う
る
お
い
の

あ
る
生
活
に
す
る
た
め
‘
村
の
木
を

「
つ
げ
」
、
村
の
花
を
「
菊
」
と
定
め

ま
し
た
。

村
の
木
、
村
の
花
、
そ
れ
に
村
民

憲
章
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
”
公
民

館
完
成
記
念
特
集
号
“
に
よ
っ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

生
活
に
密
着
し
た
公
共
機
関
は
、

我
々
の
足
を
確
保
し
て
い
る
か
、
最

近
の
モ
ー
タ
リ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普

及
に
よ
り
、
経
営
の
悪
化
を
招
い
て

い
る
の
で
、
国
に
対
し
て
‘
助
成
措

置
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
、
明
和

村
議
会
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、
運
輸

大
臣
、
大
蔵
大
臣
に
意
見
書
を
提
出

す
る
事
を
議
決
し
ま
し
た
。

◎
一
般
質
問

広
域
農
道
接
続
の
工
場
地
内
の
大

輪
新
堀
川
よ
り
矢
島
・
入
ヶ
谷
県
道

の
間
約
―
k
mの
道
路
整
備
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
北
海
製
缶

昧
の
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
答
〕
工
場
適
地
内
に
つ
い
て
は
村

道
整
備
計
画
事
業
に
よ
っ
て
行
い
、

ま
た
南
北
道
路
に
つ
い
て
は
広
域
農

大
昭
和
技
研
杓
の
進
出
に
よ
っ
て

新
し
い
道
路
を
作
る
と
し
て
、
舗
装

さ
れ
て
な
い
が
早
急
に
し
て
も
ら
い

た
い
。

〔
答
〕
出
来
る
だ
け
早
く
工
事
に
入

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
週
中
に
も

測
量
に
入
る
予
定
で
す
。

▽
社
会
教
育
、
特
に

精
神
教
育
に
つ
い
て

村
長
さ
ん
は
、
公
民
館
完
成
後
、

特
に
精
神
福
祉
を
強
調
し
た
か
、
ど

の
よ
う
に
、
ま
た
、
こ
れ
に
伴
う
予

算
化
は
し
て
い
る
の
か
。

〔
答
〕
公
民
館
を
利
用
し
て
教
養
講

座
を
開
い
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
育
成
、
あ
る
い
は
啓
蒙
、
普
及

す
る
た
め
の
予
算
化
を
す
る
。
そ
し

て
村
民
全
員
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心

を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

葬
祭
の
場
合
に
の
み
、
社
協
役
員

さ
ん
か
簡
素
化
を
進
め
て
い
る
お
り
、

冠
婚
の
場
合
は
何
ら
の
指
導
も
さ
れ

て
な
い
か
、
再
検
討
す
る
必
要
か
あ

▽
冠
婚
葬
祭
の再検

討
に
つ
い
て

▽
道
路
整
備
に
つ
い
て

役
場
か
物
品
を
購
入
す
る
場
合
、

村
外
か
ら
購
入
し
て
い
る
が
、
同
業

者
か
あ
る
場
合
は
村
内
か
ら
購
入
で

き
な
い
か
。

〔
答
〕
村
内
業
者
育
成
の
た
め
、
で

き
る
だ
け
村
内
業
者
優
先
と
し
て
行

い
ま
す
。

▼
有
線
放
送
関
係
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
各
種
物
品
の

購
入
に
つ
い
て

▼
村
民
憲
章
の制

定
に
つ
い
て

▼
公
共
交
通
確
保
の
た
め
の

請
願
に
つ
い
て

▽
学
校
の
暖
房
費
の

増
額
に
つ
い
て

〔
答
〕
民
間
委
託
を
す
る
か
ど
う
か

は
今
後
十
分
検
討
し
た
い
。

菊

▽
矢
島
・
大
佐
貰
間
の

通
学
路
の
整
備
・
舗
装

に
つ
い
て

に
決
ま
る

▽
ゴ
ミ
処
理
の

経
費
削
減
に
つ
い
て

▼
村
の
木
、
村
の
花
の

指
定
に
つ
い
て

有
線
放
送
の
廃
止
を
議
決

道
事
業
と
し
て
整
備
し
て
行
く
方
針

で
す
。

し
か
し
こ
れ
は
す
ぐ
に
実
施
と
は

い
か
な
い
の
で
、
防
塵
舗
装
を
早
急

に
や
る
。

ま
た
北
海
製
缶
閥
の
工
場
内
整
備

は
来
春
早
々
や
る
と
連
絡
を
受
け
て

い
ま
す
。

〔
答
〕
冠
婚
費
に
つ
い
て
は
、
館
林

邑
楽
地
区
ど
こ
も
申
し
合
わ
せ
を
し

て
な
い
か
、
今
後
前
向
き
に
検
討
し

こ
、
。

t
し

ゴ
ミ
処
理
の
経
費
が
他
市
町
村
と

比
べ
て
裔
い
が
、
民
間
委
託
を
し
て

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
す
る
方
法
を
考
え
て

い
る
か
。

教
室
か
非
常
に
寒
い
と
児
童
や
生

徒
か
訴
え
て
い
る
。
教
育
の
面
か
ら

し
て
も
良
く
な
い
の
で
、
暖
房
費
の

増
額
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
答
〕
五
十
四
年
度
の
予
算
編
成
に

お
い
て
、
学
校
か
ら
の
当
然
の
要
望

で
あ
れ
ば
予
算
の
増
額
を
し
た
い
。

る
の
で
は
。
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公
民
館
を
核
に

心
ゆ
た
か
な
村
づ
く
り

明
和
村
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
は
お
元
気
で
家
族
そ
ろ
っ
て

良
い
お
年
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ

と
と
‘
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
の
村
長
選
挙
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
皆
様
方
の
力
強
い

ご
推
薦
を
た
ま
わ
り
再
度
村
長
に

当
選
さ
せ
て
頂
き
‘
し
か
も
前
回

に
続
い
て
の
無
競
争
当
選
と
い
う
‘

身
に
余
る
光
栄
に
浴
し
ま
し
て
、

新
し
い
年
を
迎
え
感
激
も
あ
ら
た

に
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
と
い
う
年
は
、

円
高
ド
ル
安
で
明
け
暮
れ
た
な
か

で
、
日
中
平
和
条
約
の
締
結
、
政
権

の
交
替
な
ど
政
治
的
に
も
経
済
的
に

も
波
乱
と
変
化
に
満
ち
た
年
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
内
外
の
激
し
い
動

き
の
中
で
、
幸
い
明
和
村
は
道
路
の

整
備
、
排
水
の
改
修
等
村
づ
く
り
の

基
盤
と
な
る
建
設
事
業
を
は
じ
め
‘

青
少
年
の
健
全
育
成
、
教
育
文
化
の

向
上
、
産
業
の
振
興
な
ど
行
政
各
般

に
わ
た
り
、
順
調
な
進
展
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
ご

同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ひ
と
え

に
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

カ
の
た
ま
も
の
で
あ
り
‘
衷
心
よ
り

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
昭
和
五
十
四
年
の
明
和

村
は
健
康
で
活
気
に
満
ち
た
村
づ

く
り
を
目
ざ
し
て
村
民
総
和
の
カ

強
い
歩
み
を
展
開
す
る
年
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
公
民
館
も
間
も
な
く
完
成
い
た

し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
つ
ど
い
の
場

と
し
て
ご
利
用
頂
け
る
も
の
と
存

じ
ま
す
。
行
政
の
面
に
お
き
ま
し

て
も
、
生
活
道
路
や
防
災
道
路
の

改
良
、
生
活
汚
水
の
処
理
、
交
通

安
全
施
設
の
整
備
、
地
域
農
業
と

商
工
の
振
興
、
教
育
の
充
実
な
ど

重
要
な
問
題
か
山
積
し
て
お
り
ま

す
か
、
快
適
、
利
便
、
健
康
、
安

全
を
基
本
と
し
て
、
村
の
総
合
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
新
し
い
計

画
を
策
定
し
て
、
こ
れ
ら
の
重
要

課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
子

ど
も
さ
ん
に
は
希
望
を
あ
た
え
、

お
年
よ
り
に
は
愛
情
と
感
謝
を
も

っ
て
、
常
に
心
豊
か
な
行
政
に
心

が
け
、
あ
ら
ゆ
る
機
能
と
英
知
を

結
集
し
、
勇
気
と
決
断
を
も
っ
て

郷
土
の
建
設
に
邁
進
す
る
決
意
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
村
政
に
対
し
温

か
い
ご
理
解
と
限
り
な
い
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
心

か
ら
お
祈
り
致
し
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

村長

奈 良 丑 松

議
会
事
務
局
関
係
の
資
料
な
ど
、

い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
仕
事

を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

〔
答
〕
議
会
の
仕
事
以
外
消
防
、
交

通
関
係
の
仕
事
も
し
て
い
る
の
で
、

期
待
に
そ
え
な
い
時
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
で
き
る
だ
け

期
待
に
そ
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

村
内
の
公
共
事
業
を
行
っ
て
い
る

建
設
業
者
は
、
以
前
と
変
わ
っ
て
い

な
い
が
、
現
在
ど
の
よ
う
な
方
法
で

業
者
選
定
を
し
て
い
る
の
か
。

〔
答
〕
業
者
選
定
に
つ
き
ま
し
て
は

誠
心
誠
意
を
つ
く
す
業
者
、
業
者
の

特
徴
、
能
力
を
十
分
は
握
し
て
、
今

後
と
も
村
内
の
業
者
を
中
心
に
考
え

て
行
き
た
い
。

村
民
税
の
八
0
％
が
勤
労
者
に
よ

る
も
の
で
あ
る
の
に
勤
労
者
に
対
し

て
助
成
措
置
が
な
い
、
新
し
い
助
成

対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

〔
答
〕
高
校
、
大
学
に
入
学
す
る
時

の
貸
付
制
度
、
低
所
得
者
、
身
体
障

害
者
に
対
す
る
融
資
制
度
な
ど
あ
る
。

今
後
村
独
自
の
貸
付
制
度
特
に
母

子
、
寡
婦
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
た

▽
勤
労
者
へ
の助

成
に
つ
い
て

▽
建
設
工
事
の
指
名
業
者

の
選
定
に
つ
い
て

▽
議
会
事
務
局
の

使
命
の
徹
底
に
つ
い
て

防
火
、
消
火
は
、
消
防
署
、
消
防

団
、
婦
人
消
防
隊
の
三
本
の
柱
に
よ

っ
て
達
せ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
、

婦
人
消
防
隊
の
現
況
と
将
来
の
展
望

は
ど
う
か
。

〔
答
〕
現
在
八
地
区
に
お
い
て
結
成

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
予
防
と
初
期
消

火
に
お
い
て
、
ぜ
ひ
必
要
な
の
で
全

地
区
結
成
の
方
針
で
進
み
た
い
。

▽
婦
人
消
防
隊
に
つ
い
て

村
民
の
間
か
ら
危
険
物
の
収
集
回

数
を
年
二
回
で
な
く
、
も
っ
と
増
や

し
て
ほ
し
い
と
の
声
を
あ
ち
こ
ち
か

ら
聞
く
が
増
や
せ
る
可
能
性
か
あ
る

~力゚

〔
答
〕
今
ま
で
の
事
情
か
ら
考
え
て

み
る
と
増
や
す
の
は
困
難
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
増
や
せ
る
よ
う
、
再

度
館
林
市
と
交
渉
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

▽
危
険
物
収
集
の回数

に
つ
い
て

十
数
年
サ
イ
ホ
ン
内
の
清
掃
が
な

さ
れ
て
な
い
の
で
排
水
に
つ
い
て
障

害
が
あ
る

5

機
械
力
を
も
っ
て
早
期

に
清
掃
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

〔
答
〕
水
資
漉
開
発
公
団
、
利
根
加

用
水
と
合
議
し
て
早
急
に
善
処
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

▽
邑
楽
用
水
を
縦
断
す
る

幹
線
排
水
の
サ
イ
ホ
ン

清
掃
に
つ
い
て

し‘

゜

十
月
一
日
か
ら
ハ
シ
カ
の
予
防
接

種
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
か
、
こ

れ
を
無
料
に
出
来
な
い
か
。

〔
答
〕
一
人
当
た
り
三
千
八
百
円
の

経
費
を
要
し
ま
す
が
、
昭
和
五
十
四

年
度
か
ら
無
料
で
実
施
す
る
方
針
で

進
め
た
い
と
思
う
。

ベ
ト
ナ
ム
ヘ
の
救
援
米

協
力
あ
り
ガ
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
早
々
、
農
事
組
合
長
さ
ん
が

米
を
販
売
す
る
農
家
（
米
を
政
府
に

売
り
渡
し
て
い
る
農
家
）
に
対
し
て

一
戸
当
た
り
一
升
（
一
・
五
k
g
)
の
お

米
の
寄
付
に
う
か
が
い
ま
し
た
が
、

ど
こ
の
家
庭
で
も
心
よ
く
承
諾
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
は

昨
年
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
長

雨
に
よ
る
大
洪
水
の
被
害
を
受
け
、

水
田
百
五
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
流
失
し

た
モ
ミ
約
三
百
万
ト
ン
に
及
ん
で
し

ま
い
、
国
民
の
大
半
が
飢
え
と
病
気

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
全
国
農
協
中
央

会
長
に
対
し
て
救
援
の
要
請
が
あ
っ

た
事
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。皆

さ
ん
か
ら
の
救
援
米
は
一
月
三

十
日
ま
で
に
集
荷
を
完
了
し
、
一
袋

ご
と
に
『
ベ
ト
ナ
ム
救
援
物
資
・
ハ

イ
フ
ォ
ン
行
き
』
と
書
か
れ
送
り
出

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
（
千
江
田
農
協
・
明
和
農
協
）

▽
麻
し
ん
（
ハ
シ
カ
）
の

予
防
接
種
に
つ
い
て
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農
工
商
の
調
和
の
と
れ
た

近
代
的
社
会
に

村
民
の
皆
様
昭
和
五
十
四
年
の

蝉
か
し
い
新
春
を
家
族
そ
ろ
っ
て

元
気
で
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と
‘

議
会
議
員
一
同
と
も
に
お
祝
い
申

し
上
げ
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
滅
速
経
済
へ
の
移
行
と

円
高
輸
出
堅
調
に
よ
り
長
期
化
す

る
不
況
、
特
に
企
業
倒
産
史
上
最

高
で
あ
り
、
地
方
財
政
、
社
会
経

済
全
般
に
深
刻
な
影
響
が
あ
り
ま

し
た
。村

財
政
に
お
い
て
も
生
活
環
境

整
備
な
ど
の
行
政
需
要
の
増
加
に

伴
い
、
財
源
確
保
が
容
易
で
な
い
な

か
で
、
村
民
各
位
の
協
力
、
村
長
の

適
切
な
る
計
画
構
想
に
基
づ
く
健
全

財
政
の
努
力
堅
持
、
活
発
な
議
会
活

動
に
よ
っ
て
村
も
隆
盛
の
一
途
を
た

ど
り
つ
つ
あ
り
ま
す
こ
と
は
皆
様
と

と
も
に
、
ご
同
慶
に
た
え
な
い
次
第

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
か
ら
、
政
府
の
社
会
資

本
の
充
実
、
公
共
事
業
の
拡
大
、
雇

用
促
進
な
ど
経
済
の
伸
長
、
景
気
浮

揚
対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
個
人
消
費

か
伸
び
ず
‘
こ
の
構
造
不
況
を
企
業

合
理
化
に
よ
る
景
気
快
復
も
進
展
せ

と
も
に
村
民
み
な
さ
ん
の
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
こ
あ
い
さ
つ

議会議長

新 井 初太郎

ず
不
況
長
期
化
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
本
村
は
農
工
商
の
調
和
の

と
れ
る
近
代
化
と
地
域
社
会
の
振

興
を
は
か
る
べ
く
、
特
に
今
年
は

待
望
の
中
央
公
民
館
が
建
設
さ

れ
、
社
会
体
育
、
健
康
増
進
、
楽

し
い
研
修
、
憩
の
場
所
と
し
て
有

効
な
利
用
に
よ
り
‘
健
康
快
適
な

生
活
環
境
の
村
が
出
来
ま
す
よ
う

切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
村
議
会
も
村
民
福
祉
の
向
上

発
展
的
な
村
の
事
業
を
推
進
し
、

明
る
い
緑
の
豊
か
な
住
み
よ
い
希

望
に
満
ち
た
村
を
建
設
す
る
た

め
、
産
業
の
振
興
促
進
生
活
環
境

整
備
、
教
育
の
振
輿
な
ど
、
皆
様

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
村

政
に
反
映
し
執
行
機
関
と
協
調
、

躍
進
す
る
村
造
り
に
議
員
一
同
一

致
協
力
し
、
最
善
の
努
力
を
い
た

し
ま
す
。

何
と
ぞ
、
旧
に
倍
す
る
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
お
顆
い
申
し
上
げ
る
と

よ
り
生
き

か
い
を
求
め

よ
う
と
、
民

謡
、
三
味
線
、

尺
八
な
ど
を

習
う
方
が
本

村
で
も
大
変

増
え
て
来
て

い
ま
す
。
さ

ら
に
、
最
近

民
謡
の
爆
発

的
ブ
ー
ム
に

刺
激
さ
れ
て

ま
す
ま
す
増

え
る
傾
向
に

あ
る
さ
な
か

民
謡
会
が
設

立
さ
れ
ま
し

こ
。f
 こ

れ
は
、

尺
八
師
範
の

漆
原
利
武
さ

ん
ら
が
民
謡
愛
好
者
（
唄
、
三
味
線
、

太
鼓
）
に
呼
び
か
け
て
、
十
二
月
三

より生き万いを求め

民謡会絶成さねる

み
な
さ
ん
の
善
意

あ
り
が
と
う

日
に
会
員
二
十
人
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

十
二
月
九
日
の
始
め
て
の

練
習
会
で
は
三
味
線
、
尺
八
、

太
鼓
ら
に
合
わ
せ
て
”
斉
太

郎
節
、
秋
田
節
”
な
ど
を
唄

っ
て
い
ま
し
た
。

会
員
の
中
に
は
「
今
ま
で

館
林
市
へ
行
っ
て
練
習
を
し

た
り
講
師
を
招
い
て
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
民
謡
会
が
結

成
さ
れ
た
の
で
、
み
な
さ
ん

と
楽
し
く
出
来
る
の
で
、
と

っ
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
よ
。
」

な
ど
と
休
憩
の
合
間
に
話
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
漆
原
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
村
の
文
化
協
会
に
加
入
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
村
の
文
化
振
輿
に
少

し
で
も
役
立
た
せ
て
も
ら
い
、
公
民

館
が
出
来
た
ら
み
な
さ
ん
と
発
表
会

で
も
し
た
い
で
す
。
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

こ
の
民
謡
会
で
は
み
な
さ
ん
の
加

入
を
待
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

歳
末
助
け
合
い
運
動

〈
み
ん
な
か
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お

正
月
を
〉
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年
も

恒
例
の
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」

が
、
一
ヵ
月
間
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
赤
い
羽
根
で
お
な

じ
み
の
共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し

て
十
二
月
に
限
っ
て
行
わ
れ
る
も
の

で
、
運
動
の
進
め
方
は
、
民
生
児
童

委
員
を
中
心
に
実
施
さ
れ
る
「
地
域

歳
末
た
す
け
あ
い
」
と
、
N
H
K

が

行
う
「
N
H
K

歳
末
た
す
け
あ
い
」

の
ユ
一
本
立
て
”
と
な
っ
て
、
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

本
村
で
も
皆
さ
ん
か
ら
の
物
、
心

両
面
に
わ
た
る
温
か
い
善
意
を
、
た

く
さ
ん
の
方
々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

て
誠
に
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
額
は
五
十
七

万
六
百
六
十
五
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
村
内
の
保
護
、
準
保
護
世

帯
三
十
三
世
帯
（
八
十
九
人
）
及
び

長
期
入
院
、
入
所
者
三
十
三
人
に
贈

り
ま
し
た
。

◎
歳
末
助
け
合
い
に
寄
せ
ら
れ
た
温

か
い
善
意
品

▽
手
ぬ
ぐ
い
―
二
四
五
本

▽
タ
オ
ル
五
四
二
本

▽
サ
ラ
シ
ニ
七
反

▽
戸
別
募
金
四
十
五
万
六
千
三
百
円

▽
石
塚
幸
子
さ
ん
よ
り
五
千
円

▽
関
口
須
美
子
、
赤
坂
文
子
、
小
池

ウ
メ
、
金
子
ヒ
ロ
子
、
小
久
保
イ

エ
さ
ん
よ
り
二
万
九
百
五
十
七
円

▽
館
林
た
ば
こ
販
売
組
合
よ
り

一
万
六
千
五
百
円

▽
内
山
利
子
さ
ん
よ
り
三
千
円

▽
立
正
佼
成
会
館
林
支
部
よ
り二

万
円

▽
富
塚
基
輔
、
栗
原
治
夫
さ
ん
よ
り

三
千
五
百
円

▽
千
津
井
友
の
会
よ
り
三
千
円

▽
宮
崎
敬
次
さ
ん
よ
り
一
万
二
千
円

▽
や
ま
う
の
漬
物
卸
社
員
一
同
よ
り

三
万
四
百
八
円

な
お
、
手
ぬ
ぐ
い
、
サ
ラ
シ
は
婦

人
民
生
委
員
、
千
津
井
友
の
会
、
江

原
サ
イ
さ
ん
（
大
輪
）
、
新
井
縫
製

（
斗
合
田
）
さ
ん
達
の
ご
奉
仕
に
よ

り
、
オ
ム
ツ
に
縫
っ
て
常
時
オ
ム
ツ

を
使
用
し
て
い
る
寝
た
き
り
老
人
な

ど
に
贈
り
ま
し
た
。
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こ
の
た
び
明
和
西
小
P
T
A

で

は
、
栄
あ
る
「
文
部
大
臣
表
彰
」

と
い
う
最
高
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
、
こ
の

表
彰
の
礎
で
も
あ
る
「
歴
代
の
会

.~ 

長
さ
ん
」
方
に
、
こ
れ
ま
て
の

P

T
A

を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
本

校
P
T
A

の
場
合
は
、
昭
和
三
十

七
年
度
、
学
校
統
廃
合
に
よ
る
新

ヘルメッ 卜

着用で安全登校

東
小
学
校
で
は
、
十
二
月
一
日
か

ら
全
員
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
通

学
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
さ
る
十
月
に
登
校
中
の

児
童
が
乗
用
車
に
は
ね
ら
れ
、
頭
に

ケ
ガ
を
し
た

か
、
お
そ
ら

く
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
し

て
い
れ
ば
大

丈
夫
だ
っ
た

の
で
は
と
、

こ
の
ほ
ど
へ

レ
メ
ッ
ト
こ

J
ー

'
u
'

よ
る
通
学
に

し
た
も
の
で

す
。‘

学
校
で
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト

に
よ
る
登
下

校
は
も
ち
ろ

ん
、
帰
宅
後

遊
び
に
行
く

校
舎
、
0
0

つ
く
り
へ
の
協
力
を
中

心
と
し
た
「
創
生
期
」
さ
ら
に

P
T
A

本
来
の
姿
を
求
め
て
活
動
を

始
め
た
「
発
展
期
」
そ
し
て
こ

の
ふ
た
つ
の
時
期
に
根
を
お
ろ
し
芽

生
え
た
活
動
の
よ
り
充
実
を
め
ざ
し

た
「
充
実
期
」
と
に
大
別
で
き
る
よ

う
で
す
。
P
T
A

と
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
、
子
ど
も
の
健
康
な
育
成
を

ね
が
う
親
と
教
師
の
会
で
す
。

県
で
は
昨
年
十
二
月
二
十
日
よ
り

勤
労
者
が
緊
急
に
生
活
資
金
を
必
要

と
す
る
場
合
、
五
十
万
円
を
限
度
と

し
て
融
資
す
る
「
勤
労
者
生
活
資
金

緊
急
融
資
制
度
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
サ
ラ
金
業
者
か
ら
無
謀
な

金
利
で
借
り
て
返
済
に
困
り
、
一
家

心
中
、
蒸
発
と
い
っ
た
悲
劇
を
な
く

し
、
勤
労
者
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▽
融
資
対
象
者
県
内
に
住
所
を
有

日
々
刻
々
伸
び
ゆ
く
子
供
た
ち

の
た
め
に
一
貫
し
て
努
力
を
積
み

重
ね
て
こ
ら
れ
た

P
T
A

の
先
輩

各
位
に
改
め
て
敬
意
を
表
す
と
と

も
に
、
今
後
、
＂
ゆ
と
り
と
充
実
”

巾
ィA
ら
揖
ろ
＃
行

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
矢
島
の
渡
辺
茂
さ
ん
で
す
）

を
め
ざ
し
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

教
育
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、
こ

れ
ま
で
の
P
T
A

活
動
か
ら
芽
生

え
た
精
神
を
大
切
に
育
て
、
よ
り

充
実
さ
せ
る
覚
悟
で
す
。

し玩
一全

力つ‘ ス□ 国
希り h 乙 ー防
望防 月犯
の犯 十運
新年 五ま日動

で

す
る
勤
労
者
（
給
与
所
得
者
）

▽
融
資
限
度
額
五
十
万
円
以
内

▽
融
資
期
間
三
年
以
内

▽
償
還
方
法
原
則
と
し
て
元
利
均

等
月
賦
償
還

▽
融
資
利
率
年
利
七
・
ニ
％

▽
資
金
用
途

①
勤
労
者
ま
た
は
そ
の
家
族
の
療

養
及
び
傷
病
の
た
め
に
必
要
な
資

金②
勤
労
者
ま
た
は
そ
の
家
族
の
冠

婚
葬
祭
資
金

③
勤
労
者
ま
た
は
そ
の
家
族
の
教

育
資
金

④
勤
労
者
が
災
害
を
受
け
た
た
め

に
必
要
な
資
金

⑤
そ
の
他
の
生
活
維
持
資
金

▽
申
込
み
先
労
働
金
庫
本
・
支
店
、

出
張
所

そ
の
他
詳
し
く
は
役
場
経
済
課
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

「
勤
労
者
生
活
融
資
」
の
利
用
を

生
汚
に
困
っ
て
い
る
サ
―
フ
ロ
—
マ
ン

と
き
も
、
ま
た
、
反
射
テ
ー
。
フ
が
は

っ
て
あ
る
の
で
夜
間
外
出
す
る
と
き

も
か
ぶ
っ
て
は
し
い
と
指
導
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
地
震
や
火
事
の
場
合
、

避
難
す
る
時
に
か
ぶ
っ
て
も
ら
え
ば

上
か
ら
物
が
落
ち
て
来
て
も
大
丈
夫

だ
と
、
多
方
面
に
役
立
た
せ
て
行
く

方
針
だ
そ
う
で
す
。

な
お
、
西
小
学
校
で
も
、
早
々
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
す
る
そ
う
で
す
。
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こ
と
し
は
国
際
児
童
年
こ
と
し
は
国
際
児
童
年

い
ま
の
日
本
の
子
供
た
ち
は
、
物
と
り
足
と
り
の
愛
情
が
、
逆
に
子
供
伸
び
伸
び
育
つ
と
い
う
自
信
を
得
ま

質
的
に
も
恵
ま
れ
て
、
一
般
的
に
過
た
ち
を
委
縮
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。
し
た
。
要
は
‘
け
じ
め
を
き
ち
ん
と

保
護
の
傾
向
が
強
い
よ
う
で
す
。
私
た
ち
お
と
な
か
、
胸
に
手
を
当
て
つ
け
る
こ
と
で
す
。

ナ
イ
フ
で
鉛
筆
を
削
れ
な
い
、
お
て
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
こ
と
し
は
国
際
児
童
年
。
こ
の
機

ふ
ろ
に
入
っ
て
も
背
中
を
洗
え
な
い
、
と
だ
と
思
い
ま
す
。
会
に
、
世
界
の
子
供
た
ち
の
置
か
れ

危
な
い
か
ら
と
い
っ
て
自
転
車
に
は
そ
う
い
う
私
も
、
五
人
の
子
供
の
て
い
る
実
情
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
、
日

乗
ら
な
い
。
本
来
、
子
供
は
、
母
親
で
す
。
長
女
か
商
校
二
年
、
長
本
の
子
供
た
ち
は
い
っ
た
い
ど
ん
な

周
囲
が
口
を
出
さ
な
い
か
ぎ
り
、
何
男
が
中
学
三
年
、
そ
の
下
は
小
学
校
レ
ベ
ル
に
あ
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
私

で
も
や
っ
て
み
た
が
る
の
か
普
通
で
四
年
と
幼
稚
園
の
女
の
子
、
末
っ
子
た
ち
大
人
は
、
何
を
し
な
く
て
は
な

す
。
お
と
な
か
見
て
、
危
な
い
な
と
は
四
歳
の
男
の
子
|
_
'
毎
年
、
だ
れ
ら
な
い
の
か
ー
。
じ
っ
く
り
見
直

思
っ
こ
と
で
も
。
と
こ
ろ
か
、
か
か
卒
業
式
と
入
学
式
を
む
か
え
る
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
ざ
と
な
る
と
、
周
り
の
“
過
保
護
と
い
う
に
ぎ
や
か
さ
で
す
。
私
自
身
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ

の
手
“
が
伸
び
て
く
る
の
で
何
も
で
仕
事
を
持
っ
て
い
る
私
は
、
半
ば
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
情
操
教

き
な
い
。
そ
れ
が
、
し
だ
い
に
”
何
も
放
任
的
に
子
供
た
ち
を
育
て
て
き
ま
育
で
す
。
健
康
な
体
と
豊
か
な
心
、

し
な
く
て
い
い
“
と
い
う
こ
と
に
な
し
た
。
決
し
て
、
い
い
母
親
と
は
い
こ
れ
こ
そ
日
本
の
、
そ
し
て
世
界
の

り
、
受
け
身
の
子
供
が
育
っ
て
い
く
。
え
ま
せ
ん
か
、
子
供
は
親
に
束
縛
さ
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
と
っ
て
欠

わ
か
子
か
わ
い
さ
の
あ
ま
り
、
手
れ
な
い
環
境
の
方
が
、
た
く
ま
し
く
‘
か
せ
な
い
”
宝
物
”
な
の
で
す
。

こ
と
し
は
国
際
児
童
年
こ
と
し
は
国
際
児
童
年

昭和53年 村の主なニュース

(6) 

国
際
児
童
年
事
業
推
進
会
議
委
員
）

一
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
体
操
日
本
代
表

健
康
な
体
と
豊
か
な
心
を

1 月 8 日

II 17 日～ 26 日

11 22 日

11 27 日～

2 月 1 日

2 月 14 日～

11 26 日

3 月 10 日～ 17 日

II 21 日

II 22 日

II 25 日

II 30 日

5 月 2 日

3 日

日
日0

0

 

1

3

 

I
I
I
I
 

小
野
清
子

で
す
。

次
の
よ
う
な
ウ
ッ
カ
リ
し
て
火

災
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事

ウッカリ火災（こご用）じ＼
＝油ナベかけての長電話＝

冷
え
込
み
か

厳
し
く
な
る
と

火
災
の
季
節
で

す
。
あ
る
統
計

に
よ
る
と
全
国

の
出
火
件
数
の

約
一
0
％
か
ガ

ス
コ
ン
ロ
な
ど

に
よ
る
台
所
か

ら
の
出
火
で
す
。

そ
の
中
で
天
ぷ

ら
な
ど
の
油
が

原
因
と
推
定
さ

れ
る
も
の
は
七

0
％
も
占
め
て

い
ま
す
。

油
ナ
ベ
か
ら

火
災
に
な
る
と

い
っ
た
ウ
ッ
カ

リ
火
災
は
奥
様

方
に
多
い
も
の

11 16 日

II 20 日

II 20 日・ 27 日

9 月 1 日

6 日

1
1

電
話
の
名
義
異
動
I
I

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

か
意
外
と
多
い
の
で
す
。

▽
油
ナ
ベ
を
火
に
か
け
た
ま
ま
の
長

電
話

▽
訪
問
者
か
あ
っ
て
、
玄
関
な
ど
で

の
長
話
し

▽
買
い
忘
れ
た
材
料
を
求
め
に
行
く

と
い
っ
た
事
な
ど
で
す

電
話
の
名
義
人
が
死
亡
等
に
よ
り

名
義
に
異
動
か
生
じ
た
場
合
は
、
六

ヵ
月
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

不
動
産
や
動
産
に
つ
い
て
は
、
み

な
さ
ん
は
届
出
ま
す
か
電
話
に
つ
い

て
は
意
外
と
忘
れ
て
い
る
方
か
多
い

よ
う
で
す
。

電
話
を
相
続
さ
れ
た
方
は
、
印
鑑
、

旧
名
義
人
の
謄
本
を
館
林
電
報
電
話

局
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
電
話
局
（
館
林
四
ー
ニ

九
九
一
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

生
活
改
善
運
動
に

ご
協
力
を
”
~

本
村
の
生
活
改
善
運
動
は
昭
和
五

十
一
年
発
足
以
来
、
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
得
て
、
お
お
む
ね
目
的
が
達

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
、
残
念
な
が

ら
一
部
の
人
の
協
力
を
得
ら
れ
ず
‘

派
手
な
葬
儀
を
行
っ
た
人
も
あ
り
ま

し
た
か
、
以
後
生
活
改
善
運
動
の
趣

旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
明
和
村
・
社
会
福
祉
協
議
会
）

有
職
少
年
や
高
校
生
の
個
室

（
勉
強
部
屋
）
な
ど
で
、
タ
バ
コ

や
シ
ン
ナ
ー
を
吸
っ
て
い
る
少

年
が
大
変
増
加
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
V

れ
ぐ
れ
も
監
視
を
、
お
怠
り
な

く
”
~

6 月 13 日

II 30 日

7 月 11 日

II 14 日

II 15 日・ 16 日

II 24 日

II 24 日～

II 26 日

8 月 5 日・ 6 日

II 14 日

II 23 日

II 25 日

10 月 1 日

II 

I

I

 

l

l

 

6 日～ 21 日

7 日

9 日

II 22 日

11 月 5 日

6 日

8 日

II 11 日

II 27 日

12 月 12 日

・子ども会カルタ大会が武道館で行
われる
・村営住宅の入居者募集開始
•第 2 回タコ揚げ大会行われる（立
川康二〈んか優勝）
・老人クラブの人達が作った作品の
展示即売会がキンカ堂で行われる
・公民館の教材映画を各地で収録す
る
・西小学校で「第 1 回親と子のつど
い」が行われる
•第 1 回定例村議会が招集される
（文化財保護条例、各種予算など
可決）
•最後の慰霊祭か各地区で行われる
•西小学校の先生劇「土よ．/_I よみか
えれ」か大好評

・ 「会社創立10周年記念」として大
幸化成社長か100万円寄付する
•第 1 水源地のろ過装置完成する
•県の自治功労者として新井初太郎
さん表彰を受ける
•県の農林水産業功労者として柿沼
英雄さん表彰を受ける

・春の叙勲で阿部栄作さん勲 7 等青
色桐葉章を受ける
・広報200号記念特集号を発行する
・村政功労者として、田部井冨次さ
ん、栗原栄一さん、奈良ふささん
表彰を受ける

・中央公民館の起工式行われる
•明和村か連続20年県税完納で表彰

受ける
•新里、中谷、南大島にかけて大き
な竜巻起こる
•野本ひしやさん満100 歳の誕生日
• 16年ぶりに中谷の山車復活する
・村の木、村の花、村民憲章の第 1

回起草委員会開かれる
・地区対抗パパさんソフトボール大
会行われる

・行ばん祭りにぎやかに行われる
・東小学校 PTAか児童達に遊具施
設をプレゼント
•第 7 回納涼祭か行われる
•本村出身の堀口清範士の胸像が館
林武道館前に出来る
・成人野球大会か行われる（矢島チ
ーム 3 年連続優勝）

・村民 200 人に対して住民意識調査
を実施する

•第 1 回村民ソフトボール大会行わ
れる

・村長、助役ら、 85歳以上の高齢者
を慰問する

•第24回成人式か行われる（該当者
134 人）
・老人福祉大会か分福ヘルスセンタ
ーで行われる
•第 4 回テニス大会 (108 人か熱戦展
開）
•吉永教頭カナダ、アメリカの教育

事情を視察
・文化財保護調査貝 3 人委嘱する
・村長選挙立候補者が 1 人のため、
奈良丑松氏の無競争当選となる
•第23回村民体育祭行われる（梅原
か連続優勝）
•土地改良竣工記念碑建立される
・魚つり大会行われる（山岸金重さ
んが優勝）
•西小学校 PTAが文部大臣より優
良 PTA として表彰を受ける
・教育功労者として早川水門さん表
彰される
・東小学校 PTA が 4 ヵ所の遊具施
設へ通じるところを舗装する
•第 1 回合同戦没者追悼式が行われ
る

•土地改良区総代選挙行われる
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今
ま
で
お
母
さ
ん
に
「
食
べ
物
の

日
小平久江

（新里）

私
は
常
に
人
と
ひ
と
と
の
和
を
大

切
に
す
る
事
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
常
に
自
分
自
身
に
き
び
し

く
あ
る
事
を
願
い
、
ど
ん
な
に
苦
し

く
と
も
『
明
日
幸
福
か
あ
る
』
と
、
自

一
回
目
の
未
年

g
き
ら
い
を
な
く
し

強
い
子
に

お
母
さ
ん
か
毎
日
ま
い
に
ち
朝
玄

関
を
掃
除
し
て
い
る
の
で
、
今
年
は

ボ
ク
か
十
分
早
く
起
き
て
、
や
っ
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お

母
さ
ん
や
、
お
父
さ
ん
は
「
と
っ
て

も
内
気
で
こ
ま
っ
た
子
だ
」
と
口
ぐ

せ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
で
、
は

し
の
ご
と

っ
き
り
、
物
事
を
言
え
る
子
、
自
分

で
進
ん
で
行
動
で
き
る
子
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

圏
村
に
要
望
す
る
事

ボ
ク
は
と
っ
て
も
魚
つ
り
か
す
き

で
す
。
だ
け
ど
お
母
さ
ん
は
川
は
あ

ぶ
な
い
と
言
っ
て
行
か
せ
ま
せ
ん
。

近
く
に
『
ち
び
っ
子
つ
り
堀
』
を
作

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
お

金
は
無
料
の
方
か
い
い
で
す
。

私
も
三
回
目
の
未
年
を
迎
え
る
事

か
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
私
は
三
十
六
歳
、
二
人
の
子

ど
も
の
父
親
と
も
な
る
と
‘
責
任
重

大
で
あ
る
の
で
、
今
年
か
ら
将
来
へ

の
不
安
の
な
い
生
活
の
安
定
と
‘
―

家
全
員
健
康
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
家

庭
つ
く
り
を
め
ざ
そ
う
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
達
に
は
特
に
精
神
的
、
人

間
的
、
家
庭
的
な
豊
か
さ
の
あ
る
子

ど
も
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

圏
村
に
要
望
す
る
事

野ロタカ
（斗合田）

四
回
目
の
未
年

坂上光弘
（南大島）

自
分
自
身
に

き
び
し
く
生
活
を

三
回
目
の
未
年

物
を
す
る
と
き
‘
つ
い
衝
動
買
い
を

し
て
し
ま
う
の
で
、
今
年
は
ム
ダ
の

な
い
買
物
、
ム
ダ
の
な
い
生
活
を
心

掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

®
村
に
要
望
す
る
事

何
か
、
行
動
や
発
言
し
て
も
、
母

子
家
庭
の
く
せ
に
、
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
。
母
子
家
庭
に
暖
か
い
行
政
の

目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
母
親

の
教
育
の
場
か
あ
ま
り
に
も
中
心
部

に
か
た
よ
っ
て
い
る
た
め
‘
自
動
車

に
乗
れ
な
い
私
な
ど
、
と
て
も
不
便

を
感
じ
て
い
ま
す
。
＂
動
く
行
政
“

の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思

い
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
の
あ
る

家
庭
づ
く
り
を

島田健一
（南大島）

好
き
き
ら
い
を
な
く
し
、
じ
ょ
う
ぶ

な
子
に
な
っ
て
」
と
、
い
つ
も
言
わ

れ
る
の
で
、
今
年
は
私
の
年
と
い
う

事
な
の
で
、
お
母
さ
ん
に
お
こ
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
な
ん
で
も
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
毎
日
続
け
て
決
ま
っ
た

家
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
。

勉
強
も
た
く
さ
ん
し
て
、
頭
の
よ

い
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
村
に
要
望
す
る
事

私
は
な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
妹

は
「
以
前
は
幼
稚
園
で
遊
べ
た
が
今

は
、
入
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
さ
び
し
い
」
と
、
話
し
て
い
ま

し
た
。

今年はわたしの年

. 
●、. . 

一
回
目
の
未
年

進
ん
で
物
事
を

実
行
す
る

教
育
施
設
の
充
実
、
整
備
（
特
に

中
央
幼
稚
園
）

分
に
い
い
き
か
せ
が
ん
ば
り
ま
す
。

今
年
は
出
来
る
限
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
あ
る
い
は
協
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
買

四
回
目
の
未
年

、
新
年
明
け
ま

ざ
い
ま
す
。

、
四
度
目
の
未

、
う
れ

人
間
い
く
つ
に
な
っ
て
も
新

し
い
年
を
迎
え
る
た
び
に
、
一

つ
の
区
切
り
と
し
て
、
今
ま
で

出
来
な
か
っ
た
事
、
昨
年
か
な

え
ら
れ
な
か
っ
た
事
な
ど
を
、

今
年
こ
そ
は
I
I
A
と
元
旦
に
ひ
そ

か
に
誓
う
も
の
で
す
。
ま
し
て

ヒ
ッ
ジ

自
分
の
年
（
今
年
は
未
）
だ
と
、

今
年
の
一
年
は
自
分
の
た
め
に

あ
る
よ
う
だ
と
し
て
、
な
お
さ

ら
希
望
に
も
え
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
ヒ
ッ
ジ
年
の
方
六

人
に
登
場
し
て
語
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
な
お
最
後
に
＂
何
か

村
に
要
望
す
る
事
が
あ
り
ま
す

か
”
と
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。

d
 

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
四
十
八
年
間
を
振
り

返
っ
て
み
た
時
、
な
に
一
っ
満
足
に

や
り
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
事
が
悔
や

ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
年
男
、
最
後
ま
で
り
っ
ぱ

に
や
り
と
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

何
事
も
最
後
ま
で

や
り
と
げ
だ
い

圏
村
に
要
望
す
る
事

毎
日
外
で
働
い
て
い
ま
す
か
、
道

路
も
舗
装
さ
れ
便
利
に
な
り
ま
し
た

が
、
下
水
溝
は
雨
の
少
な
い
時
期
に

な
り
ま
す
と
、
見
る
も
無
残
な
姿
と

な
り
、
ま
た
雨
の
多
い
時
期
に
は
、

下
水
か
あ
ふ
れ
、
田
に
流
れ
込
ん
で

い
る
所
が
見
ら
れ
ま
す

0

l
日
も
早

く
下
水
路
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

二
回
目
の
未
年大能

ロ
本
（

\ ▼
野

今
年
は
社
会
人
と
し
て
、
七
年
目

を
迎
え
る
訳
だ
か
、
過
去
六
年
間
を

ふ
り
返
っ
て
み
て
社
会
人
と
し
て
の

目
標
は
何
だ
っ
た
か
。
何
を
し
て
来

た
か
。
と
考
え
る
と
、
特
に
思
い
浮

か
ぶ
も
の
は
無
く
、
仕
事
の
変
化
に

対
応
す
る
だ
け
で
何
と
な
く
、
大
切

な
六
年
間
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
よ

う
だ
。今

年
は
年
男
と
い
う
こ
と
で
、
社

会
人
と
し
て
も
―
つ
の
区
切
り
の
年

で
も
あ
る
の
で
、
自
分
は
何
を
す
べ

き
か
良
く
考
え
、
T
]
分
な
り
の
目
標

を
立
て
、
何
事
に
も
熱
意
を
持
っ
て

進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

圏
村
に
要
望
す
る
事

別
に
あ
り
ま
せ
ん
。

何
事
も
熱
意
を

も
つ
て
仕
事
を
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元
旦
の
夜
か
ら
二
日
朝

に
か
け
て
見
る
夢
が
初
夢
。

昔
は
楽
し
み
か
少
な
か
っ

た
の
で
、
正
月
の
初
夢
な

ど
は
ど
こ
の
家
で
も
二
日

の
朝
の
話
題
に
な
り
ま
し

こ
。f
 初

夢
に
は
ど
ん
な
夢
を

見
た
ら
よ
い
の
か
、
一
般

に
い
わ
れ
て
い
る
の
は
一

富
士
、
二
鷹
、
三
茄
子
で

す
。で

は
、
現
代
の
ち
び
っ

子
達
は
ど
ん
な
初
夢
を
見

た
の
か
、
う
か
か
っ
て
み

ま
し
た
。

―
-
t
f
つ
き
に
学
校
で
マ
ラ
ソ
ン
だ

い
ガ
い
ガ
あ
り
ま
し
だ
。
わ
だ
し
は

う
れ
し
く
て
、
あ
さ
は
や
く
お
き
、

ご
は
ん
を
い
っ
ぱ
い
だ
べ
て
学
校
へ

い
き
ま
し
だ
。
は
や
く
つ
い
だ
の
で

ま
だ
、
や
司
み
じ
か
ん
ガ
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
し
だ
。
そ
と
で
あ
そ
ん
で
、

き
よ
う
し
つ
に
は
い
ろ
う
と
し
て
こ

ろ
ん
で
し
ま
い
ま
し
だ
。

チ
ャ
イ
ム
が
な
り
、
マ
ラ
ソ
ン
大

一
年

い
し
づ
か
や
す
―

（
川
俣

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

優
勝

会
ガ
は
じ
ま
り
ま
し
だ
。
さ
い
し
ょ

に
五
、
六
年
生
が
は
し
り
だ
し
ま
し

だ
。
わ
だ
し
の
ば
ん
ガ
や
っ
て
く
る

と
、
む
ね
ガ
ど
き
ど
き
し
て
き
ま
し

だ
。い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
ガ
ん
ば
り

ま
し
だ
ガ
だ
ん
だ
ん
み
ん
な
に
ぬ
ガ

れ
て
し
ま
い
ま
し
だ
。

や
す
み
じ
ガ
ん
に
こ
ろ
ん
だ
け
ガ

ガ
い
だ
く
て
一
＿
十
九
と
う
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
だ
。

う
ち
に
か
え
っ
て
、
お
ば
涜
ち
ゃ

ん
に
は
な
し
だ
ら
、
す
い
ぶ
ん
や
可

こ
は
、
は
や
ガ
っ
だ
ね
と
ほ
め
ら
れ

ま
し
だ
。

夢
で
は
、
ま
い
に
ち
、
ま
い
に
ち

れ
ん
し
ゅ
う
し
て
、
つ
よ
い
か
ら
だ

に
な
り
、
は
や
く
は
し
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
と
き
は

＿
＿
い
の
人
を
う
ん
と
は
な
し
て
、
ゆ

う
し
ょ
う
し
て
い
だ
の
に
、
ざ
ん
ね

ん
で
可
。

ぼ
く
ガ
貝
だ
初
ゆ
め
は
へ
ん
な
ゆ

め
で
し
だ
。

お
年
玉
を
あ
ち
こ
ち
ガ
ら
も
ら
っ

て
百
万
円
ぐ
ら
い
に
な
り
、
使
い
道

に
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
だ
。
み
ん
な

で
考
え
て
ア
メ
リ
カ
の
お
じ
さ
ん
の

と
こ
ろ
に
行
く
事
に
な
り
ま
し
だ
。

ア
メ
リ
カ
に
つ
く
と
、
あ
じ
さ
ん
ガ

一
年
坂
庭

—

L 

岡

矢
島
）

ア
メ
リ
カ
へ行

っ
だ

ぼ
く
は
小
さ
い
こ
ろ
ガ
ら
人
工
え

い
星
に
の
つ
て
、
う
ち
ゅ
う
に
行
っ

て
み
だ
い
と
思
っ
て
い
ま
し
だ
。

と
こ
ろ
ガ
、
あ
る
と
き
、
ふ
し
ぎ

に
も

I
I

う
ち
ゅ
う
の
本

I
Iを
読
ん
で
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二
年
飯
塚
勉

（
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井
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う
ち
ゅ
うり

ょ
こ
う

い
だ
ら
、
い
つ
の
ま
に
ガ
ぼ
く
が
人

エ
え
い
星
の
中
に
い
る
の
で
可
。
ま

わ
り
を
よ
く
貝
る
と
人
工
え
い
星
の

名
前
は

I
I

ゾ
ン
に
2

号
I
Iと
ガ
い
て

あ
り
ま
し
だ
。

大
き
な
金
の
わ
の
あ
る
エ
星
な
ど

あ
っ
と
い
う
ま
に
と
お
り
弓
き
る
ほ

ど
、
も
の
可
ご
い
ス
ピ
ー
ド
が
出
て

い
ま
可
。

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
星
な
ど
、

つ
ぎ
／
＼
発
貝
し
て
い
き
、
ぽ
<
t
f

名
前
を
つ
け
て
や
る
の
で
す
。

な
ん
巳
も
な
ん
日
屯
と
ん
で
い
る

と
き
、
お
も
し
ろ
い
星
ガ
あ
る
ガ
ら

ち
ゃ
く
り
く
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
ち
ゃ
く
り
く
し
だ
ら
、
そ
こ

は
ぼ
く
だ
ち
t
f
弓
ん
で
い
だ
ち
き
ゅ

う
で
し
だ
。

む
ガ
え
に
来
て
く
れ
日
本
苧

0
0で
誌
し

て
い
る
の
に
な
に
を
話
し
て
い
る
ガ

わ
か
り
ま
せ
ん
。
ば
く
は
い
つ
の
ま

に
か
ハ
ロ
ー
、
ハ
ワ
ユ
ー
と
英
話
で

し
ガ
話
ガ
で
き
な
い
の
で
可
。
ニ
コ

ー
ヨ
ー
ワ
の
町
へ
行
っ
て
も
ア
メ
リ

カ
人
と
話
し
ガ
で
き
る
の
で
す
。
お

父
さ
ん
や
友
達
か
ら
手
紙
ガ
来
て
も

読
め
ま
せ
ん
。
あ
じ
さ
ん
に
英
語
に

な
お
し
て
も
ら
う
の
で
可
。

三
年
ア
メ
リ
カ
で
弓
ご
し
日
本
に

帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
だ
ガ
、
日
本

諾
ガ
話
せ
な
い
の
で
し
ん
ぱ
い
し
て

い
る
と
、
成
田
ひ
こ
う
場
に
着
く
と

今
度
は
日
本
語
し
ガ
話
せ
な
く
な
り

英
語
ガ
ぜ
ん
／
＼
わ
か
ら
な
く
な
り

ま
し
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
お
じ
さ
ん
t
J

ら
英
語
の
手
紙
ガ
き
ま
し
だ
が
、
よ

め
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ゆ

め
ガ
さ
め
ま
し
だ
。

私
は
、
あ
ま
り
夢
を
貝
だ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
ガ
、
お
正
月
く
ら
い
貝

だ
い
と
思
っ
て
い
ま
し
だ
ら
、
こ
ん

な
夢
を
貝
だ
の
で
お
話
し
し
ま
す
。

私
達
の
住
ん
で
い
る
村
ガ
粗
の
中

に
芍
い
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
だ
の
で
可
。

ま
わ
り
の
草
木
ガ
い
ろ
い
ろ
な
活
の

栖
物
や
貝
に
な
り
、
い
つ
も
遊
ん
で

い
だ
公
園
も
学
校
も
家
も
、
と
っ
て

も
き
れ
い
な
所
に
ガ
わ
っ
て
し
ま
っ

だ
の
で
す
。

泊
の
中
に
は
自
動
車
や
自
転
車
ガ

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
子
ど
も
だ
ち
は

自
由
に
、
自
分
の
可
き
な
事
を
し
て

遊
ん
で
い
る
の
で
す
。

私
達
ガ
学
校
や
あ
っ
ガ
い
な
ど
の

行
き
帰
り
に
よ
く
貝
ガ
け
る
信
号
機

や
交
適
ひ
ょ
う
し
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
や
幼
稚
園
な
ど
も
だ
く
さ
ん

あ
り
、
自
由
に
入
学
で
き
ま
す
ガ
、

と
っ
て
も
む
す
か
し
い
算
数
や
国
語

な
ど
を
教
え
る
の
で
可
。

合
、
私
達
の
住
ん
で
い
る
村
も
、

夢
の
中
に
で
て
き
だ
よ
う
な
、
交
適

事
故
が
な
く
、
子
ど
も
を
ゆ
う
ガ
い

す
る
よ
う
な
人
が
い
な
い
よ
う
な
、

明
る
＜
住
み
よ
い
き
れ
い
な
村
に
な

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

四
年
八
田
し
の
ぶ（

下
江
黒
）

み
ん
な
洒
の
中
に
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初
ゆ
め
と
い
え
ば
、
一
ふ
じ
二
だ

空
二
な
可
び
と
い
う
の
ガ
ゆ
め
の
ベ

ス
ト
三
だ
。

し
ガ
し
、
私
は
ざ
ん
ね
ん
な
が
ら

そ
れ
ら
の
ど
れ
も
見
る
こ
と
ガ
で
き

な
ガ
つ
だ
。

そ
れ
で
は
、
私
の
貝
だ
初
ゆ
め
は

ど
う
い
う
の
か
と
い
う
と
、
ま
る
で

時
間
が
い
っ
ぺ
ん
に
干
年
も
二
千
年

も
、
と
ん
で
し
ま
っ
だ
か
の
よ
う
な

の
だ
。

い
つ
も
自
動
車
ガ
走
り
、
い
そ
ガ

し
そ
う
に
人
が
歩
い
て
い
る
遵
路
は

な
く
、
人
は
ベ
ル
ド
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の

よ
う
な
も
の
に
乗
っ
て
蓬
ば
れ
て
い

く
。う

ら
畑
を
自
る
と
、
き
の
う
ま
で

の
お
ひ
や
く
し
ょ
う
さ
ん
が
あ
せ
水

流
し
て
、
働
い
て
い
だ
光
景
は
見
ら

れ
な
く
、
ロ
ボ
ッ
ド
が
休
む
こ
と
な

く
、
き
そ
く
正
し
く
畑
を
耕
や
し
て

い
だ
。

学
校
へ
行
っ
て
み
だ
。
す
る
と
、

み
ん
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
あ
い
て

に
勉
強
し
て
い
だ
。
結
食
は
う
ち
ゅ

う
食
み
だ
い
だ
っ
だ
。

ま
る
で
、
な
に
も
か
も
、
ガ
わ
っ

て
い
る
の
だ
っ
だ
。

五
年
松
本
洋
子

（
中
谷
）

未
来
の
明
和
村

い
ま
の
明
和
村
は
、
私
の
ゆ
め
と

ぜ
ん
ぜ
ん
ち
ガ
う
農
村
だ
。

し
ガ
し
、
い
つ
ガ
は
、
ゆ
め
の
よ

う
に
変
わ
る
だ
ろ
う
。

い
つ
に
な
る
な
わ
ガ
ら
な
い
け

ど
、
こ
の
よ
う
に
変
わ
っ
だ
明
和
村

を
一
目
で
も
い
い
か
ら
貝
て
み
だ
い

と
思
っ
だ
。

ぽ
く
は
、
こ
ん
な
初
夢
を
見
て
し

ま
い
ま
し
だ
。

そ
れ
は
、
も
の
可
ご
く
速
い
乗
物

の
出
現
で
す
。

今
の
新
幹
線
や
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ

ー
な
ど
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
速
い

乗
物
で
す
。

太
陽
電
池
を
利
用
し
て
走
る
ガ
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
い
く
ら
で
も
手
に
は

い
り
ま
芍
゜

け
む
り
も
、
音
も
ま
っ
だ
く
な
い

の
で
公
害
も
あ
り
ま
せ
ん
。
運
転
は

全
部
東
京
の
指
令
室
で
そ
う
さ
さ
れ

て
い
て
、
運
転
手
も
し
ゃ
し
よ
う
も

乗
っ
て
い
な
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

で
す
。

還
く
の
外
国
ま
で
レ
ー
ル
ガ
し
い

て
あ
り
、
イ
ナ
ズ
マ
の
よ
う
に
走
り

外
国
へ
二
、
三
秒
で
つ
い
て
し
ま
う

太
罷
電
池
の

電
車
登
場

小
松
原
豊
久

（
南
大
島
）

五
年

ハ
年
石
川
敏

南
大
島
）

ガ
ン
を
直
す

薬
を
発
明

の
で
す
。

お
年
玉
ガ
だ
ま
っ
だ
の
で
、
そ
の

乗
物
に
の
っ
て
、
ガ
ぞ
く
り
よ
行
を

し
よ
う
と
し
だ
ら
自
ガ
覚
め
て
し
ま

い
ま
し
だ
。
せ
め
て
、
乗
っ
て
ガ
ら

目
ガ
覚
め
て
ほ
し
か
つ
だ
の
に
、
残

念
で
し
か
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

ぼ
く
の
初
夢
を
紹
介
し
ま
芍
。
そ

れ
は
ぼ
く
の
あ
ば
ち
ゃ
ん
ガ
胃
ガ
ン

で
死
ん
で
し
ま
っ
だ
せ
い
ガ
、
ぼ
く

ガ
り
っ
ぱ
な
医
者
に
な
っ
て
病
気
を

直
す
の
で
可
。
手
術
も
失
敗
し
だ
事

ガ
な
く
、
ど
ん
な
病
気
も
だ
ち
ど
こ

ろ
に
匿
し
て
し
ま
う
の
で
可
。

し
ガ
し
、
合
匿
せ
な
い
と
い
わ
れ

て
い
る
ガ
ン
だ
け
は
ど
う
し
て
毛
直

せ
な
い
の
で
可
。

で
も
、
死
ん
だ
お
ば
ち
ゃ
ん
の
だ

め
に
も
、
ど
う
し
て
も
直
そ
う
と
、

動
物
実
験
で
何
年
も
な
ん
ね
ん
も
研

究
を
ガ
さ
ね
る
と
、
と
う
と
う
万
ン

を
直
す
液
体
を
発
貝
し
だ
の
で
芍
゜

ぼ
く
は
う
れ
し
く
て
、
だ
ま
り
ま

せ
ん
で
し
だ
。
ま
る
で
夢
を
見
て
い

る
よ
う
で
し
だ
。

そ
の
液
体
を
ガ
ン
に
か
け
る
と
、

い
っ
し
ゅ
ん
に
直
っ
て
し
ま
う
の
で

可
。合

度
は
人
間
で
や
ろ
う
と
し
だ
時

に
目
ガ
さ
め
ま
し
だ
。

後
で
本
当
に
ぼ
く
ガ
医
者
に
な
り

ガ
ン
を
直
せ
る
薬
を
発
貝
し
だ
い
と

私
は
作
文
を
書
く
の
は
本
当
に
に

ガ
て
で
、
学
校
の
作
文
の
時
間
に
は

放
課
後
ま
で
残
さ
れ
て
書
ガ
さ
れ
る

の
で
可
。

lf
B
日
の
よ
う
に
上
手
に
な
ら
な
い

か
な
ー
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
可
。

い
つ
も
ガ
そ
ん
な
ふ
う
な
の
で
、
合

年
の
初
夢
は
こ
ん
な
夢
を
貝
ま
し

だ
。学

校
で
の
作
文
ガ
、
コ
ン
ワ
ー
）

で
入
選
し
だ
の
で
す
。
ど
の
コ
ン
ワ

ー
ル
に
出
し
て
も
入
選
す
る
の
で

可
。
と
う
と
う
日
本
一
に
な
っ
て
し

ま
っ
だ
の
で
可
。
ガ
ガ
え
切
れ
な
い

ほ
ど
の
賞
0
0
0
の
山
。
う
れ
し
く
て
う

れ
し
く
て
…
…
。

夢
と
わ
か
つ
だ
時
は
ガ
っ
か
り
し

て
し
ま
い
ま
し
だ
。
そ
ん
な
に
早
く

上
手
に
書
け
る
わ
け
が
な
い
ね

°
lf
B

日
ま
い
に
ち
の
勉
強
ガ
大
切
だ
も
の
。

合
年
は
ひ
つ
じ
、
私
の
年
、
勉
強

に
、
運
動
に
ガ
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

五
年
始
沢
恭
美

（
梅
原
）

作
文
が
日
本
＿
に

思
い
ま
し
だ
。

中
学
校
に
入
っ
だ
ら
、
今
ま
で
よ

り
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
り
っ
ぱ
に
な

ろ
う
と
決
心
し
ま
し
だ
。

今
月
の
言
葉

鏡
も
ち

昔
と
い
っ
て
も
‘
つ
い
こ

の
間
ま
で
の
こ
と
で
す
か
、
正
月

の
鏡
開
き
の
日
は
、
コ
チ
ー
＼
に

な
っ
て
ヒ
ビ
の
入
っ
た
鏡
も
ち
を
、

金
づ
ち
で
割
っ
て
、
お
汁
粉
に
入

れ
て
家
中
で
大
喜
び
し
て
食
べ
た

も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、
こ
の
江

戸
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
儀
式
も
、

家
庭
で
は
‘
だ
ん
／
＼
す
た
れ
て

い
く
よ
う
で
す
。

も
っ
と
も
‘
い
ま
市
販
さ
れ
て

い
る
鏡
も
ち
は
、
二
段
重
ね
の
も

の
を
重
ね
た
ま
ま
ポ
リ
で
パ
ッ
ク

し
た
も
の
か
多
く
、
な
ん
だ
か

I
I

儀
式
“
と
し
て
の
も
ち
味
も
薄

れ
た
感
じ
か
し
な
い
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
も
ち
も
世
に
つ
れ
I

と

で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
。
そ
う
い

え
ば
、
戦
争
中
は
米
か
な
く
て
、

土
の
素
焼
き
の

I
I

鏡
も
ち
＂
を
飾

っ
た
こ
と
か
あ
り
ま
し
た
。

鏡
も
ち
の
い
わ
れ
は
‘
丸
い
金

属
の
鏡
を
か
た
ど
っ
た
も
ち
を
神

に
供
え
た
も
の
、
ま
た
、
人
の
心

臓
を
か
た
ど
っ
た
も
の
ー
|
'
な
ど

の
説
か
あ
り
ま
す
。
も
ち
の
形
は

地
方
に
よ
っ
て
は
平
ら
な
丸
も
ち

だ
っ
た
り
、
重
ね
も
三
枚
の
と
こ

ろ
か
あ
る
よ
う
で
す
。
呼
び
名
も

お
そ
な
え
、
お
す
わ
り
|
|
な
ど

い
ろ
い
ろ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
鏡
開
き
と
い

う
江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
が
だ
ん

だ
ん
下
火
に
な
る
と
と
も
に
、
家

族
が
共
に
相
寄
っ
て
祝
い
事
を
す

る
機
会
か
ま
た
―
つ
消
え
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
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明
和
村
の
特
徴
や
特
産
物
な

ど
を
お
り
こ
ん
だ
い
ろ
は
カ
ル

タ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
‘

ま
だ
／
＼
完
全
と
は
い
え
ま

せ
ん
の
で
、
み
な
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
よ
り
り
つ
ば
な
カ
ル

タ
に
仕
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
…
…
⑤

x
@
…
…
と

出
来
た
と
こ
ろ
だ
け
で
も
結
構

で
す
。
総
務
課
広
報
係
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

& vヽ ゎ

い図伝
◎いかはる碩いも入死様

⑤老人がんばる寿学級

®花は一番シクラメン

• 

⑤
 

⑥
 

⑥ 

ｮ
 

日キえは大島産

ほ

®園場整偽は完全実施

◎立と家並みはらぷ川俣宿

®彗妍ササラは天下一

ちらほらとホタル飛び交う復の夜

⑨理想郷祭くは16行政区

®ぬかるみオサラバ完全舗装

るつぼの興奮三村合併

⑧大東命の里はプドウもたわわ
ぐち

ワニロ返せと大島は民

®い束のヘソにあたるね我が里は

®夜ても OK. スポーツ設偽

®紅ても楽しみ体育祭

®連続完納いついつよても

そろいのユカタて＂納涼祭

◎常にトップの明和の選挙

®ねらいはさだか明和の進路

► 南大島稲荷山にある入死様（20様）はどんな願いも力なえてくれると

とあって、人知れすあ参りづる人が多いそうでづ

► 岳月一回あ年寄り達が集まつて、講渓を聞いだり、近限の文化財を
視察に行つだりして、元気に勉強しています

► 干津井地区を中心に、 20年前シワラメン作りが始められ、冬のおと
可れとともに、ハウス内では、白、赤、ピンワ、紫色のシワラメンガ
ところ狭いと咲き競つていま可

► 最盛期のころは12軒の業者ガ黒煙をあげ、焼いていましだが、南大

島力ら粕土が出なくなってしまつだので、現在は2軒の業者ガ瓦を焼

いています

► 昭和29年に実施されだ雪場整備（土地改良）は、当時として限内一

の規模として、大いに注目されだ。

► 太い追路の両側にキチンと家屋ガ並らび、いかこも苔の＼＼l|1 ｛呉宿＼＼

のにおいを力もしだしている

► 斗合田ササラは高く飛びはねる事力ら＼＼飛びササラ、として有名で

ある、まだ、300年も、戦時中も休む事なく伝統を守つて来だ事ガ、地
区住民の自慢の一つで可

► 昔はどこでも見られだが開発により一時は姿を消してしまつだガ、
再び夏の夜を力ざるようになって来ていま可

► 本村は16の地区（行政区）に分力‘れ、おのおのの区長さんガ役場と
のパイフ役となり、理想郷明和村を築いていま可

► 村内の幹線追路、生汚遥路は全て6mに拡幅し、舗装を行い車社会

に対応できるようにしています

► 昭和30年3月 1 日に干江田、栖島、佐貫の3カ村ガ合併し、村名屯

新だに明和村として出発しましだ

► 大輌地区はカイコを多く絹つていましだガ、叢近はやる人もなく、

桑畑の後に巨峰のフドウを梧えー大産地化をめざしています

► 昭和51 年南大島厳島神社のワニ□ （室町時代制作）ガ長野黒の金峯
神社力ら発貝され、氏子達が可回も返してくれるようお願いしだが
返してもらえざ同じものを復元し厳島神社に奉納しだ

► 明和村は関吏の中心、いわば人間でいうヘソに当だるところに位置

している（役場位置乗経139度32分、北緯36度12分）

► 3校の野外昭明、体育館は巴夜社会体育のだめ解放され、胃少年や

P丁Aの方々など大いにスボーツを楽しんでいま可

► 子ども力ら、お年寄りまでガ参加可るフロワラムガ組まれ、秋の一
巳を村あげて体育祭を楽しみます

► 本村の賑税完納は20年も速続して続き、税に関して何回も表彰を受
けていま可

► 婦人会や青年会ガ中心となって、 8月のお盆の時に行われ、ャワラ
の上では、八木節などガ行われ、老若男女のユカタ姿でにぎわいます

► い力なる選挙毛90％以上の投票率があり、しらけ時代といわれる合
日、明和村民は非常に政治意識を強くもっていま可

► 村民アンケートを実施して、みなさんのニーズを十分取り入れだ総
合計画書を作成し、村の進路をはつきりさせています
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G)屎の夜利根の川）｀い気分
らん

⑤印栽培増えて来孔た我が村に

◎昔も今も利根の流れはようようと

①浮き橋かわって認和橋

＠）農村も変わりつつある都市傾向

©苦労して成るは達人祇雌士

®ゃめます派手は冠婚葬祭

⑥まあすてきみんはで利用の公民館

◎元気に引りひけ中谷の山車を

®復活楽しやぎょうばん祭り

◎声のお4更り届ける屋クト放送

®§会にはる千津井渡議
わき

®手をついて下にしたにの日光脇街道

⑥愛の鐘鳴ったらすぐに帰ろうね
やかた

⑥佐貫の館さが辻どわからず今いずこ
きょうほ

®輝の義人の佐吉どん

＠）夢をのせ遠<'\運ぷは高速道路

＠）加わのシンポル菊にツゲ
みずづか あげ

®繹、揚舟めいわの特倣

①白く咲く豊作頓う梨の里
き

◎ひと騒動農民一撥は川俣事件

⑥もうすぐにはるは人a―万人

®成人式簡素化服装秋分日

⑨進んで実践村民憲章

► 吹き荒れる冬のカラッ風とちがい、夏の夜の利根の川風はひんやり
と冷だ＜、ここちよく、土手では親子速れの散歩もよく見られます

► 花の里明和村はシワラメンガ代表されますガ、近年は忌級な花とい
われている蘭の栽培が増えて来ていま可

► 別名板栗太郎といわれる利根川、その流れはゆつだりと、いかこも
川の王者のごとく、細こそそいでいます

► 昭和橋ガ建設される前は舟をつないだ浮き橋であっだ、この橋は昭
和の初期まであり、利用者は遅行料を払つて渡つだ

► 本村は交適条件に大変患まれているだめ、近年工場の進出ガあいつ

いでいます

► 堀□清さんは少年時代竹刀（しない）一本を肩にガついで上京し、
苦労して剣遥の最急位につきましだ

► 社会福祉協議会などガ中心となって、ムダやミエをなくし、ムリの
ない生活を営めるよう生活改善運動を進めていま可

► 待望の公民館完成も、もうすぐ、ホール、図書室、実習室などガあ
り、村民の皆さんに大いに活用してI頁きま芍

► 16年ぶりに中谷の山車が復活し、五穀豊作と厄神除けを願い、地区
内を元気に子ども達が引き廻しま可。

► 行ばん上人は、一石一字、大般若経六己巻、光岨真言百万遍を書写
し、この世力ら疫病による災難を救つだ

► 有線放送の電話業務は廃止され、これ力らは屋外放送になりますガ、

お知らせなど朝、夕放送いだしま可

► 昔力ら続いていだ渡し場は、全邪で七ヵ所あり、大いに利用客もあ
りましだガ、現在は干津井の渡し場し力残っていない

► 現在の国適 122 号線は昔は日光脇往還（街追）として、・日光参拝の
時は、行きは本街道、帰りはこの脇往還を利用しだので大いに栄えだ

► 青少年健全育成を目的に田夕鐘を鳴らして、早い帰宅をうながして
います。村民の間に＼愛の鐘、として親しまれていま可

► 邑楽一帯を支配していだ佐貫一族、その荘園の中心は大佐貫といわ

れているがその舘ガどこにあつだの力‘合だにわ力らない

► 劉呆3年、恩田佐吉らは重税に耐え力ねて強訴しだので、享保4年
に処刑されましだ。その供養碑ガ中谷教学院にありま可

► 本村の東部を 1.9km にわだり適過している東北這は私だちの夢を遠

＜へとおくへと運んてくれま可

► イ可カシンボルになるものを作ろうと、胚年12月に村の花を菊、村の
木をツゲと定めましだ。これ力ら、この花や木に囲まれだ、うるおい

のある村づくりを進めます

► 江戸時代、多い年には6~7回水害に貝舞れ、農民達は水害との戦

いの中で、生命や財産を守るだめ水塚、揚舟を考え出しましだ

► 梨の花はまつ白、その花一つひとつに農民達は秋の豊作を願いなガ
ら、人工受粉をほどこします

► 明治33年2月13日鉱醇こ苦しめられだ農民ガ酉訴を求めて上京可る
途中、） 111呉で警官と武力衝突しだ

► 昭和45年力ら人口もだんだん増加傾向にあり、10,000人になるのも
もう可ぐとなっておりま芍

► 昭和33年1）ら、服装の簡素化を求め、成人式を 1 月ではなく秋分の
日に実施しています

► 村民の皆様に心のよりどころ、まだ心の道しるべとなってくれる村

民憲章を昨年12月に制定しましだ
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み
な
さ
ん
か
長
く
待
ち
望
ん
で

い
た
中
央
公
民
館
が
も
う
す
ぐ
完

成
し
ま
す
。
そ
こ
で
村
で
は
、
公

民
館
を
こ
ん
な
ふ
う
に
活
用
し
た

い
、
あ
る
い
は
公
民
館
の
す
ば
ら

し
さ
、
あ
り
が
た
さ
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
期
間
二
月
末
日
ま
で

▽
応
募
資
格
村
内
に
住
所
、
ま

た
は
勤
務
場
所
か
あ
る
人

▽
応
募
点
数
一
人
三
点
ま
で

▽
送
り
先
総
務
課
広
報
係

係
で
は
、
み
な
さ
ん
の
作
品
を

お
待
ち
し
て
ま
す
。
奮
っ
て
ど
う

ぞ
”
~

体
育
協
会
主
催
の
ス
キ
・
ー
教
室

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

0

期
日

1

月

1
9
.
2
0
.
2
1

日

（
夜
行
一
泊
二
日
）

0

場
所
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

〇
募
集
人
員
2
5
人

0

参
加
費
用
六
千
五
百
円

〇
申
し
込
み
予
約
金
二
千
円
を

添
え
て
教
育
委
員
会
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

公
民
館
落
成
記
念

”
標
語
I
Iの
募
集

消火器の扱い方教室

東
小
学
校
で
は
、
児
童

達
に
も
消
火
器
の
扱
い
方

と
、
消
火
器
の
威
力
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
‘
十
二

月
二
日
消
防
署
の
人
達
を

招
い
て
、
勉
強
し
ま
し
た
。

消
火
器
の
操
作
の
イ
ロ

昨
年
十
月
七
日
に
三
名
の
文
·

化
財
調
査
員
（
奈
良
種
介
さ
ん
、

森
尻
重
作
さ
ん
、
金
子
利
一
さ

ん
）
を
委
嘱
し
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
調
査
員
は
お
寺
や
神
社

に
あ
る
石
仏
を
中
心
に
一
っ
ひ

と
つ
調
査
し
ま
し
た
。

古
い
板
碑
や
め
ず
ら
し
い
物

に
出
合
っ
と
、
調
査
員
が
口
ぐ

ち
に
「
よ
く
も
三
、
四
百
年
前

の
も
の
を
残
し
て
く
れ
た
も
の

だ
」
と
話
し
な
か
ら
、
寒
風
を

つ
い
て
調
査
に
あ
た
っ
て
い
ま

し
た
。

な
お
、
調
査
結
果
を
早
急
に

ま
と
め
、
貴
重
な
物
は
、
指
定

ば
り
し
て
保
護
す
る
方
針
だ
そ

つ
で
す
。

ハ
を
習
っ
た
あ
と
、

実
際
に
石
油
に
火
を

つ
け
燃
え
さ
か
る
火

を
消
火
す
る
実
演
。

消
火
器
を
使
え
ば

炎
も
一
瞬
に
消
え
て

し
ま
い
、
あ
ら
た
め

て
、
消
火
器

の
威
力
を

知
っ
た

よ
う
で

し
た
。

県
議
会
議
員
の

農
林
常
任
委
員
会

県
議
会
議
員
の
シ
ク
ラ
メ
ン
視
察 の

メ
ン
バ
ー
か
、

夏
の
異
常
高
温
に

対
し
て
シ
ク
ラ
メ

ン
は
大
丈
夫
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
と

十
二
月
十
八
日
、

千
津
井
の
横
塚
弥

一
さ
ん
宅
に
視
察

に
お
と
ず
れ
ま
し

こ
。f
 

「
今
年
は
成
育
は

ど
う
で
す
か
。
ど

ん
な
色
が
よ
く
売

れ
る
の
で
す
か
。
」

な
ど
と
盛
ん
に
た

ず
ね
て
い
ま
し
た
。

1

な
お
、
そ
の
ほ

か
館
林
市
の
松
く

い
虫
に
よ
る
被
害

な
ど
を
視
察
し
て

帰
り
ま
し
た
。

新酒の仕込み

銘
酒
I
t
山
陽
”
と
い
う

銘
柄
で
知
ら
れ
て
い
る
江

口
の
玉
井
酒
造
で
も
例
年

に
比
べ
約
一
週
間
遅
れ
て

新
酒
の
仕
込
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。

朝
五
時
頃
か
ら
福
島
産

---ｷ̀--

ダミーを使った
交通教室大好評

十
二
月
五
日
西
小
学
校
で
は
、
館

林
警
察
署
と
村
交
通
指
導
員
の
協
力

を
得
て
交
通
ル
ー
ル
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
”
親
と
子
の
交
通
教
室
“
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
交
通
事
故
の
恐
ろ
し

さ
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
お
う
と
ダ
ミ

ー
（
人
間
同
様
の
人
形
）
を
使
っ
た

目
で
見
る
教
育
だ
け
に
‘
子
ど
も
達

は
真
剣
そ
の
も
の
。
ダ
ミ
ー
が
車
で

は
ね
飛
ば
さ
れ
る
と
、
あ
ち
こ
ち
か

ら
「
か
わ
い
そ
う
」
「
も
の
す
ご
い

衝
撃
ね
」
な
ど
と
、
さ
さ
や
き
が
聞

か
れ
、
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
あ
ら
た

め
て
知
っ
た
様
子
で
し
た
。

の
良
質
米
を
蒸
し
、
酒
米
に

酒
母
と
水
を
加
え
新
潟
県
か

ら
来
た
六
人
の
杜
氏
（
と
う

じ
）
が
掛
け
声
も
威
声
よ
く

か
き
ま
ぜ
ま
す
。

新
潟
の
杜
氏
が
仕
込
ん
だ

酒
で
あ
る
の
で
、
新
潟
の
香

り
か
あ
る
そ
う

で
、
花
見
の
時

期
に
新
酒
と

し
て
近
県
に

出
荷
さ
れ
る

そ
う
で
す
。
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住
居
に
困
っ
て
い
る
人
の
た
め

に
少
し
で
も
安
い
家
賃
で
住
宅
を

貸
そ
う
と
須
賀
に
村
営
住
宅
二
戸

を
建
設
し
て
い
ま
し
た
か
、
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
の
で
入
居
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
申
し
込
み
受
付

一
月
十
日
1

二
十
日

◇
募
集
戸
数
二
戸

◇
入
居
者
の
決
定
方
法

入
居
者
か
二
名
以
上
の
と
き
は

公
開
抽
せ
ん
に
よ
る
．

◇
床
面
積
五
四
・
一
面（

三
D
K
)

◇
入
居
者
の
資
格
．

0

村
内
に
住
居
ま
た
は
勤
務
場

が
あ
る
方
所

0

世
帯
員
二
人
以
上
の
家
族
構

成
の
方
（
婚
約
者
を
含
む
）

0

そ
の
ほ
か
所
得
に
よ
っ
て
制

限
か
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
税

金
の
滞
納
が
な
く
、
保
証
人

を
つ
け
ら
れ
る
方

◇
申
し
込
み
手
続
き

入
居
申
し
込
み
書
（
役
場
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
）
に
源
泉
徴

収
票
ま
た
は
所
得
証
明
を
つ
け
‘

住
民
票
謄
本
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
企
画
開

発
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村営住宅

入居者募集

お子さまの.. 
たこあげ遊びに注意
●たこあげ遊びは、電線のない所でするよう

注意してあげましょう。

●もし、電線にたこかひっかかったときは、

自分でとらずに、すぐ東京電力へご連絡し

てください。

電柱には絶対のほらないでください。

羹芦
TEL. 東京電力館林営業所 TEL.02767 (2)4340 
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ら限金未息 てべか
れ度の満制現みて‘— ±±くかし I 利なる
ては多の限在ま‘銀部 閻れるの資息手悲
い年い場法‘しい行サま ぐとぎ金や続劇
ま一少合に利よかなラずるれ‘のに返きが
す五なはよ息うにどリ返ともと借あ済であ
゜％い年つの゜高一 I きごり金て条借と

1 に二て最 利般マ；斉は注返ほる件りを
二よ 0‘ 高 に金ン計：意しどケもら絶
〇つ％元限 な融金画：をの ‘l 確れち
％てな金度 る機融を ゜つあスかるま
と利ど十は カ~関の かとかめたせ
定息‘万‘ をに利 なか多なめん
めの元円利 見比息 い苦いい‘

悲しので五五
劇くで気心‘万
かなす軽劇、
あり゜にの＋
なま返‘王万
たすすギ人の
を゜あャJ1 小
見悪てン、、のロ
舞質のフほの
つななルとお
の手いや 金

；ロ―ヽ： ：篇
゜ヵ~時ャ、単

と
こ
ろ
が
刑
事
罰
と
し
て
は
、
年

-
0
九
・
五
％
を
越
え
る
場
合
し
か
、

出
資
法
で
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

こ
の
一
0
九
・
五
％
と
い
う
金
利
は

銀
行
ロ
ー
ン
の
年
利
が
最
高
一
四
ー

一
五
％
な
の
に
比
べ
る
と
い
か
に
高

い
か
か
わ
か
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
十
万
円
借
り
た
と
し

ま
す
。
一
日
当
た
り
の
利
息
は
三
百

円
で
す
か
、
一
ヵ
月
後
に
は
九
千
円
、

一
年
後
に
は
十
万
九
千
五
百
円
と
‘

悪
質
サ
ラ
金
業
者
に
注
意

元
金
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
‘

元
金
、
利
息
合
わ
せ
て
二
十
万
九
千

五
百
円
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
業
者
の
全
部
が
、
こ

の
処
罰
金
ギ
リ
ギ
リ
の
線
で
貸
し

付
け
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

悪
徳
業
者
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
を
利
用
す
る

と
き
は
、
自
分
に
可
能
な
返
済
条
件

を
ま
ず
考
え
、
そ
の
条
件
内
で
借
り

ら
れ
る
か
ど
う
か
な
ど
、
条
件
を
よ

く
確
か
め
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

気
を
つ
け
よ
う
…
…

悪
質
業
者
の
手
ロ

サ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ン
の
利
用
者
か
増

え
る
に
つ
れ
て
、
業
者
の
悪
質
な
手

ロ
も
ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

代
表
的
な
悪
質
手
口
を
あ
げ
て
み
ま

し
ょ
う
。

①
貸
付
金
の
利
息
の
は
か
、
書
類
代
、

印
紙
代
、
担
保
物
件
保
管
料
な
ど
と

称
し
て
、
い
わ
ゆ
る
み
な
し
利
息
(
+

日
間
で
一
0
％
と
い
う
高
金
利
も
あ

る
）
を
と
る
業
者
が
い
ま
す
。

②
貸
し
付
け
の
条
件
と

し
て
、
時
計
、
衣
類
な

ど
の
商
品
を
時
価
の
数

倍
で
買
い
と
ら
せ
る
場

合
か
あ
り
ま
す
。

③
業
者
か
グ
ル
ー
プ
を

組
織
し
て
い
て
、
返
済

で
き
な
く
な
っ
た
お
客

を
相
互
に
紹
介
し
あ
い
‘

次
々
に
た
ら
い
ま
わ
し
‘

を
す
る
。
気
が
付
い
た

と
き
は
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に

さ
れ
て
し
ま
つ
の
で
す
。

④
利
息
の
支
払
い
が
遅

（
今
月
は
俳
句
で
す
）
順
不
同

嫁
の
焼
く
秋
刀
魚
の
味
の
一
段
と

坂
村
芳
明

勤
行
の
香
煙
乱
る
隙
間
風

岡
安
福
一

み
ち

笹
の
雪
稲
荷
の
径
を
ふ
さ
ぎ
け
り

初
詣
村
の
鎮
守
へ
暗
い
道

文

芸

欄

群
馬
弁
護
士
会
で
は
、
貸
金
業
者

の
暴
利
及
び
不
法
な
取
立
て
に
よ
る

被
害
者
を
救
済
し
、
サ
ラ
金
被
害
を

防
止
す
る
事
を
目
的
と
し
て
、
「
サ

ラ
金
被
害
者
救
済
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▽
相
談
場
所
県
庁
内
県
民
室

▽
相
談
日
毎
週
火
曜
日

▽
相
談
時
間
一
時
よ
り
四
時
半

▽
相
談
費
用
無
料

※
急
を
用
す
る
場
合
の
連
絡
先
は
群

馬
弁
護
士
会
(
i
JO
二
七
ニ
ー
三
三

ー
四
八

0
四
）
へ
ど
う
ぞ
。

サ
ラ
金
被
害
者

救
斉
セ
ン
タ
ー

清
山
子

れ
て
い
た
お
客
に
暴
力
で
、
利
息
の

支
払
い
を
強
制
す
る
業
者
か
い
ま
す
。

⑤
期
日
に
返
済
し
な
い
場
合
、
深
夜

に
数
分
お
き
に
電
話
で
請
求
し
た
り

”
金
返
せ
”
と
書
い
た
ビ
ラ
を
、
家

の
玄
関
に
張
り
つ
け
る
な
ど
の
い
や

か
ら
せ
を
す
る
業
者
も
い
ま
す
。

金
利
に
つ
い
て
疑
問
か
あ
る
と
き

や
、
取
り
立
て
を
め
ぐ
っ
て
、
被
害

に
あ
っ
た
と
き
は
、
泣
き
寝
入
り
し

な
い
で
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

死
亡

野
口
和
正

北
島
久
子

小
暮
淳
司

張
谷
今
日
子

大
久
保
孝

増
田
博
之

氏
名

金
子
裕
美

立
川
将
人

住
吉
利
陽

坂
上
香

江
森
淑
恵

新
井
義
和

敬
称
略

保
護
者
続
柄
地
区

建
一
長
女
南
大
島

忠
長
男
千
津
井

壽
長
男
南
大
島

勝
美

2

女
中
谷

靖
芳
長
女
梅
原

輝
武

2

男
新
里

輝
夫
長
男
南
大
島

政
二

2

女
田
島

高
志
長
男
斗
合
田

正
征

2

女
大
佐
貫

三
郎
長
男
江
口

三
郎
長
男
新
里

砂田橋渡
賀口本辺氏

' 
政ひつ兵名
子でき＇作

54 77 55 74 忠

光安政 こ世
三 勇は帯

男郎二 新主

出
生

地
区

上
江
黒

千
津
井

須
賀

斗
合
田

敬
称
略

誕
生
日

1
1月
2
9日

1
1月
3
0日

1
2
月2
日

1
2
月
6日

1
2
月
7日

1
2月
1
2日

1
2
月1
8日

1
2月
1
9日

1
2月
2
1日

1
2
月2
4日

1
2
月2
6日

1
2
月
2
7

日

死
亡
月
日

1
2
月5
日

1
2月
1
9日

1
2月
2
2日

1
2月
2
7日

お
わ
し
天

衣
く
れ
升

こ

節
太
き
掌
び
初
日
の
出
拝
み
け
り

安
見
あ
っ
子

一
葉
の
賀
状
友
情
新
た
に
す

北
島
若
水

初
鏡
七
十
余
年
の
跛
の
顔

羊
歳
余
生
静
か
に
趣
味
の
輪
を

青
木
光
子

（
来
月
は
短
歌
で
す
）

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
中
谷
に
あ
る
特
殊
電
装
椋
で
は
、

公
民
館
の
備
品
に
使
用
し
て
く
だ
さ

い
と
五
十
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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12月の

g 

-9 • 
救急車出動回数
●交通事故 4 件

●急病 3 件

●その他 5 件

計 12件

: 館林邑楽地区 館林地区 明和 ゜祝日＼ （（科鼻耳J.I 《変更さJ} 
産婦人科 耳鼻科 内 科外科 千代田地区

日 浜野医院大神医院 川生医院ff 02767(2)3030 海宝医院 館林地区が
1 月 21 日

ff 02768(8)5678 ff 0276(62)2200 大島診療所合 02767( 7) 1503 ft 02767(2)3155 担当します
喝

1 月 28 日
白沢医院原医院 大石医院ff 02767(4)2362 津久井医院 小西医院

当 ff 02767(2)1600 ff 02767(2) 1936 堀越医院ff 02767(3)4151 ff 02767(2)3316 ff 027686-2261 

番 2 月 4 日
落合医院川田医院 岡田医院ff 02767(2)3163 館林医院 江上医院
ff 02767(2)0160 ff 02767(2)0754 増田医院ff 02767(2) 1387 ff 02767(4)2112 ff 027686-2028 

医 2 月 11 日 根岸医院後藉康生医院 阿 勾幸 医院合 02767(2)3315 荘司医院 竹越医院
すま — で‘ . ” をC ff 02767(2)3262 ff 02767(2)3975 田 医院ff 02767(2)3855 ff 02767(2)3121 合 027684-3137

2 月 18 日
古屋医院小倉医院 須田医院ff 02767(2)0862 寺内医院 江口医院 時でま 事前に
ft 0276 (62)3801 ft 02767(2)0606 多々良診療所ft 02767(2)3060 ft 02767(2)3031 云 027686-320I 

▼
原
稿
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

五
枚
以
内
。
本
文
の
ほ
か
月
別
、
項

目
別
支
出
一
監
表
（
一
年
分
）
を
添

付
▼
あ
て
先
群
馬
県
貯
蓄
推
進
委
員

会
（
前
橋
市
大
手
町
ニ
ー
六
、

9

9

9

9

9

9

,

 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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~
（
冬
に
き
た
え
る
）
｛

着
ぶ
く
れ
よ
り
も
~

寒
さ
に
な
れ
よ
う
~

. 
e
 □

`
 

0
 O
 0
 

i
マ
4溢

）
[
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9
9
,
'

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

H

銀
前
橋
支
店
内
）

上
毛
学
〈
き
の

入
寮
生
の
舅
集

群
馬
県
育
英
会
で
は
、
東
京
都
世

田
谷
区
に
あ
る
学
生
寮
「
上
毛
学
舎
」

の
入
寮
生
を
募
集
し
て
ま
す
。

▼
募
集
人
員
八
十
人
程
度

▼
応
募
資
格
本
県
出
身
者
の
男
子

で
東
京
、
そ
の
週
辺
の
大
学
に
入

学
す
る
者

▼
募
集
期
間
二
月
下
旬
ま
で

▼
入
寮
期
間
二
年
以
内

▼
経
費
負
担
①
入
寮
金
一
万
二
千

円
②
寮
費
二
人
部
屋
五
千
円

一
人
部
屋
六
千
円
／
月
額

な
お
、
詳
し
く
は
群
馬
県
育
英
会

(
~
o
二
七
ニ
ー
ニ
三
ー
一
―
―
―
内

線
七
三
七
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
と
県
貯
蓄
さ
い
。

`
『
J
《
[
]
:
[
汀
t
J
国
[
[
[
看
護
学
生
の
募
集
]

的
な
生
活
設
計
と

計
画
的
な
貯
蓄
を
館
林
市
成
島
に
あ
る
館
林
高
等
看

集
す
す
め
、
家
庭
生
護
学
校
で
は
次
の
と
お
り
入
学
生
を

簿
募
ビ
ロ
汀

□
□い
い
ま
ロ

計
の
次
の
と
お
り
体
験
▼
応
募
資
格
高
等
学
校
卒
業
ま
た

談
を
募
集
し
ま
す
。
は
卒
業
見
込
み
で
あ
る
女
子

家
談
▼
募
集
期
間
二
▼
願
書
受
付

1月
5日
i1月
2
5

の
験
▼
□末
日
い
で
家
▼
い
い
[
:
月

5日
、6日

家
体
晶
記
帳
の
動
▼
受
験
料
千
円

機
‘
苦
心
談
‘
▼
申
込
先
館
林
市
成
島
六
ニ
ー
一

ガ
家
族
の
協
力
の
館
林
高
等
看
護
学
院

よ
う
す
‘
生
活
な
お
、
受
験
な
ど
に
つ
い
て
詳
し

オ
＇
内
容
の
変
化
な
く
は
看
護
学
院

(
6館
林
三
ー
七
一

ど
自
由
で
す
七
五
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

t
t
忍
~
；
を
§
一
あ
し
ら
せ

T
魯
望
苓
苓
望
＞
一
あ
し
ら
せ
一
§
§
§
§
§
を

昭
和
五
十
三
年
費
を
支
払
っ
た
人

分
の
所
得
税
の
確
③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
て
損
害
を
受

ー
定
申
告
と
納
税
は
け
た
人

ー
・
ニ
月
十
六
日
か
ら
④
五
十
三
年
の
中
途
で
退
職
し
‘
年

オ
こ
三
月
十
五
日
ま
で
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人

（
（
と
な
っ
て
い
ま
す
⑤
源
泉
徴
収
さ
れ
た
原
稿
料
や
、
配

告
め
か
、
税
金
の
還
付
当
な
ど
の
収
入
か
少
額
で
、
そ
の

を
受
け
る
た
め
の
他
の
所
得
も
少
な
い
人

申
早
申
告
書
は
二
月
十
⑥
予
定
納
税
の
あ
る
人
で
、
確
定
申

の
あ
五
日
以
前
で
も
受
告
の
必
要
か
な
く
な
っ
た
人

付
け
て
お
り
ま
す
。
な
お
‘
還
付
金
は
最
寄
り
の
郵
便

-
‘
l

早
く
申
告
す
れ
ば
‘
局
で
受
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

税
金
の
還
付
も
早
か
、
金
額
か
三
万
円
以
上
の
と
き
は
、

d
—-1' 

還
く
受
け
ら
れ
ま
す
。
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
に
振
込
ん
で

税
金
が
還
付
さ
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
申
告
書

れ
る
人
は
…
…
…
に
受
取
る
銀
行
の
預
金
口
座
を
記
入

①
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅
し
て
く
だ
さ
い
。
受
取
り
に
出
向
く

を
買
っ
た
人
手
数
が
は
ぶ
け
て
大
変
便
利
で
す
。

②
病
気
な
ど
の
た
め
、
多
額
の
医
療

三
百
名
（
東
九
十
名
、
中

央
百
二
十
名
西
九
十
名
）

▼
受
付
期
間
一
月
八
日
か
ら
一
月

▼
定
員 酒

酔
い
運
転
の
多
い
時
期

乗
る
な
ら
飲
ま
す
な

二
十
日
ま
で

▼
受
付
場
所
役
場
住
民
課
ま
た
は

民
生
児
童
委
員

▼
入
所
児
童
昭
和
四
十
九
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
五
十
一
年

四
月
一
日
生
ま
れ
ま
で

▼
申
込
用
紙
役
場
住
民
課
ま
た
は

民
生
児
童
委
員
方
に
あ
り

ま
す
。

一
危
険
頭
ば
馴
一

一
月
下
旬
に
、
危
険
物
の
収
集
を

行
い
ま
す
の
で
、
金
属
類
、
カ
ン
類
、

ビ
ン
顆
な
ど
と
分
類
し
て
ビ
ニ
ー
ム

袋
な
ど
に
収
納
し
て
お
い
て
く
だ
さ

、
。
.
,
>
 

廃
品
回
収
業
者
に
出
せ
る
も
の
は

出
し
て
、
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

乳
幼
児
検
診

1
1日
（
第
二
木
暉
日
）

妊
掃
検
診

1
8日
（
第
三
木
暉
日
）

乳
幼
児
検
診

2

月
8
日

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
一
時
か
ら
二

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
明
和
土
地
改

良
区
費
、
有
線
放
送
使
用
料
及

び
水
道
使
用
料
で
す
。

（
集
合
納
入
日
）

2
5
日
役
場
第
一
会
議
室

2
6
日
明
和
農
協
第
一

"
矢
島
公
民
館

2
9日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

適談 • • 

切員相 嘉 日
X ,,,' 、

なか談 時
助皆は 塁嘉 さ無 <時 1
ん料 1 月, ので午 18 故
悩‘ 塁 後日 相
み 貫 3 ニ畝火

いごとの 時ま午前
tま に相 で 10

かし、 > 月
らた 例
再だは 1,丁-
びき合都
行い すま〇 に ―政‘ 
tまなょり 権人
お休ま ........, 

胄‘せ 相
て ニ畝火
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村の人口i

2 月 1 日現在 ! 
世帯数 2273戸i
人口総数 9692 人 ! 

男 4849 人i
女 4843人i
(1 月中の動き） i 

出生10人 死亡12人i
転入 10人 転出 18人i

し、---------」
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（
村
民
憲
章
）

※
い
つ
も
健
康
で
、
仕
事
に
精
を
出
し
、
豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

お
父
さ
ん
と
作
っ
だ
圃
を

あ
田
さ
ん
と
作
っ
だ
胤
を

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
作
っ
だ
屁
を

空
嵩
く
と
こ
ま
で
も
高
く

あ
げ
て
や
り
だ
い
と

上
州
の
台
地
に
赤
戚
直
ガ

吹
き
始
め
る

凰
に
は
心
よ
い
風
力
の
ご
と
く

天
を
貫
ぬ
く
勢
い
で
離
れ
る

あ
ま
り
の
喬
さ
に

糸
は
見
え
な
く
な
る
ガ

愛
情
を
結
ぶ
糸
は

ば
く
に
は
よ
く
見
え
る

い
つ
で
も
私
と
厭
は
＿
対
だ

色
と
り
ど
り
の
団
は

ま
る
で
花
火
万
あ
ガ
つ
だ
よ
う

あ
ま
り
の
ラ
ッ
シ
コ
に

糸
と
糸
と
ガ
t
J
ら
み
あ
い

堤
防
を
走
る
子
ら
ガ

人
間
模
様
を
描
き
だ
弓

タコタコあがれ

天まであがれ
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3

月
2
.
3
.
4

日

わ
た
し
た
ち
が
長
く
待
ち
望
ん

で
い
た
公
民
館
が
ま
も
な
く
完
成

い
た
し
ま
す
。

村
で
は
公
民
館
の
落
成
式
と
一

般
公
開
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

▼
三
月
二
日

記
念
式
典
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

▼
三
月
三
•
四
日

一
般
公
開
を
兼
ね
た
映
画
会

（
午
前
十
時
と
午
後
二
時
上
映
）

記
念
式
典
は
一
般
の
人
は
出
席

で
き
ま
せ
ん
か
、
そ
れ
以
外
は
自

由
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
朗

吟
、
民
謡
、
民
舞
な
ど
）
の
開
始

時
間
は
屋
外
放
送
、
及
び
区
長
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

公
民
館
一
般
公
開

多
彩
な
行
事
を
予
定

四
十
二
件
、
九

十
万
六
千
二
百
五

十
円
。
こ
の
数
字

は
昨
年
一
年
間
、

館
林
邑
楽
交
通
災

害
共
済
見
舞
の
対

象
と
な
っ
た
本
村

だ
け
の
件
数
と
金

額
で
す
。

交
通
関
係
の
事
故
ほ
ど
、
加
害
者

も
被
害
者
も
な
く
、
両
者
と
も
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。
ま
た
、

交
通
事
故
は
い
つ
自
分
が
犠
牲
に
な

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
と
き

こうな ってからでは遅い

に
備
え
て
い
ま
ま
で
加
入
し
て
い
た

方
は
、
今
年
も
忘
れ
ず
に
再
加
入
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
未
加
入
の

方
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
加
入
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

安
い
会
費
、
簡
単
な
手
続
き
で
、

死
亡
、
ま
た
は
傷
害
の
程
度
に
応
じ

て
見
舞
金
（
表
ー
一
）
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
そ
の
ほ
か
入
院
さ
れ
る
と
入

院
見
舞
金
制
度
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
共
済
は
、

三
月
三
十
一
日
で
期
限
か
切
れ
、
新

た
に
再
加
入
す
る
事
が
必
要
で
す
。 250円で1年間安心

加
人
で
き
る
方

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
外
国
人
登
録

し
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

他
の
共
済
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

方
で
も
、
そ
れ
に
関
係
な
く
加
入
す

る
事
が
で
き
ま
す
。

共
済
会
費

一
人
に
つ
き
年
額
二
百
五
十
円
で

す
。
な
お
、
期
間
途
中
（
四
月
一
日

以
降
）
に
加
入
さ
れ
て
も
会
費
は
同

じ
で
す
。
年
齢
制
限
な
ど
も
あ
り
ま

せ
ん
。共

済
の
期
間

共
済
の
期
間
は
昭
和
五
十
四
年
四

月
一
日
か
ら
、
昭
和
五
十
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
。
途
中
加
入
し

た
場
合
で
も
、
共
済
の
期
間
は
昭
和

五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

加
入
申
し
込
み
方
法

①
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
申
込

書
と
会
員
証
に
必
要
な
事
項
を
記
入

し
、
会
費
を
添
え
て
二
月
二
十
八
日

ま
で
に
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

②
三
月
七
日
以
後
の
申
し
込
み
は
、

役
場
総
務
課
で
受
付
け
ま
す
。

入
院
見
舞
金

交
通
事
故
に
よ
り
入
院
治
療
を
受

け
た
方
に
つ
い
て
、
共
済
見
舞
金
の

ほ
か
に
、
入
院
実
日
数
の
二
分
の
一

に
対
し
一
日
に
つ
き
五
百
円
の
入
院

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
十
日
間
入
院
す
る
と
、
そ

の
二
分
の
一
、
五
日
分
に
対
し
て
一

日
五
百
円
支
給
さ
れ
る
の
で
、
合
計

二
千
五
百
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

表ー 1

見
舞
金
の
請
求
方
法

役
場
に
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
発

行
す
る
①
交
通
事
故
証
明
書
（
自
損

の
場
合
は
役
場
備
え
付
け
の
事
故
証

明
書
）
②
診
断
書
（
役
場
備
え
付
け

の
も
の
）
③
会
員
証
④
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
死
亡
の
場
合

は
戸
籍
謄
本
、
死
亡
診
断
書
、
入
院

さ
れ
た
方
は
入
院
証
明
書
。

な
お
、
見
舞
金
の
請
求
は
事
故
の

日
か
ら
一
年
以
内
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
一
年
経
過
し
て
請
求
す
る
場

合
は
無
効
で
す
。

共 済 見 舞 金

傷 害 の 程 度 金 額

死亡した場合 600,000 円

廃疾となったもの

（身障福祉法により 1 級、 2 級
300,000 

に認定され、身体障害者手帳

を交付されたもの）

1 年以上の治療を要する傷害 200,000 

6 ヵ月以上の治療を要する傷害 100,000 

5 ヵ月以上の治療を要する傷害 80,000 

4 ヵ月以上の治療を要する傷害 60,000 

3 ヵ月以上の治療を要する傷害 40,000 

2 ヵ月以上の治療を要する傷害 20,000 

1 ヵ月以上の治療を要する傷害 10,000 

1 週間以上
6,000 

1 ヵ月未満の治療を要する傷害

応
は
之
乞
ろ
っ
こ
i
” 
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一
子
供
が
学
校
へ
行
く
よ
う
に
な

i
る
と
い
ろ
／
＼
な
行
事
が
あ
り
ま

CC-

一
体
育
の
時
間
に
ち
ょ
っ
と
や
っ
た

一
位
で
し
た
か
、
練
習
を
始
め
て
み

ー
る
と
と
て
も
楽
し
い
の
で
す
ね
。

明
和
村
青
少
年
問
題

協
議
会
、
同
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
主
催

に
よ
る
第
十
二
回
上
毛

カ
ル
タ
大
会
が
一
月
十

四
日
村
武
道
館
で
開
か

れ
、
各
地
区
子
ど
も
会

代
表
の
百
二
十
九
人
か

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

こ
。f
 み

な
各
地
区
代
表
だ

け
に
、
読
み
あ
げ
る
と

同
時
に
「
ハ
イ
」
「
ハ

ィ
」
と
一
枚
の
札
に
何

最
初
は
運
動
を
全
く
や
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
手
に
あ
ざ
か
で
き
た

り
、
体
中
の
筋
肉
が
痛
く
て
大
変
で

し
た
。
で
も
何
回
か
や
っ
て
い
る
う

ち
に
体
も
な
れ
、
い
つ
の
ま
に
か
苦

会
カ
ル
タ
大
会
ー

{ 

人
も
の
手
が
重
な
り
あ
う
ほ
ど
の
す

ご
さ
で
し
た
。

な
お
、
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

▼
男
子
個
人
戦

一
位
大
沢
浩
昭
（
新
里
）

二
位
山
岸
保
美
（
矢
島
）

三
位
門
間
美
博
（
大
輪
上
）

▼
女
子
個
人
戦

一
位
奥
沢
晴
美
（
新
里
）

二
位
佐
々
木
圭
子
（
梅
原
）

三
位
高
橋
三
恵
（
矢
島
）

▼
男
子
団
体
戦

一
位
川
俣
チ
ー
ム

二
位
新
里
チ
ー
ム

三
位
矢
島
チ
ー
ム

▼
女
子
団
体
戦

一
位
新
里
チ
ー
ム

二
位
須
賀
チ
ー
ム

三
位
矢
島
チ
ー
ム

時
に
は
バ
レ
ー
を
離
れ
て
、
子
一

供
の
教
育
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
i

り
、
相
談
し
た
り
、
ま
た
、
意
外
一

な
人
と
友
達
に
な
れ
た
り
し
て
、
一

大
変
有
意
義
で
す
。
主
婦
と
い
う
一

冬

3
)
>
9
な
径
？
夕
仔
7
-

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
田
島
の
新
井
郁
子
さ
ん
で
す
）

痛
か
ら
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
立
場
、
毎
日
子
供
の
世
話
や
家
事
一

家
庭
の
こ
と
を
忘
れ
、
娘
時
代
に
に
追
わ
れ
趣
味
を
も
つ
余
裕
な
ど
i

も
ど
っ
た
つ
も
り
で
バ
レ
ー
に
う
ち
と
て
も
あ
り
ま
せ
ん
か
、
週
に
一
―

込
ん
で
い
る
と
、
い
や
な
事
も
ふ
っ
度
、
二
時
間
の
練
習
を
趣
味
と
思
一

飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
っ
て
、
か
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
一

4 月から国民年金
保険料が変わります

2,730円が3,300円に

※
各
一
位
の
方
は
一
月
二
十
一
日
邑

楽
町
で
行
わ
れ
た
郡
大
会
に
出
場
し

た
結
果
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

0

男
子
個
人
戦
一
位

0

女
子
個
人
戦
二
位

0

男
子
団
体
戦
五
位

0

女
子
団
体
戦
二
位

四
月
か
ら
、

国
民
年
金
の
保

険
料
か
、
現
在

の
月
額
二
千
七

百
三
十
円
か
ら

三
千
三
百
円
に

改
正
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正

は
、
昨
年
七
月

に
拠
出
年
金
、

八
月
に
福
祉
年

金
の
年
金
額
か

そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の

で
す
。

ご
存
じ
の
よ

う
に
、
国
民
年

金
の
年
金
額
は
、
生
活
水
準
の
変
化

な
ど
に
応
じ
て
自
動
的
に
改
善
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
年
金
給
付
の
財

源
は
、
加
入
者
か
納
め
て
い
る
保
険

料
と
、
国
庫
金
の
両
方
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
‘
年
金
額
か
引
き
上
げ

ら
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
に
応
じ
て
保

険
料
の
額
も
引
き
上
げ
る
必
要
か
あ

る
の
で
す
。

み
な
さ
ま
の
よ
リ
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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佐
々
木
信
也
（
野
球
評
論
家
）

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
だ
生
汚
を

第
八
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
か
昨
年
十
二
月
九
日
か
ら

タ
イ
の
バ
ン
コ
ソ
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
か
、
こ
の
大

会
に
新
里
の
谷
津
嘉
章
選
手
（
日
大
四
年
）
は
レ
ス
リ

ン
グ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
百
k
g
以
上
無
差
別
級
に
出
場
し

見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

招
か
れ
て
、
小
学
校
や
中
学
校

ヘ
講
演
に
よ
く
出
か
け
る
の
で
す

か
、
朝
礼
な
ど
で
‘
校
長
先
生
の

あ
い
さ
つ
中
に
、
立
っ
て
い
ら
れ

な
く
な
っ
て
倒
れ
る
子
供
を
何
人

か
見
か
け
ま
し
た
。

い
ま
の
子
供
た
ち
は
、
ひ
と
こ

ろ
に
比
べ
て
体
格
は
グ
ン
と
よ
く

な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
体
力
が

な
い
の
で
す
ね
。

(4) 

親
と
し
て
、
私
が
い
つ
も
思
う
の

は
、
子
供
に
対
し
て
は
、
ま
す
何
よ

り
も
丈
夫
な
体
を
つ
く
っ
て
や
る
こ

と
で
す
。
と
く
に
幼
児
の
う
ち
は
‘

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
‘
健

康
第
一
に
育
て
な
け
れ
ば
…
…
と
思

い
ま
す
。
勉
強
す
る
に
も
、
体
力
が

な
い
と
続
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

理
想
的
に
は
‘
丈
夫
な
体
と
豊
か

な
心
ー
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
間

に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
か
、

親
た
る
も
の
の
共
通
し
た
顧
い
で
し

谷
津
選
手
は
六
試
合
の
う
ち
四
回

フ
ォ
ー
ル
勝
ち
、
あ
と
の
二
回
は
相

手
選
手
の
警
告
失
格
と
い
う
事
で
、

失
点
ゼ
ロ
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績

で
優
勝
。
参
加
し
た
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
の
中
で
失
点
ゼ
ロ
と
い
う
の
は
最

高
の
成
績
だ
そ
う
で
す
。

現
在
谷
津
選
手
は
体
重
百
十
k
g
、

身
長
百
八
十
二

e
mと
い
う
大
型
選
手

の
た
め
、
練
習
相
手
が
い
な
く
他
の

選
手
と
同
じ
よ
う
な
練
習
か
で
き
ず

自
分
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
り
練
習

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

例
え
ば
、
毎
日
腕
立
て
伏
せ
千
回
、

六
k
mの
ロ
ー
ド
ワ
ー
ク
、
あ
る
い
は

相
撲
の
四
股
（
し
こ
）
な
ど
と
い
っ

た
自
分
だ
け
の
練
習
を
す
る
そ
う
で

す
。こ

れ
か
ら
、
来
年
の
モ
ス
ク
ワ
オ

よ
、
つ
。

と
は
い
う
も
の
の
、
実
際
に
は
、

あ
れ
も
こ
れ
も
と
多
く
の
夢
や
望
み

を
子
供
に
託
し
か
ち
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
子
供
か
か
わ
い
そ
う
で
す
。

体
力
づ
く
り
と
学
習
1

両
方
と

も
大
切
な
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
年
齢
に
よ
っ

て
、
そ
の
比
重
の
お
き
方
が
変
わ
っ

て
く
る
の
は
当
然
で
し
ょ
う
。

私
は
、
二
人
の
子
供
を
持
つ
親
と

し
て
の
体
験
か
ら
、
小
・
中
学
校
時

谷津選手アジア大会で

金メダルを獲得

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
入
賞
を
目
指
し
て

練
習
を
し
、
さ
ら
に
ソ
連
に
六
ヵ
月

間
武
者
修
業
に
出
て
一
層
き
た
え
、

み
な
さ
ん
の
要
望
に
そ
え
る
よ
う
か

ん
ば
る
そ
う
で
す
。

住
宅
金
融
公
庫
で
は
‘
個
人
住
宅

建
設
資
金
の
申
し
込
み
受
付
け
を
、

次
の
要
領
に
よ
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

受
付
期
間
昭
和
五
十
四
年
一
月
二

十
九
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
ま
で

選
定
方
法
先
着
順
に
よ
り
無
抽
選

で
選
定
い
た
し
ま
す
。

資
格
条
件

代
は
、
体
力
づ
く
り
に
重
点
を
お

い
た
育
て
か
た
を
す
る
の
か
よ
い

と
思
う
の
で
す
か
、
い
か
か
で
し

ょ
う
か
。
受
験
の
影
響
か
低
学
年

に
ま
で
及
ん
で
き
て
い
る
一
方
、

子
供
の
体
力
が
以
前
に
比
べ
て
伸

び
て
い
な
い
現
在
‘
あ
え
て
主
張

し
た
い
で
す
ね
。

丈
夫
な
体
と
豊
か
な
心
の
バ
ラ

ン
ス
こ
れ
は
、
口
で
い
う
ほ

ど
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し

て
や
、
口
先
だ
け
の
か
け
声
だ
け

で
は
、
子
供
は
納
得
し
ま
せ
ん
。

子
供
の
一
日
の
行
動
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
即
し
て
運
動
と
学
習
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
。
フ
ロ
グ
ラ

ム
を
子
供
と
一
緒
に
作
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

付
中

「
子
供
を
進
学
さ
せ
た
い
か
、
資

金
を
ど
う
す
る
か
」
で
悩
ん
で
い
る

方
の
た
め
に
、
各
金
融
機
関
で
「
財

形
進
学
資
金
融
資
」
の
申
し
込
み
を

三
月
三
十
一
日
ま
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。こ

の
融
資
は
、
財
形
貯
蓄
を
行
っ

て
い
る
勤
労
者
を
対
象
と
す
る
も
の

で
、
勤
務
先
な
ど
を
通
じ
て
借
り
る

「
転
貸
進
学
融
資
」
と
、
直
接
本
人

か
借
り
る
「
直
接
進
学
融
資
」
の
二

通
り
が
あ
り
ま
す
。

▽
貸
付
対
象
と
な
る
教
育
施
設

①
高
校
、
高
等
学
校
専
門
、
大
学

（
短
大
、
大
学
院
を
含
む
）
②
盲
、

襲
、
養
護
学
校
の
高
等
部
③
専
修

学
校
お
よ
び
各
種
学
校
④
そ
の
他

各
省
庁
設
置
法
で
定
め
ら
れ
た
教
育

申
込
受
付

進
学
資
金
融
資
の
ご
利
用
を

●
自
分
で
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築

す
る
方
で
、
土
地
の
準
備
が
で
き

て
い
る
方
。

●
返
済
元
利
金
の
五
倍
以
上
の
月
収

が
あ
る
方
。

建
築
条
件
住
宅
部
分
の
床
面
積
が

百
二
十
面
以
下
の
住
宅
。
た
だ
し
、

六
十
歳
以
上
の
老
人
‘
心
身
障
害

者
、
六
人
以
上
の
多
数
家
族
か
同

居
す
る
場
合
は
百
五
十
可
以
下
。

融
資
額
木
造
住
宅
（
八
十
面
以
上
）

の
場
合
、
三
百
六
十
万
円
ー
三
百

八
十
万
円
、
た
だ
し
、
老
人
（
六

十
五
歳
以
上
）
ま
た
は
身
体
障
害

者
同
居
割
増
し
（
九
十
面
以
上
）

四
十
万
円
。

利
率
年
五
．

0
五
％

返
済
期
間
木
造
の
場
合
二
十
五
年

以
内

返
済
方
法
元
利
均
等
毎
月
払
い
、

ま
た
は
元
利
均
等
毎
月
払
い
と
ボ

ー
ナ
ス
払
い
の
併
用

申
込
場
所
住
宅
建
設
場
所
と
同
一

県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関

東
支
所

(
~
o
二
七
ニ
ー
三
ニ
ー
六

六
五
五
）
ま
た
は
お
近
く
の
公
庫
業

務
取
扱
金
融
機
関
で
ご
相
談
く
だ
さ

、
。
し三

月
三
十
一
日
ま
で

施
設
（
航
空
大
学
校
‘
水
産
大
学
校
‘

職
業
訓
練
大
学
校
な
ど
）

▽
貸
付
対
象
と
な
る
資
金

受
験
料
を
は
じ
め
入
学
金
、
授
業

料
、
施
設
設
備
費
な
ど

▽
貸
付
金
額

貸
付
申
込
現
在
で
、
財
形
貯
蓄
残

高
の
三
倍
以
内
で
最
高
三
百
万
円
ま

で▽
貸
付
条
件

①
利
率
か
年
七
・
九
五
％
②
返

済
期
間
は
五
年
以
内
③
返
済
方
法

は
毎
月
払
い
、
ボ
ー
ナ
ス
時
払
い
（
年

二
回
）
、
毎
月
払
い
と
ボ
ー
ナ
ス
時
払

い
の
併
用

そ
の
他
、
借
入
申
し
込
み
手
続
き

な
ど
は
、
業
務
取
り
扱
い
の
金
融
機

関
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



(5) 第209号 広 報 め し＼ わ 昭和54年 2 月 10 日

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
続

け
ら
れ
て
き
ま
し
た
有
線
放
送
の
灯

か
一
月
二
十
二
日
に
消
え
寂
し
さ
を

感
じ
ま
す
。
そ
れ
に
変
わ
っ
て
、
お
知

ら
せ
と
緊
急
だ
け
を
放
送
す
る
“
屋

外
放
送
“
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

二
十
年
間
と
い
う
長
い
間
、
交
換

手
だ
け
で
も
二
十
九
人
か
バ
ト
ン
タ

ゾ
チ
し
な
か
ら
運
営
し
て
来
ま
し
た
。

有
線
に
関
係
し
た
人
、
有
線
の
自

主
番
組
に
出
場
し
た
人
な
ど
、
多
く

の
思
い
出
か
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

”
み
ん
な
の
歌
ご
え
“
の
番
組
で
大

き
な
声
で
歌
っ
た
こ
と
。
農
作
業
中

突
然
マ
イ
ク
を
向
け
ら
れ
、
目
を
白

黒
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
…
。

有
線
か
廃
止
さ
れ
た
直
後
、
ど
の

よ
う
な
思
い
出
が
あ
る
の
か
‘
う
か

か
っ
て
み
ま
し
た
。

有線放送の
灯が消えて

うわさに聞い

ていだ有線放送の

廃止、とうとう現

実になってしまい

ましだ。私1ことっ

て有線はとっても 富塚］孟t
思い出深いものとしていつまでも心に

残りそうで可。

まだ小学生の頃、私あてに始めてか

ガつてきだ有線、受言舌釜をにぎるのガ

テレくさくて、ろくろ＜言舌も出来なガ

った事。それに彼とのデートにも役立

つてくれましだ。ある時は使あうとし

てもなかなか出ないので受話拐をは可

しだままボタンをガチャガチャ……。

そんな時でも交換手の方は決して短気

をあこさ酌こ親切 1ことりついでくれま

しだ。私は音楽が大好きなので、有線

で流していだ曲をふとどこかで耳1こ、

可る時、ああ、あの曲はお茶の間ディ

スワジョッキーだっだな。みんなの歌

ごえで、うだっていだなーと思い

出芍事でしょう。

お隣さんとも

話しができる。友

人とも話しガでき

る。そして舘枯や

疇の方ともお話 安見あつ子
しガできる。明和 （新里）
村ガ急に明るくなつだような気ガしま
しだ。やだらと話しがしだくて大さわ
ぎしだ時期もありましだが•••••。

私も有線の事で忘れられない事が一
つだけありま可。それは日曜日の朝6
時から放送していだ『マイワ文芸』に
何回ガ私の俳匂を放送してもらつだと
ころ、突然意外な人ガら「あの俳匂よ
ガつだね。私にもよくわガるんよ叫な
どと言われた時は本当 1こうれしく、有
線のありガださを知つだものでしだ。
有線は明和村の灯をともしてくれだ
ので可。そして、カゲの発展への力と
なつだので可。有線関係者の皆さん、

本当にご苦労さまでしだ。

有線放送が廃

止されると意外な

ところで、不｛更さ

を感じるもので可

ね。

この前、地区集 金子忍巴門
会を開いだところ、数人決められだ時

問どおりに来ない人がいましだ。今ま

では、集会所にあつだ有線で「早く来

いよ_Jなどと遥絡して、御足しだもの

ですが、いちいち隣の家の公社電言舌を

｛昔りるのには、｛昔りる家に迷惑ガガガ

ってしまうので、し力でなく自転車で

一軒一軒逹絡してある＜事になってし

まいましだ。

集会の招集などはいちいち屋外放送

で流してもらうわけにはいかないでし

ょうし、まだ、集会所に公社電言舌を設

置可るわけにいかないでしようガら、

これガら、きめられだ時間どありに来

てもらいだいですね。

「……」無言である。つい

手（こしてしまつだ。我家も公

社電言舌と席を同じくしてから 4 
何年だろうガ。有線君、近頃 a 

君のあよびが少なくなってし
まつだ事に今更申訳なく思う。 山岸（千:#,
でも君のキャリヤは長い。話し相手となって20

年、しゃべり続けて20年、本当に長い間ありガ

とう。君の隣りに公社電話嬢ガ気どって座つて

いるけど気にすることはない、十分働いてくれ

だのだガら。今日はお別れに君との思い出を語
ろう。昭和34年、誰も彼もガ君ないではいられ

なかった。そんな君に魅せられ、開遅記念でのど

ど自慢大会に出場しだこともあつだ。鐘は一つ
だっだけど楽しい思い出として残っているよ。
それから言蒻誦会も意貝発表会も、君は村中の仲

間に精いっぱい拡声してくれだね。そうそう、

こんな事もあつだ。友達の家が火災にあった時

大声で知らせてくれだね。水難事故、落し物、

押し売りが来だ時も、君の仕事は大変だっだね。
ふともらしだ君の一人言ガ聞こえだよ。 「僕の
一方の仕事（適話）は公社嬢にゆすつだけれど、
本当は他にこれからもあるんだけどな一。彼女1こ

1こできない僕を適しての村の人達とのコミュニ

ケーションと言う仕事が・・o そんな君の一人言

がむくわれるといいね。ニューヨーワ市でも昔
のチンチン電車が復活するようだがきっとあ

暉びガガガる時ガ来るガもしれないね、その時
まで有線君、サヨウナラ。サヨウナ

ラ。

複雑多様化芍

る農業をよりわガ

りや可く指導しよ

うと、昭和48年か

ら始まった‘営農

アワー、の時間を 木村（上log
農業改良普及所、明和農協と、私のと

ころの干江田農協が担当しましだが

こちらから一方適行に説粗しだだけな

ので、言葉の意味や言あうとしだこと

ガ、十分伝えられだガどうか、常に不

安を持つていましだ。しかし、放送し
だ2、 3日後に、「もつと詳しく教えて

くれ」などと組合員の方が来られると

きなどは、有線の効用をあらだめて知

つだものでしだ。特に農薬などの使用

方法についての問い合わせが多くあり
ましだ。きっと農薬などの使用方法は

一歩誤まると、大変な事になるからで

しょう。

有線が廃止されだので、これガら農
協としては、営農の指導方法を震協の
広報紙を取り入れだり、地区座談会な
どを行い、組合員の経営向上

に努力していきだい

と思いま
可。

私はビニー）し

ハウス栽培をやっ

ているので、よく

干江田農協に重泊

などを注文しま可

ガ、今まで有線で 完毎じエ門
「干江田農協」とひとこと言えば済み

ましだが、農協や吏那地区は舘林局な

ので、ちょっと不｛更さを感じていま可。

それに川俣局から舘林局ヘガけるので

料金も高くつくでしようしね。

有線の思い出としては、 ＼＼誕生日に

一言、という番組に出場させてもらい

ましだが、子供に「今巳はお父さんの

声ガ流れるね、あ父さん誕生日おめで

とう」などと言われて、多いにテレて

しまつだ思い出がありま可。
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私
た
ち
は
、
い
つ
ど
ん
な
と
き
病

気
に
な
り
、
あ
る
い
は
け
か
を
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

病
気
や
け
か
を
し
た
時
、
お
金
か

か
か
る
の
か
い
や
だ
と
か
、
お
金
か

な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
治
療
を

受
け
な
け
れ
ば
‘
一
人
ひ
と
り
の
幸

せ
も
、
家
族
全
体
の
幸
せ
も
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
‘

日
頃
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
に
応
じ

て
お
金
を
出
し
合
い
、
い
ざ
と
い
う

時
に
は
そ
こ
か
ら
必
要
な
費
用
を
出

し
て
い
け
ば
安
心
。
い
わ
ゆ
る
お
互

い
に
助
け
合
っ
て
行
こ
う
と
い
う
、

相
互
扶
助
の
考
え
方
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
理
念
に
も
と
づ
い

て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
か
医
療
保
険

制
度
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
も
‘

こ
の
制
度
に
含
ま
れ
ま
す
。

五
三
二
万

0

、
五
七
四
一
度
旬
~

[
-
5
3

ぽ
“5 

一
万
九
、
九
三
二

ハ
万
五
、
九
七
四

-
5
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一
ー

＿
万
八
、
一
一
＿
o

五
万
四
、
0
五
四

L
ー
ー
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一
万
一

四
万
四
、
四
七
六

-
5
0

＿
万

三
万
六
、
四
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四

[
~
4
9

二
万
五
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六
二
八

税

贄
険
療
保
医

t
 

た
当
当
人
人

ー
ロ

的
8
7
6
5

ぽ

6
 移推の数件＾多

言

E.

t........... ... 
4
8
受

六
、
二
｀
~
間

-
4
7

年
) ' 

一
万
1五□
4
6履

• 

5.2 

（同一医院で一カ月を一件として計算 ) 

゜（干円）

6 

4
 

3
 

゜

45 46 47 48 49 50 

• 1 人当り高額療養費の推移

2 、 720円

51 52 

5,924円

53 （年度） （見込）

※高額療養費とは、どんなに医療費が高額であっ

ても、自己負担金は39,000円で済み、それ以外

の贄用は国1呆でまかなうというものです。

上の表は、自己負担金を除いた金額、いわば国

保でまかなっている金額です。これが年々多く

なっています。

53 
（年度）

五
月
中
旬

七
月
上
旬

八
月
上
旬

毎
月
第
二
木
曜
日

毎
月
第
三
木
曜
日

国
民
健
康
保
険
制
度
と
は

医
療
費
の
高
騰

グ
ラ
フ
を
見
て
も
お
わ
か
り
の
よ

う
に
、
近
年
医
療
費
は
著
し
い
伸
び

を
み
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し

て
は
‘
①
受
診
者
の
増
加
②
老
齢

化
に
よ
る
医
療
需
要
の
増
加
③
医

療
の
高
度
化
等
で
あ
り
、
医
療
費
か

ふ
え
れ
ば
‘
こ
れ
を
ま
か
な
う
保
険

税
が
高
く
な
る
の
は
当
然
で
す
か
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
た
だ
む
や
み
に
高

く
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
収
入
で

あ
る
国
・
県
補
助
金
を
見
積
り
、
不

足
す
る
分
ギ
リ
／
＼
＇
の
と
こ
ろ
で
国

保
税
を
賦
課
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
保
税
の
上
昇
を
お
さ

え
る
の
に
は
、
私
た
ち
自
身
か
医
療

費
の
ム
ダ
使
い
を
な
く
し
、
か
し
こ

い
医
者
の
か
か
り
方
に
心
が
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
の
節
約
を

国
保
税
を
低
く
す
る
に
は
効
果
的

に
医
者
に
か
か
る
こ
と
で
す
。

次
の
事
に
心
か
け
て
、
医
療
費
を

節
約
し
ま
し
ょ
う
。

▼
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
時

間
外
受
診
や
休
日
受
診
を
さ
け
ま
し

ょ
う
。

▼
次
か
ら
次
へ
と
医
者
を
変
え
て
、

歩
く
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
医
者

を
信
用
し
な
け
れ
ば
良
い
治
療
効
果

は
あ
か
り
ま
せ
ん
。

▼
家
庭
医
を
持
っ
て
一
家
の
健
康
を

管
理
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
（
家

庭
医
と
は
身
近
に
い
て
、
な
ん
で
も

相
談
で
き
る
お
医
者
さ
ん
の
こ
と
で

す
）

▼
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
心
か
け

ま
し
ょ
う
。
村
で
実
施
す
る
各
種
検

診
は
積
極
的
に
受
け
、
病
気
の
早
期

発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

病
気
を
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、
医

療
費
も
安
く
つ
く
し
、
本
人
に
と
っ

て
も
大
変
よ
い
こ
と
で
す
。

村
で
は
、
こ
と
し
の
検
診
を
次
の

と
お
り
行
う
予
定
で
す
。
該
当
者
は

も
れ
な
く
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

〇
婦
人
科
検
診

〇
循
環
器
検
診

0

胃
集
団
検
診

〇
乳
幼
児
検
診

〇
妊
婦
検
診

昭
和
5
4年
各
種
検
診
予
定
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ｮｮｮ 
ストレス↑まると費臼
適度な運動を欠かさずに

最
近
、
野
犬
や
飼
い
犬
か
幼
児
や

児
童
を
襲
っ
て
、
か
み
殺
し
た
り
重

傷
を
負
わ
せ
る
＂
犬
の
事
故
“
か
起

き
て
い
ま
す
。

犬
ほ
ど
人
に
従
順
な
動
物
は
い
な

い
と
い
わ
れ
ま
す
か
、
飼
い
方
ひ
と

つ
で
恐
ろ
し
い
野
獣
と
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。

事
故
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、
飼
い

主
の
し
つ
け
、
訓
練
が
不
十
分
だ
っ

た
り
、
犬
の
生
理
に
対
す
る
無
理
解

か
ら
起
き
て
い
ま
す
。
エ
サ
さ
え
与

え
て
お
け
ば
い
い
こ
う
い
う
安

易
な
飼
い
方
か
実
は
一
番
危
険
な
の

5 kgの犬は

5 kmの運動を

で
す
。

犬
も
、
人
間
と
同
じ
よ
う
に
欲
求

皇
｀
”
／
(
』
芯
ク

vヽ
／V]＇
，
‘
‘
:
'
`
し
グ
、
置
，
＜
、
皇
《

□
，

N

中
谷
に
あ
る
橋
本
産
業
（
株
）
に
一
八
人
か
訪
れ
ま
し
た
。
玄
関
に
は

月
二
十
九
日
・
三
十
日
の
両
日
、
中
“
中
国
北
京
赴
日
用
煤
考
察
団
“
と
横

国
北
京
市
の
燃
料
視
察
団
（
団
長
陳
幕
が
掲
げ
ら
れ
、
全
社
員
か
一
行
を

耳
東
・
北
京
市
経
済
委
員
会
副
主
任
）
出
迎
え
歓
迎
し
ま
し
た
。

―
ー
一
→
橋
本
産
業
（
株
）
を
訪
れ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

昨
年
来
日
し
た
郡
小
平
中
国

副
首
相
か
マ
ッ
チ
一
本
で
火

か
つ
く
練
炭
か
あ
る
事
を
知

っ
て
「
こ
れ
を
ぜ
ひ
と
も
中

国
に
導
入
し
た
い
」
と
京
都

で
発
言
し
た
も
の
か
今
回
の

来
社
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

一
行
は
同
社
の
製
造
技
術

を
熱
心
に
勉
強
し
て
回
り
ま

し
た
。
特
に
マ
ッ
チ
一
本
で

火
か
つ
く
穴
あ
き
練
炭
の
と

こ
ろ
で
は
い
つ
ま
で
も
足
を

止
め
て
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま

し
た
。

2
9
歳
）
は
、
群
馬
県
か
ら

若
い
美
術
作
家
を
育
て
前

進
の
手
が
か
り
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
設
け
ら
れ
た

も
の
で
、
い
わ
ば
青
年
作

家
の
登
竜
門
と
い
わ
れ
る

も
の
で
す
。

坂
上
さ
ん
は
過
去
、
こ

の
青
年
美
術
展
に
二
回
、

県
展
に
二
回
出
品
さ
れ
ま

し
た
か
、
い
ず
れ
も
入
選

さ
れ
る
ほ
ど
の
手
腕
の
持

ち
主
で
す
。

今
回
出
品
さ
れ
た
作
品
は
タ
テ
・

ョ
コ
百
六
十
二
e
m
と
い
う
大
型
の
油

絵
で
『N
i

G
H
T
.
w
i
n
g

n
』
と
い
う
題
名

か
付
け
ら
れ
て
お
り
、
茶
・
白
•
黒

同
社
で
は
練
炭
の
原
料
と
な
る
石

炭
は
中
国
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
度
は
技
術
を
提
供
と
い
う
事

で
手
を
結
ば
れ
る
予
定
。

群
馬
青
年
美
術
展
で

み
ご
と
入
選

I
I
"

中
谷
の
坂
上
行
男
さ
ん

第
四
回
群
馬
青
年
美
術
展
で
中
谷

の
坂
上
行
男
さ
ん

(
2
7歳
）
は
見
事

入
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
青
年
美
術
展
（
対
象
1
6
歳
1

現
在
中
国
で
は
年
間
約
一
億
ト
ン

の
消
費
か
あ
り
、
中
国
に
日
産
千
ト

ン
の
工
場
建
設
を
行
う
そ
う
で
す
。

の
三
色
の
色
彩
し
か
使
わ
れ
て
い
な

い
が
、
す
ご
く
力
強
い
も
の
で
す
。

坂
上
さ
ん
は
「
今
回
は
構
成
、
組

み
立
て
に
苦
労
し
ま
し
た
か
、
そ
の

か
い
が
あ
り
ま
し
た
。
」
と
話
し
て
お

り
ま
↓
た
。

な
お
、
作
品
は
高
崎
の
県
立
近

代
美
術
館
に
今
月
十
九
日
ま
で
展
示

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
月
二
十
八
日
、
村
と
子
ど
も
会

育
成
団
体
連
絡
協
議
会
の
主
催
に
よ

る
第
三
回
タ
コ
あ
げ
大
会
が
江
口
地

先
の
利
根
川
堤
防
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
全
部
で
百
六
十
三
個
の

タ
コ
か
空
高
く
舞
い
あ
か
り
、
子
供

達
は
、
両
親
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
な
ど

と
一
緒
に
盛
ん
に
タ
コ
糸
を
あ
や
っ

っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
か
ら
両
親
な
ど
と
協

力
し
て
、
上
手
に
あ
げ
る
こ
と
に
主

眼
か
お
か
れ
た
た
め
に
‘
順
位
を
競

わ
ず
行
わ
れ
ま
し
た
。

や
ス
ト
レ
ス
か
た
ま
り
ま
す
。
そ
の

一
番
の
原
因
は
、
運
動
不
足
で
す
。

そ
の
結
果
、
ス
ト
レ
ス
の
は
け
口
を

求
め
て
狂
暴
に
な
り
、
人
に
危
害
を

加
え
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

で
は
、
犬
は
一
日
に
ど
の
く
ら
い

の
運
動
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

一
般
的
に
は
、
犬
の
体
重
を
そ
の
ま

ま
距
離
に
置
き
か
え
る
つ
ま
り

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
犬
な
ら
、
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
散
歩
か
必
要
と
い
わ
れ

ま
す
。 1

6
3
個
の
タ
コ
が
舞
う

子
供
会
タ
コ
あ
げ
大
会

毎
年
一
回
各
市
町
村
の
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
本
村
の
”
広
報

め
い
わ
”
が
第
三
席
に
入
選
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
み
な
さ
ま
の
、
ご
協
力

の
お
か
げ
で
成
し
得
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
契
機
に
な
お
一
層
、
み
な

さ
ま
に
愛
さ
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
を

め
ざ
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
愛
読
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

差
出
人
の
郵
便
番
号
や
住
居
表
示

が
変
更
に
な
っ
た
も
の
、
住
所
か
移

転
し
た
も
の
は
、
こ
の
機
会
に
新
し

い
郵
便
番
号
や
住
所
を
住
所
録
に
ひ

か
え
て
お
く
と
便
利
で
す
。
な
お
、

ア
パ
ー
ト
名
、
棟
番
号
、
室
番
号
や

0
0
様
方
な
ど
も
詳
し
く
正
確
に
記

入
し
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
一
日
中
く
さ
り
に
つ

な
か
れ
て
い
て
も
、
延
べ
運
動
量
は

距
離
に
換
算
し
て
ニ
キ
ロ
ぐ
ら
い
に

は
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
五
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
犬
の
場
合
は
、
一
日
当
た
り

三
キ
ロ
の
運
動
不
足
か
生
じ
、
そ
れ

だ
け
ス
ト
レ
ス
か
た
ま
っ
て
い
く
の
で

す
。
そ
れ
は
、
犬
の
獣
性
を
呼
び
覚
ま

す
こ
と
に
な
り
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

犬
に
は
、
十
分
な
エ
サ
と
適
度
な

運
動
を
与
え
な
か
ら
、
厳
し
く
し
つ

け
ま
し
ょ
う
。

年
賀
状
で

住
所
録
の
整
理
を

1
1

県
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル1
1

広
報
め
い
わ
万
三
席
に
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農
業
所
得
の
標
準
き
ま
る

（
十
ア
ー
ル
当
た
り
）

水
稲
七
三
、
六

0
0
円

裏
作
三
七
、
二

0
0
円

普
通
畑
一
等
九
七
、
八

0
0
円

二
等
六
一
、
二

0
0
円

陸
田
八
一

‘
1
0
0
円

梨
畑
九
四
、
八

0
0
円

巨
峰
一
七
九
、
五

0
0
円

ニ
ラ
一
七

0
、
四
0
0
円

加
工
用
ト
マ
ト
九
二
、
五

0
0
円

飼
料
畑
二
三
、
五

0
0
円

ハ
ウ
ス

キ
ュ
ウ
リ
八
八
六

‘
1
0
0
円

キ
ュ
ウ
リ
（
二
期
作
）

-
、
1
0
七
、
七
0
0
円

ト
マ
ト
六
六
七
、
八

0
0
円

イ
チ
ゴ
四
九
九

‘
1
0
0
円

ナ
ス
五
八
四

‘
1
0
0
円

養
豚
（
一
頭
当
た
り
）

肉
用
豚
△
二

0
0
円

繁
殖
豚
―
一
五
、
七

0
0
円

一
貫
飼
育
一
四

0
、
七
0
0
円

種
付
豚
三

0
0

、

0
0
0
円

乳
牛
（
一
頭
）
一
三
六
、

0
0
0

円

（
た
だ
し
乳
量
計
算
を
行
う
）

養
鶏
（
採
卵
用
十
羽
当
た
り
）

一
千
羽
未
満
△
一
、
五

0
0
円

一
千
ー
五
千
羽
未
満
△
八

0
0
円

肥
育
牛
（
一
頭
当
た
り
）

和
牛
九
四
、
二

0
0
円

乳
牛
八
三
、
一

0
0
円

《
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
る
経
費
》

こ
の
経
費
は
、
農
業
用
自
動
車
の

償
却
費
、
租
税
公
課
、
耕
う
ん
機
な

ど
の
農
機
具
の
償
却
費
、
土
地
改
良

区
費
な
ど
は
、
別
に
差
し
引
い
て
農

業
所
得
を
計
算
し
ま
す
か
、
お
知
ら

せ
し
た
農
業
収
入
金
額
は
、
こ
れ
ら

の
経
費
を
差
し
引
い
て
計
算
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

昏
人
事
業
税
の
申
告
は

三
月
十
五
日
ま
で
に

1・
納
税
相
談
の
｝

F

日
程
決
ま
る

所
得
税
、
住
民
税
の
申
告
期
間

は
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
の
一
ヵ
月
間
で
す
。
本
村
に

お
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程
に
よ

り
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
か
ら
、

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
確
定
申
告
相
談

（
対
象
者1
1

農
業
及
び
一
般
）

二
月
二
十
一
日
・
ニ
十
二
日

時
間
1
1

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で

場
所
1
1

役
場
三
階
第
二
会
議
室

▼
住
民
税
申
告
相
談

三
月
一
日
午
前

1
1

斗
合
田
・
上

江
黒
午
後

1
1

千
津
井

三
月
二
日
午
前

1
1

江
ロ

午
後
1
1

下
江
黒
・
田
島

相
談
場
所
1
1

一
日
・
ニ
日
と
も
東

部
児
童
館
で
す
。

三
月
五
日
午
前

1
1

大
輪

午
後
1
1

川
俣
・
須
賀

三
月
六
日
午
前

1
1

矢
島
・
入
ヶ

谷
午
後

1
1

大
佐
貰

相
談
場
所
1
1

五
日
・
六
日
の
相
談

個
人
の
事
業
税
と
は
、
個
人
で
事

業
を
営
ん
で
い
る
か
た
か
、
前
年
中

の
事
業
か
ら
生
じ
た
所
得
に
応
じ
て

納
め
る
県
税
で
す
。

個
人
の
事
業
税
の
申
告
は
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
年
の
中

途
に
事
業
を
や
め
た
方
は
、
や
め
た

日
か
ら
一
ヵ
月
以
内
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
、

あ
る
い
は
、
村
民
税
、
県
民
税
の
申

告
書
を
提
出
し
た
場
合
に
は
、
個
人

の
事
業
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

納
税
は
、
八
月
と
十
一
月
に
分
け

て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

個
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と
は
館
林
財
務
事
務
所

(
~
o

二
七
六
七
□
四
四
六
一
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
は
明
和
農
協
第
一
事
業
所
で

す
。

三
月
七
日
午
前

1
1

南
大
島
（
ニ

軒
•
新
田
・
中
•
本
郷
・
稲
荷
山
）

午
後
1
1

中
谷
・
南
大
島
（
七
軒
．

八
軒
）

三
月
八
日

午
前
1
1

梅
原

午
後
1
1

新
里

相
談
場
所
1
1

七
日
・
八
日
の
相
談

場
所
は
役
場
三
階
第
二
会
議
室
で

す
。

※
時
間
は
各
相
談
所
と
も
午
前
は

九
時
三
十
分
よ
り
十
二
時
ま
で
、

午
後
は
一
時
よ
り
四
時
三
十
分
ま

で
で
す
。

申
告
書
は
、
各
自
記
入
し
て
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

記
載
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、
後

日
問
題
な
ど
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に

質
問
に
応
じ
ら
れ
、
な
お
自
書
の
出

来
る
方
に
お
願
い
し
ま
す
。
（
住
所
、

氏
名
、
扶
養
親
族
の
記
載
等
、
必
ず

自
書
頻
い
ま
す
。
）

生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
ひ
と
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の

払
込
保
険
料
か
九
千
円
を
越
え
る
場

合
は
、
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

、
。
し

損
害
保
険
料
控
除
は
、
所
得
税
の

み
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
金
額
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
払
込
証
明
書
を
必
要

と
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
た
方
及
び
給
与
所
得
の
み
の

方
で
給
与
支
払
報
告
書
か
勤
務
先
か

ら
明
和
村
税
務
課
へ
送
付
済
の
方
は

住
民
税
の
申
告
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
還
付
請
求
を
さ

れ
る
方
は
、
い
つ
で
も
手
続
き
が
で

パート収入と所得税

最近は、パートタイムで

働く主婦が多くなっていま

す。パートによる収入と税

金の関係ですか、年収が一

定額を超えると、夫の所得

から配偶者控除か受けられ

なくなったり、主婦自身に

税金がかかったりします。

パート
夫の所得 パート収

から配偶 入に所得
の年収

者控除が 税が

70万円 受けられ かからな
以下 る し‘

70万円
受けられ かからな

79万円
ない し‘

79万円 受けられ
かかる

以上 ない

き
ま
す
か
ら
、
早
目
に
申
告
し
て
納

め
過
ぎ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
書
の
用
紙
は
役
場
税

務
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

＿
白
色
無
料
納
税
相
談
＿

今
年
も
所
得
税
の
申
告
時
期
が
ま

い
り
ま
し
た
。
館
林
税
理
士
会
で
は

白
色
納
税
者
の
方
々
の
た
め
に
、
次

の
日
程
で
申
告
手
続
き
を
無
料
で
行

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
日
程
二
月
二
十
八
日
・
三
月
一

日
・
三
月
二
日

▼
場
所
館
林
文
化
会
館

▼
時
間
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
四
時
ま
で

一
青
色
申
告
相
談
―

館
林
税
理
士
会
の
税
理
士
が
青
色

申
告
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
決
算
申

告
相
談
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

▼
日
程
二
月
二
十
日
・
ニ
十
一
日

▼
場
所
明
和
＃
商
工
会

▼
時
間
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
四
時
ま
で

タパコは村内で

買いましょう

籾こ肝年 1 年間に

25,644,400円

消費税が入りましだ

「
帳
簿
か
つ
け
ら
れ
な
い
か
ら
…

…
」
と
か
「
う
ち
は
青
色
に
す
る
ほ

ど
規
模
か
大
き
く
な
い
か
ら
…
…
」

と
い
っ
た
声
を
耳
に
し
ま
す
か
、
青

色
申
告
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

奥
様
の
家
計
簿
や
子
供
さ
ん
の
小

遣
い
帳
程
度
で
す
。
毎
日
記
帳
す
る

習
慣
を
つ
け
、
”
青
色
の
特
典
”
を

活
用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

帳
簿
は
税
金
対
策
ば
か
り
で
な
く
、

経
営
の
合
理
化
に
も
役
立
ち
ま
す
。

帳
簿
の
つ
け
か
た
や
手
続
き
な
ど

で
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
お
気
軽
に

税
務
署

(
6館
林
ニ
ー
四
三
七
三
）

税
務
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

青
色
申
告
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
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票
・
村
議
選
挙
を

前
に
し
て

船検が必要な小型船
長さが 12m未満の船を小型船といいます。

工主贔ン
ジ
ン 遊漁（専用）船こlヽ型遊漁兼用船
付
き

ー脳そ この
船

モーターポート 機付ヨット その他一般船

工

如隅釦被曳遊魚船ン
シシ

ン
の

一二逗塁蕊しクご被曳客船な
し‘
舟凸

※船検についての問い合わせは東京都中央区日本橋人形町1~14~7

丸ニピル日本小型船舶検査機構（云 03-668-4198) へ

ば
し
ば
あ
り
、
陸
上
の
乗
り
も
の
に

比
べ
よ
り
一
層
の
安
全
対
策
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

船
検
の
時
期
は
六
年
ご
と
の
定
期

検
査
、
三
年
ご
と
の
中
間
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
一
回
定
期
検
査
を
受
け
た
船
で

中
間
検
査
の
指
定
時
期
を
過
ぎ
て
も

未
検
査
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
所
有

者
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
大

至
急
中
間
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
し

年

て
く
だ
さ
い
。

6
 

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

五
月
女
周
作
定
道

2

男
中
谷

1
2月
2
5日

砂
賀
絵
里
花
晃
長
女
南
大
島

1
2月
2
6日

出
生

敬
称
略

5
 

-
.
‘
9
r、
｀
衣
く
れ
升

ぉ
ゎ
t
ォ

黄
色
く
塗
っ
て
あ
る

有
線
の
柱
は
，

絶
対
に
抜
か
な
い
で

く
だ
さ
い

広

寄
付
あ
り
が
と
う

報 め し＼ わ

小
型
船
に
は
、
自
動
車
の
「
車
検
」

と
同
じ
安
全
検
査
制
度
、
い
わ
ゆ
る

「
船
検
」
が
あ
り
、
小
型
船
の
所
有

者
に
受
検
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。船

は
、
転
覆
・
火
災
の
よ
う
な
大

き
な
事
故
は
も
と
よ
り
、
部
品
を
か

え
れ
ば
簡
単
に
な
お
る
よ
う
な
機
関

故
障
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
場
で
修
理

が
で
き
ず
、
ま
た
陸
上
や
他
船
と
連

絡
す
る
方
法
も
な
け
れ
ば
、
水
上
に

と
り
残
さ
れ
て
生
命
に
か
か
わ
る
よ

う
な
大
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
し

間期査検

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

教
へ
娘
と
四
昔
す
ぎ
し
針
供
養
二
階

の
校
舎
跡
形
も
な
し

青
木
光
子

初
詣
で
太
田
に
続
く
車
の
列
の
ろ
の

ろ
運
転
に
歌
口
づ
さ
む

富
塚
富
江

友
長
く
い
た
づ
き
に
あ
り
て
も
の
言

は
ず
点
滴
の
痕
に
そ
っ
と
手
を
触
る

中
島
あ
い
子
む
せ
び

雲
低
く
尾
根
に
か
か
れ
る
暁
に
咽
泣

く
様
な
音
に
目
ざ
む
る

山
形
ト
メ

介
護
者
の
な
き
老
い
生
き
る
明
け
暮

れ
を
く
り
か
え
す
昼
の
パ
ン
の
ぬ
く

も
り
（
川
場
村
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

坂
上
千
枝
子

初
春
の
追
羽
根
の
音
遠
く
し
て
客
の

接
待
に
籠
の
鳥
か
吾
は

細
田
武
子

さ
ご

辮
天
池
に
お
小
米
を
投
げ
て
緋
鯉
呼

ぶ
孫
の
リ
ポ
ン
に
初
陽
耀
よ
ふ

岡
安
ふ
み

（
来
月
も
短
歌
で
す
）

田増黒阿及多川安野荒渡山
口田沢部川田辺西本川辺田氏

裕静と春ヨスた は丑貫か名
子子＜吉シイき茂な松一の

51 37 75 77 73 64 83 34 67 69 70 89 零

宣言義三貫菜百平冠義面而茂丘悶
郎郎吉ー子蔵吉己正ーきー新主

▼
館
林
市
松
原
に
あ
る
滝
口
電
機
店

で
は
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
置
い
て
く
だ

さ
い
と
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一
台
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

▼
田
島
の
矢
島
希
一
だ
ん
は
社
会
福

祉
事
業
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
一
万

円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

死
亡

ふ
ね
は
船
検
く
る
ま
は
車
検

1
1

小
型
船
の
検
査
を
受
け
ま
し
た
か

1
1

文

芸

欄

根
岸
正
浩

奈
良
俊
之

黒
沢
雅
好

木
村
恵
和

田
部
井
勝

田
口
知
美

佐
藤
礼
子

藤
野
清
美

泰啓久政完康満進
博三夫雄吉男

地
区
死
亡
月
日

矢
島

1
月
2

日

須
賀

1
月
2
日

斗
合
田
1

月
2

日

千
津
井
1
月
9

日

南
大
島
1

月

1
0日

下
江
黒
1

月

1
0日

江
口

1
月
1
1日

須
賀

1
月
1
4日

斗
合
田

1
月
2
2
日

江
口

1
月
2
7
日

田
島

1

月
2
7日

須
賀

1
月
2
7
日

敬
称
略

長
男
南
大
島

1
2月
3
1日

長
男
田
島

1

月
7

日

長
男
大
輪

1

月
8

日

長
男
中
谷

1

月
8

日

3

男
梅
原

1
月

1
4日

長
女
矢
島

1

月

2
0日

長
女
南
大
島

1

月

2
0日

長
女
川
俣

1
月
2
1日

|
 

役
場
職
員
の
人
事
異
動
か
二
月
一
日

日
付
で
行
わ
れ
た
の
で
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

（
）
内
は
前
職
〔
敬
称
略
〕

総
務
課
橋
本
貴
好
（
建
設
課
）

岩
崎
圭
子
（
有
線
）

議
会
事
務
局
蓮
見
久
子
（
建
設
課
）

税
務
課
小
林
雄
司
（
保
健
課
）

富
塚
基
輔
（
出
納
）

住
民
課
江
森
勝
也
（
保
健
課
）

須
永
賢
一
（
建
設
課
）

奈
良
厚
子
（
有
線
）

田
口
幸
子
（
有
線
）

保
健
課
酒
井
清
（
経
済
課
）

落
合
康
秀
（
隷
済
□
）

経
済
課
木
村
利
男
（
住
民
課
）

堀
口
正
敏
（
税
務
課
）

建
設
課
荻
野
康
男
（
口
発
顆
）

谷
津
進
一
（
有
線
）

福
島
和
子
（
有
線
）

企
画
開
発
課
斉
藤
紀
久
代
（
有
線
）

農
業
共
済
課
田
口
晴
美
（
住
民
課
）

鯉
沼
三
郎
（
総
務
課
）

出
納
鈴
木
早
苗
（
有
線
）

教
育
委
員
会
川
上
幸
次
郎
（
経
済
課
）

宮
崎
守
正
（
住
民
課
）

立
岡
い
ち
子
（
有
線
）

泉
田
澄
子
（
住
民
課
）

坂
村
滋
子
（
辻
憐
＂
）

木
村
ト
ヨ
（
保
健
課
）

総
務
課
付 |

 

役
場
人
事
異
動
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1
:』
言

出
通
の
計

〒
ー
車
交
急
そ
一

【
急... 

一

文求

: 館林邑楽地区 館林地区 明和 (祝<:日J（（「耳J’ 
産婦人科 耳鼻科 内 科外科 千代田地区

日 古屋（恒）医院小倉医院 須田医院ff 02767 (2)0862 寺内医院 江口医院

] 
に

2 月 18 日 合 0276(63)6161 合 02767(2)0606 多々良診療所ff 02767(2)3060 ff 02767(2)3031 ff 027686-320 I か

曜
佐々木医院大神医院 大塚医院合 02767(2)0176 礫川堂医院 館林地区が

す9し 』円午一j女当
2 月 25 日 合 0272(62)2623 ff 0276(62)2200 ゆたか医院合 02767(3)7308 云 02767(4)0184 担当します

番 3 月 4 日
真中医院原医院 後藤（愛）医院合 02767(2)0134 永寿堂医院 小西医院

合 02767(2)1630 云 02767(2) 1936 上野医院合 02767(2)3330 云 02767(2)4464 合 027686-2261

医 3 月 11 日 横田医院後藉康生医院
後藉康生医院合 02767(2)3975 海宝医院 江上医院

ff 02767(2)0255 ff 02767(2)3975 清河堂医院合 02767(2)3070 云 02767(2)3155 合 027686-2028

3 月 18 日
浜野医院 川田医院 安楽岡医院合 02767(2)0572 津久井医院 竹越医院 : ff 02768(8)5678 ft 02767(2)0754 大島診療所ff 02767 (7) 1503 合 02767(2)3316 合 027684-3137

転出・転入者は
届けをお忘れなく

三
月
、
四
月
は

一
年
の
う
ち
で
特

に
引
っ
越
し
の
多

い
時
期
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
親
元
に

住
ん
で
い
た
人
が

大
学
に
入
学
し
た

り
、
就
職
し
た
り

し
て
親
元
を
離
れ
、

下
宿
や
寮
に
住
む

場
合
、
あ
る
い
は

転
勤
な
ど
で
住
所

を
移
す
時
は
、
役

場
に
必
ず
転
出
届

を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
そ
れ
と
伺
時
に
‘
転
入
し
た

日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
新
し
い
住

知
識
を
有
す
る
者

▼
募
集
人
員
約
十
二
名

▼
専
修
期
間
昭
和
五
十
五
年
三
月

佐
波
郡
東
村
に
あ
る
県
園
芸
試
験
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
。
ル
ス
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、
三

場
で
は
、
園
芸
に
関
す
る
専
門
的
な
▼
専
修
科
目
ろ
地
野
菜
・
施
設
野
セ
ッ
ト
ニ
十
一
本
勝
負

知
識
と
技
術
の
習
菜
・
花
き
・
果
樹
・
環
境
（
病
害
▼
申
し
込
み
教
育
委
員
会
事
務
局

得
を
は
か
り
‘
創
「
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
:
'
]

虫
と
土
壌
肥
料
）
へ
二
十
一
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で

集
胃
と
実
践
力
を
一
]
]
び
¥
i
▼
願
書
受
付
二
月
一
日
か
ら
二
月
く
だ
さ
い
。

で
雲
[
[
い
｀
□

」
[
い
頷
そ
の
他
詳
し
く
一
み
言
言
嘉
二

場
を
ぃ
[
;
:
『
[
]
ス
ト
ー
フ
乙
＝

1
『O
=
=
)
(

f]
]
[
b
o

□
[
広
報
係
て
は
四
月
か
ら
t
I
ハ
カ
キ

奥
生
り
研
究
生
を
募
集
i
ぅ
一
さ
い
。
で
結
ぶ
あ
な
た
と
私

I
lと
題
し
た
シ

鵡
究
し
□
い
：
格
『
＼
f
J
い
[
:
ロ
ロ
〔
い
い

□7
]□
]
ま

＝
―
-
口
本
県
に
居
住
し
、
三
□
T
L

参
閏
者
募
集
な
に
と
そ
こ
協
力
を
お
顆
い
し
ま
す
。

芸
召
十
八
歳
以
上
、
{
I
j
八
。
こ
▼
期
日
二
月
二
十
五
日
二
十
円
の
官
製
ハ
カ
キ
に
詮
‘
閻

園
心
身
健
全
て
、
一
卜
[
—
▼
場
所
明
和
中
学
校
体
育
館
｛
デ
‘
詞
‘
作
文
な
ど
‘
な
ん
て
も
結

高
校
卒
業
程
度
一
（
い
｛
▼
時
間
午
前
九
時
試
合
開
始
構
で
す
。
子
供
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で

景
の
学
力
と
農
業
一
i
▼
対
象
中
学
生
以
上
奮
っ
て
ど
う
ぞ
。

に
対
す
る
基
礎

[
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'

し
▼
試
合
方
法
シ
ン
グ
ル
及
び
ダ
ブ
あ
て
先
は
総
務
課
広
報
係
で
す
。

心
~
を
；
名
心
§
一
あ
し
ら
せ
一
§
睾
魯
屯
屯
魯
＞
一
あ
し
ら
せ
一
§
魯
望
望
望
望w

所
の
あ
る
市
区
町
村
の
役
場
に
‘
転

出
証
明
書
を
添
え
て
転
入
届
を
忘
れ

ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

村
内
で
住
所
を
移
し
た
時
は
転
居

届
を
、
世
帯
主
が
変
わ
っ
た
場
合
は

世
帯
主
変
更
届
を
、
お
忘
れ
な
く
。

役
場
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
と
い

う
住
民
の
皆
さ
ん
の
住
所
な
ど
を
記

載
し
た
公
簿
が
備
え
て
あ
り
ま
す
。

村
で
は
、
こ
の
住
民
基
本
台
帳
に
基

づ
い
て
、
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
た

り
、
印
鑑
の
登
録
を
受
け
付
け
た
り
、

あ
る
い
は
国
民
年
金
や
児
童
手
当
の

支
給
や
予
防
接
種
を
行
う
な
ど
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
切
な
住
民

椿
本
台
帳
か
正
確
で
あ
る
た
め
に
は
‘

ぜ
ひ
と
も
正
し
い
届
け
出
が
必
要
な

の
で
す
。

;—--------------------------------------------------------------------! 
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｀
鱈
夏
讐
げ
ま
弓
一

総
務
課
広
報
係
で
は
、
広
報
に
の

せ
る
写
真
を
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら

撮
り
、
こ
の
う
ち
の
一
枚
か
二
枚
を

広
報
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
広
報

写
真
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
な
ど
色
々

な
写
真
か
数
多
く
広
報
係
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。

写
真
を
ご
希
望
の
方
に
は
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
広
報
紙
を
ご

覧
に
な
っ
て
自
分
の
写
真
が
あ
る
と

思
つ
方
は
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
広
報
紙
に
の
っ
て
い

な
い
場
合
で
も
、
そ
の
と
き
そ
の
場

で
カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
た
方
も
、
念

の
た
め
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

妊
婦
検
診

1
5日
（
第
三
木
曜
日
）

乳
児
検
診

3

月
8

日

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
国
民
年
金
第

四
期
、
有
線
放
送
緊
急
使
用
料

及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

2
2日
役
場
第
一
会
議
室

2
3日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

2
6日
東
部
児
童
館

"
斗
合
田
薬
王
寺

適談 • • 

切員相 悶 日
なが談 時交
助皆は 通

贔導 さ無 ; 時 2 事ん料 1 月
ので 午後 15 故：

行を悩み専‘役所 3 日 相
いご門 時 午即., 三畝火
]
0 との ま
に相で 10

• ▼月

悶 日例
時 行

役時 2 政

鷹 1 月; 14 ^ 人
一日権
会 3..._,,

塁 □で 1 0[ 相談
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戸
人
人
人
人
人

ロ

2
7
5
6
8
0
4
3
3
7
)
8
2
4

在

2
9
4
8
4
8き
亡
出

人
瞑
動
死
転
の

1

中

0

月
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村
民
憲
章

ー
一
、
教
育
を
重
ん
じ
、
教
養
を
た
か
め
、
文
化
の
か
お
る
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

と
っ
て
も
／
＼
ガ
ん
ば
っ
だ

手
に
マ
メ
、
キ
ズ
つ
け
な
ガ
ら

だ
れ
よ
り
り
つ
ば
に
作
ろ
う
と

日
頃
近
づ
き
ガ
だ
い
父
さ
ん
も

'79 

〔西小学校での親と子の楽しいつどいにて〕

竹
馬
、
け
ん
玉
、
弓
鉄
砲

一
巳
だ
っ
ぶ
り
費
や
し
て

合
日
は
親
と
の
工
作
で

父
さ
ん
ノ
コ
ギ
リ
ひ
く
音
ね

ボ
ワ
ガ
ヤ
ス
リ
を
力
け
る
音

田
さ
ん
門
を
し
ば
る
音

ギ
コ
ッ
／
＼
ギ
ュ
ッ
／
＼
音
ガ
す
る

ト
ン
／
＼

L

ン
／
＼
音
ガ
弓
る

父
さ
ん
竹
を
割
る
音
ね

シ
ュ
／
＼
シ
ュ
／
＼
音
ガ
可
る

ギ
ィ
／
＼
ギ
ィ
／
＼
音
ガ
す
る

狂

-
ー界世
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昭和54年 3 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第210号 (4) 

」ゞ
ｷu-T 

、一.. 

こ
の
度
、
村
民
皆
様
の
長
年
の

要
望
で
あ
り
ま
し
た
白
亜
の
殿
堂

明
和
村
中
央
公
民
館
か
八
ヵ
月
の

工
期
と
三
億
四
八

0
0
万
円
余
の

巨
費
を
投
じ
て
見
事
に
完
成
い
た

し
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
と
共
に
誠
に
慶
び

に
堪
え
ま
せ
ん
。

こ
の
中
央
公
民
館
は
公
民
館
本

来
の
機
能
は
勿
論
の
こ
と
、
近
代

的
な
施
設
設
備
を
と
と
の
え
た
名
実

共
に
立
派
な
公
民
館
で
あ
り
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
公
民
館
と
し
て

の
使
用
は
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し

て
多
種
多
様
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す

か
、
私
は
特
に
村
民
の
皆
様
か
公
民

館
は
私
達
の
茶
の
間
で
あ
る
と
い
う

お
考
え
で
気
安
く
使
用
し
て
頂
い
て

皆
様
方
の
生
活
、
文
化
の
向
上
に
‘

健
康
の
増
進
に
、
芸
術
鑑
賞
の
場
に
、

親
子
の
読
書
運
動
の
推
進
に
‘

公
更
に
仲
間
づ
く
り
に
社
会
教

育
の
殿
堂
と
し
て
の
名
に
ふ

丑
さ
わ
し
い
幅
広
い
、
然
も
有

効
適
切
な
ご
利
用
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

良
長
奈
さ
ら
に
、
公
民
館
の
落
成

木
と
あ
わ
せ
ま
し
て
、
明
る
＜

平
和
な
村
づ
く
り
を
一
層
推

會
ー
f” 一t

 t
 一

” 中 . 
＝軸

公
民
館
起
行
式
か
行
わ
れ
た
日
か

ら
、
二
百
六
十
三
日
目
の
三
月
二
日

中
央
公
民
館
の
落
成
式
（
同
時
に
村

民
憲
章
と
村
の
木
、
村
の
花
の
発
表
）

か
十
時
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
群
馬
県
知
事
を
は
じ
め
、
村

内
外
か
ら
二
百
一
名
の
方
々
を
お
招

き
し
、
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

式
は
関
口
助
役
の
開
式
の
こ
と
ば

に
初
ま
り
、
奈
良
村
長
の
式
辞
、
公

民
館
建
設
協
力
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
た
の
ち
、
村
民
憲
章
、
村
の
木
、

村
の
花
を
宣
言
し
、
八
人
の
方
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
‘
宮
沢
収
入
役
の

閉
会
の
こ
と
ば
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

な
お
、
第
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
民
謡
‘
朗
吟
な
ど
を
参

観
に
来
た
一
般
の
人
の
前
で
披
露
さ

れ
落
成
式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

進
す
る
た
め
、
村
民
憲
章
、
村
の

木
、
村
の
花
を
制
定
し
広
く
内
外

に
宣
言
を
い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
か
村
民
の
方
々
の
実
践
の

道
し
る
べ
と
し
て
家
庭
基
盤
の
充

実
を
図
る
と
を
も
に
、
心
豊
か
な

住
み
良
い
明
和
村
建
設
の
た
め
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

終
り
に
‘
こ
ー
の
中
央
公
民
館
建

設
に
際
し
限
り
な
い
ご
支
援
‘
ご

尽
力
を
賜
わ
り
ま
し
た
関
係
各
位

に
対
し
衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
る
と
共
に
‘
こ
の
公
民

館
か
末
永
く
村
民
に
愛
さ
れ
な
が

ら
、
大
い
に
活
用
さ
れ
ま
す
こ
と

を
念
願
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

中央公民”澪双
村民涵奎制定
村の木村の花指定



(5) 第210号 広 報 め し＼ わ 昭和54年 3 月 10 日

大野雄吉
（矢島）

私は村民憲章をこのように実践したい 明
和
村
で
も
村
民
憲
章
が
制
定

さ
れ
ま
し
て
本
当
に
私
達
村
民
と

い
た
し
ま
し
て
喜
ば
し
い

事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ひ
と
く
ち
に
憲
章
と
言

わ
れ
ま
し
て
も
年
ぱ
い
の

方
々
の
な
か
に
は
、
実
感

か
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
か
、
こ

の
項
目
を
手
に
し
た
時
、

き
っ
と
お
わ
か
り
い
た
だ

け
る
事
と
ぞ
ん
じ
ま
す
。

明
和
村
の
輝
か
し
い
郷

土
の
歴
史
と
将
来
と
の
か

私
の
家
庭
で
は
、
村
民

憲
章
に
基
づ
い
た
、
こ
と

は
実
践
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

子
供
達
に
対
し
て
特
に
心

か
け
て
い
る
事
は
親
子

の
対
話
、
あ
い
さ
つ
、
礼
儀

な
ど
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

朝
は
「
お
早
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
で
始
ま
り
「
い
た
だ

き
ま
す
」
「
お
や
す
み
な
さ

い
」
と
い
っ
た
事
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
が
究
極
的
に
村
民
憲
章
、
そ

し
て
、
我
か
村
の
発
展
に
結
び
つ 薗部きよ子

（千津井）

け
橋
は
い
つ
の
世
に
も
た
え
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
歴

史
を
語
り
映
し
て
く
だ
さ
る
お
年

寄
り
も
あ
り
、
将
来
に
羽
ば
た
＜

子
供
達
も
い
ま
す
。
そ
の
柱
と
な

る
私
達
‘
こ
の
一
人
ひ
と
り
の
心

の
指
標
こ
そ
、
こ
の
憲
章
だ
と
思

い
ま
す
。

健
康
、
教
育
、
福
祉
、
環
境
、

家
庭
と
こ
の
五
つ
の
し
る
べ
こ
そ

私
達
の
毎
日
を
う
る
お
す
事
で
し

ょ
う
。
そ
の
う
え
村
の
木
、
村
の

花
ま
で
生
ま
れ
、
花
と
緑
の
美
し

い
環
境
が
明
和
の
園
に
咲
く
事
で

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
私
は
こ
の
憲

章
を
心
の
さ
さ
え
と
し
て
、
生
活

の
実
践
と
し
て
か
か
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
家
で
は
、
今
イ
チ
ゴ
摘
み

に
一
生
懸
命
に
精
を
出
し
て
働
い

て
い
ま
す
か
、
ハ
ウ
ス
に
行
く
と

イ
チ
ゴ
の
白
い
花
か
重
な
り
合
っ

て
咲
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
を
ハ

チ
達
は
、
花
か
ら
花
へ
と
休
む
こ

と
な
く
飛
び
か
っ
て
い
ま
す
。
ハ

チ
は
生
き
て
行
く
た
め
に
イ
チ
ゴ

か
ら
ミ
ツ
を
も
ら
い
、
イ
チ
ゴ
は

真
赤
な
実
を
結
ぶ
た
め
に
、
ハ
チ

か
訪
れ
る
の
を
歓
迎
し
、
お
互
い

に
助
け
合
っ
て
い
ま
す
。
イ
チ
ゴ

を
摘
む
た
び
、
こ
の
世
は
、
ハ
チ

と
イ
チ
ゴ
の
ご
と
く
、
ま
た
村
民

憲
章
の
ご
と
く
、
私
た
ち
も
お
互

い
に
助
け
合
っ
て
生
活
し
て
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
つ
く
づ
く
思
う

の
で
す
。

I
l
l
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=

―
皿

圃
村
民
憲
章

圃
わ
だ
し
だ
ち
明
和
村
民
は
、
郷
土
の
牌
力
し
い
歴
史
と
伝
統
を
う
け
·

呵
つ
ぎ
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
村
づ
く
り
の
だ
め
、
村
民
ひ
と
り
ひ
と
圃

訓
り
ガ
進
ん
で
実
践
可
る
追
し
る
べ
と
し
て
こ
の
村
民
憲
章
を
定
め
ま
可
。
圃

圃
一
、
い
つ
も
健
康
て
、
仕
事
に
精
を
出
し
、
豊
か
は
村
を
圃

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

皿
※
ね
ら
い

圃
い
つ
も
健
康
に
心
か
け
‘
仕
事
に
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
、
産
業
を
さ
岬

皿
か
ん
に
し
て
、
活
気
に
み
ち
た
村
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

』
-
、
教
育
を
重
ん
じ
、
教
養
を
た
か
め
、
文
化
の
か
お
る
圃

皿
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

血
※
ね
ら
い

次
代
を
に
な
う
人
づ
く
り
の
教
育
を
尊
重
し
、
生
涯
を
通
じ
て
教
養
皿

皿
に
は
げ
み
、
人
間
性
ゆ
た
か
な
、
文
化
の
村
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

血
一
、
子
ど
も
や
と
し
よ
り
に
希
望
を
あ
た
え
、
た
か
い
に

血
助
け
あ
い
福
祉
の
村
を
つ
く
り

a

し
ょ
う
。

圃
※
ね
ら
い

皿
子
ど
も
の
未
来
を
ひ
ら
き
、
お
と
し
よ
り
を
大
切
に
し
、
協
調
と
連
皿

卿
帯
を
深
め
‘
助
け
あ
い
の
心
を
も
っ
て
し
あ
わ
せ
な
村
を
つ
く
る
こ
と
血

1
1
1
で
す
。

·
-
、
郷
土
を
愛
し
、
花
と
緑
を
そ
だ
て
、
美
し
い
環
境
の
”

圃
村
を
つ
く
り
よ
し
ょ
う
。

皿
※
ね
ら
い

圃
利
根
の
清
い
流
れ
と
太
陽
と
緑
に
め
ぐ
ま
れ
た
、
ゆ
た
か
な
郷
土
の

皿
自
然
を
守
り
、
清
潔
で
快
適
な
村
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

·
-
、
き
a

り
を
守
り
、
え
か
お
て
枯
し
あ
い
、
明
る
い
家
暉

1
1

庭
と
村
を
つ
く
り

a

し
ょ
う
。

·
※
ね
ら
い

呵
日
常
生
活
の
き
ま
り
や
約
束
を
守
り
、
話
し
あ
い
に
よ
っ
て
、
お
た

鯛
が
い
の
立
場
を
理
解
し
あ
い
、
明
る
＜
平
和
な
家
庭
と
村
を
つ
く
る
こ
皿

1
1
1と
で
す
。

I
l
l
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
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=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=

皿

1
1

キ
ク
1
1

村
の
花
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村
の
木

森
圏
蓄
図
悲
菌
罪
醐
悪
蓋
羹
靡
警吉く力ら、鉢もの、花壇、切り花として、村民に親

しまれ、愛されだ花である。

本村文化協会主佳の菊花大会は長い伝統を持ち、円
年見事な作OOが多数出昂され、優秀な成積を収めてい
る。まだ、田蛇の隅などに、人知れ可咲いている野菊
の清楚な姿は、田園にふさわしい晟情である。

占く力ら庭木として、多くの家庭の庭先に桓えられ、

年間緑をだだえる優雅な姿は、庭園樹に適している。

まだ、垣根としても愛用されている。

本村の土に達し、樹勢ガさtJんで、病虫害に強く、

どこでも誰でも、栽培できる木である。
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みんなで公民館を
有効に活用しょ

=3 月より利用できます＝
►公民館はここに建設されました

N // 
公民館

L 
|役場 1中学校 l ［ここ＿』 L­
| |「――可「

（所在地）明和村大字新里303-1 番地

4491 番
4492番

中央公民館使用料

講 堂 その他の部屋

1 日 3,000円 2,000円
昼 間

半日 I,500 円 I, 000円

イ父' 間 2,500円 1,500円

冷暖房料 I,000 円 500円

※夜間とは｛ 4 月～ 9 月 午後 6 時から
10 月～ 3 月 午後 5 時から

次のような場合は使用料が免除されます

●官公署および社会教育関係団体が使用する場合

●村の設置する機関および公共団体が使用する場合

●その他教育長が必要と認めた場合

｀
つ

使用 5 日前までに

この用紙を提出してください

明和村中央公民館使用承認願

昭和 年 u
 

H
 

明和村中央公民館長殿

承認刷i者

住所

氏名

下記のとおり中央公民館を使用したいので、明和村中央公民館設逍条例施行

規則により承認瀬います。

使用日時 昭和年月日 (8/f1)午腐時分ー午腐時分

使用奎名 41 工第芸1 実会議習*呈 25 研図書條室室 （和室 A 8) 36 調講理実習堂室階

(0印でかこむ） 面 1 視聴覚至 2講義奎 3 第 2 会議室（ A B) 

使用備品

使用目的

住所

集会見、
使用責任者 氏名

込人員

電話 人

暖房または冷房 使用する 使用しない II他用料 金 円

使用条件と備考

受付年月日 1 i I I 承認年月日 1 店胄| 
昭和年月日 I I 昭和年月日 1

※この用紙は公民館に備えてあります。

※休館日は毎週月曜日です。

▼
5
2年
3

月
i
4
月

公
民
館
建
設
に
つ
い
て
第
一
回
目
の
陳
情

（
国
会
議
貝
、
県
会
議
員
な
ど
）

▼
5
2年
4
月

2
7日

公
民
館
建
設
委
員
会
結
成

▼
5
2年
5
月
1
2日

第
一
回
優
良
公
民
館
視
察
（
県
内

3

公
民

館
）

▼
5
2年
7
月
5
.
6

日

第
二
回
優
良
公
民
館
視
察
（
県
外
3

公
民

館
）

▼
5
2年
8
月
2

日

県
教
委
社
教
課
係
員
現
地
視
察
に
来
村

▼
5
2年
9
月
9

日

第
三
回
優
良
公
民
館
視
察
（
県
内

2

公
民

館
）

▼
5
2年
1
0
月
7日

補
助
金
申
請
に
か
か
わ
る
事
業
計
画
書
の

提
出

▼
5
2年
1
0
月1
8日

第
二
回
建
設
委
員
会
（
設
計
業
者

6

社
を

選
定
）

▼
5
2年
1
0
月
2
8
日

設
計
指
名
業
者
選
定
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催

▼
5
2年
1
2
月
6日

県
議
会
、
知
事
な
ど
に
第
二
回
目
の
陳
情

▼
5
2年
1
2
月
1
3
日

第
三
回
建
設
委
員
会
（
設
計
業
者
を
卸
ア

ル
フ
ァ
設
計
と
決
定
）

▼
5
2年
1
2
月
2
3
日

大
蔵
省
や
文
部
省
に
第
三
回
目
の
陳
情

▼
5
2年
1
2
月
2
4
ー

2
9日

ボ
ー
リ
ン
グ
（
地
質
調
査
）
を
行
う

▼
5
3年
1

月
1
2日

第
四
回
建
設
委
員
会
（
設
計
変
更
を
指
示
）

（
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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1 月号の広報紙で公民館落成記念と

して公民館の‘‘標語\,を募集したと
ころ次の方々から標語が寄せられま

したのでこ｀紹介いたします。

▼
村
の
飛
躍
に
未
来
を
俵
く
公
民
館

▼
中
央
に
文
化
こ
こ
よ
り
公
民
館

▼
村
の
歴
史
に
大
き
く
刻
む
公
民
館

▼
村
民
の
つ
ど
い
で
に
ぎ
わ
う
公
民
館

▼
新
祭
の
公
民
館
に
笑
顔
満
ち

▼
公
民
館
親
睦
深
め
る
い
こ
い
の
場

▼
我
が
故
郷
に
見
事
に
建
っ
た
公
民
館

▼
公
民
の
館
を
釉
に
新
明
和

▼
行
政
の
豊
か
は
村
の
公
民
館

上
岡
高
次
さ
ん
（
南
大
島
）

板
村
芳
明
さ
ん
（
新
里
）

滝
口
幸
江
さ
ん
（
田
島
）

滝
口
正
子
さ
ん
（
田
島
）

▼
中
央
に
白
き
そ
そ
り
立
つ
皆
ん
は
の
シ
ン
ポ
ル
公
民
館

▼
公
民
館
て
和
を
広
げ
よ
う
文
化
・
体
育
活
動
に

▼
公
民
館
て
皆
ん
は
と
遵
び
・
学
び
枯
し
あ
お
う

武
井
英
夫
さ
ん
（
南
大
島
）

村
の
文
化
施
設
で
あ
る
中
央
公

民
館
の
落
成
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
住
民
の
強
い
要
望

を
実
現
し
て
い
た
だ
き
、
子
供
の

よ
う
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

「
県
内
の
市
町
村
で
公
民
館
の

な
い
と
こ
ろ
は
ニ
ヵ
所
し
か
な
い
」

と
聞
い
た
と
き
は
、
が
っ
か
り
し

た
も
の
で
し
た
が
、
今
、
白
く
そ

び
え
る
公
民
館
を
な
か
め
て
み
ま
す

と
、
本
村
も
み
な
さ
ん
と
仲
間
入
り

し
た
よ
う
で
、
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お

ろ
し
た
い
よ
う
な
気
持
に
か
ら
れ
ま

す
。

老
人
達
の

れ
か
ら
は
、
全
て
の
設
備
の
整
っ

た
公
民
館
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
多
い
に
勉
強
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

青
少
年
の
研
修
に
‘

久
氏
虞
を
祝
ぅ
多1
行

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
新
里
の
野
村
初
枝
さ
ん
で
す
）

私
も
婦
人
学
級
に
参
加
し
て
い
る
憩
い
に
、
発
表
に
と
、
住
民
み
ん

一
人
で
す
か
、
今
ま
で
で
す
と
会
議
な
で
施
設
を
利
用
し
、
そ
こ
か
ら
、

は
役
場
で
、
料
理
講
習
会
は
中
学
校
り
っ
ぱ
な
／
＼
＇
文
化
の
花
を
み
ん

の
料
理
教
室
で
と
、
い
っ
た
よ
う
に
な
で
、
力
を
合
わ
せ
て
咲
か
せ
よ

一
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
、
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▼
村
中
の
豊
は
ふ
れ
あ
い
公
民
館

他
の
市
町
村
に
建
設
さ
れ
ス
ペ
ー
ス
と
演
劇
等
の

て
い
る
公
民
館
を
み
て
み
ま
大
道
具
搬
入
口
と
し
て

す
と
、
人
と
車
の
分
離
が
な
確
保
し
た

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
住
▼
玄
関
ロ
ビ
ー
の
ス
ペ
ー

民
が
遊
び
に
来
る
雰
囲
気
で
ス
を
広
く
取
り
ロ
ビ
ー

な
か
っ
た
り
、
緑
が
な
く
、
を
多
目
的
に
利
用
で
き

あ
る
い
は
少
な
か
っ
た
り
し
る
よ
う
に
し
た

て
、
建
物
と
一
体
感
が
な
か
▼
＂
緑
の
中
の
公
民
館
”

っ
た
。
さ
ら
に
は
文
化
的
施
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
め
る

設
と
し
て
親
し
み
や
す
さ
か
た
め
、
南
側
の
造
園
を

な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
重
要
視
し
建
物
と
の
一

す
。
体
化
を
は
か
り
、
村
民

そ
こ
で
私
は
、
そ
れ
ら
の
か
気
軽
に
利
用
で
き
る

問
題
を
解
決
す
べ
く
、
明
和
よ
う
環
境
造
り
を
し
た
。

村
中
央
公
民
館
は
次
の
テ
ー
▼
身
障
者
に
対
し
て
は
ス

マ
を
掲
げ
設
計
い
た
し
ま
し
ロ
ー
プ
を
確
保
し
た
。

た
。
▼
防
火
用
貯
水
槽
は
駐
車

0

住
民
か
気
軽
に
利
用
で
き
ス
ペ
ー
ス
の
地
中
に
埋

る
交
流
の
場
設
し
、
よ
り
有
効
に
ス

0

み
ど
り
の
中
の
公
民
館
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
。

0

村
民
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
体
以
上
の
事
が
明
和

の
公
民
館
村
中
央
公
民
館
の
主
な
設

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
ど
の
計
上
の
特
徴
で
ご
ざ
い
ま

よ
う
に
う
ま
く
設
計
す
る
か
す
。

苦
労
し
ま
し
た
か
、
具
体
的
公
民
館
を
利
用
し
た
時
、

に
は
次
の
よ
う
に
行
い
ま
し
あ
る
い
は
ご
覧
に
な
っ
た

た
。
時
は
、
ぜ
ひ
そ
れ
ら
の
事

▼
近
隣
、
及
び
農
地
の
日
照
も
十
分
注
意
し
て
見
て
い

に
つ
い
て
十
分
配
慮
し
た
た
だ
け
れ
ば
私
達
と
い
た

▼
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
百
五
十
し
ま
し
て
は
幸
い
に
存
じ

凸
言
]
ま
す
。
“
”
`

明
和
村
中
央
公
民
館

公
民
館
の
集
大
成

▼
5
3年
5

月

3
0日

第
五
回
建
設
委
員
会
（
建
設
業
者
6

社
を

指
名
）

▼
5
3年
6

月

1

日

建
設
業
者
に
対
し
て
現
場
説
明
会
を
行
う

▼
5
3年
6
月
9
日

臨
時
村
議
会
（
工
事
請
負
費
の
補
正
を
議

決
）

入
札
を
執
行
（
建
設
業
者
を
明
和
建
設
共

同
企
業
体
に
決
定
）

第
六
回
建
設
委
員
会
（
入
札
結
果
を
報
告
）

▼
5
3年
6

月

1
3日

公
民
館
起
工
式
を
行
う

▼
5
3年
8

月

1
0日

建
設
委
員
工
事
現
場
視
察

▼
5
3年
1
1月
2

日

建
設
委
員
工
事
現
場
視
察

▼
5
3年
1
2月
1
8日

家
具
顆
一
式
現
説

(
5社
）

▼
5
3年
1
2月
2
3日

家
具
類
一
式
入
札
（
館
林
家
具
商
組
合
に

決
定
）

▼
5
4年
1

月

1
6日

警
備
及
び
清
掃
業
務
委
託
現
説

(
3社
）

▼
5
4年
1

月

3
0日

警
備
及
び
清
掃
業
者
決
定
（
腕
ト
ー
フ
ウ
）

設
計
業
者
の
竣
工
検
査

▼
5
4年
2

月
5

日

県
及
び
建
設
委
員
の
竣
工
検
査

▼
5
4年
2

月

1
0日

外
構
工
事
現
説

(
3社
）

▼
5
4年
2

月

1
4日

外
構
工
事
入
札
（
明
和
建
設
共
同
企
業
体

に
決
定
）

▼
5
4年
2

月

1
9日

村
が
引
渡
し
を
受
け
る

▼
5
4年
3

月
2

日

落
成
式

前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
風
景

董
薫
薫
菫
薫
董
菫
董
董
菫
董
薫
薫
薫
羹
菫
纏
藁
菫
葦

二
襄
霧
畠
塁
胃
召
ロ
ロ

言
”
口□言
疇
コ
コ
コ
譴
憂
霜
ロ

村
で
は
二
月
十
五
日
婦
人
ボ
ラ
ン
村
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
。
フ
や
今
ま
で
な
ん
ら
進
し
て
行
き
ま
す
の
て
あ
な
た
も

か
の
か
た
ち
で
奉
仕
し
て
い
た
人
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
り
貝
に
な
っ
て
く

対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
だ
さ
い
。

講
座
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
村
で
は
三
月
二
十
三
日
に

こ
れ
は
、
村
長
の
理
念
に
も
あ
る
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
竹
本

よ
う
に
＂
常
に
心
豊
か
な
村
づ
く
り
“
課
長
を
お
招
き
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

の
趣
旨
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
ア
活
動
入
門
…
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

本
村
に
も
身
体
障
害
者
や
一
人
ぐ
心
」
と
題
し
た
講
油
を
行
い
ま
す
の

ら
し
の
名
人
な
ど
三
十
五
名
お
り
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事
し
て
い

す
。
こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
る
方
、
ま
た
は
‘
こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン

達
の
手
を
借
り
て
「
物
の
節
祉
」
か
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
し
て
い
る
方
は

ら
「
心
の
協
祉
」
を
実
践
し
よ
う
と
ぜ
ひ
参
加
を
お
聞
い
し
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。
▽
場
所
中
央
公
民
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
ご
承
知
▽
時
間
十
時
よ
り

の
と
お
り
、
行
政
か
ら
の
押
し
つ
け

で
行
う
も
の
で
な
く
、
各
人
が
相
手

の
立
場
を
理
解
す
る
心
を
持
ち
活
動

す
る
も
の
で
す
。

[
 

新
里
地
区
は
県
よ
り
貯
蓄
実

践
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

か
、
お
金
を
貯
蓄
す
る
か
た
わ

ら
、
あ
ら
ゆ
る
知
識
も
身
に
つ

け
よ
う
と
‘
一
月
二
十
日
、
商

工
会
で
明
和
分
署
長
さ
ん
ら
を

招
い
て
＂
火
に
対
す
る
安
全
管

理
の
方
法
“
を
勉
強
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
分
署
長
さ
ん
の
話

し
や
、
映
画
を
見
た
り
し
ま
し

た
。
台
所
を
あ
ず
か
る
主
婦
達

は
常
に
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
大
い
に
参
考
に
な
っ
て
い
た

よ
う
で
し
た
。

新
里
貯
蓄
組
合
で

防
火
講
習
会
開
く

ま
で
に

確
定
申
告
は

3

月

1
5日

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

昨
年
十
一
月
八
日
に
明
和
村
法
人

会
婦
人
部
（
部
員
二
十
八
名
、
部
長

荒
井
マ
サ
）
が
‘
婦
人
達
も
、
も
っ

と
税
金
に
明
る
く
な
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
お
互
い
に
情
報
を
交
換
し
あ
い

近
代
的
経
営
を
行
お
う
と
結
成
さ
れ

二
月
十
九
日
に
第
一
回
目
の
税
務
講

料
会
を
商
工
会
で
税
務
署
か
ら
二
人

の
講
師
を
招
き
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
講
背
会
だ
け
に
自
分
の

会
社
は
ど
う
な
の
か
と
い
っ
た
事
な

ど
を
成

m
Lん
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

書
き
損
じ
た
ハ
ガ
キ

交
換
で
き
ま
す

書
き
担
じ
た
り
‘
汚
し
た
り
、
誤

っ
て
印
刷
し
た
り
し
た
官
製
は
か
き

や
、
郵
便
書
簡
（
ミ
ニ
レ
タ
ー
）
な

ど
は
別
表
に
よ
る
手
数
料
で
新
し
い

も
の
と
交
換
で
き
ま
す
。

お
年
玉
年
賀
は
か
き
を
書
き
損
じ

た
も
の
は
、
普
通
の
官
製
は
か
き
と

交
換
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

◎
書
き
損
じ
た
は
か
き
等
の

交
換
手
数
料
（
一
枚
に
つ
き
）

▼
通
常
は
か
き
三
円

▼
往
復
は
か
き
六
円

▼
郵
便
書
簡
（
ミ
ニ
レ
タ
ー
）
六
円

▼
外
国
郵
便
は
が
き
五
円

▼
航
空
書
簡
（
エ
ア
ロ
グ
ラ
ム
）
十
円

法
人
会
婦
人
部
で

税
務
講
習
会

こ
の
I
J
ハ
ガ
キ
で
こ
ん
に
ち
は
”

の
欄
は
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
て
行
う

も
の
だ
け
に
、
な
に
と
ぞ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

二
十
円
の
官
製
ハ
ガ
キ
に
絵
、
習
字
、

詩
、
作
文
な
ど
、
な
ん
で
も
結
構
で

す
。
子
供
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
奮
っ

て
ど
う
ぞ
。

あ
て
先
は
総
務
課
広
報
係
で
す
。

わたしが考えた“公民
館の紋章” ー、

寺、ヽガ
’
（
農
曼

ーヽ

忍
J
r
,
§
‘
;
•
も
で
，
で

先
月

で
こ
ん
吟
も
＞
ょ
杓
る

衰
ー

1、
A
(
9
9

方
の
ハ
大
よ

‘
(
9
9

で

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
累
ー
▲

l

こ
い
『
ヽ
[

で
な

r

9

タ

さ
メ

／
江

＇
ー
、

ー
、

‘
⑰
·
ん

< 

す
章
秀で
]
言
[
[民
小

℃‘ 
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▼
会
場

第210号

▼
日
時 ー

県
議
会
議
員

立
候
補
者
ー

四
月
四
日

午
後
二
時

中
央
公
民
館

立
会
演
説
会
開
催

広 報 め し＼

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

春
の
新
緑
、
夏
の
避
暑
、
秋
の

紅
葉
、
冬
の
ス
キ
ー
と
四
季
を
通

じ
て
楽
し
め
る
草
津
温
泉
。
そ
の

草
津
温
泉
に
、
唐
松
の
自
然
に
囲

ま
れ
た
わ
た
し
た
ち
の
施
設
、
国

民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
草
津
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
パ
レ
ス
」
か
あ
り
‘

多
く
の
み
な
さ
ん
に
好
評
で
す
。

利
用
者
の
多
く
は
「
食
事
か
お

い
し
く
、
料
金
か
安
い
の
か
い
い

で
す
ね
。
」
な
ど
と
い
っ
た
声
か
よ

く
聞
か
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
ご
満

足
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
直
接
グ
リ
ー
ン

パ
レ
ス
か
役
場
住
民
課
へ
お
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
所
在
地

吾
妻
郡
草
津
町
草
津
白
根

ゎ 昭和54年 3 月 10 日

気
軽
に
相
談
を
”
~

1
1

よ
い
子
の
ダ
イ
ヤ
ル1
1

我
が
子
の
悩
み
に
つ
い
て
ズ
バ

リ
答
え
て
く
れ
る
「
よ
い
子
の
ダ

イ
ヤ
ル
」
が
県
庁
内
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

相
談
内
容
は
教
育
、
児
童
の
し

つ
け
、
育
児
、
更
生
保
護
、
非
行

防
止
、
精
薄
問
題
な
ど
家
庭
で
か

か
え
る
悩
み
全
般
に
つ
い
て
答
え

て
く
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ん

で
い
な
い
で
「
よ
い
子
の
ダ
イ
ヤ

ル
」
を
利
用
し
て
は
い
か
か
で
し

ょ
う
か
。

よ
い
子
の
ダ
イ
ヤ
ル
は
0
2
7

ョ
イ
コ
ニ

2

⑳
4
1
5
2
で
す
。

サ
ラ
金
救
済
セ
ン
タ
ー

の
ご
利
用
を
”
~

群
馬
弁
護
士
会
で
は
、
貸
金
業

者
の
暴
利
及
び
不
法
な
取
立
て
に

よ
る
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
に

「
サ
ラ
金
被
害
者
救
済
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

サ
ラ
金
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

方
は
、
相
談
し
て
は
い
か
が
。

▼
相
談
場
所
群
馬
県
庁
県
民
室

(
~
o一
至
一
ー
―
―
―
―
―

I

―
ー
ニ
内
線
―
―
―
―
―
六
）

▼
相
談
日
時
毎
週
火
曜
日
午

後
一
時
か
ら
四
時
半
ま
で

▼
相
談
料
無
料

マイホームを新築購入した

人は、

江
森
政
美

来
月
は
俳
句
で
す
）

▼
電
話

▼
料
金被

保
険
者
等

几
又

一
舟

二
七
七
0
円

二
九
九
0
円

＝
―
-
七
九
会
ー
三
九
六
〇

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

奉
仕
役
心
注
ぎ
し
あ
の
頃
は
身
を
か

と
き

へ
り
見
る
刻
も
忘
れ
て

青
木
光
子

明
日
入
院
す
夫
の
脱
ぎ
た
る
作
業
衣

を
師
走
の
庭
に
刻
か
け
て
干
す

柿
沼
ま
つ

万
象
の
浄
め
濯
が
る
か
そ
け
さ
か
久

々
に
き
く
寒
の
雨
音

奈
良
原
キ
ク
ノ

衿
立
て
て
み
ぞ
れ
の
街
を
そ
ぞ
ろ
歩

む
フ
リ
ー
ジ
ャ
の
匂
ひ
う
す
く
漂
よ

ふ
瀬
下
一
江

嫁
ぐ
時
塗
ら
れ
し
壁
の
は
げ
初
め
て

子
等
の
落
書
き
夕
日
に
浮
ぶ江

森
佳
世
子

よ
み
じ

手
を
と
り
あ
ひ
て
黄
泉
路
行
く
ら
む

は
は母
姑
ふ
た
り
熱
海
に
遊
び
し
あ
の
時

の
顔
つ 文

芸

欄

最高 6万円が3 年間

税金から引かれます。

► 自分で住むために住宅を新築したり、新築住宅を

買ったりしたときは、その住宅に居住した年から 3

年間、床面積に応じた住宅取得控除が受けられます。

〔床面積に応じた住宅取得控除を受けるための条件〕

①工事完了または購入した日から 6 ヵ月以内に入居

し、引続いて居住すること。

②床面積が165m'以下であること

〔控除額の計算〕

床面積m2
1,000円 x ……最高 3 万円

3. 3m7. 

〔住宅ローン等に係る住宅取得控除を受けるための

条件〕

①民間の金融機関等からの借入金であること

（建設業者等から賦払いの方法で購入した場合の

債務を含む）

②返済期間が10年以上にわたるもので、かつ、月賦

のように分割して返済する方法によること

〔控除額の計算〕

｀：］斉中：：』ー 30万円） X5%…•最高3万円
※この控除を受けるには確定申告が必要です。ただ

し、サラリーマンは、 1年目に確定申告をすると、

2年目、 3 年目は年末調整で控除が受けられます。

トラックター、コンパインの
登録はお済みですか

=3月24日までに登録を＝

トラックター、コンバイン

（歩行式は除く）のナンバー登

録を受けると各種の特典かあ

ります。所有者は印鑑、エン

ジン番号、車体番号、車名、型

式、購入領収書を持って住民

課窓口で手続きしてください。

ー
出
生
ー

氏
名

山
野
井
辰
雄

島
田
せ
ん

内
山
安
信

石
塚
と
よ

田
中
貢
亮

柳
瀬
良
雄

阿
部
た
よ

矢
島
福
二

（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

斎
藤
久
美
子
信
夫
長
女
南
大
島

2

月
6

日

赤
坂
大
輔
清
治
長
男
江
口

2

月
6

日

矢
島
弘
之
武
人
長
男
田
島

2
月
8

日

坂
上
陽
平
行
男
長
男
中
谷

2

月

1
2日

杉
山
裕
美
一
雄
長
女
千
津
井

2
月
1
7日

ー
死
亡
—
（
敬
称
略
）
世
帯
主

年
令
（
）
は
新
地
区
死
亡
月
日

7
4
淳
吉
梅
原

2

月
5

日

7
5
繁
正
南
大
島

2

月
7

日

5
0
（
雅
廣
）
大
輪
2

月

1
0日

8
7

正
川
俣

2

月

1
4日

8
3
（
清
）
田
島

2

月

1
6日

7
0

川
俣

2

月

1
7
日

8
5

江
口

2

月

2
1日

7
9

田
島

2

月

2
1日

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
矢
島
に
あ
る
（
株
）
日
本
キ
ャ
ン

パ
ッ
ク
で
は
公
民
館
落
成
記
念
と
し

て
二
十
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

孝 清 ` 
一
・
シ
、
衣
く
れ
升

あ
わ
t
ォ

消防庁は毎週金曜日と日曜日、テ

レビによる防災キャンペインを行っ

ております。ぜひ、ご覧になって、い

ざという時の防災に役立てましょう。

毎週金曜日く日本テレビ〉

午前 10時55分～ II 時

毎週日曜日くフジテレビ〉

午前 8 時55分～ 9 時

等級

1 等

2 等

3 等

4 等

お年玉の品名 組

A 組

組
通
各
共

き
ピ

っオ
レ

ジラ
テ

ポケットカメラ

手紐セット（回
せん・封筒・ク
リーティングカ
ードのセット）

お年王切手シート

番号

055232 
887328 
152253 
274077 
下 5 けた

23887 
下 5 けた

60172 

比：：：
A組

魯閾

昭
和
五
十
四
年
お
年
玉
つ
き
年

賀
は
が
き
の
お
年
玉
賞
品
の
引
換

え
は
八
月
四
日
ま
で
で
す
。
ま
だ
、

賞
品
を
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
な
い

方
は
、
お
早
目
に
郵
便
局
の
窓
口

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
三
等
、
四
等
の
お
年
玉

は
ご
希
望
に
よ
り
、
年
賀
は
が
き

の
く
じ
番
号
印
刷
部
分
を
切
り
取

ら
な
い
で
、
受
領
証
に
よ
っ
て
お

渡
し
す
る
こ
と
も
し
て
お
り
ま
す
。

お
年
玉
賞
品
と
当
せ
ん
番
号
は

次
の
と
お
り
で
す
。

も
う
済
み
ま
し
だ
か

年
賀
ハ
ガ
キ
の

お
年
玉
賞
品
引
換
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9
』
宜

出
通
の
計

〒
車
交
急
そ

急... 救

<

謬
館林邑楽地区 館林地区 明和 • 祝日 • 耳鼻
産婦人科 耳鼻科 内 科外科 千代田地区

日 浜野医院川田医院 安楽岡医院ft 02767(2)0572 津久井医院 竹越医院 館林は 科かに
3 月 18 日 ft 02768(8)5678 ft 02767(2)0754 大島診療所ft 02767 (7 )1503 ft 02767(2)3,316 ft 027684-3137 

曜
白沢医院小倉医院 川生医院ff 02767(2)3030 館林医院 江口医院 厚院病生 療診ぎり

当
3 月 25 日

ft 02767(2) 1600 ft 02767(2)0606 大石医院ff 02767(4)2362 ff 02767(4)2112 ff 027686-3201 

番 4 月 1 日
落合医院 大神医院 堀越医院ff 02767(3)4151 荘司医院 館林地区が 担が当 時髯は; ff 02767(2)0160 ff 0276(62) 2200 岡田医院ff 02767(2)3163 ft 02767(2)3121 担当します

医 根岸医院 原医院 増田医院ff 02767(2) 1387 寺内医院 小西医院
4 月 8 日

ff 02767(2)3262 ff 02767(2) 1936 阿久津医院ft 02767(2)3315 ff 02767(2)3031 ft 027686-2261 すょ 一
古屋 (1恒）医院 川田医院 田内医院ff 02767(2)3855 礫川堂医院 江上医院 : 4 月 15 日 ft 0276(63)6161 ft 02767(2)0754 須田医院ff 02767(2)0862 ff 02767(4)0184 ff 027686-2028 

通
信
制
の
高
校

は
こ
の
近
く
で
は

桐
生
女
子
高
校
に

あ
り
ま
す
。

男
女
共
学
の
普

通
科
で
年
齢
に
関

係
な
く
‘
だ
れ
で

も
入
学
で
き
ま
す
。

通
信
制
は
毎
日

学
校
に
行
か
な
く

て
も
よ
い
の
で
働

き
な
が
ら
学
ぼ
う

と
す
る
人
や
家
庭

の
主
婦
な
ど
に
は

最
も
適
し
た
方
法

で
す
。
学
習
の
方

法
は
自
学
自
習
を
主
に
き
め
ら
れ
た

レ
ポ
ー
ト
を
出
し
て
指
導
を
受
け
、

毎
月
二
回
位
日
曜
日
な
ど
に
面
接
指

遅信制で
高校卒業資格を

五
時
ま
で
。

▼
縦
覧
場
所
役
場
税
務
課

（
土
曜
日
は
十
二
時
ま
で
。
日
曜

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
~

ヽ

9
9
9
9
9
9
,
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＼
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9
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9
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9
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9
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9
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9

9

9
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愛助み
のけ

「
群
馬
県
の
歌
」
は
、
明
治
百
年

記
念
事
業
の
一
っ
と
し
て
、
昭
和
四

十
三
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

す
で
に
十
年
を

経
過
し
、
各
種
団

体
や
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
を
通
じ
て
、

浸
透
し
て
い
ま
す

か
、
ま
だ
ま
だ
‘

ご
存
知
な
い
方
も

多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

県
で
は
、
県
民

の
皆
さ
ん
に
県
の

歌
を
口
ず
さ
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、

新
た
に
録
音
し
、

レ
コ
ー
ド
を
製
作

し
ま
し
た
。

「群馬景の歌」レコード
プレゼント＝抽芯馨：＝

一
ま
ず
通
学
路
に`

慣
れ
さ
せ
ハ
ょ
う

レ
コ
ー
ド
は
シ
ン
グ
ル
盤
で
、

A

面
は
声
楽
家
友
竹
正
則
、
藤
田
み
ど

り
さ
ん
の
歌
、
B

面
は
カ
ラ
オ
ケ
で
、

皆
さ
ん
が
一
緒
に
歌
っ
て
い
た
だ
け

新
入
学
近
し口

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
レ
コ
ー
ド
を
ご
希
望
の
方
に

抽
せ
ん
で
五
百
名
に
無
料
（
郵
送
料

二
百
円
の
み
個
人
負
担
）
で
お
分
け

い
た
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法

封
書
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

切
手
二
百
円
分
同
封
し
て
次
の
と
こ

ろ
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〒
3
7
1前
橋
市
大
手
町
一
i
-
i
-

県
広
報
課
「
群
馬
県
の
歌
」
の
係

▽
申
し
込
み
期
限
三
月
三
十
一
日

▽
決
定
・
レ
コ
ー
ド
の
発
送

四
月
上
旬
、
当
選
者
は
発
送
を
も

っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
選
外
に
な
っ
た
方
に
は
‘

同
封
の
切
手
は
お
返
し
し
ま
す
。

剣
道
大
会
が
三
月
二
十
一
日
、
村

の
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

試
合
は
小
・
中
学
生
・
一
般
の
三

部
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。
剣
道

の
心
得
か
あ
る
人
は
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

三
月
十
六
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
事

務
局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

t
名
t
t
t
t
＄
一
お
し
ら
せ
一
§
沿
沿
沿
ゞ
t
―
あ
し
ら
せ
一
“
＄
沿
ゞ
沿
沿
t

導
に
登
校
す
る
だ
け
で
す
。
学
費
は

各
種
の
補
助
か
あ
る
の
で
ご
く
わ
ず

か
し
か
い
り
ま
せ
ん
。
卒
業
後
の
資

格
は
全
日
制
や
定
時
制
の
高
校
と
全

く
同
じ
で
す
。

詳
し
く
お
聞
き
に
な
り
た
い
方
や

入
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
桐
生
女
子

高
校

(
n
=―
―
七
七
―
―
―
―
―
_
―
―
―
全
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
＇

固
定
資
産
税
の

課
税
台
帳
縦
覧

役
場
で
は
毎
年
一
回
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
縦
覧
し
ま
す
。

自
分
の
財
産
が
正
確
に
あ
る
か
、

ま
た
、
正
確
に
課
税
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
四
月
二
日
ー
ニ
十
一
日
ま

で
。
午
前
九
時
か
ら
午
後

日
と
祝
日
は
縦
覧
し
ま
せ
ん
。
）

ス
ム
ー
ズ
に
接
続
I
I
~

役
場
電
話
を

2

回
g
諏
i
堵
設

有
線
放
送
電
話
が
廃
止
さ
れ
、
役

場
へ
の
電
話
連
絡
は
公
社
電
話
だ
け

と
な
り
、
役
場
の
電
話
は
大
変
混
雑

し
、
＂
話
し
中
I
i
と
い
っ
た
事
で
、
連

絡
が
つ
て
ま
で
、
長
い
時
間
お
待
た

せ
し
て
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
二
回
線
増
設

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

ス
ム
ー
ズ
に
連
絡
で
き
る
と
思
い
ま

す
。さ

ら
に
、
近
々
も
う
一
回
線
増
設

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
電
話

番
号
は
従
来
ど
お
り
3
1
1
1

を
お

回
し
く
だ
さ
い
。

剣
道
大
会
の

参
切
者
募
集

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

妊
婦
検
診
1
5
日
（
第
三
木
曜
日
）

乳
幼
児
検
診

4

月

1
2日

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
土
地
改
良
区

費
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
六
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
七
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

二
十
八
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

適談 • • 

切員 閂 鷹 日
な上が白ヒl 時 交

晶: 助さ無はi 時 3 塁ん料 ＼月

悩の で‘ 午後 1日5 故
み 胃 3 相

いごとの 時ま午前 三却火< 

tま に相 で 10

• • 月
悶 日 例時

19丁-

<
時 3 政
i月

^ 人ー午後 1日5 
権

会議室 時ま3 午前 ‘`— 
相

で 10 三畝火
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